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　プロローグ







　吸きゆう血けつ鬼き──それが世界の敵の名だ。

　あらゆる生物を超ちよう越えつせし魔ま物ものとして広く恐れられてきた存在。

　やつらは獰どう猛もうなる野や性せいと狡こう猾かつなる知ち性せいを兼ね備えていた。吸血することで飢うえを満たす卑いやしさ、まして人間の外がい見けんを模もしていることがこの上なくおぞましかった。

　遠い昔、獣けものの血を吸うことに飽あきたやつらは人じん類るいに手を出した。物語にあるような処しよ女じよの生き血を好むわけでもなく、見み境さかいなく、老ろう若にやく男なん女によ問わず吸血していった。始まりは欧おう州しゆうの片かた田舎いなかから。村から村へ、領りよう地ちから領地へ。眷けん属ぞく同どう胞ほうを増やして群れとなり、やがてやつらはいくつかの部ぶ族ぞくに分かれて世界中に散らばり、吸血鬼の伝でん説せつを各地に数多く残して回る。五ご大たい陸りくのすべてで凌りよう辱じよくの限りを尽くしたそれは、人類を滅ほろぼさんとする所しよ業ぎようであった。

　数百年の刻ときを刻きざみ、

　やつらは規き律りつを作った。人類を滅ぼしてはならぬ、と生せい存ぞん本ほん能のうが訴えたためだ。自然生せい態たい系けいのバランスを崩くずせばやつらだけでなく地球上の生物全ぜん体たいに影えい響きようを及ぼす。人類を滅ぼしてはならぬ、管理するのだ──やつらはそのためのシステムを作った。太陽光こうが届かない闇やみに身を潜ひそませて、増ぞう殖しよくする人間を少しずつ、しかし大だい胆たんに攫さらっては食し、独どく自じの社会を形けい成せいしていく。

　やつらは進しん化かしていた。

　人じん類るいは飼し育いくされていた。

　世界は巨きよ大だいな飼育箱ばこだった。

　けれども多くの人間はその事実に気づいていない。吸きゆう血けつ鬼きは巧こう妙みように自分たちの存在を隠かくしており、気づいているのは一部の人間だけである。







　教会──それが唯ゆい一いつ吸血鬼に対たい抗こうできる機き関かんだ。

　吸血鬼によって作られた世界構こう造ぞうに気づいた人間たちは、教会を基き盤ばんとした吸血鬼専せん門もんの殲せん滅めつ部ぶ隊たいを作り上げた。教きよう義ぎにおいて主しゆの復ふつ活かつ以外を認めていないことから、特とく性せいに不ふ死しや再さい生せい能力を持つ人じん外がいは例れい外がいなく敵とみなした。吸血鬼はその最たるモノで、悪の根こん源げんだ。根ね絶だやしにすべきなのだ、でなければ人類に救いはない。

　数百年の刻ときを掛けて、

　救きゆう世せい主しゆたりうる戦せん士したちが現れた。

　教会が生み出した殲滅兵へい士しである。

　彼らは、筐きよう界かいが有する最さい古この聖せい典てんの叡えい智ちにより紡つむがれた結けつ晶しよう──聖殲士ナーバと呼ばれている。最さい高こう位いの吸血鬼狩りハンター。いまだこの世に百ひやく余よ名めいしか存在しないが、しかし数多あまたいる吸血鬼を圧あつ倒とうするほどの力を有していた。

　聖殲士と吸血鬼の闘たたかいは数すう世せい紀きに及んだ。人ひと知しれぬ闇の中で聖殲士一いちに対し数千もの吸血鬼が滅ほろぼされていき、だが同じく教会側がわも多くの殉じゆん教きよう者しやを出した。それは血で血を洗う終わりのない闘いだった。無む限げん増殖を繰くり返すやつらを完全に駆く逐ちくするには聖殲士の数が足りなすぎたのだ。

　教会はさらに一いつ世せい紀きを費やして聖殲士を増やし、戦せん力りよくは現代においてようやく拮きつ抗こうする。

　勝負の命めい運うんは次なる世代に託たくされた。




　　　　　　　　　†




　現代。日に本ほん。斑まだら王おう路じ市。とある週しゆう末まつ──。

　色とりどりのネオンが灯ともり始める夕ゆう刻こく過すぎ。帰き宅たく途と中ちゆうの学生やサラリーマンで賑にぎわう駅前の繁はん華か街がい。路ろ上じようでたむろし通つう行こう人にんを妨さまたげている若者の集団は、夜の仕事に繰くり出す艶つやのある女性が通り過ぎるたびに頓とん狂きような声を上げた。違い法ほう駐ちゆう車しやしている車から大だい音おん量りようの音楽が溢あふれ、クラクションが呼こ応おうしてリズムを刻む。飲食店、カラオケ、ゲームセンターに吸い寄せられる人、人、人。警察や自じ警けい団だんが肩で風を切り闊かつ歩ぽしている光こう景けいさえもここでは普ふ遍へんの営みだ。

　猥わい雑ざつだ。これこそ人間活かつ動どうの極きわみか。

　多くの人間に囲まれながら、おそらく誰だれ一人として他た人にんに興きよう味みを抱いていない。麻ま痺ひした感覚が日常と非ひ日常の境さかいを認にん識しきしない。

　だからその光景を見ても初めは誰も何も意い識しきしなかった。

　駅えき前まえ広場、モニュメントが飾られた時計台の前で、

　トレンチコートを着た男が制服姿すがたの女子学生に正面から覆おおい被かぶさっていた。

　公こう衆しゆうの面めん前ぜんで堂どう々どうと。

　白く細いその首くび筋すじに牙きばを突き立てている。

　連れ立って歩いていた同級生の少女たちは身を竦すくませるように硬こう直ちよくしていた。見知らぬ男がいきなり猥わい褻せつな行為に及んだのだから無む理りもない。やがて女子学生が白しろ目めを剝むいてガクガクと震え始めたところで、少女たちはようやくこの異常さ加か減げんに気がついた。

「イヤァアアアアア──────────────────────ッッッ！」

　悲鳴が上がった。周囲の人間は非日常を目もく撃げきする。

　コートの男は地面に倒れ込んだ女子学生を一いち瞥べつすると、さらなる獲え物ものを吟ぎん味みするかのように他の少女にも視線を這はわせた。黒のハットを目ま深ぶかに被っているためか、顔の輪りん郭かくまでは捉とらえきれない。

　わずかに覗のぞく口くち元もとは赤くてらついていて、一いち文もん字じに固く結ばれている。感情を知らぬとでも言うように、その口元に変化はない。

　溢あふれていた喧けん騒そうは不ぶ気き味みな静けさに置き換わり、止まった視線の中で蠢うごめくものはコートの男ばかりである。注ちゆう視しされてなお男は大だい胆たんにも新たな獲物へと手を伸ばした。まるで木になる実をもぎ取るかの如ごとく、恐きよう怖ふに竦む少女たちのひとりを摑つかんで引き寄せ、最初のひとりと同じように抱きしめた。

　首筋に牙を突き立てる。血が一ひと筋すじ、肩を滑すべり制服の内側へと流れ落ちる。

　昏こん倒とうした二人目の少女を地面に寝かせ、コートの男は次の獲物を求めた。

　このときすでに近くにいた者たちは、当とう然ぜん、距離を取っていた。遠とお巻まきに、警けい戒かいしながら、いつでも逃げられるよう腰を落としつつ────。それが通りすがりの彼らの限げん界かいであった。この期ごに及んでなお異常を異常と、非日常を非日常と認識できないでいた。何かしらのイベントではないか。あるいは映画の撮さつ影えいか。愚おろかにもそのような平和的な思し考こうに囚とらわれて、コートの男を脅きよう威いと見なせなかったのだ。

　だから、それが絶ぜつ望ぼう的な隙すきとなる。

「────、────、────ッ!?」

　コートの男は別べつ段だん少女にのみ執しゆう着ちやくしていたわけではない。虚きよを突かれたのはコートの男の右側にいたサラリーマン風ふうの中ちゆう年ねん男性だった。飛びかかってきた男に抵てい抗こうもできず、その太く脂あぶらぎった首くび筋すじに嚙かみつかれ、両腕うでをだらんと力なく落とす。ずるりと地面に崩くずれる。次に狙ねらわれたのはさらにその隣となりにいた中学生くらいの少年だった。悲鳴を上げる間もなく吸きゆう血けつされる。

　吸血────。血を、吸われている。コートの男の喉のど元もとが嚥えん下げするたびに上下し、見る者はその行為を嫌けん悪おとともに把は握あくした。

　不ぶ気き味みな静けさは阿あ鼻び叫きよう喚かんに塗り潰つぶされた。

　まろび転びつ逃げ惑まどう人間を見て、男は、───いや吸血鬼きは、それでもつまらなげに、どこまでも事務的に、獲え物ものを狩かる手を止めない。入り乱れるほどに退たい路ろを失い、押し合い圧へし合いするうちにその場に釘くぎ付づけにされてしまった者から順に襲おそわれた。血けつ気き盛んな集団が抵抗リンチを試みるも、金きん属ぞくバットやスチール製の警けい棒ぼうでは吸血鬼に傷ひとつ負わすことも敵かなわない。煩わずらわしげに振るった吸血鬼の一いち撃げきで五人が吹き飛んだ。戦せん力りよく差さは歴れき然ぜん。若者たちは武ぶ器きを捨てて敗はい走そうし、背中を向けた瞬しゆん間かん意い識しきを刈かり取られ、捕ほ獲かくされる。──吸血。

「……」

　唐とう突とつに吸血鬼が止まった。

　昏こん倒とうする人間たちの只ただ中なかで何の感かん慨がいも示さぬまま立ち尽くし、霞かすみのように姿すがたを消した。

　まるで夢か幻まぼろしを見ていたようだと、後に現げん場ばにいた人間は語る。

　このとき吸血鬼の被ひ害がいに遭あった人間は、二十二名。────死者の数、０。

　こうして、集団催さい眠みんがもたらした怪かい奇き現げん象しよう──『夕ゆう闇やみの吸血鬼』という名の都市伝でん説せつは誕生した。




　　　　　　　　　†　　　　†　　　　†




　二日後。件くだんの駅前広ひろ場ばは、日が落ちたにもかかわらず、『夕闇の吸血鬼』が本当に夢や幻であったかのようにたくさんの人が行き交っていた。ところどころに余よ韻いんはあれど、日常を送る忙せわしさに気を取られて事件を気に掛ける余よ裕ゆうはない。この淡たん泊ぱくさこそが社会を回す大きな力だ。事件は早い内に風ふう化かされることだろう。

「解かい明めいできない異い常じよう現象を受け入れる度ど胸きようがないんだよ。気にしてない風ふうを装って実は目を逸そらしているだけだ。怖こわいものから目を逸らして、忘れて、何も無かったことにしたいんだろうよ。みんな心の底では怯おびえているんだ、本当は」

　穏おだやかな表情を浮かべて大おお道みち晴はる夜やは言った。

　広場の入り口に佇たたずみ、並んで立つ背の低い少女に対して語りかけていた。

「でも、無かったことになんてできっこないんだ。忘れたくても忘れられないし、怯える心は一いつ向こうに安まらない。だからみんな真まっ直すぐに向いて歩くんだ。何かに囚とらわれているうちは他のことを考えなくて済むからな。たとえ犠ぎ牲せい者しやが出た事件だったとしても、明あ日すは我が身かもしれなくても、目を逸そらしさえすれば関係のない世界での出で来き事ごととして処しよ理りできる。現場に立っていても彼らにとっては彼ひ岸がんの出で来き事ごとでしかない」

「……」

　少女は西洋風ふうの漆しつ黒こくのドレスを着ている。そこかしこに咲くフリルの白と、膝ひざ下した丈たけのスカートから覗のぞく細い足を包むタイツの白が、コントラストとなってドレスに映える。

　端たん整せいな顔は白く滑なめらか、ガラス細ざい工くのように透すき通った長い銀ぎん髪ぱつも、小こ顔がおの中に宝ほう石せきのように輝く瞳ひとみも、幼さを醸かもし出す華きや奢しやな体つきもどこか作り物めいていた。全身を覆おおう儚はかなげな雰ふん囲い気きが少女から生せい気きを奪うばっているようだ、目立つ服装と相あい俟まって等とう身しん大だいのマネキン人形のようにも見える。

　晴はる夜やの声が聞こえていないのか、少女はただただ無む感かん情じように正面を見つめていた。

　時とき折おり、異い質しつな音が鳴り響ひびく。

「だからつまり、なんだ、『夕ゆう闇やみの吸きゆう血けつ鬼き』は間違いなくいたんだよ。実際に事件も起こってるし。到とう底ていそんな風ふうに見えないだろうけど。いやほんと、マジでマジで。噓うそじゃねえよ？」

　少女の無反応ノーリアクシヨンに少し焦あせる。とっておきのネタが滑すべったような居たたまれなさがあった。

「ここが森しん星せい学園なのですか？」

　ぽつりと少女が呟つぶやいた。

　広場を指して学校であるかを問われる。晴夜は苦く笑しようした。

「まさか。んなわけねーだろ。通り道だよここは。学園はもうちょい先」

「ならどうしてこんなところで訳わけのわからないことを口くち走ばしっているのですか、貴方あなたは？」

「ぐっ……」

　少女のジト目に一歩退しりぞく。こいつ……っ、時じ事じネタを話題にして場を持たせようとした俺おれの厚こう意いを一いつ蹴しゆうしやがった。「へえ、そうなんですか～」くらい言ってくれりゃあいいのに。

　ジト目はやがて睨にらむような、蔑さげすむような視線に変わる。うわ、明らかに「こいつ使えねえな～」って顔だ。

　晴夜とて『夕闇の吸血鬼』に思い入れがあったわけではない。通りすがりに都市伝でん説せつを思い出したので聞かせただけだ。地面に血ち糊のりが残っているわけでもない、立ち入り禁止のバリケードすら無い事件現げん場ばに拍ひよう子し抜ぬけしたのはむしろ晴夜の方である。

　けれど、ノリノリで説明した手て前まえ、引き下がれなかった。せめて話題に乗っかって相づちくらいは打ってほしい。無む反はん応のうのままではだだスベリ確かく定ていだもの。

「はいはい、居ますよ吸血鬼は。あー怖こわい怖い。……これで満足ですか？」

「いやあ君が空気の読める子で嬉うれしいよ！」

　気き遣づかいって言葉を知っていたらなお良かったね！

　しかし、少女は中学生、下へ手たをすれば小学生くらいに見えるので、気遣いを期待する方が間違っているのかもしれない。

　子供を相手にするからにはこちらが大人おとなにならなくては。腕を振って大おお股またで歩き出す。

「おら、さっさと行くぞ！　へん、もう面白いことがあっても説明してやんねえ！」

　大人おとなになりきれない晴はる夜やであった。

　ぐぎゅるるるるるる。

「……」

「……」

　異い質しつな音が響ひびく。それはもう何なん度どとなく鳴り響いていたが、もはや無む視しすることは難しい。

「腹はらの音だろ？」

「……」

　少女が潤うるんだ瞳ひとみで晴夜を見上げる。晴夜は脱だつ力りよくし、諦あきらめたと言うように頭を搔かいた。そう言えば自分も若じやつ干かん小こ腹ばらが空すいていた。目に付いたファストフードのお店に立ち寄り、先ほどの失敗を取り繕つくろおうという計算も働いて、ハンバーガーとコーラをテイクアウトした。




　晴夜が少女を見掛けたのは、日にち用よう品ひん（という名めい目もくのいかがわしい本）の買い出しに隣となり町まちまで行った帰り、斑まだら王おう路じ駅の改かい札さつを出たときだ。途と方ほうに暮れたように佇たたずむ少女は、可か愛わいらしい顔をしているが、目を惹ひく銀ぎん髪ぱつは日に本ほん人じんのものであろうはずもなく、そのコスプレじみた格かつ好こうも災わざわいして完全に周囲から浮いていた。

　キョロキョロしては手て元もとの紙を眺ながめて溜ため息を吐つき、何を思ったかその場に寝ね転ころがってごろごろ回り始めた。……単なる迷まい子ごかと思っていたが、どうやら電波を拾う癖くせもあるようだ。

　通つう行こう人にんはおろか駅えき員いんも明らかに少女を避けていた。言葉の通じない異い国こく人じんを相手にするのは目に見えて骨を折りそうだし、たとえそれが美び少しよう女じよであっても、いやだからこそ、扱いに悩む。その上不ふ思し議ぎちゃんらしいし。誰だれがどう考えたって地じ雷らいでしかないだろう。

「…………ああくそ。でも、行くしかねえか」

　外国人だからと言って気き後おくれは感じない。晴夜にとって言葉の壁はさほどの障しよう害がいにはならないのだ。しかし電波を受信できる自信はないので、万まんが一いち意い思し疎そ通つうができそうになかったら一いち目もく散さんに逃げるつもりではいる。

　とりあえず英えい語ごで話しかけてみると、意い外がいなことに少女は流りゆう暢ちような日に本ほん語ごで答こたえた。

「森しん星せい学園とはどこにあるですか？」

　舌した足たらずはご愛あい敬きようである。

　少女が手にしていた紙を覗のぞき込む。手書きの地図、だろうか？　もしもこれが地図ならば不ふ親しん切せつ極きわまりないと思う。ルートと思おぼしき棒ぼう線せんが紙かみ狭せましと右う折せつ左さ折せつしているのも見づらく、そもそもスタート地点が果たしてここ斑王路駅なのかどうかわからないでは地図として機き能のうしないだろう。目もく的てき地ちを指し示す『ＧＯＡＬ！』という文字には悪あく意いすら感じた。

「この地図に従えば森星学園に辿たどり着けますか？」

「……俺おれでも無む理りだな」

　つか不ふ可か能のうだ。

　というわけで、少女を学園まで案内することになった。晴はる夜やは森しん星せい学園の学生寮りように住んでいるので帰り道だ。夜は深まり土と地ち勘かんも無い少女には難しい道どう程ていであろう、なるべく歩ほ幅はばを合わせて並んで歩く。

　ハンバーガーの包み紙を開いて渡すと、少女は「ふおおおお」と興こう奮ふんした声を上げた。

「な、な、なんということでしょう!?　このような芳こうばしくも素晴らしい香りがこの世に存在するなんて！　食しよく欲よくをそそられるどころじゃありません！　っ、んぐっ!?　んんん、むむむむむ!?　っ、なんて美び味み、美味、美味────っ！」

「……グルメレポーターかよ」

　大おお袈げ裟さなやつである。まさかハンバーガーを知らないわけじゃあるまい。

「これほどのご馳ち走そうを恵んでくださるなんて、もしやあなたは世界の救きゆう世せい主しゆでは!?」

「遠とお回まわしに俺の器うつわが小さいと馬ば鹿かにしてるよなあ!?」

「いえいえご謙けん遜そんを。わたしにはわかるのです。あなたはいずれ世界を救うでしょう。そんなあなた様のような救世主の施ほどこしにこの食べ物は相応ふさわしいと認めざるを得ません」

「やめろ！　甲か斐い性しようがないみたいに言うのはよせ！」

　ハンバーガーではお気に召めさなかったようだ。ちっ、お高い女だ。

　その割にはあっという間にすべてを平らげた。よほどお腹なかを空すかしていたらしい。腹はらが膨ふくれて満足したのか、にこにこ顔で晴夜の前に躍おどり出た。お礼でも言うのか思っていると、両手を広げて晴夜に縋すがりつく。

「では、救世主」

「救世主言いうなや」

「眠くなりました。抱っこしてください」

　……冗じよう談だんだよな？　ハンバーガー一個で体を許すなんて、実は安い女なのか。

「そこまでサービスしてやるつもりはねえよ。自分で歩け」

　頭を摑つかんで引き離すと、少女は、むーっ、と頰ほおを膨ふくらませて、拗すねるように大おお股またで歩き出した。本ほん気きだったらしい。

　何なに様さまだ、こいつは。もしかしてどこぞの国のお姫ひめ様か何かか？

　まさかね。

「おまえ、学園に何の用なんだ？　生徒じゃないんだろ？」

　学園の生徒ならば場所を知らないはずがない。いや、転てん入にゆう生せいならあり得るのか。

「待ち合わせです。わたしが学校に通うような歳としに見えますか？　まったくもって失しつ礼れいです。謝ってください」

「いやいやいやいや」

　義ぎ務む教育を終えているかも微び妙みようなんだが。あるいはこの娘こは中学生で、小学生に間違われたと勘かん違ちがいしているのかもしれない。

　子供の意い地じだ。

「悪かったよ」

　素直に謝ると少女は、むふん、と偉えらそうにふんぞり返った。

　なだらかな坂道を上り続ける。森しん星せい学園は丘きゆう陵りようの天てつ辺ぺんにあり、敷しき地ち内ないと学園まで続くこの一いつ本ぽん道みち以外は未み開かいの森である。等とう間かん隔かくに外がい灯とうが設せつ置ちされているが、不ふ必ひつ要ように幅の広い道路を照らすにはやや心こころ許もとない。歩道に至っては真ま横よこに鬱うつ蒼そうとした森が迫っているせいで外灯の光がほとんど意味を成していなかった。とにかく暗いのだ。

　晴はる夜やにとってこの暗さは慣れたものだが、少女には不ぶ気き味みに映ることだろう。気に掛かって少女を窺うかがうと、少女は晴夜の視線に気づいてこちらを向く。

「なんでしょう？　わたしの顔に何かついていますか？」

「……ん、いや、なんでもない」

　別べつ段だん怖こわがっている様よう子すはない。意い識しきさせて怖がらせては本ほん末まつ転てん倒とうなので適当に誤ご魔ま化かすことにした。

　少女は晴夜の顔をまじまじと見つめて、頰ほおに手を添えて顔を赤らめた。

「そうですか、惚ほれましたか」

　わけわからんことを口走った。

「惚ほれてねえよ。なに断だん言げんしてんの？」

「照れなくてもよいのです。わたしは超ちよう絶ぜつ可か愛わいいですからね」

　はあ、という物もの憂うげな溜ため息が超絶うぜえ。

「見られただけで惚れられてるってどんだけ自じ意い識しき過か剰じようだよ？　おまえはあれか、思し春しゆん期きに突とつ入にゆうした男子か？　──自分で言ってグサリと来たわ！」

「はー、やれやれ。わたしって罪な女です。ほんっと迷めい惑わくな話です」

「まんざらでもない顔して何なに言ってんだか」

「でもごめんなさい。わたしはあなた以外の人としかお付き合いできません」

「すげえひでえ！　わけくらい聞かせてくれ！　俺おれの何が駄だ目めなんだ!?」

「ところで、わたしの顔に何かついているのですか？」

「そんなことよりわけを聞かせろ！」

　そんな感じで。

　少女が夜よ道みちを怖こわがることもなく、無ぶ事じ目もく的てき地ち──学園の正面門もんに辿たどり着いた。

　正面門入り口で誰だれかと待ち合わせているらしく、学生寮りよう付ふ近きんの東ひがし正門に向かう晴夜とはここでお別れである。少女は晴夜に手を振っている。

「本当に一人で大だい丈じよう夫ぶかー？　やっぱり相手が来るまで付いていてやろうかー？」

「心配いらないのです。むしろここに居られると迷めい惑わくです。邪じや魔ま邪魔です」

「む」

　邪じや魔ま邪魔とまで言われては引き下がるしかない。見られたら不ふ都つ合ごうな組み合わせなのだろうか。晴はる夜やにはどうでもよくても当人たちには大だい問題ってこともあり得るし。

「わかったよ。でも、なんか困ったことがあれば呼び出してくれ。俺おれの名前は大おお道みち晴夜だ。森しん星せい学園高こう等とう部ぶ一年、大道晴夜」

「オオミチハルヤ。──晴夜。はい、憶おぼえました。わたしのことはテアと呼んでください」

　おそらくは。

　今こん後ご名前で呼び合うことはないだろうと、晴夜は思っていた。少女が──テアが学園の生徒でなければ、金こん輪りん際ざい会うことはない。

　晴夜が身を置く世界は一いつ般ぱん社会から隔かく絶ぜつされた非ひ日にち常じようである。

　住む世界が違えば関わり合いになることは決してないのだ。

「さようなら。またどこかでお会いしましょう」

　別れの挨あい拶さつを背中で受けて、晴夜は最後にもう一度だけ振り返った。

「あれ？」

　そこにはもう誰だれもいなかった。













　一章『みんながいるから大だい丈じよう夫ぶ』







　森星学園は中ちゆう高こう一いつ貫かんのミッションスクールで、普ふ通つう科かとは別に神しん学がく科が存在していることで有名だ。神学科は全体の約やく一割の生徒しか在ざい籍せきしておらず、その理由の一つに高こう偏へん差さ値ちという壁がある。元もと々もと、森星学園は進しん学がつ校こうとしても知られており、普通科ですら難なん関かんと呼ばれるレベルだった。まして神学科となると外部からの一般受じゆ験けん者しやが入れる見込みはほぼ０になる。

　が、実はそれ自体は建たて前まえであって、神学科に入れるのはある条件を満たした生徒だけであり、学園側がわは初めから外部に対して門もん戸こを閉ざしているのが実じつ態たいであった。

　学園の敷しき地ち内ないには聖せい堂どうが二つある。普通科の生徒がミサを行う際に開かれる表おもて側の聖堂ともう一つ、神学科生せい徒とのための『奥の聖堂』だ。普通科の生徒は『奥の聖堂』に入ることはおろか、神学科の特別カリキュラムが行われている最さい中ちゆうは近づくことさえ許されていない。この戒かい律りつを破れば退学と脅おどされているので、『奥の聖堂』の秘ひ密みつを暴あばこうとする愚おろか者は、幸いにも、未いまだ現れていない。

　瀟しよう洒しやな表の聖堂に比べて全体的に古めかしく、造りも素そ朴ぼくで簡かん素そな外がい観かんをしている。清せい廉れんにして堅けん牢ろう。厳おごそかな雰ふん囲い気きに包まれ、その重じゆう厚こう感かんは戒かい律りつが無くとも人を寄せ付けない圧力を有していた。

　今いま現在、『奥の聖せい堂どう』では高こう等とう部ぶ神しん学がく科かの特別授じゆ業ぎようが行われている。

　高等部三学年総そう勢ぜい２１７名の生徒が集められた本ほん日じつは聖獣ヴイアツアを使った戦闘実演デモンストレーシヨン。代表として選ばれた生徒二名が、お祈りを捧ささげる祭さい壇だんの前で向かい合い、互いに自らの聖獣を戦わせていた。

　烈れつ風ぷうに荒れ、轟ごう音おんに揺れる。広く開かれた身しん廊ろうの中心、左右の会かい衆しゆう席せきに挟まれたそこには二に匹ひきの獣けものがいた。青白い炎ほのおのような揺らめきが、色しき彩さいある光点コアを中心に、実体を伴った獣を形けい成せいしている。

　狼おおかみが疾しつ走そうし、鷲わしが中ちゆう空くうを舞う。動物特とく有ゆうの技ぎ能のうを駆く使しし、一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうを繰くり広げていた。

「狩かれ！　《小麦色の風狼コルンムーメ》!!」

　白い学生服を着た少年が叫ぶ。すると聖獣の光点がベージュ色の光を放ち、狼型がたの蒼そう炎えんはその名のとおり突とつ風ぷうと化して旋せん回かいする鷲を目掛けて跳ちよう躍やくした。

　それはあたかも発はつ射しやされた誘導弾ミサイル。旋回軌き道どうに乗っていた鷲を宙に釘くぎ付づけにする。

　──取った！　少年がそう思った瞬しゆん間かん、離れた位置から少年と向かい合う、同じく学園指定の白い制服を着た少女が高らかに命じた。

「《風を放つ死鳥フレズベルク》、弾はじきなさい！」

　翼つばさの付け根の辺りから光点が紫むらさき色いろに輝き出すと、鷲は翼をはためかせて風を纏まとい、迫り来る風狼を難なんなく受け流す。いや、受け流すどころか発射された速度そのままに風狼を地面に直角に弾き飛ばしていた。身を捩よじって無ぶ事じ着ちやく地ちした狼を、今度は上空から強きよう襲しゆうする。

「引き裂さきなさいッ！」

「うああああああっ!?」

　鷲の嘴くちばしが風狼の脇わき腹ばらを掠かすめた。その一いち撃げきだけで風狼を象かたどっていた蒼炎が崩くずれていく。

　おおおおっ！　と堂どう内ないがどよめいた。

「それまで！」

　教師の宣せん言げんをもって実じつ演えんが終了した。

　膝ひざをつき悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ少年に、神学科特別教きよう諭ゆの加か護ご先生が評ひよう価かを下す。

「カロン君、いつも言っているでしょう、攻こう撃げきする前には必ず相手の隙すきを作りなさいって。体たいを崩さなくちゃ当たるもんも当たりません。闇やみ雲くもに突っ込んではいけませんと何なん度ども言いましたよ？　今後は気をつけてください。いいですね？　──アンドレーさん、あなたもです。カウンターが得とく意いなのはわかりますが、もっと積せつ極きよく的てきに攻めないと。ただ待っているだけならいつかは本当に狩られちゃいますからね。反省しなさい」

　勝ったはずの少女まで窘たしなめられる。少女はしゅんと俯うつむいた。

「すげえ戦いだったけど、あれでまだまだなのか!?」

「実際の戦いはもっと苛か烈れつだって話だもんな」

　見学していた生徒たちは一いち様ように戦せん慄りつし身を竦すくませた。

　そう。これはゲームではない、来るべき戦いに備えての実じつ戦せん訓くん練れんである。

　生徒達が操あやつっていた聖獣ヴイアツアは教会に属する実行機き関かん・筐きよう界かいが生み出した能力だ。

　神の祝しゆく福ふくを受けた者はさまざまな聖獣をその身に宿すことになる。聖獣は、化け身しんとなる種しゆ族ぞくの特とく徴ちように見合った技ぎ能のうを持ち、宿やど主ぬしの分ぶん身しんとして視し聴ちよう感覚を共きよう有ゆうする。また、個人の想像力イマジネーシヨンが反映されるため空くう想そう上の生物やトゥーン化された動物が出現することもあり、技能もそれに応じて付ふ属ぞくされることがある。

　聖獣の特徴をどう活いかすかが戦せん術じゆつの鍵かぎとなり、その術を磨みがくことがこの実じつ演えんの目的であった。

本ほん来らい実演するのは三年生同どう士しで、一、二年生は見て学ぶだけだ。そのはずだったのだが、最後に組まれた対たい戦せんカードは異い例れいの人じん選せんで、観かん戦せんする生徒たちは大いに湧わいた。

　選ばれたのは神しん学がく科か一の優等生エリートと、一年生の落ちこぼれ。

　獣けものの雄叫おたけびが空気を揺らした。

「ひぃいいいッッッ!?」

　対戦者の一人──大おお道みち晴はる夜やは襲おそい来る巨きよ大だいな虎とらの影を紙かみ一ひと重えでかわす。床を這はうように、無ぶ様ざまに転げ回る。頭ず上じようを高速で通過した虎型がたの聖獣が離れた場所に着ちやく地ちし、唸うなり声を立てて晴夜を見み据すえた。

　晴夜の背後、虎の聖獣の主あるじが細身剣レイピアをカツンと床に突き立てた。

「どうしたァ！　逃げてばかりいても敵は倒せないぞ！　聖獣を出すんだッ！」

　凛りんとした声。観戦者しやのヤジや嘲ちよう笑しようを吹き飛ばすほどに力強い。

　晴夜が虎から目を離して背後を振り返ると、騎き士し服ふくに身を包んだ黒くろ髪かみの美び女じよは頷うなずいた。

「自信を持て、晴夜君！　君とて神学科の生徒だ！　その身には必ず聖獣が宿っている！」

　晴夜は苦にが笑わらいを浮かべて、

「先せん輩ぱい、本ほん気きで言ってます？」

　真ま顔がおで応えた。

「もちろんだ。私は君の才さい能のうを一いつ時ときたりとも疑ったことはないよ。知っているぞ？　君が学習室に籠こもって聖せい魔ま術じゆつ理論を日にち夜や学んでいることを」

「いやあ！　そういう恥はずかしいこと言わないで！」

　落ちこぼれ故ゆえに人一いち倍ばい努力しなければならなかった。それは当とう然ぜんのことだと思っているが、陰でしている努力を晒さらされるというのは死にたくなるくらいに恥ずかしい。

　というか、見られていたとは……。

「恥ずべきことではないよ。晴夜君の努力は必ずや実を結ぶことだろう」

　生せい徒と会かい長ちようでもあるリライラ・ボーグ先輩にそんな言葉をかけてもらえて嬉うれしいけれど、期待に沿えそうにないので若じやつ干かん気が重い。

「何度も言うが、聖獣ヴイアツアは『祝しゆく福ふく』を受けた者には必ず宿る。そして、聖獣に対たい抗こうできるのは聖獣だけだ。生なま身みの身体からだで聖獣に挑いどもうと思うな。私の聖獣にやられたくなければ晴はる夜や君も聖獣を引き出せ！　君もかつて『祝福』を受けたのだろう？」

「受けましたよ！　受けたけどさあ！　って、うおっとぉ!?」

　唐とう突とつに虎とらが仕掛けてきた。前まえ足あしの爪つめが脇わき腹ばらを掠かすめ、ババッと制服を切り裂さいた。肌はだには達していなかったが、万が一喰らうようなことがあれば大おお怪け我がを負っているところだ。

「容よう赦しやないっすね!?」

　会話に気を取られているところへの強きよう襲しゆう。虎を操あやつっているのはもちろんリライラである。

「君を想おもってのことだ！」

「別の機会に聞きたかったっすその台詞せりふ！」

　虎の猛もう攻こうとリライラの挑ちよう発はつに、晴夜はしかし背中を見せて距離を取る。逃げるが勝ちだ。

　他の三年生ならいざ知らず、学園最さい強きようとも謳うたわれるリライラが相手では為なす術すべなど端はなからない。リライラが最強たる所以ゆえんは、彼女自じ身しんもまた格かく闘とう術じゆつに長たけ卓たく越えつした身しん体たい能力と強きよう靱じんな肉体を有していることもあるが、その上で、彼女の聖獣が他のどの聖獣よりも強力だからだ。

　肉にく食しよく獣じゆうの中でも最強の虎。

　その虎に翼つばさが生はえていた。

　リライラの周りをのしのし歩く翼よく虎こが晴夜を睨にらみつける。──ありえねえ。地上でも速くて強いのに、その上空まで飛べるんだぜ、アレ。

　虎に翼は故こ事じだろうに。

　反則っすよ。

「逃げるんじゃない！　向かってくるんだ！　一度も聖獣を喚よび出したことがない君でも死しに物もの狂ぐるいならば奇き跡せきは起きるんじゃないかと信じている！」

「もはやアドバイスが運うん試だめしになってますよ!?」

「命を懸かけろッ！」

「割に合わないっす！」

　ならば、とリライラが片かた腕うでを前方に振り払い、呼こ応おうして翼虎が弾だん丸がんのように撃うち出された。翼を一回羽はばたかせての低てい空くう飛行は瞬まばたきの間に晴夜へと肉にく薄はくする。

「迎え撃て、晴夜君！」

　間ま近ぢかに迫る巨きよ大だいな牙きばに、晴夜は捨すて鉢ばち気ぎ味みに両腕を突き出した。

「ちくしょおおおおおおおおおおおおおッッッ！」

　翼虎を真ま正しよう面めんから睨にらみつけ、雄叫おたけびを上げて己おのれの内側に呼びかける。

　──頼むッ。姿すがたを現してくれッ、俺おれの聖獣！

　リライラも、観衆も、一人残のこらず息を吞んだ。

　ピカッと晴夜の内側から黄おう金ごんに輝く光点コアが浮かび上がった、

「あ」

　──ような気がした。これまで聖獣ヴイアツアを喚よび出せた例しが無いのである、今回も結けつ局きよく聖獣は現れず、為なす術すべ無なく、翼よく虎この大おお口ぐちにがぶりと飲み込まれた。青白い炎ほのおが晴はる夜やを包んで燃え盛る。衣服の焼け焦こげる臭においが漂い始め、身み悶もだえている影が生なま々なましく炎に揺れた。

「そ、それまで！　ボーグさん、急いで聖獣を戻して！」

「…………」

　リライラは細身剣レイピアを引き抜き、一ひと息いきに晴夜に接近する。

　炎に包まれた晴夜に体当たりし、体を密みつ着ちやくさせて床を転がる。回転が止やんだとき、リライラは炎から解放された晴夜の上に跨またがっていて、剣を構えた。

　首に切きっ先さきを突き付けて、言う。

「君には聖獣の攻こう撃げきが一いつ切さい通じないんだ。苦しむフリはやめろ」

　炎に焼かれたはずの体は火傷やけど一つ負っていなかった。燃えたのは制服だけである。

「……はあ。いや、少しくらい肌はだが燃えたらいいなあとか思っちゃって」

「本当に燃えていたら今いま頃ごろ君は灰になっている」

「かもしれねえけど、掠かすり傷ひとつ付かないっつーのはどうでしょう。これもう、人間じゃないじゃないですか」

　リライラは応こたえず、細身剣を晴夜の頰ほおを掠かすめるようにして床に突き刺した。

「他に言うことは？」

　晴夜は情なさけない笑えみを浮かべた。

「参まいりました。降こう参さんっす」

　チャイムが鳴り響ひびく。晴夜が負けを認めたちょうどそのとき、授業の終わりを告げた。




　　　　　　　　　†




　昼休み、さやさやと揺れる木こ漏もれ日の下、青く茂る芝しば生ふの上にレジャーシートを敷いて、晴夜は友人たちと四人でお弁べん当とうを囲んでいた。皆みな同じ白の制服。一人だけ学がく舎しやが違うためにデザインが若じやつ干かん異なるが、全員森しん星せい学園に通っている学生である。

「────────っくしゅ！」

　くしゃみ。

　晴夜は鼻を啜すすってぶるると体を震わせた。晴夜の制服は先ほどの実じつ戦せん訓くん練れんで、燃え、破れ、ボロボロになってしまったので、今はほぼ半はん裸ら状態である。

　五月も連れん休きゆうが明けて立りつ夏かを迎えたといえども、吹く風はまだ少し冷たい。長なが袖そででちょうどいい気温である、半裸では少々きつかった。

「はーい、お茶。熱いからあったまるよ」

「おう」

　ユウリが、何が楽しいのか、にこにこ顔で持じ参さんの水すい筒とうを掲かかげたので紙コップを差し出す。こぽこぽと湯ゆ気げを上げたお茶が注そそがれた。熱あつ々あつの緑りよく茶ちやだ。重じゆう箱ばこに敷き詰められたお手て製せいのおにぎりと言い、ユウリの日に本ほんに移い住じゆうして以来の和わびいきも板についてきた。

「困っちゃったね。制服、新しん調ちようしたばかりなのに」

「いや、放ほう課か後ごには新しいのが届くからそっちの心配はしてない」

　へえ、とユウリは目をまん丸にして驚いた。晴はる夜やの問題なのに、我がことのように落ち込んだり「すごいね～」喜んだりと忙いそがしい。

　森しん星せい学園神しん学がく科かの授業は、聖獣ヴイアツアを使った訓くん練れんであっても、基本的に制服姿すがたで行う。森星学園の制服はどのような状じよう況きよう下かでも万ばん全ぜんに機き能のうできるよう設計されているためだ。たとえ一いつ張ちよう羅らを台だい無なしにしたとしても、学園側がわから即そく座ざにスペアが支し給きゆうされる。

「この制服が一番防ぼう御ぎよに適している、んだっけか？　だからだと。つか、中ちゆう等とう部ぶんときから同じシステムだったろ。何今さらのように驚いてんだ？」

「だって私、制服ダメにしたことないもん」

　ユウリは当とう然ぜんのように言った。優ゆう等とう生せい発言だった。

　晴夜の一番付き合いの古い幼おさな馴な染じみである。名前はユウリ、姓せいは無い。

　表情豊ゆたかで、いつものほほんとしている天てん然ねん系けい。しかしその実、成績は一年生の中ではダントツで、将来を有ゆう望ぼう視しされている天てん才さいでもあった。と、同時に、高校に上がりその美び少しよう女じよ度どに益ます々ます磨みがきが掛かってしまったユウリは学園のアイドルとしても持て囃はやされている。

　晴夜より頭あたま一ひとつ分ぶん背が低いとはいえ、レオとさほど変わらない身長は女子の中では高い方で、最近では女性らしい丸まるみを帯びてきたためかスタイルも良い。滑なめらかなブロンドの髪かみを靡なびかせて歩けば、当然のごとく大たい抵ていの男子が色めき立って振り返る。

　そのことが若じやつ干かん面白くない晴夜であった。

「ユウリちゃんは晴夜と違って聖獣に制服を燃やされるようなヘマはしないんだよ」

　緑茶を両手で持ってずずずと啜すすり、ほぅ、と息を吐いたのは天あま草くさレオだ。晴夜、ユウリと同じく高こう等とう部ぶ一年の生徒である。日につ系けいアメリカ人で、見た目は日本人からかけ離れているが、この中では一いち番ばん日本人っぽい振る舞いをしていた。座るときも正せい座ざである。

　レオは対たい面めんに座る晴夜を見つめて、

「いやしかし、晴夜の姿すがたは見ていて寒さむ々ざむしいなあ。何それ、オシャレの最さい先せん端たん？　僕には真ま似ねできそうにないや、風か邪ぜ引いちゃいそうだもんね」

　にやにやと小バカにする笑えみを浮かべた。

　晴夜は仏ぶつ頂ちよう面づらでレオの顔に緑茶をかけた。

「ぅあ熱ッッッちゃアアアアアアアッ!?」

　芝しば生ふの上をごろごろと悶もだえ転がる。晴夜はふうと憂ゆう鬱うつそうに溜ため息を吐ついた。

「レオはなんて酷ひどいことを言うんだろうな。親友のやることじゃないよな」

「ド熱い緑りよく茶ちやを容よう赦しやなくぶっかけてくる人に言われたくないんですけど!?」

「うー寒い。ユウリ、お茶おかわり。レオのせいで溢こぼした」

「は～い。もう溢しちゃダメだよ？」

　何なに事ごとも無かったようにお茶を注つぎ足す。晴夜とレオの喧嘩コントは日常茶さ飯はん事じなので、ユウリは慣れたものだった。高こう等とう部ぶはおろか中ちゆう等とう部ぶに入学する以前、森しん星せい学園にやって来る前から晴夜たちは顔かお見み知しりなのでこういうところは遠えん慮りよがない。

　ユウリはにこやかな顔で晴はる夜やのお皿におにぎりをよそっている。

「……ふ、ふーん、あっそう。晴夜がそういう態たい度ど取るなら僕にだって考えがあるよ」

　頭からずぶ濡ぬれになったレオは（寒くないのだろうか）脇わきに置いていたリュックの中なか身みを漁あさりながら、晴夜をキッと睨にらみつけた。

「ユウリ、お茶のおかわり用意」

「は～い」

「ちょ!?　なんだよその連れん携けい!?　僕まだ何もしてないのに！　やめてやめて！　コップこっちに向けないでよ怖こわいって!?」

　腰を浮かせて逃げの姿し勢せいを作ったレオは、晴夜のコップを警けい戒かいしつつ、片手に摑つかんだ何かを見せつけた。「これを見てもまだその態度でいられるかあ！」怒ど鳴なるなうっとうしい。

　それは、真まっ白しろな装そう丁ていの掌てのひらサイズの日記帳だった。レオは渾こん身しんの笑えみを浮かべ、晴夜は驚きよう愕がくに目を見開いた。まさか、まさかまさか、それは────っ！

「晴夜が日夜綴つづっている傑けつ作さくポエム集（笑）だ！」

「（笑）って付けんじゃねえええええええええ！」

　何を隠かくそう、ポエムが晴夜の唯ゆい一いつの趣しゆ味みだった。ナルシシズム全ぜん開かいの詩はその日の晴夜の気き分ぶんを表しており、日記の代わりにもなり、後で見返してニヤニヤするのが楽しみなのだ。

　──真ま面じ目めに付けてる日記だ、馬ば鹿かにするやつぁ何なん人ぴとたりとも許さねえ！

　しかし、レオが大切な日記帳を盾たてにしている限り熱ねつ茶ちやを浴びせることができないのだった。ちくしょう、なんて姑こ息そくなやろうだこいつう！

「返せよお！　俺おれの宝たから物もの返せよお！」

「おっと、せっかく苦労して盗ぬすみ出したのにそう簡単に返すわけないじゃないか！　せいぜい恥はずかしいポエムを晒さらして身み悶もだえるがいいさ！」

「ざっけんな！　俺のポエムは傑作だ！　芸げい術じゆつだ！　最さいっ高こうにクールでカッコイイんだよお！」

　ユウリはにこやかな顔で晴夜のお皿にだし巻き卵をよそっている。

「レオ、テメエ、俺の素晴らしい芸術品にケチ付けようってか！　ああん！」

「晴夜のその自信はどこから来るのさ。じゃあ、何が嫌いやなんだよ？　ポエム見られても痛くも痒かゆくもないんなら別にいいじゃんか」

　振られて、晴はる夜やはもじもじと左右の人ひと差さし指ゆびをくっつけた。

「いや、ポエムはともかく日記を見られるのはさ、その、なんだ、──照れるじゃん」

「………………」

　雄叫おたけびを上げながら腕を伸ばす晴夜に背を向けて、レオは日記帳を開いた。




　空間が交こう錯さくし　　一匹ぴきの蝶ちようが投げ出された

　ひらりひらりと揺れる黒くろ揚あげ羽は

　僕の指にとまれ　　怖こわくないよ　　連れ出してあげよう

　迷まい子ごの黒くろ天てん使しはやがて　　星の森へと帰っていく

　羽ばたくがいい　　目の前は　　ほら　　いつだって自由フリーダム

（意訳・駅で迷まい子ごになっていた黒い服装の少女を森しん星せい学園まで道みち案あん内ないしてあげた）




「………………………………………………………………………………………………」

「やーめーろーよー、かーえーせーよー、見ーるーなーよー」

　無む言ごんで閉じてそっと晴夜の手に返す。

「お、もういいのか？　どうよ、俺おれの作品は!?」

　目を爛らん々らんと輝かせる晴夜にレオは引き気ぎ味みに苦く笑しようした。

「……見られたくないのか、見てほしいのか、どっちだよ。つか、これ意味わかんない。本当に日記なの？」

　晴夜は驚きよう愕がくに目を見開いた。「はあ!?　…………レオ、おまえ、え？　マジなの？　マジで言ってんの、それ？」レオの読どつ解かい力りよくの無さにただただ啞あ然ぜんとなる。いや、それ以前にこの芸げい術じゆつ性を理解できないとは、…………終わっている。

「レオ、いくら頭が悪くても人ひと並なみの感かん性せいくらい持ち合わせていようぜ……」

「なんで僕が憐あわれまれてるの!?　逆でしょ逆！　痛い感性持もった晴夜の方こそ心配だよ！」

「痛いって言うなや！」

　ぱんぱん、とユウリが手を叩たたいた。

「は～い。二人とも喧けん嘩かはそれくらいにしてください。せっかくお弁べん当とう作ったんだから仲良く食べましょうね。はい、ハルの分ぶん取っておいたから」

「お、サンキュ」

　色とりどりに盛り付けられて、見るからに美お味いしそうである。ユウリの料理の腕は確かなので素直に期待できた。いただきます。

「──って、ユウリちゃん、僕の分は？　ほらほら、よそってくれるの忘れてるから」

「？　レオ君のお皿なら目の前にあるけど？」

　レオは紙かみ皿ざらを手に取り、溜ため息を吐ついて項垂うなだれた。

「ユウリちゃんは晴はる夜やにばっかり優しいんだよなあ。なんかもういろいろ不公平だ」

　ジト目で抗こう議ぎするレオ。ユウリは「そうかしら」と口くち元もとに指を当てた。

「そんなことないよ？　私、みんなには平びよう等どうに接しているつもりだよ？　レオ君がハルに意い地じ悪わるするからいけないんだよ。私はいつだってハルの味み方かたなんだから」

「それもう平等じゃないから……」

　晴夜は腕を組み「むう」と唸うなった。確かにユウリは晴夜に甘い。まるで母親のようだと揶や揄ゆされるほどに。しかし、当とう人にんたちはそれが普通だと思っている。晴夜はユウリのことを母親とも、ましてや恋人とも思っていないが、自分の半はん身しんのようには感じている。きっとユウリも同じだろう。

　昔からそうなのだから。

　今も、これからも同じだ。

「ん？　どうしたの、ハル？」

　ユウリを見つめていると小こ首くびを傾かしげられた。

「いんや、何でも。おっ、このおにぎり野の沢ざわ菜なじゃん！　好きだぜ、俺おれ！」

「うん！　ハルの好こう物ぶつだって知ってたから！」

　思し考こうも嗜し好こうも把は握あく済ずみ。それを心地ここち良いと感じられるのは相手がユウリだからだ。笑いかけると、ユウリも微ほほ笑えみを返してくれる。阿あ吽うん、なのである。
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　ほのぼのと二人の世界が構こう築ちくされていくその横で、レオがそれまで頑かたくなに沈ちん黙もくを守って一人弁べん当とうを突っついている小こ柄がらな少女に泣きついた。

「うわーん、エンマちゃん聞いてよぅ、こいつら酷ひどいんだよぅ、僕のことを放ったらかしにするんだよぅ、慰なぐさめておくれよぅ」

　甘えてくるレオを煩わずらわしげに手で払って、少女は不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

「あーうっせうっせ。レオはもう喋しやべんな。つーかキモイ」

　ふん、とそっぽを向く少女の名前はエンマ・アズナブル。晴はる夜やたちとは三つ歳としが離れており、今年同じ敷しき地ち内ないにある森しん星せい学園中ちゆう等とう部ぶに入学したばかりのみんなの妹いもうと分ぶんである。着ている制服のデザインが違うのは中等部専せん用ようのものだからだ。

　華きや奢しやな体たい軀くに幼すぎる顔立ちは小学生でも十分通つうじるものがあり、頭の両側で結ゆわえた赤あか毛げの髪かみがぴょこぴょこ揺れてとってもチャーミングなのだが、

「レオなんて死ねばいいのに」

　とにかく口が悪かった。

　エンマはタコさんウィンナーを頰ほお張ばりながら、晴夜とレオをギロリと睨にらみつけた。

「なんでこいつらまで弁べん当とうに誘うんだよ、ユウリー。飯めしが不ま味ずくなるじゃんかー」

　普ふ段だんは学食で済ませる晴夜（とついでにレオ）を見かねて、ユウリが四人分ぶんのお弁当を拵こしらえたのである。そう言うエンマもまた相しよう伴ばんに与あずかっている身だ。

「そんなことないよー。ハルと一いつ緒しよだと楽しいよ？」

「……はあ、ばっかばか。晴夜なんて死ねばいいのに」

　晴夜とレオのことを馬ば鹿かと見み下くだし、晴夜にとことん甘あま々あまのユウリには呆あきれ果てており、そんな三人とはもはや話すことなんてないとばかりにそっぽを向くエンマだが、その思いに反して三人からはものすごく愛されていた。

「エンマちゃん、からあげいる？　ユウリお姉ねえちゃんが取ってあげるね♪」

「エンマ、いい加か減げん俺おれの妹になれ。そしてお兄にいちゃんと呼べ」

「エンマちゃん、僕と結婚しよう！　いや、してください！」

「この男どもマジキモイ！」

　キーッ、と歯を剝むきぶんぶん両腕うでを振って紅こう潮ちようするエンマを眺ながめて、可か愛わいいなー、と晴夜たちは一いち様ように和なごむのだった。




　晴夜、ユウリ、レオ、エンマは同じ施し設せつで育った孤こ児じである。皆、幼おさな馴な染じみであり、親友であり、兄妹であり、仲間だ。彼らだけではない、神しん学がく科かに在ざい籍せきしている多くの生徒が孤児院いん「ホリィハウス」の出身者であった。

『雛鳥の巣ホリイハウス』。教会が世せ界かい四カ所に設せつ置ちした、筐きよう界かい直ちよく属ぞくの養よう護ご施し設せつ。そこは吸きゆう血けつ鬼きによって肉親を殺され天てん涯がい孤こ独どくの身となった子供たちを救きゆう済さいする孤こ児じ院いんであり、

　吸きゆう血けつ鬼きを殲せん滅めつする聖殲士ナーバを作り出すための養よう成せい機き関かんでもあった。

　聖殲士とは吸血鬼と戦たたかう戦せん士しのことである。吸血鬼はこの世界の至いたる処ところに存在しており、闇やみに社会を形けい成せいしていた。それらと戦うための聖殲士を、教会は、復ふく讐しゆうを誓ちかう孤児の中から選出しているのである。

　晴はる夜やたちは英国イギリス支部に身を置き、森しん星せい学園中ちゆう等とう部ぶに入学するまでの期間中に英えい才さい教育を叩たたき込まれた。国こく籍せきの違う子供たちに世界各かつ国こくの言げん語ご、文化、歴史を学ばせ、世界中どの地域でも生きていける術すべを身につけさせられるのだ。そのため『雛鳥の巣ホリイハウス』出身者は五カ国以い上じようもの言語を操あやつることができた。そうは見えないが、晴夜は英えい語ごだけでなく中ちゆう国ごく語ごも仏フランス語ごも独ドイツ語ごも堪たん能のうで、日に本ほん人じんでないユウリ、レオ、エンマが日本語を流りゆう暢ちように話せるのもそれが理由だ。

　孤児院では吸血鬼に対たい抗こうするための知識を与えられ、学園に入学してからは実じつ戦せんを学ばされる。神しん学がく科かではそのためのカリキュラムが組まれており、この事実を普ふ通つう科の生徒と世せ間けんは知らされていない。森の中に潜ひそむように造られた森星学園──学校そのものが聖殲士養成のための隠かくれ蓑みのとして存在していた。

　すべては聖殲士を生み出すために。

　聖獣ヴイアツアはその最たるものである。語ご学がくや処しよ世せい術じゆつが必ひつ要よう条件だとすれば、聖獣を使いこなすことが聖殲士としての十分条件だった。

「どうして晴夜には聖獣が宿らないんだろうね？」

　お弁べん当とうを食べ終えてお茶を飲んで一いつ服ぷくしていると、レオが口を挟んだ。晴夜の格かつ好こうから午前の訓くん練れんを思い返したのだろう。

「僕たちと一いつ緒しよに『祝しゆく福ふく』を受けたのに、晴夜だけ聖獣の反応が無いなんて不ふ思し議ぎだよね」

「レオだって聖獣出だせねえじゃんか」

　エンマが指し摘てきすると、レオはうっと顔を顰しかめた。レオも晴夜と同どう様ようにこれまで聖獣を喚よび出せたことがない。

「いやでも、僕の場ば合あい聖獣の反応はちゃんとあるから！　晴夜とは違うよ！　……あっ」

　勢いで喋しやべって、失しつ言げんだったとわかり声のトーンを落とした。

「ごめん。そんなつもりで言ったんじゃないから」

「わあってるよ」

　長い付き合いである、レオがどんなに馬ば鹿かでも分ふん別べつあることくらい知っている。だから、晴夜もさして気にしない。

「俺おれは聖獣が宿らないどころか、聖獣に触れることさえできないからな。前ぜん提ていがそもそも違うんだから、レオの言うとおりみんなとはやっぱり違うんだよ」

　聖獣は何も特別な能力ではない。

　筐きよう界かいが独どく占せんしている門もん外がい不ふ出しゆつの神しん秘ぴ『祝福』を受けさえすれば、誰だれであれその身に適合した聖獣ヴイアツアを宿すことができる。──生きている人間ならば、誰だれであれ。

　そして聖獣は、対たい吸きゆう血けつ鬼き用聖せい魔ま術じゆつであると同時に、質しつ量りようを伴った物体として存在する。物理的に作用する──直接物ものに触れることができるのだ。聖獣を使えば岩だって砕くだけるし、有ゆう機き物ぶつだって燃やせる。晴はる夜やの制服が破れたり燃えたりしたのもそのおかげである。

　もちろん人間を攻こう撃げきすることも可能である。

　この力は、特に人じん外がいの怪かい物ぶつに有効だった。太陽と生命のエネルギーに類るい似じしていることが要よう因いんであるらしく、ならば普通の人間にも、動どう植しよく物ぶつにも、自し然ぜん界かいにあるあらゆるモノにも作用するのは理ことわりとして当とう然ぜんであろう。逆に、聖獣に対して物理的な接せつ触しよく、たとえば攻撃などもできるが、どんな攻撃も屈くつ強きような聖獣にはまるで通用しないのだ。

　聖獣に対たい抗こうできるのは聖獣だけ、というリライラの言葉はそのまま、聖獣が人間や吸血鬼よりも優れて最さい強きようであることを意味している、はずなのだが、

　なぜか晴夜にだけは通用しなかった。

　異常なことである。晴夜だけが聖獣の力を無効化キヤンセルする。それは吸血鬼以い上じようの人外の可能性を秘ひめた証あかしであり、

　およそ人間とは、生物とは、呼べない。

「けど、そんなこといちいち気にしてらんねえよ。単純に天てん変ぺん地ち異いクラスの突とつ然ぜん変へん異いレベルで聖獣の、ていうか聖殲士ナーバの才能が無かったっつーだけの話なんだよ、こんなもんは。俺は俺だし、やることはまったく変わらない」

　やつらと直接戦たたかう術すべは無くとも、戦せん場じようを駆かける方法ならばいくらでも模も索さくできた。

　リライラ先せん輩ぱいに暴ばく露ろされたように、晴夜は欠けている部分を補うために人よりも多く勉強していた。無い部分を嘆なげいても始まらない、有る部分を伸ばす努力をするべきなのだ。割り切れば、それほど深い悩みではないと気づかされる。

　神しん学がく科かの生徒が皆みな必ず聖殲士になるとは限らないのだ。聖殲士になれるのは毎まい年とし選ばれた数名のみである。その判はん断だん基準きじゆんは神学科の生徒のみで構成される森しん星せい学園生せい徒と会かいに入れるか否いなか。生徒会メンバーが次じ世せ代だいの聖殲士最さい有ゆう力りよく候こう補ほと見なされている。

「逆さか立だちしたってリライラ先輩みたいにはなれねえんだから、割り切ったよ。その点、ユウリは期待されてるよな。おまえなら来年あたり生徒会クルセイダーズに入ってるかもな」

「……先のことはわからないよ」

　ユウリは少しだけ寂しそうな笑えみを浮かべた。ユウリが優ゆう秀しゆうであればあるほど、やがて必ず晴夜とは行く道が分かれてしまう。

　神学科の生徒たちの将来は初めから約束されていた。聖殲士となるか、次世代の聖殲士を育てる聖せい職しよく者しやとなるか。どちらにせよ教会に属し、俗ぞく世せに下ることはない。

　晴夜は俯うつむくユウリの頭に手を置いた。

「聖殲士にはなれなくても戦せん線せんでサポートする聖せい道どう士しくらいにはなってやる。ユウリひとりだけに戦わせないから安心しろ」

　聖獣ヴイアツアが無くとも体を鍛きたえ格かく闘とう術じゆつを極きわめさえすれば後こう方ほう支援くらいにはなれるだろう。同じ場所に立てるのなら一いつ緒しよに戦えるはずだ。

「ハル……」

　ユウリと共に吸きゆう血けつ鬼きと闘たたかうことは晴はる夜やの宿しゆく命めいなのだから。

　戦せん場じようから離れた場所でのうのうと生きられるわけがない。

「忘れたのか？　命を救われたあの日から、俺おれたちは運うん命めい共きよう同どう体たいだろ」

　そう言ってやると、そのときのことを思い出したのか、ユウリは嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

　対たい照しよう的てきに、レオが浮かべたのは苦にが笑わらいだ。

「晴夜は前向きだね、ほんと。僕の場合ご多た分ぶんに漏もれず教会か施し設せつの事じ務む員いんにでもなると思うよ。聖殲士ナーバなんて考えてもないね」

　先述したように、レオは聖獣を宿してこそいるが未いまだに喚よび出せたことがない。晴夜とは違っても、レオはレオで絵に描かいたような落ちこぼれなのだった。

　すると、エンマが勢い立ち上がった。

「なっさけねーなあ！　おまえらそれでも男かよ！　戦うユウリをサポートするぅ？　教会か施設の事務員ン？　ばっかばか！　なんで聖殲士を目め指ざさないんだよ!?　吸血鬼をやっつけたいんじゃねえのかよ!?　あいつらエンマたちの家族の仇かたきなんだぞ!?」

　晴夜とレオ、ついでにユウリを見下ろして怒ど鳴なりつけた。

「一緒にっ、聖殲士を目指すって、誓ちかったじゃんかよっ」

　目めの端はしにうっすらと涙を浮かべている。三人はエンマを見上げて言葉がない。

　エンマが吸血鬼に襲おそわれたのはすでに物もの心ごころ付ついた後だった。目の前で両親を殺されたエンマは泣き叫びながら必ひつ死しに逃げて、吸血鬼を追ってきた聖殲士によって保ほ護ごされた。あまりのショックに言葉を忘れ、『雛鳥の巣ホリイハウス』にやって来たばかりの頃は一ひと言ことも発することができず、悲しみに耐えるようにしてじっと蹲うずくまって日々を過ごしていた。

　エンマを変えたのは復ふく讐しゆう心しんだ。吸血鬼に対たい抗こうする術すべがあることを知り、死しに物もの狂ぐるいでそれらを学んでいった。復讐に取り憑つかれたエンマは見るに堪たえず、晴夜たちが止めていなければ今いま頃ごろ心を病んで自じ滅めつしていたことだろう。

　今でもあの頃の危うさがこうして発ほつ作さのように現れる。

　そういうときはレオの出で番ばんだった。

「そっかそっか、エンマちゃんは僕たちとずっと一緒にいたいんだね！　なんて健けな気げなんだろうねこの子は！　よっぽど僕のことが好きだと見える！」

「は、はあ!?」

　わかったような顔でうんうん頷うなずくレオに、エンマは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ンなわけねーだろ!?　何勘かん違ちがいしてんだよ！　バカレオっ！　違くてっ、エンマが言いたいのは！」

「ごめんね、エンマちゃんの気持ちに気がつかないなんて、僕がバカだったよ。そうだよね、同じ職場じゃないと毎まい日にち顔も会わせられないもんね。うんうん、わかるよ。僕もエンマちゃんと同じ気持ちだよ。結けつ婚こんしよう」

「しねえよ、バカ！　ぜんっぜんわかってねえよ！　キモイこと言うなっ！」

「照れちゃってぇ、可か愛わいいなー」

「キモイっつってんだろ！　可愛いとか言うなーっ！」

　顔を真まっ赤かにして叫ぶエンマ。それが照れなのか怒りなのかは微び妙みようなところだ。

　もう一つエンマを変えたのは、孤こ児じ院いんの仲間たちだ。特にレオが親しん身みになってエンマを励はげまし続けたから、今でこそ元気で明るくいられる。

　本当の兄妹のように。

　レオとエンマは仲良しだ。

「死ね、死ね、レオ死ねっ！」

「あはははは、エンマちゃんに足あし蹴げにされて死ねるのなら本ほん望もうさ！」

　顔面を踏みつけにされているレオが恍こう惚こつな表情を浮かべた。

「兄妹のよう、なのかな？」

　ユウリが笑顔でドン引きしていた。晴はる夜やはレオの変へん態たいっぷりを誰だれよりもよく知っているので、いつもどおりのレオに安心する。

　エンマとレオがハァハァとお互い違う意味で息が上がった頃、中庭ににわかにざわめきが起こった。「生徒会クルセイダーズだ！」誰だれかが叫び、通りすがりの生徒も昼食を取っていた生徒も皆が振り返っている。

　森しん星せい学園生徒会の面めん々めんが威い風ふう堂どう々どう行進していた。先せん頭とうを行く会長リライラ・ボーグは常に凛り々りしく輝きを放ち、それに続く三人の生徒会メンバーも挙こぞって美び男なん美び女じよで、今期の生徒会は学園史し上じよう類るいを見ないほどに生徒からの人にん気きを博はくしていた。

「なんかもう、見た目からしてあの四人は別べつ格かくだよね」

　レオがリライラ先せん輩ぱいの尻しりを眺ながめながら感かん嘆たんの溜ため息を吐ついた。うん、あの尻は良い尻だ。

　もちろん聖殲士ナーバ候こう補ほ生せいとしても史上最さい強きようと謳うたわれている。晴夜も生徒会メンバーには目が釘くぎ付づけだ。目の保ほ養ようというだけでなく、純じゆん粋すいにリライラの強さに憧あこがれていたから。

　と、リライラが横よこ目めにこちらを見た。

「────っ」

　リライラと視線が合った。片目を瞑つむるリライラに思わず見み惚とれてしまった。──ちくしょう。かっこいいなあ、あの人。

「ハルならもしかしたら聖殲士になれるかもしれないよ？」

　一いち団だんが過ぎ去ったとき、唐とう突とつに、ユウリがそのようなことを言った。

「なんで？　聖獣ヴイアツアもいねえのに？」

「リライラ先せん輩ぱいだよ」

　断だん言げんするように理由を口にする。……いや、意味がわからないんだが。

「リライラ先輩が直じき々じきに指し導どうしてくれたんだよ？　今日きようだけじゃなくて、中ちゆう等とう部ぶの頃からずっと、ハルは何かあるたびにリライラ先輩の指導を受けてきた」

　そう言われれば、くらいの驚きでしかない。それはリライラ先輩が後こう輩はい想おもいの出来た人物だという評ひよう価かに繫つながるだけで、晴はる夜やが聖殲士ナーバになれるかもという仮か定ていには到とう底てい結びつかない。

「リライラ先輩に指導されたら強くなれるって言いたいのか？　でも、俺おれにだけってわけじゃないだろ？　ユウリだって、レオだって、指導されたことくらいあんだろ？」

「ないよ」

「ないね」

　即そく答とうだった。これには驚いた。優ゆう等とう生せいのユウリはともかくとして、レオが指導されたことがないというのは意い外がいだったのだ。晴夜と同じ落ちこぼれなのだからリライラ先輩の目にも留まっていたはず。ということは、

「……レオ、おまえ、嫌きらわれてんだな」

「ひどいこと言うね!?　って、憐あわれむような目で僕を見るなあ！　僕にじゃなくて晴夜自身に原因を求めなよ！」

「ん、まあ、考えてみりゃ、あのリライラ先輩に限って好き嫌いで人を判はん断だんしたりしねえか。じゃあ俺とレオの違いってなんだろう？」

　それに答えたのはユウリだった。

「ハル、勘かん違ちがいしているよ？　リライラ先輩は後輩に物を教えるような人じゃないんだよ。背中で語るっていうのかな、技術は目で盗ぬすんで自じ力りきで会え得とくしろって感じを徹てつ底ていしてる人だよ。もちろん技術を惜おしみなく披ひ露ろうした上でね」

　それはなんとなくわかる。縋すがりつく者を無む理りやりにでも引っ張り上げる厳きびしさと、足を止める者は容よう赦しやなく置き去りにする冷れい徹てつさが彼女にはあった。基本的に根こん性じよう論ろんが好きな人だ。

　それでいくと晴夜に目を付けている理由も推すい理りしやすい。晴夜が陰で努力しているのを知っていたのだ、努力しても報むくわれない人間を放っておけなくなったのだろう。

「そうじゃないと思うけどなあ。聖殲士を目め指ざして努力している人はもっとたくさんいるよ？　その中でもハルに目を付けたってことは、ハルに見込みがあるからだよ」

　ユウリは嬉うれしそうにそう結けつ論ろん付づけた。

「……ふうむ」

　素直に頷うなずけない。やっぱりなんだか違う気がする。

　もっと単純な理由なのかもしれない。聖獣が宿らない異い端たん児じを物もの珍めずらしげに観察しているとか、そういうネガティブな理由の方がよほどしっくりきそうだ。

「ハッ、ばっかばか。会長がこいつのために一ひと肌はだ脱ぐわけねーじゃん。あの人ぜってぇサドだもんよ、イジメ甲が斐いありそうだから張り切ってんだって。エンマもその気持ちわかるし」

　エンマがげしげしと膝ひざ辺あたりを蹴けってくる。エンマの指し摘てきは、ユウリの推すい理りよりはまだ現実的で同どう意いできるし、それはそれで先せん輩ぱいらしくないな、とか考えたりもするけれど、それはともかく痛いてぇなこのガキッ！

「ちんちくりんの分ぶん際ざいで生なま意い気きだぞ、この！　お兄にいちゃんに向かってこいつ呼ばわりしてんじゃねえ！　ちったあ成長してから物を言え！」

　エンマの背後に回って体を抱き込み、頭をよしよし撫なで回す。

　エンマは大いに暴あばれた。

「お兄ちゃんとかキモイっつーんだよ！　やめろ、撫でんな、あッ、どさくさに紛まぎれて胸むね触さわんなこいつーっ！　やあ!?　レオも混ざってくんなーっ」

「あーもーほんとに可か愛わいいなーエンマちゃんはー」

「エンマちゃん言うな！　キモイ、キモイ、キモイ、マジキモイ！　この二人キモイ！」

「よし、エンマ、ちゅーしよっ、ちゅー」

「あ、僕も僕も！　ほっぺでいいよ？　お口はまだ早いと思うんだ」

「ざっけんな、死ね────────────ッッッ」

　エンマの拳こぶしと蹴りの嵐あらしを浴びても二人の奇き行こうは止まらない。揉もみくちゃになりながらじゃれ合う姿すがたは果たして本ほん物ものの兄妹喧げん嘩かのようであり。

　吸きゆう血けつ鬼きとか、聖殲士ナーバとか、血ち生なま臭ぐさい世界とはかけ離れた現実の光こう景けいだった。これが晴はる夜やたちの日常だ。

「仲良いねー、三人とも」

　ほのぼのとしたユウリの声が象しよう徴ちようするように、

　今の生活はこの上なく平和だった。







　予よ鈴れいが鳴り、中学生のエンマとはその場で別れて、晴夜たちは高こう等とう部ぶの校舎へと戻る。

　昇しよう降こう口ぐちを前にして、晴夜が急に立ち止まった。前を歩いていたレオとユウリが不ふ思し議ぎそうに振り返り、

「ちょっと、どうしたのさ？」

「ハル？　急がないと授業に遅れちゃうよ？」

　晴夜は校舎を見上げたまま、以前からあった違和感を初めて口にした。

「なあ、この建物なんか変じゃね？」

　どこがどうというわけじゃないんだけど、と漠ばく然ぜんとした感想だった。当とう然ぜん、レオとユウリは顔を見合わせて首を捻ひねるばかりだ。

「変って、どこがさ？　なんの変へん哲てつもない普通の学校じゃない？」

　時代錯さく誤ご的てきな木もく造ぞう校舎というわけでもない、至って普通の現代的な校舎である。ミッションスクールで、しかも聖殲士ナーバを養よう成せいしているからと言って奇き抜ばつな外がい観かんにする必要はない。むしろ世間の目を欺あざむくためにも普通を装わなければならなかった。注目を浴びてはいろんな面で不ふ都つ合ごうが生じるからだ。

　晴はる夜やが感じている違い和わ感かんは別の種類のものだ。

　外観とかそういうことではなくて、

　直ちよつ感かん的に「余よ分ぶんだな」と感じていた。何がどう「余分」なのかは知らないが。

「勘かん違ちがい、なのかな」

「あっ、ほら、もうすぐチャイム鳴っちゃう！　ハル、行こっ」

　ユウリに手を引かれて、レオに背中を押されて、駆かけ出す。

　──ま、いっか。晴夜は些さ細さいな事だと思い直して教室に向かうのだった。




　　　　　　　　　†




　視し聴ちよう覚かく室しつの正面スクリーンにプロジェクタから画が像ぞうが投とう影えいされている。数枚スライドしてみせ、神しん学がく科か専せん属ぞく教きよう諭ゆである加か護ご歩祝ほうり先生が教きよう鞭べんを持って講こう釈しやくする。

「以上お見せしたのが実際の吸きゆう血けつ鬼きの姿すがたです。牙きばがあったり羽が生はえていたりしますが、限りなく人間に近い外がい見けんをしています。言われるまでもないと思いますが、吸血鬼が人間の形を模もしているのは擬ぎ態たいでして、それは人間を信用させ油ゆ断だんさせるのに有効だからです」

　一五〇センチに届かない身長にパリッとしたスーツを着こなすその姿はどこか滑こつ稽けいで、不ふ釣つり合いを通り越して犯はん罪ざいの匂においすら漂う。およそ二十三歳さいとは思えない童どう顔がんのせいで単なるコスプレにしか見えないところが痛ましい。

　だが、加護先生はなぜかそこだけは発はつ育いくの良い胸を張って、教師然ぜんとした振る舞いを崩くずさずに質問を投げかけた。

「さて、それじゃあ吸血鬼と人間を見分ける方法はどんなでしょう？　ユウリさん、答えてくださいますか？」

「はい」

　ユウリは起き立りつして背せ筋すじを伸ばした。

「十じゆう字じ架かや聖せい水すいを用いることで吸血鬼かそうでないかわかります。もう一つは聖せい火かの『揺らぎ』の反応から見分けが付けられます」

「はい。いいですね。しっかり勉強しているようで先生とっても嬉うれしいです」

　満足げな表情を浮かべる加護先生であるが、褒ほめられて嬉しがる子供にしか見えなかった。ユウリを座らせて、加護先生は掌てのひらを上にして正面に突き出した。

「ユウリさんが答えてくれたように聖獣ヴイアツアの力を使っても吸きゆう血けつ鬼きを見つけ出すことができます。ちょっと実じつ践せんしてみましょう」

　まるでお菓か子しや玩具おもちやを欲しがって手を伸ばしているようだ。なんて庇ひ護ご欲よくを搔かき立たせる先生なのだろうか。

　掌てのひらの上にポッと青白い小さな火が灯ともった。聖獣を形かたち作づくる炎ほのおの欠片かけらだろう、真まっ直すぐに揺らぐことなく燃えている。ガスコンロから出る火に似ている。

「この火が激しく揺らいだら近くに吸血鬼がいます。聖獣の火は人じん外がいの気け配はいを正確に捕ほ捉そくすることができるのです。もちろん集しゆう中ちゆう力りよくが必要になりますけれど。中ちゆう等とう部ぶでは聖獣を生み出し制せい御ぎよすることを重じゆう点てん的てきに学びましたが、高こう等とう部ぶからはこのような聖獣の力を応用した技術を学びます。せっかく聖獣があるのですから、十じゆう字じ架かとか道具に頼らない術じゆつを身につけてください。聖殲士ナーバになったとき絶対に役立ちますからね」

　逆である。そのくらいの技術を身に付けられないようではとても聖殲士は務まらない。それはここにいる誰だれもがわかっていることだ。加か護ご先生は、おそらく、未いまだに聖獣の扱いに慣なれていない生徒に配はい慮りよして言葉を選んでいた。

　たとえば、聖獣を宿してすらいない晴はる夜やに対して。

　聖獣に関する講こう義ぎを受けるたびに晴夜は焦あせりを覚える。伸ばせる可能性のない技ぎ能のうをいくら学んでも意味はない。翼つばさを持たぬ者に空の飛び方を教えるようなものだ。それよりも、晴夜が求めて止やまないのは聖獣ヴイアツアを用いない戦いの仕方だった。
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　聖獣が出せなかったときの対たい処しよ法ほうを教えてほしいのだ。

「さて、次にお見せするのは吸きゆう血けつ鬼きの性質がわかる動どう画がです。聖獣が吸血鬼に対していかに有効な手段であるかを改めて知ってもらいましょう」

　加か護ご先生が教きよう壇だんの上に置かれたパソコンを操そう作さするとスクリーン上に動画が流れ始めた。画が質しつは悪く、カメラの動きも定まらないために観みているだけで気分が悪くなる。映し出された映えい像ぞうはどこかの山やま奥おくらしく木々が茂っていて見晴らしが悪い。そして、撮さつ影えい者しやから伝わってくる緊きん張ちようと緊きん迫ぱく感かんから今まさに吸血鬼と殺し合っている最さい中ちゆうであることを窺うかがわせた。

　音声はない。だが、カメラの動きから何なに事ごとかを叫んでいる様よう子すがわかる。撮影者はおそらく聖殲士ナーバの補ほ佐さ役やくの聖せい道どう士しで、聖殲士と吸血鬼の闘たたかいを記録していたのだろう。木々の隙すき間まを縫ぬうようにズームされた画面の向こう側で、二つの何かが激しく動いていた。

　一時停てい止し。加護先生は差し棒ぼうを手にスクリーンの前に移動した。

「いいですか？　向かって右端はしに見える人ひと影かげが聖殲士です。中央で暴あばれているのが彼かれの聖獣と吸血鬼。皆さんもご存じのとおり、聖獣の威い力りよくはすさまじいものがあります。この周りに倒れている木々はすべて聖獣が倒したもの。吸血鬼は逃げるしかありませんね」

　苦く笑しようを浮かべたのは破は壊かいの痕こん跡せきがすべて聖獣によるものだからだろう。凶きよう悪あくとされる吸血鬼よりも暴れ回っているというのは些いささか格かつ好こうがつかない。

　スクリーンに映っている聖獣は熊くまのような形をしていた。肉にく食しよく獣じゆう型がたの聖獣は攻こう撃げき力りよくが高く、敏びん捷しよう性せいにも優れているので接せつ近きん戦せんには向いている。

「観みてもらいたいのはこの後です。聖獣が当たった瞬しゆん間かん、吸血鬼がどうなるか注目してください。一いつ瞬しゆんですから目を離さないように」

　再さい生せいされる。熊の聖獣が前足を振り上げて吸血鬼に襲おそい掛かり、吸血鬼を捕ほ獲かくした。

　瞬間、聖獣の蒼そう炎えんに包まれた吸血鬼の体がどろどろに溶け出し、そして粉々に吹き飛んだ。再生能力を持つと言われる吸血鬼だが、聖獣に溶かされた体が元に戻ることはない。粉々になったのならば粉々のまま、画面の中の吸血鬼は見事に滅ほろんだ。

　生徒たちは息を吞む。加護先生は真剣な声こわ音ねで解説した。

「わかりましたか？　吸血鬼の苦にが手てとする太陽は吸血鬼を灰にします。聖獣にも同じようなエネルギーが備わっており、吸血鬼にとっては操そう作さされている分ぶん太陽よりも恐ろしい兵へい器きと言えるでしょう。吸血鬼を滅ぼすには聖獣は不ふ可か欠けつです。聖獣の必要性はこれで再さい認にん識しきできたかと思います」

「……」

　晴はる夜やはぎりと奥おく歯ばを嚙かむ。やはり聖獣が無ければ吸血鬼と渡り合えないのか。いや、そもそも吸血鬼と戦たたかうつもりなら聖獣は不可欠だ。加護先生もそう言った。聖獣が出せないのであれば吸血鬼と対たい峙じすることさえ許されない。つまり、戦せん場じようへも行けないということだ。

　どんなに聖せい魔ま術じゆつを勉強したところでユウリの補ほ佐さ役やくにすらなれない。

　せめてリライラ先せん輩ぱい並なみの身しん体たい能力と格かく闘とう術じゆつさえあれば、などと考えていたのも虚むなしい話だ。

「────いや、そんなことはない。生なま身みの体でも戦たたかう術すべはきっとあるはずだ。それに、」

　無いのなら、生み出せばいいだけの話だ。

　聖獣ヴイアツアに代わる新しい戦せん闘とう体たい系けいを、俺おれが、作ればいいんじゃないか。

　そうすれば戦せん場じようへ行ける。

「はーい、それでは次の項こう目もくに移りましょう。今度は吸きゆう血けつ鬼きの種類についてです。復ふく習しゆうのつもりで聞いてくださいね。まず純じゆん正せいの吸血鬼、つまり発生したときから吸血鬼だったモノを『真しん祖そ』と呼びます。真祖は凶きよう悪あくな上に狡こう猾かつですから手て強ごわいですよ。そして、真祖に血を吸われた人間、こちらは『屍鬼グール』と呼ばれていますね、意志を持たない操あやつり人形として真祖の手足にされちゃった人たちです。元もと人間だからと言って油ゆ断だんしてはいけません。同どう情じようもダメです。一いち度ど屍鬼になっちゃった人は二度と人間には戻れません。可か哀わい相そうですが、彼らも敵なのです。屍鬼は比ひ較かく的てき退たい治じしやすい人じん外がいですが、真祖の手て下したなのですから注意が必要ですよー」

　参考画が像ぞうを表ひよう示じしながらの講こう義ぎはさらに続いた。

　晴はる夜やは加か護ご先生の言葉を一いち語ごたりとも聞き逃のがすまいと集中するのだった。

「……」

　しっかし、加護先生ってどっからどう見ても子供にしか見えないな。

　……もしかして吸血鬼よりも不ふ思し議ぎな存在じゃね？







「やーっと終わったあ！　カゴちゃんの授業は面白いけどさー、その分ぶん疲れるよねー」

　終了のチャイムが鳴り授業が終わるや否いなや、レオが伸びをしながら言った。隣となりでぐーぐー寝ていたやつが何を言うかと思えば、だ。

　しかし、レオの言うこともわからなくはない。今行われた座ざ学がくはもちろん神しん学がく科かでだけの特とく別べつ授業だが、吸血鬼に復ふく讐しゆうを誓ちかう生徒たちからすれば「何を今さら」な内容で、幼い加護先生が（見た目だけだけれど）一生懸けん命めい講義しているので皆も真ま面じ目めに受けている。加護先生が担当でなければ晴夜だって寝ていたことだろう。

　今自分たちに必要なのは実じつ戦せんであり、経験だ。三年生が実じつ演えんしてみせた聖獣を使った競技は、慣かん例れいとして、一年生には危険すぎるという理由から禁止されている。今日きよう晴夜が代表に選ばれたのはリライラ先輩の裁さい量りようによるもので、相手がリライラ先輩でなければ晴夜も訓くん練れんに参加できていない。

　漠ばく然ぜんとした焦あせりは生徒たち皆が共きよう有ゆうして持っている。

　勉強するだけで吸血鬼に勝てるのなら苦労はなかった。

　欲しいのは知識ではなく、吸血鬼を滅ほろぼす戦闘技術なのだ。

「みんながみんな聖殲士ナーバになりたいもん？」

　教室に戻る途と中ちゆう、レオがキョトンとした顔でそんな疑問を口にした。晴はる夜やは思わずレオの顔をまじまじと見た。「ちょ、あんま見んなよ、照れるってば」気持ち悪いこと言ってんじゃねー。

「レオだってなれるもんならなりたいだろ、聖殲士に」

「あ、うーん。どうだろ。そりゃ僕だってさ、母親と妹殺ころされてすっごく悲しくっていつか復ふく讐しゆうしてやるって気を張ってた頃もあったけどさ、でも今は今の生活の方が大事かな」

「今の生活、か」

　それは、教会に拾われて教会に育てられて教会に生かされている、この現状。

　教会のために死ねと言われている、この現状。

「僕たちに危ないことをさせるために教会は僕たちを育ててくれたんだよね。理り屈くつは違うのかもしれないけど、本ほん音ねの部分はそうなんだと思うけど、でも平和だし。この平和が長く続けばいいなあって思うのはいけないことかなあ？」

　レオの声はとても穏おだやかだ。復讐に囚とらわれている人間に比べればよほど健けん全ぜんだろう。

　晴夜は頷うなずかないが、否定もしない。

　いろいろな生き方があるのだ。いろいろな選せん択たく肢しがあってもいいはずだ。

　聖殲士を目め指ざす自由があれば、聖殲士にならない自由も当とう然ぜんある。

　レオの生き方だ。

　選べること自体が幸せであり、奇き跡せきに近い出で来き事ごとだった。

「その平和を守るために正せい義ぎの味み方かたを目指すやつもいるし、現在進しん行こう形けいで戦ってくれている人もいるってこった。それさえ忘れなければいいんじゃねーの？　しゃーねーから、レオの平和は俺おれが守ってやるよ」

「へー、晴夜が？　聖獣ヴイアツアも無いのに？」

「十字架クロスひとつあれば十分だろ」

　吸きゆう血けつ鬼きなんざ、そう言うと、レオは「自信だなー」声に出して笑った。

　間もなく放課後ごを迎え、晴夜とレオは連れ立って教室を出ようとした。敷しき地ち内ないの学生寮りようで二人は同室に住んでいるので、帰りはいつも一いつ緒しよである。ユウリは女子寮に住んでおり、ユウリもまたルームメイトと一緒に帰るようだった。

「じゃあねハル、また明日あした。昨日きのうみたいに夜よ更ふかししちゃダメだよ？」

　昨夜は隣となり町まちで購こう入にゆうしたお色いろ気け本ぼんのチェックに勤いそしんでいた。晴夜は若じやつ干かん固まる。

「昨日夜更かししたってなんで知ってんだ？」

「えっと、うーん、それは、さ。えへへへー」

　頭を搔かき搔き無む邪じや気きな笑えみを浮かべるユウリ。

「ハルのことなら何でもわかっちゃうんだー」

「……ユウリ、おまえのその天てん然ねんっぽいところにいつも癒いやされているけれど、今はその天然っぽいところが逆に怖こわい」

「不ふ思し議ぎだねー」

　真しん相そうを追つい及きゆうしたところで何かが改かい善ぜんされるわけでもないので、放ほう置ち。そんな晴はる夜やとユウリの関係をレオなんかは不ぶ気き味みに思っているようだった。

「いやいやそれ以前に！　僕もルームメイトとして真相を知っておきたいのだけれども！」

「大だい丈じよう夫ぶ。レオのお色いろ気け本ぼんの在処ありかすら把は握あくされているだろうから今さら慌あわてる必要はない」

「怖こわいよ!?　達たつ観かんしている君が怖い！　Ｈエツチ本ぼん見られて平へい気きなの!?」

「俺おれはオープンな性格なんだ。むしろ見てほしい」

「ただの変へん態たいじゃん！」

「いやいやレオの足あし元もとにも及ばないって」

「謙けん遜そんが僕を貶おとしめる!?」

　そんなふうにいつまでも教室に残って騒さわいでいると、廊下の向こうから駆かけ足が聞こえてきた。わざと足音を立てているらしく、近づくにつれ鼻はな歌うたまでもが耳に届いた。

　もう誰だれがやって来ているのかは明めい白はくで、白しらけた。常に全力疾しつ走そうしているようなハイテンションな女だ、クラスは違っても勢いの余よ波はは流れてくるのですでにお腹なかいっぱいである。

　扉とびらが開いて、果たして片手を上げながら陽よう気きに入ってきたのは、

「やっほーっ！　チーコちゃんでぇ～す！　晴夜、晴夜、聞いてよ晴夜っ！」

　絵に描かいたようなアメリカンガール、チアリーディングの衣い装しようを着たグラマラスな金きん髪ぱつ少女であった。晴夜とレオはやれやれと肩を竦すくめた。まったく意い外がい性せいのない人物の登場だった。

　名前、チーコ・エンヴィス。

　国こく籍せき、アメリカ。

「通つう称しよう、バカ」

　以上、説せつ明めい終了。その呟つぶやきが聞こえたのか、チーコは「んん？」と首を傾かしげて、

「あやや？　晴夜ったらまたしてもポエムってる？　電でん波ぱ受信中ちゆう？　ワイルドな格かつ好こうしてんのに頭の中はお花はな畑ばたけかにゃ？　いけないんだぜ、そういうのがカッコイイのは中学生までさ！　中学生までなら許きよ容よう範はん囲いさ！　今の晴夜は痛いだけなんだぜ、痛すぎて目も当てられないぜ、って痛だだだだだだだだだだだだだだだッッッ」

　なんか知らないがピースサインを目め元もとに当てて「きゃは☆」と決めポーズを取るチーコがこの上なくむかついたので、両こめかみに拳こぶしを当ててグリグリと押し潰つぶす。

「てめえはなんだ、バカにしに来たのか、ああん？　なんとか言えやこのバカ」

「ギブ、ギブ！　チーコは痛いのは好きではありません！　晴夜とは違います！」

「おおおおお俺は痛くねえ！」

「晴夜、落ち着きなよ。チーコも、テンション上げすぎてわけわかんなくなってるから」

　レオに止められて引き離される。興こう奮ふんする晴夜を見つめて、チーコはたははーと愛あい想そ笑わらいを浮かべていた。

「ポエムの何が悪い……ッ！」

　涙なみだ目めで訴える。唯ゆい一いつの趣しゆ味みを馬ば鹿かにしやがって。ポエムを書いちゃ悪いのか!?

「もうわかったから。晴はる夜やはちょっと大人おとなしくしてて。チーコ何しに来たの？」

　レオに促うながされて、チーコは豊ほう満まんな胸をゆっさと揺らした。得とく意いげな表情をしているのでまたぞろお馬鹿なことを考えついたに違いない。

　チーコも英国イギリスの『雛鳥の巣ホリイハウス』出身で、晴夜たちとは幼おさな馴な染じみだ。エンマは晴夜、レオ、チーコを一ひと括くくりに「三さん馬鹿」と呼んでいるが、晴夜とレオはチーコがダントツの馬鹿であると信じて疑っていない。並べ立てられても困る。

　チーコはしたり顔でこう言った。

「学生の醍だい醐ご味みって何だと思う？」

　馬鹿が頭良よさげなことを言うもんだからより馬鹿っぽく見えた。

「何なに言ってんのおまえ」

「学生の醍醐味は放課後ごにあるのだよ！　放課後だよ、放課後！　ほ・う・か・ご！　ひらがな四よん文も字じ、素す敵てきな響ひびき！　きっと日にち常じよう系けいの物語が始まるのさー！」

　テンション上がりすぎていて何言ってんのかさっぱりさー！

　晴夜とレオは目を合わせ、頷うなずく。チーコの脇わきを無む言ごんで通り過ぎようとする。

「ちょいとお待ちよ、お二人さん！　一いつ体たいどこに行く気だい!?」

「帰るんだよ。学生らしく寮りように戻って予よ習しゆう復ふく習しゆうするんだよ。おまえみたいなバカに構っている暇ひまはない」

「勉強だって、面白いジョークだね！　夜はこれからだと言うのに！」

　ＨａＨａＨａ、とわざとらしく声こえ高たからかに米べい国こく笑わらいを繰くり出した。やべえ、すげえむかつく。

「チーコに付き合って駅前まで来てくれないかにゃ？」

　腰をくねらせて上うわ目め遣づかいに窺うかがってきた。晴夜とレオは微び妙みような表情を浮かべる。

　森しん星せい学園から最も近い繁はん華か街がいは斑まだら王おう路じ駅えき周辺だ。晴夜たちが「遊びに行く」と言えば大だい体たいはその辺で、真新まあたらしさは皆かい無むである。

　しかも今日きようは連れん休きゆうが明けた一日目。正直、気が乗らない。

「チーコちゃん、部ぶ活かつは？　チア部の練習があるんじゃないの？」

　ユウリが言うように、チーコはチアリーディング部に所しよ属ぞくしている。部活動に関しては神しん学がく科かと普通科に区別はなく、普通科の生徒と交流できる数少ない機き会かいであった。

　派は手でな色いろ合あいのコスチュームからすらりと伸びた足をぶんと高く蹴けり上げる。真まっ赤かなアンダースコートが正面にいる晴夜から丸まる見みえだったけれど、見み慣なれているからどうとも思わないけれど、そんなことはお構いなしにグルッと回ってポーズを決めて、チーコが言う。

「部活お休みだったの忘れてた！　連れん休きゆう期間中ちゆうはずっと練習に明け暮れていたからね、今日は骨ほね休やすめなのだ！」

　滑こつ稽けいだった。

「忘れてたって、着き替がえる前に気づきそうなもんだけど。更こう衣い室しつ閉まってなかったの？」

　レオが呆あきれたように指し摘てきすると、チーコはちっちっちっと指を振った。

「いやいや、制服の下に着込んでたんだよ。朝からずっと」

「プールを心待こころまちにする小学生か、おまえは」

「お昼休みにミーティングルーム行ったらさー、誰だれも来ないからおかしいなーとは思ってたんだけどねー。この格かつ好こうのまま午後の授業も受けちった！」

「はははは、バカだなあ」

　これで多言語話者マルチリンガルなのだから世の中いろいろ間違っている。

　チーコは教きよう壇だんの前に移動して、手を叩たたいて注目を集めた。三人のみならず教室に残っていたクラスメイトに向かって提てい案あんする。

「ゴールデンウィークを部ぶ活かつで潰つぶしてしまった可か哀わい相そうで可か愛わいいチーコに付き合ってくれる優しい男子、この指とーっまれ！　なんだったらこの格好のまま行ってもいいよん♪」

　おおおっ、と男子共どもが鼻はな息いきを荒げた。色いろ仕じ掛かけとは卑ひ怯きようなやつだ。

「あのなあ、これからったってもう夕方だぞ？　寮りようの門もん限げんは七時だし、部活やってるやつが申しん請せいしても八時までだろ？　規則を破るつもりか？　俺おれたちを悪の道に引き込む気かー？」
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　全ぜん然ぜんそんなこと思っちゃいないが、行く気がないので晴はる夜やは反はん論ろんする。チーコの胸や素す足あしに心こころ奪うばわれていた連れん中ちゆうも我われに返って、そうだそうだ、と合いの手を入れてきた。

　チーコはばんばんと教きよう壇だんを叩たたいた。

「なあにをカマトトぶってんのさーっ、門もん限げん破やぶりの常じよう習しゆう犯はんがこの中に何人いる!?　それどころか無む断だん外がい泊はくしている輩やからまでいるじゃないのさ！　証しよう拠こはすべて押さえてあるのだ！　それらを寮りよう長ちようのところに持って行ってもよいのかね？」

　晴夜は即そく座ざに言い返す。

「しょうがねえから付き合ってやる！」

「決けつ断だん早くて素す敵てきだぜっ！」

　思い当たる節ふしがありすぎて困るぜ！

　晴夜とチーコは互いに親おや指ゆびを立てた拳こぶしを付き合わせるのだった。

　そんなわけで、二十人近い男女が参加表ひよう明めいした。まとまって動くと目立って補ほ導どうされかねないので、いくつかのグループに分かれることになった。孤こ児じで、聖殲士ナーバになるための訓くん練れんに明け暮れているとはいえ、彼らもまだ十代の若者なのだ。夜よ更ふかしもするし夜遊びもする。集団で街に繰くり出すことに浮き足だった。

「で、何しに行くんだ？　付き合うって買い物か何かか？」

　ならばこのボロボロの格かつ好こうではまずい。街中には補ほ導どう員いんもいるだろうし、どちらにせよ制服姿すがたじゃ目立つから、一いつ旦たん私し服ふくに着き替がえに戻るか。

　などと考えながら何気なくチーコに尋たずねてみると、チーコはらしくもない真剣な表情を浮かべていた。

　チーコの一言は、まるで現げん実じつ味みを伴っていなかった。

「……ちょいと巷ちまたで噂うわさの吸きゆう血けつ鬼きを退たい治じしに」




　　　　　　　　　†




　駅前までやって来たときにはもう日が落ち始めていた。あと少しすれば完全に夜と言える暗くら闇やみになるだろう。外がい灯とうが灯ともり始め、建ち並ぶビルやお店がネオンを点つける。おかしいところは一つもない、ありふれた光こう景けいだ。

「……いやはや世せ間けんの関心とは儚はかないもんですにゃ～」

　チーコが遠い目をして呟つぶやいた。

「だから言ったろ？　吸血鬼なんているわけねえって。ここは日に本ほんだぜ？」

『夕ゆう闇やみの吸血鬼』が現れた件くだんの広場に立ち寄って、私服姿のチーコが（さすがにチアの衣い装しようでは目立ちすぎるので寮に帰って着替えさせた）わかりやすく意い気き消しよう沈ちんした。通行人の多さと変化のない広場を目まの当たりにして事件性の無さを実感したらしい。

　事件と呼ばれるべき出で来き事ごとは確かにあった。しかし、その犯人は単なる変へん質しつ者しやであり、吸きゆう血けつ鬼きなどという架か空くうのものではありえないというのが世せ間けんが下した結けつ論ろんだ。

「いやいやでもでもっ、いるかもしんないじゃん!?　日に本ほんだからっていないとは限らないじゃん！」

「はいはい、いるよいますよ吸血鬼は。これで満足か？」

　チーコは、むー、と唇くちびるを尖とがらせる。晴はる夜やは自分と同じ轍てつを踏むチーコに予あらかじめ用意していた台詞せりふをぶつけられたことが嬉うれしくて、だらしなく口くち元もとを歪ゆがめた。

　にやにや。

「むっかー、晴夜がむかつく顔してるーっ！」

「はっはっはっ、チーコはほんとにバカだなあ！　あっはっはっはっ」

「ハル、そのくらいにしよ？　あ、ほら、チーコちゃん涙なみだ目め……」

「うううううー」

　ユウリに慰なぐさめられて泣く一歩手て前まえのチーコだった。

　チーコはチア部の部員から『夕ゆう闇やみの吸血鬼』の話を聞いたらしい。その子たちは普ふ通つう科かの生徒だったので疑って掛かっていたらしいが、チーコは聞き捨てならなかったようだ。この町の平和を守るべくクラスメイトを巻き込んでの吸血鬼退たい治じは、しかし、早くも空振りに終わりそうだ。

　吸血鬼が人間を襲おそう理由には二つある。

　一つは食事のための吸血。やつらが一度に摂せつ取しゆできる血の量には限りがあるが、吸い尽くされずとも首くび筋すじに牙きばを突き立てられた時点でその人間は絶ぜつ命めいする。ちょっとした味あじ見み程てい度どであっけなく殺されてしまうのだ。やつらにとっての食事は大量殺さつ戮りくを意味した。

　そしてもう一つが、眷けん属ぞくを作るための吸血だ。

　眷属とは吸血鬼の分ぶん身しん、あるいは手て下したのことである。吸血し、さらに吸血鬼の血を送り返し、血を交換することでその人間の意い識しきをすべて剝はく奪だつする。吸血鬼はそうやって意のままに操あやつれる手足を作るのだ。教会は眷属となった人間のことを『屍鬼グール』と呼んでいる。

　教会の、それも筐きよう界かい機き関かんに属する者にとっては常じよう識しきである。聖殲士ナーバとなるべく植え付けられた彼らの常識。

　その常識から鑑かんがみても、三日前に現れた『夕闇の吸血鬼』が本ほん物ものの吸血鬼であるはずがなかった。吸血されて昏こん倒とうし病院に担かつぎ込まれた被ひ害がい者しやたちは皆『屍鬼』になっていなければならず、食事として襲おそわれたのならばすでに死んでいる。

　死者数すうが０ということにはなりえないのだ。

　そもそも吸血鬼の信しん仰こうが薄いここ日本では吸血鬼はまず存在しない。絶対的な根こん拠きよとして、森しん星せい学園が建てられた事実にある。聖殲士を育いく成せいするための学校を、吸血鬼に発見される恐れのある場所に創そう設せつするはずがない。

　だからチーコの提案にクラスメイトが乗ったとしても、それは遊びが目的の、街を徘はい徊かいする口こう実じつが欲しかっただけに過ぎない。

　本ほん気きにしていたのはチーコだけだった。

「この国にいるわけねえじゃん、吸きゆう血けつ鬼きなんて」

　エンマが吐き捨てるように言った。チーコはますますしょんぼりし、少しだけ罪ざい悪あく感かんを覚えた晴はる夜やは矛ほこ先さきを変えた。

「つか、なんで中学生がいんだよ。子供は帰ってさっさと寝ろ」

　エンマを指ゆび差さして言う。当たり前のように付いてきていたので、問い質ただすタイミングが無かったのだ。

　しっしっと手を振ると、エンマは「へん」と偉えらそうにふんぞり返った。

「ばっかばか。ガキはどっちだっつーの。エンマがいねえとおまえら危なっかしいから付いて来てやってんの。感謝しろよな」

　それを受けて苦く笑しようしたのはレオだ。

「呼んだのは僕だよ。仲間外はずれにしたこと後で知ったら、エンマちゃん絶対に拗すねるからさ」

「拗ねねーよ！　何子供扱いしてんだよ、バカレオ！」

　エンマはひとり歳としが離れているせいで一いつ緒しよに行動できないことが多た々たあった。いろんな場面で疎そ外がい感かんを覚えてきたはずで、機会さえあればこうして無む理りにでも輪の中に入ってこようとする。口では偉そうなことを言っているが、中なか身みはまだまだ子供なのだ。

「ま、いっか」

　見かけが小学生にも間違えられるくらいに幼いエンマを連れて歩くのは目立ってしょうがないが、しかし追い返す気もさらさらなかった。

　晴夜、ユウリ、レオ、チーコ、そしてエンマ。この五人は『雛鳥の巣ホリイハウス』で出会ったときからずっと一いつ緒しよだった。特に仲の良い仲間である。

　そういえば五人が揃そろったのは久しぶりかもしれない。

　晴夜は少しだけ感かん慨がいを覚えるのだった。

「じゃあこれからどうする？　他の人たちと合流する？」

　レオが携けい帯たい電話を取り出して言った。携帯は神しん学がく科かの生徒全ぜん員いんに支し給きゆうされている。公おおやけにできない授じゆ業ぎよう内容をメールにして送信するためである。晴夜たち学生にはありがたいシステムだ。

　他のクラスメイトたちは吸血鬼退たい治じのことなど端はなから頭になく、学園を出てからさっさとカラオケやらゲーセンへと雪な崩だれていった。

　晴夜は皆を順に眺ながめて、首を振った。

「俺おれたちだけで行動しようぜ。この五人の方が動きやすい」

「そうだね。僕もそれがいいや。じゃあとりあえずどっかで夕ゆう飯めし食たべようよ。寮りようの食堂、今から帰っても間に合わないだろうし」

　さんせーい、と手を挙げる。ユウリだけが「仕方ないなあ」と溜ため息いきを吐ついた。




　ファミレスで食事をした後、五人はぶらぶらと表おもて通どおりを歩いていた。気になったショップに立ち寄っては商品を冷やかして回った。五人が揃そろったからだろうか、些さ細さいな事がやけに楽しかったりする。笑い声は絶えなかった。

　しかし、ユウリだけは終しゆう始し表情を曇らせていた。

「どうかしたのか？　まさか具ぐ合あいでも悪いのか!?」

　ユウリは後ろからみんなを見守るお姉ねえさん的な存在なのだ、常に空気を読んで気を遣つかうやつでもある。体たい調ちようが悪いことを言い出せずに我が慢まんしていても不ふ思し議ぎじゃない。

「え、や、違うの！　ごめんね、そうじゃなくて、」

　慌あわてて両手を振り、ぎこちなく笑う。無む理りをしているのが丸わかりだったが、体調不ふ良りようでなければ何を気に病んでいるのだろう。晴はる夜やは首を傾かしげたが、「えっとね……」ユウリは申もうし訳わけなさそうに当たり前のことを指し摘てきするのだった。

「夜は暗くて危ないから早く帰った方がいいんじゃないかなあ、って」

　駅前から少し離れた住じゆう宅たく街がいの真まん中なか、割と面積の広い運動公こう園えんで休きゆう憩けいを取ることにした。この公園は、昼間はカップルや親子連づれの憩いこいの場として、あるいはスケボー少年たちやダンスサークルの練習場ば所しよとして賑にぎやかだが、今いま時じ分ぶんの園内は人っ子ひとりおらず静まり返っており、水が止まった中央の噴ふん水すいが寂しく佇たたずんでいるばかりだ。

　噴水脇わきのベンチに並んで腰を下ろすと、

「ね、ねえ、そろそろ帰ろうよ。先生に見つかったら怒られるよ？　下へ手たしたらお折せつ檻かんだよ？」

　ユウリが怖こわ々ごわと口にした。……優ゆう等とう生せいゆえに規き律りつや規則が気になるのだろうか。

「ユウリは心しん配ぱい性しようだなあ。大だい丈じよう夫ぶだよ。おまえならいくらでも誤ご魔ま化かしが利くって」

「えっと……、じゃあハルが見つかったら？」

「ん？　そうだなー、そのときはレオのせいにするかな」

「僕を売るなよ!?　……つか、できんのそんなこと？」

「レオが俺おれの変へん装そうをしていたんだ」

「……僕がその場にいたらどうすんのさ？」

「なんとレオは分ぶん身しんができるんだ」

「僕ってめちゃくちゃすげえじゃん!?　そんなことできたんなら落ちこぼれなんて言われてないよね!?」

「致ち命めい的なことに、レオは馬ば鹿かだったんだ」

　ユウリとエンマとチーコが口を揃えて同どう意いする。「「「あー」」」

「あーって言うなよ！　納なつ得とくするなよ！　傷つくよ！　なにさみんなして!?」

「レオ、しっ！」

　閑かん静せいな住宅街で何を喚わめいているんだ、と四人が一いつ斉せいに口くち元もとに人ひと差さし指ゆびを当てた。

　華か麗れいなシンクロであった。

「僕イジメが高度すぎる！」

　時刻は間もなく九時を迎えようとしていた。そろそろ戻らないとさすがに寮りよう長ちようのカミナリが落ちそうだ。男子寮の寮長はゴリラみたいなごつい体で容よう赦しや無なく鉄てつ拳けん制せい裁さいしてくるお人なので今から覚かく悟ごをしておかないと。

「何やってんだよ、チーコ。今さらそんなもん」

　エンマの視線の先でチーコが掌てのひらの上に青い炎ほのおを灯ともらせていた。聖獣ヴイアツアの火である。吸きゆう血けつ鬼きが近くにいれば激しく揺らめき、その距離を教えてくれる。チーコ程てい度どの使い手ではせいぜい半はん径けい二十メートルくらいしか探たん知ちできないが。

「一応やっておかなくちゃでしょうが。チーコたちは吸血鬼退たい治じのために街に繰くり出したんだから。まさか忘れていたわけじゃないよね？」

「忘れてたのはおまえだろうが」

　チーコの両腕うでには買い物袋ぶくろがぶら下がっている。連れん休きゆうを潰つぶした腹いせのように買い物をしていた。一番テンション上げて楽しんでいたのは間違いなくチーコである。

「しっ、静かに！　この辺りに吸血鬼がいるかもしれないにゃ」

「見晴らしが良い上に、見た限り人っ子ひとりいない公園だけどな」

　聖獣の火を使わずとも不ふ審しん者しやが現れれば一発でわかる。晴はる夜やたちは呆あきれたようにチーコの掌の上を見守った。

　聖せい火かは微び動どうだにせず、美しく燃えている。

「あっは、まるで線せん香こう花はな火びみたいだにゃ～。みんなもやってみなよ！　綺き麗れいだよ！」

「チーコ、目的を忘れてるぞ」

　バカで困る。

「あ、あのね、もしもね、もしも本当に吸血鬼が出て来たら────どうするの？」

　別の切り口からユウリが早く帰ろうと催さい促そくしてきた。心しん配ぱい性しようなのは今に始まったことではないが、晴夜は少々腑ふに落ちない。

「心配しすぎじゃねえか？　ユウリは日に本ほんに吸血鬼がいると思ってんのか？」

「世界には存在するんだもん。いない道どう理りが無いよ」

　なるほど、そのとおりだ。吸血鬼が日本に潜せん伏ぷくしているという話など聞いたこともないが、だからと言って吸血鬼がこの国を訪れないという保ほ証しようはどこにもない。もしや潜伏しているが未いまだ確かく認にんされていないだけということも十分あり得た。

　三日前には『夕ゆう闇やみの吸血鬼』事件が実際に起こっている。

　吸血鬼の仕し業わざとは到とう底てい思えないが、人の噂うわさは悪い運うん気きを引き込むもので、あるいは本ほん物ものをこの地に招き入れるきっかけになったかもしれない。

　晴はる夜やは呆あきれたように溜ため息を吐ついた。

「考えすぎだろ」

　その一ひと言ことに尽きる。吸きゆう血けつ鬼きがわざわざ海を渡って島しま国ぐにである日に本ほんにやって来る理由がない。食しよく糧りようの人間ならば大陸にいくらでもいる。だから教会が派は遣けんした聖殲士ナーバの割合もアメリカ、中ちゆう国ごく、ロシア、オーストラリアに多くを占められている。欧おう州しゆうは教会が根を張っているので吸血鬼が事件を起こすことは滅めつ多たにない。

「でも、もし出くわしたら……」

　ユウリはなおも不安そうな顔をする。沈み始めた空気がエンマの一ひと言ことを皮かわ切きりに一いつ掃そうされた。

「ばっかばか。ありえねえってば。仮に出て来ても、エンマがぶっ潰つぶしてやんよ」

「ふんだ！　チーコは走って逃げるもんね！　晴はる夜やなんて助けてやんないもんね！」

「レオが囮おとりになってくれるってさ」

「言ってないからな!?」

『夕ゆう闇やみの吸血鬼』など軽かる口くちで流せる程てい度どの不ふ安あん材料でしかないのだ。本物の吸血鬼が出てくることなどありえない、と高たかをくくっていた。

　そして、自分たちには聖獣ヴイアツアがいる。心強い能力がある。実じつ戦せん経験など無くとも吸血鬼に対たい抗こうする手て立だてと覚かく悟ごがあるのだ。晴夜たちが恐れを抱かない理由はそこだ。

　戦たたかう準備はできていた。

「ハル、これあげる」

　ユウリからおずおずと差し出される。掌てのひらに収まる程ほどの小さな装そう飾しよく品ひんだった。

「？　ロザリオ、────ってこれ!?　おまえが大切にしてたやつなんじゃ!?」

　それがユウリの宝たから物ものだと気づいて声を上げていた。

「もしもがあったときのために、ね。ハルは聖獣がいないから、これで身を守って」

　お守まもり代わりにしかならないけど、と申もうし訳わけなさそうに言う。

　初めて出会ったときから肌はだ身み離はなさず持ち歩いていたロザリオである。やや古めかしいデザインだが、それだけに神しん秘ぴ性せいが宿っていそうな意匠いしようだ。儀ぎ礼れい用ようとしても価か値ちがありそうな代しろ物ものだけに「あげる」と言われても素直に頷うなずけなかった。

「でも、これ、もしかして形かた見み──」

「いいの。なんだかハルに持っていてほしくなっちゃって。……ダメ？」

　自信なさそうな表情で晴夜を上うわ目め遣づかいに見る。そんな顔をされてどうして突き返せるというのか。晴夜は肩を竦すくめ、やれやれと頭を搔かく。

「おまえは本当に心しん配ぱい性しようだよな。わかった。これは預かっておく。これさえありゃあ絶対死しなねえよな。うん、サンキュー、ユウリ」

「いいなー、晴夜だけえこひいきだよ」

　同じく聖獣を出せないレオが不満を口にした。そこへエンマが冷やかすようなことを言って、いつものようなじゃれ合いが始まる。

　ユウリを安心させるために明るく振る舞っているのだ。

「だいじょぶ、だいじょーぶ。みんながいるから大だい丈じよう夫ぶ♪」

　そんなことをチーコが暢気のんきに口にした。晴はる夜やたちは背中がむず痒がゆくなり、なんとか苦く笑しようを浮かべてユウリに力強く頷うなずいた。

　みんながいるから大丈夫。

　ユウリもようやく笑ってくれた。

　チーコの掌てのひらの炎ほのおが激しく揺らめいたのは、その直後だ。




「────…………ッ!?」

　晴夜たちの間ににわかに緊きん張ちようが走った。立ち上がり、身み構がまえてからすかさず周囲に意い識しきを飛ばす。ついさっきまで吸きゆう血けつ鬼きはいないと信じて疑っていなかったのに、教会で受けた教育が反はん射しや的てきに晴夜たちの中の聖殲士ナーバを目覚めさせる。警けい戒かいすべきは空で、夜や行こう性の吸血鬼が夜空を旋せん回かいしている画えは『雛鳥の巣ホリイハウス』にいたときから何なん度ども見せられており、必ひつ然ぜん的に四人は頭上を見上げた。何もいない。

　ユウリだけが正面を見つめて戦せん慄りつする。

「そんな……ッ!?」

　公園の入り口から一つの人ひと影かげが堂どう々どうとこちらに向かって歩いてきた。

　背が高く、骨こつ格かくから推すい測そくするにおそらく男だった。目ま深ぶかに被かぶった黒ハット、襟えりを立てたトレンチコートのせいで顔は窺うかがえない。カツカツと音を立てるブーツは見るからに高級品であり、両手を覆おおう革の手て袋ぶくろ一つ取ってもコーディネイトにセンスがあった。

　……これが吸血鬼？　こんな、人間らしい格かつ好こうをして？

　しかしユウリが驚いたのは男の出で立ちにではなく、己おのれの掌を見つめてである。チーコのよりも大きく透すき通った聖獣ヴイアツアの火が爆ばく炎えんを噴ふき上げていたのだ。

　ユウリの聖獣が激しく反応している、もはや疑いようもない。

　あれが、敵の姿すがただ。

「──感心せんな。子供が出歩いていい時間ではあるまい。襲おそわれても文もん句くは言えんぞ」

　物もの静しずかな、しかしよく通る渋しぶみのある声だった。声せい量りようからして若い印いん象しようを受ける。

　晴夜たちは男の一ひと声こえに戸と惑まどった。まさか話しかけられるとは思わなかったのだ。出で鼻ばなを挫くじかれたように身動きを止めてしまった晴夜たちを前にして、男は距離を置いて立ち止まった。

　わずかに覗のぞいた目め元もとから鋭い視線を感じた。ユウリが灯ともす聖せい火かを見つめている。

「ほう。おまえたち、聖獣を扱えるのか。しかし聖殲士の威い風ふうはさほど感じられん。見習い、と言ったところか」

「っ!?」

　聖殲士ナーバのことを知っている。これではっきりした、この男はやはり吸きゆう血けつ鬼き。

　ユウリが一歩踏ふみ出した。男に剣を突き付けるように、右腕うでを伸ばす。

「……言葉が通じるようですね。吸血鬼よ、わたしたちをどうするつもりですか？」

「無む論ろん、襲おそわせてもらう。案あんずるな、命までは奪うばわない」

　淀よどみなくそう宣せん言げんした。ユウリは眉まゆを顰ひそめる。殺さない、と吸血鬼は言った。それは教会の常じよう識しきからは外れた言げん動どうである。

「どういう意味ですか？　あなたは本当に吸血鬼なのですか？」

「だがその前に、一つ訊ききたいことがある。おまえたち、『ディンケルホーファー』という名に聞き覚えはあるか？」

　ユウリの質問を無む視しして問いかける。晴はる夜やたちは顔に疑問符ふを浮かべて互いを見合った。ディンケルホーファー、──初めて聞く名だ。

　晴夜たちの様よう子すから察したのだろう、男は落らく胆たんしたようにハットを深々と被かぶり直す。

「仕方ない。地じ道みちに探すとしよう。おまえたちならば何か知っているかと思ったのだがな」

「そのディンケルホーファーなる人物を探しているようですね。日に本ほんに来たのもそれが理由ですか？　答えなさい、吸血鬼」

　答えはない。ユウリの伸ばした右腕が聖獣の炎ほのおを纏まとい始めた。

　臨りん戦せん態たい勢せい。威い嚇かくのつもりだろうが、男はしかし特に反応を示さなかった。

　晴夜は男の態度にもどかしさを覚え、同時に訝いぶかしんだ。この男からは殺さつ気きが一いつ切さい感じられないのだ。それはレオたちも気づいているようで、緊きん迫ぱくしていた空気がわずかに弛し緩かんした。

　それにしても、ユウリの勇ましさには正直面めんを食らっていた。先ほどまで不安そうにしていた少女とは思えない変わりようである。頼もしさすら感じる。

　晴夜の視線が、意い識しきが、男から外れてユウリに向いた、その瞬しゆん間かん、

「ハル、来るよっ！」

「っ!?」

　正面。

　いつの間にか男が詰め寄っていた。十メートル以上も離れていたのに、本当に一いつ瞬しゆんの間に男は息の掛かる距離まで移動していた。鋭い眼がん光こうに射い貫ぬかれて思し考こうが停止し、直後、重い衝しよう撃げきが腹部を貫つらぬいた。電流を流されたかのように全身が痺しびれた。呼吸を忘れ、胃い液えきが込み上げる。鳩尾みぞおちにめり込んだ拳こぶしが引き抜かれると、晴夜はゆっくりとその場に崩くずれ落ちた。

「あっ、……がぁ、…………ッッッ!?」

「晴夜っ!?」

「いやあ!?」

　理解が及ばない。レオとチーコの悲鳴を聞いておきながら、自分がいまどういう状況にあるのか判はん然ぜんとしなかった。地面を舐なめているのはなぜだ？　思考が追いつき、吸血鬼の一いち撃げきに沈んだらしいことはわかったが、納得がいかない。

　吸きゆう血けつ鬼きとはこんなにも泥どろ臭くさい闘たたかい方をするものなのか。

「────ヤアッ！」

　晴はる夜やを見下ろしていた男に向けてユウリが仕掛けた。聖獣ヴイアツアの本体を出さず、蒼そう炎えんを纏まとった手しゆ刀とうを繰くり出す。首を反そらすだけでかわした男は、追つい撃げきを警けい戒かいしたのかあっさりと後こう退たいした。──否いな、踵きびすを返して疾しつ走そうし、今度はレオに肉にく薄はくする。

「ひっ────」

「経験が圧あつ倒とう的てきに不ふ足そくしている。抵てい抗こうはするな。時間の無む駄だだ」

　レオの実力を見み抜ぬき、見み下くだし、見み捨すてる。闘うに値あたいしないと言わんばかりの突き出しでレオの身体からだは十メートルも後こう方ほうに吹っ飛んだ。勢い余って転がり続け、ようやく止まり顔を上げたレオの額ひたいからは擦さつ過か傷しようによる血が流れていた。

　男はゆらりと体を揺り動かし、再び晴夜の元へと駆かけ戻る。咄とつ嗟さに間に入ったユウリを突き飛ばして、立ち上がろうとしていた晴夜の首くび根ねっこを摑つかんで引き上げる。片かた腕うでだけで軽かる々がると、高々と、晴夜を釣つり上げた。

　喉のど笛ぶえを摑まれて息ができない。

「んんぐう……ッ！」

「その程てい度どか？　聖獣を出す余よ裕ゆうすらないとは拍ひよう子し抜ぬけだ。これでは脅きよう威いにすらなり得ん。聖殲士ナーバの勢せい力りよくも当とう代だいで潰ついえるか」

　男はもう片方の手でコートの襟えりを下ろし、口くち元もとを覗のぞかせて牙きばを見せつけた。

「弱き者に興きよう味みはない。大人おとなしく吸きゆう血けつされるがいい」

「────っ!?」

　本ほん能のう的な恐きよう怖ふに背せ筋すじが震えた。晴夜は抵てい抗こうする。

「あ、あ、あ、がぁああああああああっっっ！」

　両脚あしを振り上げ体を捻ひねっても男はがっちりと根を張ったかのように微び動どうだにしない。間もなく呼吸困こん難なんに陥おちいりそうになり、晴夜は無む我が夢む中ちゆうで男の腕を摑んだ。握あく力りよくだけで引き離そうとしたが、やはりビクともしない。

「ぬう……っ!?」

　ところが、突とつ如じよ男は晴夜を解放し、腕を押さえて後ろに跳んだ。男の右みぎ手首からシュウッと水蒸気すいじようきのような白い靄もやが立ち込めていた。先ほどのが苦く痛つうに耐えて絞しぼり出された呻うめき声であったとすれば。

　晴夜は咳せき込みながら自分の掌てのひらを見下ろした。

　ユウリから渡されたロザリオがそこにあった。鎖くさり部分を手首に巻き付けて握りしめていたのだ。ということは、吸血鬼きを退しりぞけたのはやはり十じゆう字じ架かの力。

「げほっごほ、……へ、へへっ、なんだよ、やっぱ効くんだな、十字架クロス」

「……」

　男は黙もくしたまま立ち尽くす。晴はる夜やは笑う、先せん手てを打たれて思わず身を竦すくませてしまったが、何も恐れることはなかった。この男は吸きゆう血けつ鬼きで、俺おれたちは聖殲士ナーバ見習いだ。

　吸血鬼に対たい抗こうする術すべならとっくに知っている。

　晴夜の顔つきが、目つきが変わる。それはチーコもエンマも一いつ緒しよだった。──やれる。戦える。相手は本ほん物ものの吸血鬼が一匹ぴき。こちらは見習いとはいえ、聖殲士が五人。戦せん力りよく差さは初めからこちらに分ぶがあった。十じゆう字じ架かが効いたのだから、聖獣ヴイアツアを駆く使しすれば十じゆう分ぶん戦える。戦って勝てない戦せん況きようじゃない！

　晴夜、チーコ、エンマが覚かく悟ごを決めたとき、真まっ先さきに前に躍おどり出たのはユウリだった。

「戦おうなんて思っちゃダメだよ！　わたしが引きつけておくから、みんなは学園に戻って！」

　五人の中でバランス良く実力を備えているのはユウリである。的てき確かくな判はん断だん力りよくと物もの怖おじしない勇気もある。それは誰だれもが認めるところであり、ユウリが言うならばその指し示じに従うべきだろうことも頭では理解していた。

　けれど、彼らにとってもこれは非ひ日にち常じようの光こう景けいであり、まともに思し考こうできる状態になかった。

　興こう奮ふんしていた。打だ倒とうすべき宿しゆく敵てき、肉にく親しんの仇かたき、それが今いま目の前にいるのにどうして背中を向けられる？

「ばっかばか。なに仕切ってんだよ、ユウリ。こいつはエンマたちの仇なんだぞ？　パパとママを殺したやつらの仲間なんだぞ！　逃げるわけねえだろ！」

　エンマが諸もろ手てを突き出して、叫ぶ。

「行くぜveni、《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》！　──ぶっ千ち切ぎってやんよ！　死ねよ、吸血鬼！」

　エンマの聖獣が顕けん現げんする。

　たちまち周囲に暴ぼう風ふうが吹き荒れ、雷らい電でんが走る。青い炎ほのおに導かれて現れた一匹の戦象が甲かん高だかい声で鳴き、轟ごう音おんと共に地面に着ちやく地ち。アスファルトに亀き裂れつが走り、隙すき間まに蒼そう炎えんの余よ波はが流れた。

　森しん星せい学園の中で、教師も含めたすべての人間の中で、最も強い聖獣を宿しているのは実はエンマである。学園一いち巨きよ大だいで強力で凶きよう悪あくな聖獣──《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》を前にして、男はおろか晴夜たちも息を吞んだ。圧あつ倒とう的てきなまでの存在感。正面の敵を串くし刺ざしにせんと鋭く尖とがった四本の牙きば。肩けん高こう五メートル強、全長は十メートルを優に超す。総そう合ごう的な戦せん闘とう力りよくならばリライラやユウリの方が上であるが、単純な破は壊かい力りよく、攻こう撃げき力りよくならばエンマの右に出る者はない。

　いまこのとき、この場を支配しているのは間違いなくエンマの聖獣だった。

「ダメ、エンマちゃん！」

「かませ！　《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》！」

　ユウリの制せい止しを聞かず、エンマは聖獣に攻こう撃げきを命じた。

　戦象は鼻はな先さきを丸めて拳こぶしのような形を作り、男目め掛がけて鼻を振るった。鞭むちのようにしなやかに、高速で打ち出された一ひと振ふりは、男の背後の外がい灯とうの鉄てつ柱ちゆうを軽かる々がるとへし折った。しゃがんで一いち撃げきをかわした男に、今こん度どは巨きよ大だいな足を振り上げて踏みつぶす。大たい砲ほうの弾だん丸がんが撃うち込まれたかのような破は砕さい痕こんを刻んだ地面には、しかし男の姿すがたはない。

　男は寸すんでかわし、目を見開いて戦象を見上げていた。

「これほど荒あら々あらしい聖獣ヴイアツアは初めて見る。──ふむ、おまえたちは男よりも女の方が優ゆう秀しゆうであったのだな。女を先に仕し留とめるべきだったか。見誤みあやまったようだ」

「ごちゃごちゃうっせんだよ！　死に晒さらせぇええ！」

　折れた鉄てつ柱ちゆうを鼻で摑つかんで男に目め掛がけて投げつける。鉄柱はガガァン！と地面に突き刺さり、跳んでかわした男の頭ず上じようにはすでに戦象の姿すがたがあった。

「!?」

　巨大な足が踏み抜く。四本の牙きばが突きを繰くり出す。鼻の一ひと払はらいが砂さ塵じんを巻き上げる。巨きよ体たいでありながら俊しゆん敏びんに動き回る戦象の攻撃を男はかわし続ける。しかし、その動どう作さに余よ裕ゆうは見られず、エンマは徐じよ々じよに男を追い詰めていく。

　──すげえ。晴はる夜やたちは呆ぼう然ぜんとする。エンマの聖獣の正しよう体たいは知っていたが、本ほん気きで戦っている姿は見たことがなかった。誰だれも相手ができないからだ。その実力を目まの当たりにして、ただただ戦せん慄りつを覚えた。学園最さい凶きようの聖獣、その荒あら々あらしさに自然と笑えみが零こぼれる。

　エンマが吸きゆう血けつ鬼きを圧おしている。
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「……おまえは確かに聖殲士ナーバであるようだ。その殺さつ意い、その覚かく悟ご、疑いようもなく本ほん物ものだ。問おう、これ以上は生せい死しを懸かけた戦いだ、退ひくつもりはないのだな？」

「すばしっこいやつだな！　けど、次で終わりだっつの！」

「エンマちゃん！　お願い、退いてぇ！」

　ユウリの叫びも虚むなしく、エンマと男は互いの姿すがただけを見み据すえ合っている。

　吸きゆう血けつ鬼きが見せつけるように牙きばを剝むく。

「ならば私も本ほん気きで応じよう」

　戦象が高々と跳ちよう躍やくし、男に渾こん身しんの一いち撃げきを見み舞まう。戦象の全ぜん体重をもって叩たたきつけるその攻こう撃げきは、地面に隕いん石せきが墜つい落らくしたかのような破は砕さいを刻み、衝しよう撃げき波はを周囲に撒まき散らした。

　晴はる夜やたちの身体からだすら揺さぶる一撃は、しかし男を打だ倒とうできずにいた。かわしたわけではない。吸血鬼は戦象の内部に入り込んでいた。

　青あお白じろい炎ほのおの揺らぎの中に、平へい然ぜんと、漂っていた。

「な、な、なあ!?　てンめえ、なに《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》ン中に入ってんだよ！　出てけ！　出てけよ!?」

「未み熟じゆくだな。能力を生かし切れていない。形を得た能力というものは術じゆつ者しやの想そう像ぞう力りよくが鍵かぎとなる。攻撃を意い識しきするとはすなわち、インパクトの箇か所しよを実じつ体たい化かさせるということだ。でなければ触れられない。相手にぶつけることもできない。そして意識していない箇所は脆もろく、存在もあやふやだ。このように、実体化した能力の只ただ中なかにいたところで押し潰つぶされることもない」

　男はまるで水中を浮ふ遊ゆうしているかのように《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》の中にいた。ちりちりとコートが焦こげついているが、吸血鬼の体を燃やすほどの燃ねん焼しようは起きなかった。

　男の言うように聖獣ヴイアツアの存在が希き薄はくなのである。

「巨きよ大だいでありすぎるがゆえの弱点だ。おまえはこの聖獣を扱い切れていなかった」

「出てけっ！　出てけってばあ!?」

「エンマちゃん！　《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》を戻して！　早くッ！」

　ユウリが叫ぶ。

　それよりも先に男は腕を伸ばしていた。

「聖獣に頼りすぎたのだ。おまえの敗はい因いんはそこにある。我々の闘たたかいは常に命いのち懸がけではあるが、しかし器ナーバから命ヴイアツアを晒さらし過ぎている。つまりは、慢まん心しんだ」

　おもむろに戦象の内ない部ぶ中央にある、エンマの聖獣の象しよう徴ちようとも言える、赤く小さな光点コアをその掌てのひらに包み込み、

「私の勝ちだ」

　そう言って、力強く握り潰した。

　次の瞬しゆん間かん、《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》を形かたち作づくっていた巨大な青き揺らぎが、風に搔かき消える灯火ともしびのように、パアッと一いつ斉せいに霧む散さんした。

「────────がふぅッッッ」

　エンマの口から盛せい大だいに血が溢あふれ、地面を真まっ赤かに染そめていく。

「あ、あれ？　なん、っで、…………こんなの、や。…………」

　全身を細こま切ぎれにするように血が噴ふん出しゆつした。エンマの小さな身体からだが鮮せん血けつを敷しいた地面に崩くずれ落ちる。目を見開き、驚きよう愕がくした表情のまま、エンマは固まった。

　その活動を止めた。

　動かなく、なった。

「エ、エン、マ？」

「エンマ!?」

「エンマちゃん！」

　誰だれの目にも明らかだった。




　エンマは、死んでいた。




「────噓うそだろ？」

　呟つぶやいたのは誰だったか。四人は啞あ然ぜんとしてままエンマの亡なき骸がらをじっと見つめた。

　あっけなかった。簡かん単たんだった。簡単に人が死んだ。光点コアを潰つぶされることで術じゆつ者しやが死んでしまうなど、そんなの授業でも教会でも教わっていない。ユウリは知っていたのだろうか。だからあれほど取り乱したのか。そんなことを考えながら、目の前で起こった出で来き事ごとが信じられず、けれどエンマの死しに様ざまをはっきりとこの目に焼きつけた。

　エンマは、

　エンマは、

　エンマが、────死んでいる。

「エンマァアアアアアアア────────────ッッッ!?」

　我を忘れて。雄叫おたけびを上げて。殺さつ意いを漲みなぎらせて。

　飛び出したのは、レオだった。

「てンめえぇぇぇぇえええええええええええええええッッッ！」

　鬼おにのような形ぎよう相そうの中に涙を湛たたえて、レオが男に向かって疾しつ走そうする。拳こぶしを握り、殴なぐり掛かろうとする姿し勢せいはわかりやすく滑こつ稽けいで、男はつまらなげに溜ため息を吐つく。レオの拳を難なんなくかわすと、すれ違い、距離を取る。男は手て袋ぶくろを外してポケットに入れた。

「命を粗そ末まつにするな。本ほん気きで挑いどんでくるのなら、私も容よう赦しやはせん」

　腰を落とす。肌はだを晒さらした両手を一いつ旦たん背中に回し、正面で交こう差ささせるように勢いよく振るった。レオ目め掛がけて何かが疾走する。

　次の瞬しゆん間かん、レオの右腕うでと両脚あしが切せつ断だんされていた。肉体のパーツが宙に浮かび、投げ出された本ほん体たいまでもがあっけなく地面に落ちた。

「うわあああああああああああ、あ、あ、あああッッッ!?」

　絶ぜつ叫きよう。レオは自分の手足を失ったことに絶ぜつ望ぼうし、悶もん絶ぜつする。そして、悲鳴を上げてなお、残された左腕うでをエンマの死し体たいに向けて伸ばし続けた。

「エンマちゃん！　エン、ま、あ、あああ」

　晴はる夜やの膝ひざがガクガクと震えた。

　なんだよこれ、なんだよこれ、なんだよこれ────────っ!?

　エンマが死に、レオもその後を追おうとしている。その凄せい惨さんな光こう景けいに、晴夜は恐きよう怖ふと混乱で震えていた。歯がガチガチと鳴り、自然と涙も溢あふれてくる。

　男が晴夜たちを眺ながめている。その視線だけで背せ筋すじが凍った。──殺される。もはや四しの五ごの言ってはいられない。逃げなければ、殺されてしまう！

　チーコが泣きじゃくり、ユウリも顔を真まっ青さおにして立ち尽くす。戦せん意いはすでに喪そう失しつしていた。このままでは全員がエンマの二にの舞まいになる。逃げないと。せめて、せめて、レオを救わないと。

「ふっ、ふっ、ふっ、────」

　小こ刻ぎざみに息いき継つぎをし、晴夜は己おのれを鼓こ舞ぶしていく。──動け、動けよこの足！　わかってんのかよ、テメエッ！　ここはもう自分テメエが望んだ戦せん場じようだ！

　男が動く。ゆらりと、緩やかな動どう作さでこちらに向かって歩き始める。

　晴夜は叫んだ。

「ユウリ！　チーコ！　全力で逃げろ！」

　必ひつ死しに足を動かしていた。やるべきことを見つけて、そうすることしか能が無いとでも言うかのように、晴夜はユウリとチーコの前に出た。

「レオを連れて走れ！　生きているんだ、まだ助かるかもしれない！　なんとしてでも助けろ！　レオまで死なせてたまるかよお！」

「ハルッ、なんのつもり!?」

「一いつ瞬しゆんだけ俺おれが引き留める！　こいつに聖獣ヴイアツアは効かないけど、十字架クロスなら効く！　なら、俺しかいないだろうが！　──チーコッ」

「ふ、ふぁい!?」

「煙えん幕まくを張れ！　早く！」

　その一ひと言ことですべてを察したユウリとチーコは、即そく座ざに行動を開始していた。男が駆かけ出し、それより先に晴夜はロザリオを片手に男の行く手を遮さえぎった。

「出番だよveni！　《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》！」

　チーコの聖獣が顕けん現げんする。青い炎ほのおで象かたどられたそれは、軍ぐん用ようヘルメットを被かぶり、背中にはライフル銃じゆうを、肩からは弾だん倉そうベルトを袈け裟さ掛がけした、ぐるぐると回る目め玉だまがシュールなウサギの聖獣。攻こう撃げき力りよくは低いが、真しん価かはその特とく殊しゆ技ぎ能のうに集しゆう約やくされている。軍ぐん事じ用よう具ぐを模もした蒼そう炎えんがそれと似た効果を発はつ揮きした。男が指し摘てきしたとおり、聖獣は想そう像ぞう力りよくが鍵かぎとなり、武ぶ器きとなる。チーコは大のミリタリーマニアだったのだ。

《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》が煙えん幕まく弾だんを地面に投げつけて視し界かいを塞ふさいだ。その間に、ユウリとチーコはレオの身体からだを抱え上げて走る。

「ハルも逃げて！」

「おう！　バラバラに逃げるぞ！　学園で合流しよう！」

　逃げる足音が遠ざかる。聖獣ヴイアツアの炎ほのおが作り上げた煙幕は一分ほど経たってようやく晴れてきた。レオの姿すがたはない。抱えて逃げたユウリとチーコも同どう様ように。エンマの死し体たいは可か哀わい相そうだがまだそこにあり、そして、

　晴はる夜やは男に摑つかみかかっていた。

「追わせねえぞ」

「ほう。おまえはなかなか骨がある」

　摑んだ拍ひよう子しに帽ぼう子しが脱げたのか、男は素す顔がおを晒さらしていた。黒くろ髪かみをオールバックにしており、顔つきは精せい悍かんだった。晴夜たちの少し上、二は十た歳ち前後くらいの外がい見けんをしている。不ふ老ろう不ふ死しの吸きゆう血けつ鬼きに年ねん齢れいを当てはめるのも馬ば鹿からしいが。

　晴夜は、はあああ、と盛せい大だいに溜ため息を吐つき、呼吸を止める。

　吐き気が込み上げてきた。なんとか押し戻し、波が引いていくように体の熱も奪うばわれていく。ぞぞぞと寒さむ気けがする。手は震え、足は棒ぼうになったかのように動かない。

　死の恐きよう怖ふが今さらのように蘇よみがえってきた。横たわるエンマが視し覚かく的てきにも恐怖を助じよ長ちようさせる。怒りよりも何よりも死にたくないと晴夜は思ってしまっている。

　死にたくない。けど。

　たぶん、俺おれは、ここでこいつに殺される。

「なかなか良い判はん断だんだ。今から追うには遅すぎるか」

　男はユウリたちが去って行った方ほう角がくを眺ながめ、あっさりと追うのを諦あきらめた。そのことに関してだけは胸を撫なで下ろす。

　吸血鬼の運動量りようならばいくら逃げても追いつかれる恐れがあった。止めるならば捨すて身みになるしかなかった。煙幕を使わせたのは男を捕つかまえるだけでなく、ユウリたちに晴夜の覚かく悟ごを気け取どられないようにするためでもあったのだ。

「しかし、残念だが、すでに使つかい魔まを一匹ぴき放っている。女たちの居い場ば所しよなど間もなく把は握あくする」

「……そうかよ。けど、ここでテメエを倒せばなんの問題もねえ」

「ほう？」

　男は楽しげに口くち元もとを歪ゆがめた。晴夜のそれが強がりだと見み抜ぬいたのか。それでも晴夜は恐怖を抑え込んで毅き然ぜんと男を睨にらみつけた。

「震えているぞ？　無む理りはしないことだ」

「武む者しや震ぶるいって言葉を知ってるか？　長年吸血鬼テメエらを倒すために訓くん練れんしてきたからな、本ほん番ばんを迎えて興こう奮ふんしてんだよ」

「大たい層そうなことだ。仲間を救うために命を投げ出すとは。教会は、死ぬことを恐れない人間を作るのが相変わらずうまい」

　呆あきれたような口く調ちようだった。晴はる夜やは声には出さず心の中で反はん論ろんする。

　仲間のためだって？　違う。そんなものは後付けの理由だ。すべて吸血鬼に立ち向かわせるための方ほう便べんにすぎない。

　死ぬのが恐くないだって？　馬ば鹿かな。死が一番恐こわい。今だって足が竦すくんで動けない。

　ただ知らないだけだ。

　大おお道みち晴夜は命を救われたあの日からこの生き方しか知らなかった。

「逃げたければ逃げるがいい。刃は向むかうのなら容よう赦しやはせん」

　逃げられるはずがない。逃げ方なんて教わっていない。逃げ出したくても晴夜の中にそのような選せん択たく肢しは生まれない。自らを鼓こ舞ぶするように、涙をその目に溜ためて、吠ほえた。

「逃がすかよ！　テメエはエンマの仇かたきだ、覚かく悟ごしやがれ！」

　ロザリオをコートの上から男の腹ふく部ぶに押しつける。ジュウッと肉の焦こげる音が響ひびき、男の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

「っ、……ん、く、痛くはあるが、直接触ふれなければどうということはない」

「服の上からじゃ効果は薄いよなあ。なら、直接ぶち込んでやるよ！」

　ロザリオを握り直して殴なぐり掛かる。その一いち撃げきはひらりとかわされ、男が体を捩よじると摑つかんでいたコートを離してしまう。男はステップを踏むように回転し、晴夜の背後を取った。

　後ろ手に腕を捻ひねり上げられ、関かん節せつを極きめられる。晴夜は悲鳴を上げた。

「んぐああ!?」

「このような土地でおまえたち聖殲士ナーバに出会えるとは思わなかったが、まさか偶ぐう然ぜんということもあるまい。始し祖そがこの国に潜せん伏ぷくしている理由とも関係しているのかもしれん」

「なにわけわかんないことを、」

　言ってんだ、こいつ。────そう続く前に、晴夜の腕がボキリと折られた。

「かはっあッ!?」

「協力してもらおう。おまえはこの国で吸血鬼に吸血されて殺される最初の一人となるのだ。始祖を誘おびき出すための贄にえとなれ」

　耳みみ元もとで囁ささやく。男の台詞せりふなど頭に入らず、折られた腕の痛みに意い識しきが飛んだ。

　ずぶり、と首くび筋すじに牙きばを突き立てられる。

「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あああああああああ」

　血を吸われる。生せい気きを吸い取られる。ああ、気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い、痛みは一切ないが嫌けん悪お感かんだけがまとわりつく。その後、緩やかに虚きよ脱だつ感かんが全身を襲おそった。この身が皮と骨だけになっていく感覚。ボロ雑ぞう巾きんのように枯かれ果てていく。

「仲間を想おもうその意い気き、敬けい意いを表する。苦しむことなく安らかに逝ゆけ」

　抜ぬけ殻がらになったように体が言うことを聞かない。間もなく地面に崩くずれ落ち、ゆっくりと意い識しきが薄れていく。

　──ちくしょう。あっけねえ。これで終わりかよ。こんなことで俺おれの人生は終わるのか。

　視し界かいの隅すみで男が去っていく。晴はる夜やは男を引き留める力も、気き力りよくさえも奪うばわれていた。ひたすら寒く、誰だれもいないこの場所で朽くちていく自分があまりに惨みじめだった。

「……」

　エンマの死し体たいを見つめながら、思う。

　──嫌いやだ。

　死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない、死にたくない、

　生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい、生きていたい、

　生への渇かつ望ぼうが体を無ぶ様ざまに痙けい攣れんさせる。晴はる夜やの視線の先には同じように横たわり、目を見開いてすでに何も見えていないエンマの瞳ひとみがこちらを向いている。引き寄せられる。息を吐き出すように魂たましいまでもが持って行かれるような実感。思し考こうすら空くう白はくに淀よどんでわずかな痙攣も、無様な渇望も、流れ出て戻らない。無に帰すとはこのことか。──ああ、これが死ぬというこ




　意識は唐とう突とつに途と切ぎれた。

　見開かれた瞳はもはや何物をも映さず、何の感情も映さない。

　晴夜は死んだ。







　じゃり、と砂を踏む足音が近づいてくる。

　すでに絶ぜつ命めいしている晴はる夜やの体を見下ろして、漆しつ黒こくの少女が唇くちびるを震わせた。

「勝かつ手てに死んではいけません。それではわたしがとても困ってしまうでしょう」

　跪ひざまずき、晴夜の首くび筋すじに顔を近づけていく。そして、




　口には牙きばが。













　二章『始まりの夜／終わりの朝』







　気がつけば、夜が明けていた。




　朝あさ靄もやの中を、身を縮こまらせて歩く。白しろ息いきを吐き出し、肌はだを刺す寒かん風ぷうに挑いどむように足を前後させる。体に外がい傷しようはないが、全身が煤すす汚よごれて黒ずんでいない箇か所しよは見当たらず、被ひ災さいした直後であることを窺うかがわせた。煤と泥どろで汚れた顔に一ひと筋すじ涙の跡がうっすらと滲にじんでいた。小さな唇くちびるは悲ひ哀あいを漏もらすまいときつく一いち文もん字じに結ばれており、毅き然ぜんと前を見み据すえるその眼めには希望の二ふた文も字じが浮かんで見えた。

　少年は、ただ丘の上へと続くこの道を、延えん々えんと歩き続けている。

『──真まっ直すぐ行け。決して振り返るな。助かりたければ言うとおりにせえ』

　──夜明け前。まだ暗くら闇やみに覆おおわれていた時じ分ぶん、年とし老おいた聖殲士ナーバが指し示じを出す。少年は振り返り、道なき道を確かく認にんする。もはや燃やすモノも尽きた戦せん場じようの只ただ中なかで、わずかに燻くすぶり続ける火ひ種だねが元は民みん家かがあった敷しき地ちと道路の境きよう界かいを照らしていた。この道を行けと言われた、しかし果てがどこに繫つながるのか少年は知らない。背中を押されてもすぐには歩き出せなかった。

『──せっかく助かった命をまた捨てる気か？　俺おれが拾ってやった命だぞ。なら、俺の言うとおりにせえ』

　老ろう兵へいが咳せき込む。何か体たい液えきを吐き出して、疲れたように呻うめき声を上げた。右手で口くち元もとを拭ぬぐい（千ち切ぎれた左腕うでは絶えず血を滴したたらせて）、しゃがみ込んで少年と視線を合わせた（右目は抉えぐれて空くう洞どうとなり、左目は光宿やどらぬ義ぎ眼がんであった）。顎あごをしゃくって早く行けと急せかす（喉のどを潰つぶされ、声せい帯たいを失っていた）。

　宙に青々と揺らめく聖獣ヴイアツアが老兵の言葉を代だい弁べんする。

　老兵の聖獣は、その厳いかつい顔と巨きよ体たいに似に合あわない小鳥の姿すがたをしていた。

『俺の聖獣が途と中ちゆうまで案内してやる。いいか、忘れるな。おまえの命はもうおまえだけのもんじゃない。俺のもんでもあるんだ。俺のもんってことは、それは教会のもんでもある。だから、いいか、忘れるな。おまえはもう勝かつ手てに死んだらいかんのだ』

　大きな掌てのひらで頭をぐしゃぐしゃに撫なでつける。少年が顔を上げると、老兵はにっかと顔一いつ杯ぱいに笑った。

　肩かた越ごしに、背中に突き刺さったサーベルの柄つかが見えた。

　暗くて気づかなかった、正面の胸にも獣けものの爪つめで引き裂さかれたような痕あとがあった。

　老兵の口元から血が溢あふれ出る。しかし、平へい然ぜんと、何なに事ごともないように笑えみを浮かべている。

　凄せい惨さんだった。

　少年を庇かばっただけで、熟じゆく練れんの聖殲士ナーバが瀕ひん死しの怪け我がを負ってしまったのだ。

『さあ行け、──二人でこの道を真まっ直すぐ歩け』

　老兵が背中を押す。少年は躊躇ためらいがちに隣となりに立つ少女を振り返る。少年と同じくこの戦せん場じようで助けられた子供のようだった。裸足はだし、下した着ぎ姿すがた、首にぶら下がる古めかしいロザリオ、顔かお中じゆう煤すすで汚よごれていて、みすぼらしいのに、

　少女は満まん面めんの笑えみを浮かべていた。

「行こっ！」

　少女に手を引かれて、少年は振り返り振り返りしながらも、ゆっくりと歩き始める。

　老兵は見えなくなるまで二人に手を振り続けていた。おそらくはもう二度と会うことのない老兵の名を聞きそびれてしまったことを、少年は深く後こう悔かいした。

　先せん導どうしていた青い鳥は、道どう中ちゆう、何の前まえ触ぶれもなく小さくなって消えた。

　老兵が無ぶ事じ生きて帰れていたらいいと思った。




　大おお道みち晴はる夜やはこのとき前後の記き憶おくを喪そう失しつしていた。

　なぜ戦場にいたのか、どこから来てどこに向かっていたのか、家族の在処ありかすら、わからなかった。ただ老兵に言われたとおり真っ直ぐに丘の上を目め指ざして進む。

　黄おう金ごんのような朝焼けが空から降りてきた。

　世界には少年と少女の二人だけしかいないみたいだった。そうして──、




　気がつけば、夜が明けていた。

　朝日が差し込んできたその先に、丘の天てつ辺ぺんに、果たして十じゆう字じ架かを掲かかげた聖せい堂どうが姿すがたを現した。




　老ろう兵へいの顔が目に浮かぶ。

　今はどこで何をしているのかも、生きているのかも、わからない。

　生きてさえいれば、また、会うこともあるだろう。

『おう小こ僧ぞう！　死んどるかあ!?』

　もしも窮きゆう地ちにいるのなら今こん度どは晴はる夜やが助ける番だ。火ひの手てと悲鳴が上がる地じ獄ごくの最中さなか、場ば違ちがいなくらい陽よう気きに不ふ謹きん慎しんな言葉を投げてきた、あの愉ゆ快かいな老兵がしたように晴夜も笑いかけてやるのだ。

「勝かつ手てに死んではいけません。それではわたしがとても困ってしまうでしょう」

　そうそうこんな感じで。

　──って、







「っ!?」

　唐とう突とつに、目が開いた。夢を見ていたような気がするが、眠っていた感覚はない。本当に突とつ然ぜん意い識しきが覚かく醒せいしたようだった。

　恐おそる恐る体を起こしてみる。硬い床の上に寝そべっていた。マットの上じゃなく、シーツも掛け布ぶ団とんもなく、フローリングの床に放っぽり出されていた。晴夜は固まった関かん節せつをほぐしながら辺りを見み渡わたした。

　三十畳じようはありそうな広々とした洋室だった。柔らかそうなソファ、木もく目めの高級そうなテーブルと向こうには最さい新しん式しきのシステムキッチン、年ねん代だいモノの古びた机、壁と同どう化かして天てん井じようまで高い本ほん棚だな、隅すみには巨きよ大だいな液えき晶しようテレビと種々のゲーム機本ほん体たい、ゲームソフトやＢＤブルーレイデイスクのケースが絨じゆう毯たんの上に派は手でに散らかっている──、割と高めの生活水すい準じゆんの部屋である。

　この部屋は生きていた。部屋主ぬしの生活感かんの痕こん跡せきがそこかしこに残っている。ぱっと見の印いん象しようでは晴夜と同どう年ねん代だいか少し上、せいぜい二十代くらいの人間の部屋だろう。

　どこだ、ここ？

　見み覚おぼえがない。少なくとも学園の寮りようでないことは確かだ。

　しかし、薄うす暗ぐらかった。窓が一つもなく、四よ隅すみにあるオレンジ色の電球が小さな明かりを灯ともすだけだ。他に照明の類たぐいは一切ない。机にもスタンドライトがなかった。

　つまり、この部屋の光こう量りようはこれが最大ということになる。

　暗すぎじゃね？

　よくもまあこんな部屋で暮らせるものだ、と半なかば呆あきれつつ、その珍ちん妙みようさを訝いぶかしがりながらも、晴はる夜やは最後に背後を振り返った。

　天てん蓋がい付つきの巨きよ大だいなベッドが鎮ちん座ざしていた。床から高さがあるせいで、晴夜は今までそれを壁だと思い込んでいた。ベッドの傍かたわらで晴夜は横になっていたのだ。ベッドの面積を足たすとこの部屋はもしかしたら四十畳じよう以上の広さがあるのかもしれない。

　腰を上げて恐おそる恐るベッドを覗のぞき込むと、中央で座り込む人ひと影かげを見つけた。

　漆しつ黒こくのドレスを着た異い国こくの少女が、真まっ白しろな指で重じゆう厚こうそうな本のページを捲めくっていた。食い入るように本を眺ながめ、腕を組んでは黙もつ考こうする。

　眉まゆを顰ひそめるその横よこ顔がおには見み覚おぼえがあった。コスプレめいたドレスも、腰にまで届きそうな滑なめらかな銀ぎん髪ぱつも、小こ顔がおの中に映える円つぶらな瞳ひとみも。あのときの状況を会話からすべて思い出せた。あのインパクトは早そう々そう忘れられることじゃない。

　斑まだら王おう路じ駅で見掛けて森しん星せい学園まで案内してあげた迷まい子ごの少女だった。

　名前はたしか────、

「……テア？」

「っ」

　少女は、──テアは顔を上げて晴夜を見た。目を見開き、閃ひらめいたという風ふうに掌てのひらで拳こぶしを叩たたく。

「そうでしたっ、居たのでしたね！　大おお道みち晴夜！」

　思い出しました、そう言って嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。




　　　　　　　　　†




　どうぞどうぞ、と勧められたのでベッドに上がり、テアと膝ひざをつき合わせる形で座る。

　なぜかにこにこ顔のテアを見つめながら、晴夜は改めて今の状況に混乱する。どうしてこいつがここにいるんだろう。いや、ここがどこなのかわからないことには答えはないのだが。

　とはいえ、実際のところ話し相手が見つかって安心してもいた。数日前にちょっとの間過あいだすごしただけだが、テアに悪い印いん象しようを抱えていないので緊きん張ちようせずにも済んだ。

　難なん点てんを挙げるなら、こいつとは少々会かい話わが嚙かみ合わないことなのだが。

　などと考えていると、テアが目を輝かせてすり寄って来た。

「ご気分は如何いかがでしょうか？　わたしがつきっきりで看かん病びようしたのですからさぞかし夢ゆめ見み心ごこ地ちだったでしょう」

「あ、ああいや、全ぜん然ぜん？　なんも覚えてない。つーか、看病って何？　俺おれ、どっか悪いの？」

　そもそもおまえ俺の存在を忘れていたじゃねえか。本に夢む中ちゆうだったみたいだし、夢見心地というならむしろテアの方だろう。

　テアは若じやつ干かんむっとしつつ、思わず仰のけ反ぞってしまうくらい顔を近づけてきて、しげしげと晴はる夜やの目を覗のぞき込む。次いで晴夜の胸に、首くび筋すじに、鼻はな先さきをくっつけてすんすんと匂においを嗅かいだ。さながらベッドの上で四よつん這ばいのまま迫ってきたテアに押し倒されているような構こう図ずである。

「な、何だ？」

「ふうん、──うん、正常です。良かったですね。手術は無ぶ事じ成功しましたです」

「しゅ、手術!?」

「執しつ刀とう医いはわたしです。感謝してください」

　にっこりと笑い、満足げに頷うなずくテア。

　晴夜は微かすかに眩暈めまいがした。行こう為いの意味がわからないし、こいつの話もわからない。
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「と、とにかくどいてくれ」

　か、顔が近い。あ、睫まつ毛げ長なげぇ。とか、思いながら、しどろもどろになりつつテアを引き離す。

　テアは、むふん、と鼻はな息いきを荒くした。

「ふふふふ、お礼はよいのです、よいのですよ？　感謝の気持ちさえ忘れてくれなければ対たい価かを要求したりいたしませんから。わたしは優しいのです。まあどうしてもと言うのならば、晴夜の良心が咎とがめるというのならば、態度で示していただきましょうか。とりあえずわたしのことを『テアちゃん』と呼び、思う存ぞん分ぶん、気が狂くるったように、猫ねこ可か愛わいがってください。甘やかすのです。ぎゅうっと抱きしめて頭を撫なで撫でするのです。わたしの望むままに跪ひざまずき、わたしの素す足あしを舐なめ、わたしに服ふく従じゆうしてください。それでまあ今回のことはチャラにいたしましょう」

「そんなことより」

「そんなことより!?」

　勝かつ手てなことをのたまうテアを無む視しして、晴はる夜やは改めて部屋の中を見み渡わたした。テア以外に人の気け配はいはない。話はテアから聞くしかないようで、げんなりする。大だい丈じよう夫ぶかなあ。会話通つうじるかなあ。

　顔を戻して、ムスッとするテアに駄だ目め元もとで尋たずねた。

「ここはどこなんだ？」

「わたしの家ですよーっだ」

　わかりやすく拗すねていた。

「よーっだって、……はあ、まあいいや。他の人は？　お父とうさんとかお母かあさんとか、いるのなら爺じいやでもメイドでもいい、誰だれかいないのか？」

「どうしてそんなことを訊きくのです？　見てのとおりここにはわたしと晴夜以い外がい誰もいませんよ？　質問があるなら全部わたしに訊いてください。ばんっばん答えてやるですよーっだ！」

　ばんっばん膝ひざを打つ。膨ふくれっ面つらでジト目を向ける。晴夜の態度に自じ尊そん心しんが傷ついたらしい。

　晴夜はもう溜ため息を吐つくしかない。

「わかったわかった、じゃあ訊くよ。えっとまず、ここは斑まだら王おう路じ市のどっかか？」

「まだらおうじし？　初めて聞きます。どんなお魚なのですか？」

「魚じゃねえよ。なんで魚だと決めつけてんの？　──って、そりゃそうだよな、地元じゃない上に外国人だもんな、おまえ。いちいち町の名前まで憶おぼえてねえか。……なあおいちょっと待て。一応訊くけど、ここ日に本ほんだよな？」

　窓が一つもないので外の景け色しきがわからない。生はえている野や草そうや民みん家かの形から多少推すい理りしたかったのだが。海を渡ったとは考えたくないけれど。

　そういえば、この部屋には時計もない。昼なのか夜なのかも判はん断だんつかないというのは意い外がいと不安になる。

「日本ですよ？　……に、ほん、ですよね？」

「なんで自信なさげだよ!?　前に学園まで一いつ緒しよに行っただろ？　連れて行ってやっただろ？　あそこから離れた場所かどうかだけでも答えてくれ」

「ははあ」

　神しん妙みような顔で納なつ得とくしていた。納得されてしまった。意味がわからん上に、もうやだこいつ。

　やっぱり会話にならねえ。

　そもそも、

「なんで俺おれこんなところで寝てたんだ？」

　うんざりしたように口にすると、テアは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「わからないのですか？　憶おぼえていないのですか？　おかしいですね、再さい生せいしたからといって記き憶おくを失うはずはないのですけれど。むむ、これは診しん断だんミスかもしれません。では問もん診しんいたします。大おお道みち晴はる夜やの名前を聞かせてください」

「今まさにおまえが口にしたのが俺おれの名前だよ」

「七日前、あの広い公園で、何があったか憶えていますか？」

「あん？　七日前？」

　なぜか。

　テアのお遊びに付き合うつもりは毛もう頭とうなかったが、晴夜を見つめるその目が先ほどまでと違って強い光を放って見え、重要な何かを突き付けられているように感じた。無む視しできない、この問もん答どうに逆らってはいけない。

　その目に怯ひるんだ。

　ごくりと喉のどが鳴る。

　……なんだよ、七日前って。大きなイベントでもない限り、一週間前まえのことなんて普通忘わすれちまってるよ。そもそも今日きようが何日の何曜日かわからないので記憶の掘り出しようがない。

「……広い、公園……」

　こちらの単たん語ごには強い引っ掛かりを覚えた。口に出してみたとき、ぞわりと悪お寒かんが走った。

　恐ろしくて、しかし重じゆう大だいな何かを忘れている気がした。

「…………っ」

　思わず顔面を掌てのひらで覆おおっていた。苦しむように呻うめき声を上げ、沸わき上がる記き憶おくの波を必ひつ死しに抑え込もうとした。思い出してはいけない、思い出したくない。しかし、意いに反して、脳のうが記き憶おくにある映えい像ぞうを映し出し、学園の景け色しきを目の前に広げた。ユウリとお弁べん当とうを食べたこと、レオとふざけあったこと、チーコをからかったこと。

　場面転てん換かん。みんなで夜の街に繰くり出して遊んで回って行き着いた公園で休きゆう憩けいし、

　エンマの死し体たい。

「──あ、ああ、あああっ!?」

　強く心しん臓ぞうを撲ぶつ感覚に、呼吸が乱れた。胸が痛い、鼻の奥がつんとして、頰ほおの筋きん肉にくが痙けい攣れんする。悲しみが押し寄せてきて止まらない。エンマの鮮せん血けつの赤に思わず嘔え吐ずく。

　そうだった、そうだった、そうだった────。

　吸きゆう血けつ鬼きと戦たたかったのだ。

　あれを戦いと呼べるかは疑問だが、晴夜たちは確かにトレンチコートを着た男に襲おそわれた。エンマが殺され、レオも腕うでと脚あしを切せつ断だんされた。そして、そしてそして、

　思い、出した。

「俺おれは、あいつに腕を折られて、首に牙きばを突き立てられて、血を、吸われ、て」

　殺された。

　殺された、──はずだった。

「…………なんで生きているんだ？」

　五ご体たい満足、折られたはずの腕も元に戻っていた。晴はる夜やは首を傾かしげる。あれは、あの夜の出で来き事ごとはもしかして夢だったのではないかと疑うたぐり始めた。悪あく夢むだったのではと信じてしまいそうになった。だって、でなければ説明がつかない。怪け我ががこんなに早く治るはずがないし、ほら、首くび筋すじにも吸きゆう血けつ鬼きに嚙かまれた痕あとだって、

「!?」

　首筋を触さわってみると、そこに二つの穴が穿うがたれてあった。牙が刺さった痕だ。あの男に嚙まれたのもちょうどこの辺り。では、やはり夢ではなくて現実か。

「思い出しましたか？　七日前のことを」

　テアがじっとこちらを見つめている。打って変わって何の感かん慨がいも宿さない瞳ひとみは冷れい徹てつに真実を告げていた。

「晴夜は一週間もの間意い識しきを無くしていました。気き絶ぜつ、とは違います。中なか身みを一いつ旦たん分ぶん解かいして再さい構こう築ちくしていたので精神を一時的に凍とう結けつさせていたのです。再さい生せいに一週間も掛かったのは予想外がいでしたが、うまくいって良かったです。助けた甲か斐いがありました」

「……テアが助けてくれた？」

「そう言いましたが？」

「どうやって？」

　殺されたのに。血を吸われて絶ぜつ命めいしたはずなのに。

　蘇よみがえらせたというのか。

　いや、失った命を蘇らせるなんて不ふ可か能のうだ。

　ならばぎりぎりのところで晴夜は生きていて、寸すんで生せい命めい力りよくを維い持じさせて、かつ何かしらの聖せい魔ま術じゆつで腕の骨こつ折せつを完かん治ちさせたのか。晴夜の知識を総そう動どう員いんさせてなんとか辻つじ褄つまを合わせようとしたが、これが限げん界かいだ。晴夜自じ身しん全然納なつ得とくできていない。

　間違いなく、晴夜はあの夜よる死んだのだ。

　前ぜん提ていとして、晴夜はあの夜殺ころされたのだ。

　本当にどうやって？　──晴夜の心しん中ちゆうを読んだようにテアは言った。

「真しん祖そに吸きゆう血けつされて死にかけていましたので、わたしが直後に上書きしたのです。その首の後ろの傷はわたしがつけました。いわゆるキスマークというやつです。恥はずかしいのであまり触ふれないでください」

　テアは口くち端はに人ひと差さし指ゆびを引っ掛けて、イーッと左右に伸ばした。鋭く尖とがった犬けん歯しが他の歯よりも長く伸びていて、下か方ほうに向いていた。吸血鬼の牙きばを連れん想そうさせた。

「ご覧らんのようにこの牙で晴夜の体内に血を、──わたしの血を与えたわけです。死んでしまった人間を変えることは不ふ可か能のうですが、死ぬ間ま際ぎわであればなんとか可能でした。血の交こう換かんもギリギリ間に合いましたし。間かん一いつ髪ぱつなのでした。いやはや、さすがのわたしも焦あせったものですよ。この部屋に運び込んでも全ぜん然ぜん起きる気け配はいがなかったものですから。蘇よみがえってくれて本当に安心しました。──ああでも、勘かん違ちがいしないでくださいね？　晴はる夜やのためにやったのではありませんからね、と最近流行はやりらしい言い回しで釈しやく明めいさせていただきますが、ともかくこうしてわたしは晴夜を眷けん属ぞくにしたのでした」

「……」

　ようやく事の核かく心しんを語ってくれているのに、晴夜はテアの言葉を理解できないでいる。乾いた笑いしか出てこない。──何を言っているんだ、こいつは。

「そんなポカンとした顔で見ないでください。照れてしまいます。いえ、あなたを生かすためには仕方がなかったのですよ？　むしろわたしグッジョブですよ？　本来ならば褒ほめられて然しかるべきなのです。いい子いい子されるべきなのです。後でお願いします」

　ふざけた口く調ちようはしかし、テアにとってそれが当たり前であるということを否いや応おうなく窺うかがわせ、真しん実じつ味みを帯びていた。

　態度こそふざけているが、テアは真ま面じ目めに語っている。

「まあ、せっかく拾った命ですので、今こん度どこそ大切にしてほしいものです。一つ忠ちゆう告こくなのですが、太陽の光にだけは気をつけてくださいね。後あと数時間はこの部屋から出て行かないように。今は昼間ですから、外は太陽がいっぱいです」

「……だから何だよ？」

「死んじゃいます」

　太陽の光は吸きゆう血けつ鬼きにとって天てん敵てきですから。文も字じどおり天にある敵なのですから、となぜか誇らしげに言った。いや、たいして上う手まいこと言えていないが、ともかくとして。

　太陽の光が、敵？

「おいおい」

　それではまるで晴夜が吸血鬼になってしまったかのような言いい草ぐさだ。

　それでいくとテアは吸血鬼の真しん祖そということになるではないか。

「だから、そう言っています。わたしは正しよう真しん正しよう銘めい本ほん物ものの吸血鬼で、晴夜はそんなわたしの眷属になったのですから。あなたも今や吸血鬼です」

　ベッドが弾はずむ。テアが崩くずしていた足を折り畳たたんで居い住ずまいを正した。明らかに慣れていないと感じさせるたどたどしい正せい座ざで、指を突いて頭を下げる。

　テアが初めて自らを語った。

「とても今さらではありますが、自己紹しよう介かいいたしますね。わたしの名前はアルカテア・ディンケルホーファー。東とう欧おう出身の吸血鬼の真祖の始し祖そのお姫ひめ様さま、それがこのわたしアルカテア・ディンケルホーファー、アルカテア・ディンケルホーファーでございます」

　以い後ごお見知りおきを、そう言ってとても無む邪じや気きな笑えみを浮かべた。

　口には、牙きばが。




　思し考こう停てい止し状態に陥おちいっていたのはほんの数秒で、晴はる夜やはハッと我に返った。

「いや！　いやいや、待て待て待て！　吸きゆう血けつ鬼き？　おまえが？　眷けん属ぞく？　俺おれが？」

　テアと自分を交こう互ごに指ゆび差さし、啞あ然ぜんと口を開けた。

　テアは腰に手をつき胸を張る。

「はい。晴夜を蘇そ生せいさせるにはそれしか方法がなかったのです。わたしの体内に晴夜の血を、晴夜の体内にわたしの血を混ぜ合わせることによって、わたしと晴夜の魂たましいをリンクさせたのです。晴夜は血を大量に失っていましたので、ほとんどわたしが与える形になりましたが。そのせいで大おお幅はばな肉体再さい生せいが行われてしまったのでしょうが、まあしゃあないです。結果として晴夜は救われたのですから。グッジョブ、わたし」

「……」

　信じられない。

　いや、信じたくない。

　テアが吸血鬼だということは、晴夜は八日前──感覚としてなら二日前──に敵を学園まで案内したことになる。

　いやいやそんなことは問題ではなく、その吸血鬼に命を助けられたことが今は一いち大だい事じなのだ。吸血鬼の真しん祖そに嚙かまれた人間は命を落とすか、『屍鬼グール』になる。こうして生きて、その上うえ眷属呼ばわりされているということは、晴夜は今や『屍鬼』なのだろう。

　人間ではなく、

　化ばけ物ものなのだ。

「────っ、ぶは」

　思わず噴ふき出してしまった。テアが怪け訝げんな顔をするが、知ったことか。

「ははっ、おまえ、何なに言ってんの？　んなわけねえじゃん。んなわけねえだろ？　よく考えろよ。いいか？　血を吸われた人間は、屍鬼になっちまった人間は自じ我がを剝はく奪だつされる。吸血鬼の操あやつり人形にさせられる。いま俺は自分を持っている。意い識しきがあるんだ。吸血鬼の眷属になってるわけがない」

　教会の、聖殲士ナーバの常じよう識しきである。子供の頃から『雛鳥の巣ホリイハウス』で何なん度ども教えられてきた、この世の理ことわり。覆くつがえすことのできない吸血鬼の正しよう体たいだ。

「誰だれの差さし金がねか知らねえけど、騙だまかそうったってそーはいくか」

　テアが本当に騙そうとしているとは思わない。エンマのことや一いち度ど殺されかけたことを──公園での出で来き事ごとを蒸むし返すやり口は冗じよう談だんにしては悪あく質しつが過ぎるからだ。

　単たん純じゆんに、テアの言うことを信用したくなかった。

　真実は別にあるのだと信じたかった。

　しかし、テアは「やれやれまったく」と呆あきれたように首を振った。

「それはなんというラノベの設定ですか？　それともゲームでしょうか。漫まん画が？　興きよう味み深ぶかいのでぜひとも貸してください。こう見えてもわたし、ラノベもゲームも漫画も堪たん能のうなのですよ。いえいえ、晴はる夜やは間違えています。間違えた情報を植えつけられています。吸きゆう血けつ鬼きは自じ我がを奪うばうことなどいたしません。考えることもできず、命令がないと行動一ひとつできない部ぶ下かなんて迷めい惑わくなだけです。いても邪じや魔まなだけなのです。自分で考え行動し実じつ績せきを作るのが有ゆう能のうな部下というもの。これ、社会の常識ですよ」

「……吸血鬼が社会を語るのかよ」

「語りますよ。吸血鬼にも社会はありますから」

　聞くところによると、とテアは曖あい昧まいな表現を用いた。

「ええっと、屍鬼グール、ですか？　まあそういうタイプの手て下したを好む変へん態たいも中にはいると思いますが、真祖は基本的にエレガントなものを好みます。貴き族ぞくであることを自じ負ふしているのですよ。眷けん属ぞくの数と主しゆ従じゆう体制をバロメーターにして真祖たちは優ゆう美びさを競きそい合っていますから、進んで屍鬼を作るような物もの好ずきはいないのです。作るとしたら知ち性せいを引き継いだ『成り上がり』の吸血鬼ですね。今の晴夜のような、自我を持つ吸血鬼です。屍鬼だなんて死し体たい喰いは今や昔の存在です。文明が発達する前の、数百年も昔の話なのです。もしかしたら、晴夜の教わった常識はその時代の名残なごりなのかもしれませんね」

　まあこれも聞いた話ですが、とやはり曖あい昧まいに片付けた。

「……」

「晴夜？　どうかしましたか？　まだ質問があれば受け付けますが？」

　晴夜は無む言ごんで後ろに倒れ込み、天てん井じようを見上げた。月と星の油あぶら絵えが施ほどこされた天てん蓋がいの裏うら側がわを見つめながら、テアの言葉を反はん芻すうする。そして整理する。

　晴夜を助けるためにテアは晴夜を吸血鬼にした。そのおかげでこうして生きていられるが、判はん明めいしたことは教会から教わった吸血鬼の知識が異なっていたということだ。吸血鬼は人類の敵で、眷属にされた人間は知ち性せいを欠いた獣けものに成り下がるはずなのに、そうはならなかった。テアからして全ぜん然ぜん吸血鬼に見えない。トレンチコートの男も今にして思えば随ずい分ぶんと話が通じていたように思う。話せばわかる、とまでは言わないが、殺し合いを回かい避ひすることくらいはできたかもしれない。それだけの理り性せいと知性をやつから感じ取れた。

　見落としている点があった。教会の常じよう識しきが今さらどこまで通つう用ようするかわからないが、初しよ歩ほの初歩、基本中ちゆうの基本を晴夜は失しつ念ねんしていた。吸血鬼は人間を喰らう化ばけ物もので、人間を隷れい属ぞく化かさせる怪かい物ぶつだ。やつらにとって聖殲士ナーバは憎にくむべき仇きゆう敵てきであるはずなのだ。

　だからこそ、この違い和わ感かんはやはり拭ぬぐえない。

「……なあ、テアは本当に吸血鬼なのか？」

「です」

　がばっと起き上がり、テアを見た。小こ首くびを傾かしげるテアに晴はる夜やは最大の疑問を口にした。

「なら、なんで俺おれを助けた？」

　前ぜん提ていとして吸きゆう血けつ鬼きは人間の敵であり、人間は吸血鬼の餌えさであったはずだ。

　助けられる覚えがない。

　すると、テアは顔を背そむけ、横よこ目めでちらちらとわざとらしく晴夜を見る。

　頰ほおをほんのり赤くして消え入りそうな声で、言った。

「晴夜が、初めての人、だったからです」

　……中学生、下へ手たをすれば小学生くらいの女の子がすげえことぬかしやがった。

「責任……取ってください…………」

「おまえに手を出した覚えないんだけど!?」

　つーか、まだ経験ねえよ！　と、心の中でも絶ぜつ叫きようしておく。

「晴夜が初めて話した人間でしたから。いまだに晴夜以い外がいの人間とはお話をしていません。わたしは人ひと見み知しりする性た質ちなのです。気さくに、ざっくばらんに、遠えん慮りよ無く話せる相手はこの世に晴夜ひとりだけ」

「そういうことかよ。総そう合ごう一時間にも満たないトークタイムで随ずい分ぶんと気を許せたな」

　全ぜん然ぜん人見知りじゃねえ。初しよ対たい面めんのときからその調ちよう子しだったじゃねえか。

　テアはケロッとした表情で顔の向きを戻し（やはり演技か）、「それに」と続けた。

「晴夜はわたしを助けてくれました。だから、その恩おん返がえしのつもりでした」

「助けた？　なんの話だ？」

「道に迷っていたわたしを案内してくれました」

「？　そんな大おお袈げ裟さなことじゃないだろ？」

「いえ、あのとき道みち案あん内ないしてもらえていなかったらわたしは今いま頃ごろ殺されていたでしょう」

「そんなまさか」

「それどころか、人類が滅ほろんでいたかもしれません」

　それこそまさかの話であったが、テアの表情は真剣そのものだった。

　テアが殺される理由──なんて、考えてみれば一つしかなかった。テアは（自じ称しよう）吸血鬼だ。なら、テアを殺すのは聖殲士ナーバしかいない。しかし、命を狙ねらわれていると言いつつ聖殲士を養よう成せいしている森しん星せい学園を訪れたというのは腑ふに落ちない。わざわざ敵てき地ちに潜せん入にゆうする逃とう亡ぼう者しやがどこにいる。

　こいつの話、やっぱり全部噓うそなんじゃねえか？

「わたしを付け狙っていたのは教会ではありません。同どう属ぞくである吸血鬼の真しん祖そたちです」

「はあ？　なんでだよ？　お仲間だろうが」

　突っ込むと、テアは拗すねるように唇くちびるを尖とがらせた。

「吸きゆう血けつ鬼きにもいろいろあるのですよ。人間が人間を殺すのと同じように。吸血鬼だって利害が発生すれば暴ぼう力りよく沙ざ汰たにも発展しますです。いい迷めい惑わくなのです」

　この上ない説せつ得とく力だった。確かに同どう属ぞくだからといって皆が皆仲なか良よしこよしというわけにはいかない。どころか、同属殺ごろしをしない動物なんてこの世に存在しないとも聞く。

　だからといって、テアが本当のことを言っているということにはならないが。

「彼らはわたしの純じゆん正せいの血が欲しいのだそうです。その執しゆう念ねんたるや、あれはもう狂きよう気きに近いです。初しよっ端ぱなからディンケルホーファーの屋や敷しきに寝込みを襲しゆう撃げきして来やがりました。ずっとわたしのお世せ話わをしてくれていた侍じ女じよがわたしをこの国に逃がしてくれたので、なんとか難なんを逃のがれましたが。その際乱らん暴ぼうに叩たたき起こされてわたしは怒り心しん頭とうです」

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませる。侍女とやらの対たい処しよの仕方に納なつ得とくがいっていないようだ。学園までの地図はその侍女が持たせた物で、あの悪あく意い全ぜん開かいの落らく書がきメモから察するに、テアの世話人にんはちょっぴりお茶ちや目めな人なのかもしれない。

　人ではなく吸血鬼だろうけど。

「当面、わたしはこの国に隠かくれ住まなければなりません。侍女が迎えに来てくれるまでの間、わたしはひとりぼっちです。とっても寂しいのです。人ひと肌はだ恋こいしいお年とし頃ごろなのです」

　そして、テアは晴はる夜やをビッと指ゆび差さして、奮ふん然ぜんと言ってのけた。

「なので、あの腐くされ侍女の代わりに晴夜をわたしの世話係がかりに任にん命めいいたします。交こう換かん条件として、先に失った命を蘇そ生せいしてあげました。その恩おんに報むくいてください」

　吃驚びつくりするほどの掌てのひら返がえしであった。

「はああっ？　なんだそりゃ!?」

「何を驚いているのですか？　そのために晴夜を眷けん属ぞくにしたのですよ？」

「さっき恩おん返がえしっつっただろうが!?　道みち案あん内ないしたときの！」

「それは間違った認にん識しきです。わたしはそんなこと一ひと言ことも言っていません」

　ひどい開き直り方だった。しかも上から目め線せん。見み下くだすような視線。

「謝ってください、このグズ使用人」

　横おう柄へいが過ぎる!?

「ええ、そうですよ。先ほどの質問の答えです！　晴夜を助けたのは晴夜を奴ど隷れいにするためなのでした！　ガガーン！」

「な、なんだって!?　ま、まさか、道案内したときにすでに唾つばを付けられていたのか!?」

「油ゆ断だんしたな、大おお道みち晴夜よ！　ほーっほっほっほっ」

「ちくしょおおおおお！」

　おかしなテンションのせいでコント仕立てになってしまった。

「とにかくっ！」と、テアがマットをばんばん叩たたく。

「晴夜のご主人様さまはわたしなのです！　いいですか？　晴夜はもう人間ではありません。わたしの眷けん属ぞくなのですから命令には絶対服ふく従じゆうなのです！」

「納なつ得とくいかねえ……」

「ダメ、返事はニャーです！」

「納得いかねえ！」

「それともなんですか？　晴はる夜やは命を狙ねらわれている命の恩おん人じんの命を命いのち懸がけで守ってはくれないのですか？」

「連れん呼こし過ぎて安っぽくなってるぞ、命」

「……わたしを一人にするつもりですか？」

「………………………………………………」

　急に萎しおれて肩を落とす。その表情は反はん則そくだった。そんな寂しそうな顔で上うわ目め遣づかいにこっちを見るな。

　──ったく、しょうがねえな。

　晴夜は難しい顔で頭を搔かく。

　しばらくの間はテアの話に乗ってやるか。

「見み捨すてない。見捨てねえよ。助けられたのは本当だし、こうして生きてるんだから文もん句くはない。俺おれはおまえの傍そばにいる」

　テアが本ほん物ものの吸きゆう血けつ鬼きか、否いなか。

　晴夜が本当に眷属になったのか、否か。

　他の吸血鬼がテアの命を狙ねらっているのか、否か。

　そういったいろいろな疑問はさて置くとして、テアがあの公園からこの部屋に晴夜を一時的に保ほ護ごしてくれたのは間違いないようで。

　その恩おんには報むくいてやらないと。

　テアが傍そばにいろというのなら少しの間くらい一いつ緒しよにいてやってもいいと思った。

　なんだかんだと晴夜はテアとのおかしな会話を気に入り出していたのだ。

　安あん堵どの表情を浮かべたテアは、実は晴夜の答えに緊きん張ちようしていたらしい。寂しがり発言はどうやら本ほん音ねだったようだ。

「他に質問はありますか？　今なら何だって答えて差し上げますよ。たとえばわたしのスリーサイズとか、スリーサイズとか、ちょっと斜め上を狙ねらってスリーサイズとか」

「スリーサイズ推おすねえ」

　興きよう味みねえけど。そのぺったんこな幼よう児じ体たい型けいのどこに凹おう凸とつを期待せよというのか。

　晴夜は、ならば、と己おのれの体を見下ろした。掌てのひらを開かい閉へいし、足首の関かん節せつをぐるぐると解ほぐしてみる。体に変化は見当たらない。見た目も中身も、これまでどおり人間の体だ。

　その質問は半なかば冗じよう談だんのつもりだった。

「俺は元の体に、──人間に戻れるのか？」

「はい、戻れます。眷けん属ぞくになった元もと人間が再び人間に戻った例はいくつも存在しますです」

　聞くところによると、と澄すました顔でそう締めくくった。




　　　　　　　　　†




　外が気になった。

　外、というよりは学園の様よう子すだが。ユウリとチーコがどうしているのか知りたかったし、レオの容よう態だいも気に掛かる。

　エンマも、もしかしたら、死んだように見えて実は生きていた可か能のう性せいだってあるのだ。

　学園に戻ろう。

　晴はる夜やは日時を確かく認にんしようと携けい帯たい電話を取り出してみるが、充じゆう電でんが切れていた。テアの話によると晴夜は一週間も眠り続けていたというから、充電が切れているのも当とう然ぜんと言えば当然だ。

「テレビを点つけてはどうですか？　時計が付いてたと思いますが」

「つか、なんでこの部屋には時計が無いんだよ」

「ふふん、わたしは時間に縛しばられない女なのです。なんてエレガントなのでしょう」

「ニートめ」

　テアの提てい案あんに乗ってテレビを点ける。アンテナと接せつ続ぞくしていないのか地ち上じよう波は放送が映らなかった。ゲームとＢＤブルーレイデイスク観かん賞しようのためだけに設せつ置ちしてあるのだと言う。

「……お笑いとトレンディドラマばっかだな。ＢＤ。なんか古いの多いな？　一番古ふるいので、うわ、二十年前のドラマかよ」

「半はん分ぶん以上が侍じ女じよの趣しゆ味みですが、その国の文化と言げん語ごは大たい衆しゆう娯ご楽らくから学ぶのが一番手てっ取とり早ばやいものですから。ドラマからは一般家か庭ていの生活様よう式しきが窺うかがえますし、同時に流行も追えますので一般的な感覚が養われます」

「お笑いは？」

「コミュニケーションの足しになればと」

「それでか」

　おまえの面白いノリとボケは。たまにむかつくけれど。ボケなのか天てん然ねんなのか判はん別べつできないところも面めん倒ど臭くさい。

　テレビには果たして時計機き能のうが内ない蔵ぞうされてあった。初しよ期き設定を弄いじっていなければ表ひよう示じされている日時は正確なはずだ。テアの言うとおり、晴夜の記き憶おくと照らし合わせてみても、今日きようの日付はあの日からちょうど一週間経たっていた。

　午後九時。日はとっくに沈んでいる。

「森しん星せい学園に行ってくる。ほら、この前おまえを案内してやったとこ。ここから遠くないんだろ？」

「？　遠くないと言えばそのとおりですが、一いつ体たい何をしに行くのです？」

「仲間の様よう子すを見に。心配すんな。ちゃんと帰ってくるから」

「はあ。まあ、いいですけれど」

　テアは浮かない顔をして、再びベッドに上がり開いたままの本を読み始めた。ふて腐くされているのとは違う、興きよう味みを無くしたかのような淡たん泊ぱくさがあった。

「な、なんだよ。外に出ちゃダメなのか？」

　晴はる夜やは言うなれば意い識しきを取り戻したばかりの患かん者じやであり、執しつ刀とう医いというのは冗じよう談だんだとしても、手当てしてくれたテアからすればまだまだ安あん静せいにしていなければならない状態なのかもしれず、それすら考こう慮りよせずに外出しようとしていることに呆あきれているのだろうか。

　なんて、後ろめたく感じ始めていたところに、テアが答えた。

「もう夜ですから大だい丈じよう夫ぶですけれど。しかし、約束してください。朝までには必ず帰ってくると。朝日が昇のぼる前には必ず。いいですね？」

　こちらを見ようともせずに、念を押される。吸きゆう血けつ鬼きは日光に弱い、というのはわかるが。それは単なる口こう実じつで、実は寂しがっているだけなんじゃなかろうか。

「それと、人には決して見られないように」

　背中で受けたその忠ちゆう告こくに返事も振り返りもせずに、晴夜は部屋から出て行った。




　部屋を出たらそこは廊下だった。木造の壁と廊下が左右に広がっていた。てっきり高級マンションの一室だとばかり思っていたのだが、廊下の内ない装そうを見る限り、ここが民みん間かんの貸し住宅であるようには見えない。何らかの施し設せつのようだった。木もく目めだが殺さつ風ぷう景けいな壁が延えん々えんと続いている。ものすごく長い廊下だ、右を見ても左を見ても、突き当たりの壁が視し認にんできないほどに。

　窓が一つもなく、照明もほとんどない。薄うす暗くらがりの中に今までいた部屋の扉とびらがぽつんと、ただ一つだけぽつんと、何の目め印じるしもなくあるだけだ。

　目印がない。そう、ドアノブさえなかった。ここの扉は壁と一いつ体たい化かしており、強く押すと開く仕組みになっている。一度閉しめてしまうと壁とドアの境さかい目めがわかりづらい。

　完全な隠かくし扉だ。

　──なんでこんなものを。

　晴夜は疑問をさておいて、とりあえず一いつ直ちよく線せんにひたすら長く続く廊下を、なんとなく左に歩き始めた。随ずい分ぶんと歩いたところでようやく突き当たり、右に折れてまたもやひたすら歩く。今こん度どは五分ほど歩き続け、突き当たったそこで再び廊下は右う折せつしていた。晴夜もさすがにこれはおかしいと思い始める。

　一いつ本ぽん道みちなのに道に迷いそうな錯さつ覚かくに陥おちいった。振り返ってみれば、真まっ直すぐに延びた廊下があり、目め線せんを戻せば前にも代わり映えしない廊下が果てまで延びている。非ひ常じよう灯とう程てい度どの明かりが心こころ寂さびしくて、廊下の異い常じような長さをなおさら意い識しきしてしまう。

「……くそ、なんだよこれ。まるで迷めい路ろじゃねえか」

　一本道の迷路。ゴールが見えないということは、おそらく隠かくされているのだろう。テアがいたあの部屋の扉とびらと同じく壁と一体化して見えにくくなっている、晴はる夜やはそう推すい理りした。

「無ぶ事じに外に出られたとしても、さっきの部屋に戻ってくるのは難しそうだな」

　そのときは、残念だがテアとはお別れである。だってなあ、ここで引き返しても元の部屋に辿たどり着ける自信ねえし。こんな複ふく雑ざつ怪かい奇きな建物を住処すみかにした自分を恨うらんでほしい。

　ひとまず行けるところまで歩いてみようと思い、右う折せつした先をまた延えん々えんと進んだ。今こん度どの突き当たりもまた右に折れるものと思っていたのだが、意い外がいにも階下へと下りる階段に辿り着いた。風景が変わったことに若じやつ干かん安あん堵どしつつ、階段を下りる。

　踊り場には小さな円まるい窓が一つだけ付いていた。ようやく見つけた窓に駆かけ寄り、外を確かく認にんする。

　完全な夜の暗がりだったが、晴夜の目にははっきりと景け色しきが映った。まるでデジタルカメラの夜間撮さつ影えいモードのように視し覚かくが光こう量りようを微び調ちよう節せつする。

　その視機能に何の違和感も覚えずに、晴夜は見み覚おぼえのある景色に首を傾かしげる。

「んんん？　以い前ぜん来たことあったっけ？」

　既き視し感かんだろうか。

　それにしてはなんというか、景色を見た瞬しゆん間かんに錯さつ覚かくしたのは眼がん下かに見えるあの道を、太陽が昇のぼっている時間に悠ゆう然ぜんと歩いていた、そんな確かな記き憶おくである。コンクリートの砂利じやりを踏む音も、その感かん触しよくも瞬しゆん間かん的に思い出していた。

　まさか、という思いが駆かけ上がってくる。

　急いで階下の廊下まで下りる。再び長い長い廊下が待ち構えていたが、駆け抜けるとあっという間で、突き当たったそこにこぢんまりとした扉を見つけた。

「っ、んだよ、これ」

　晴夜の身長にも届かない背の低い扉である。屈かがまないと出入りできそうになかった。晴夜は奇き抜ばつな造りに呆あきれ果てながら、膝ひざを着いて扉に手を当てる。取とっ手て部分を摑つかんで引いたり押したり力を加えていると、急に扉が回転した。

　回かい転てん扉の要よう領りようで外側に押し出された晴夜は、息を吞む。

　そこに地面がなかった。

　いや、遙か下方に地上があった。

「────────ンなっ!?」

　くくく、空くう中ちゆう!?

　回転扉は一いつ回転して壁に嵌はまり、壁と一いつ体たい化かした。その仕し掛かけを確かく認にんした直後、視し界かいは建物の外がい壁へきを下から上へと流していく。落下していく。地上の闇やみへと吸い込まれていく。

　体が硬こう直ちよくした。高速で地面に差し迫る。

　────死ぬ。

　壁面を蹴ける。反はん動どうで体を起こし、体たい勢せいを整える。地面に激げき突とつする瞬しゆん間かん、あたかも獣けものが四し肢しを投げ出すように、手足を広げた。両手りようて両りよう脚あしから地面に接せつ着ちやくし、肘ひじと膝ひざを極きよく限げんまで折り曲げて衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆう、さらに筋きん肉にくを伸しん縮しゆくさせて衝撃を逃がしていく。

　音もなく、晴はる夜やは静かに地上に降り立った。

「…………」

　一いち連れんの流れを無む意い識しき下で行った晴夜は、真まっ赤かに染そまった両りよう目めを闇に浮かべて、荒い呼吸を繰くり返す。

　次し第だいに体は、精神は、弛し緩かんした。

「あれ？」

　立ち上がる。無ぶ事じ下おりられたのか？　呆ぼう然ぜんとしつつも落ちてきた壁を見上げた。コンクリート建けん築ちくの建物が巨きよ人じんのように聳そびえている。回転扉とびらがある位置は学校の校舎の四階相そう当とうの高さにあった。

「学校？　────っ！」

　駆かけ出し、建物の正面に回り込む。昇しよう降こう口ぐちを正面にして見上げてみると、やはりそこは森しん星せい学園の校舎だった。見み覚おぼえがあったはずである。

　そして、晴夜が抱えていた違い和わ感かんの謎なぞもこれで解けた。余よ分ぶんと思っていた空間、あれはテアの隠かくし部屋だったのだ。

　聖殲士ナーバの学校に吸きゆう血けつ鬼き専せん用ようの部屋を作るとはなんと大だい胆たん不ふ敵てきな。灯とう台だいもと暗し、しかしこの上なく鉄てつ壁ぺきな隠かくれ家がである。テアの話が本当であれば、他の吸血鬼から身を隠すのに打ってつけなのだから。

「……学校側がわは知らなかったのか？」

　知らなかったんだろう。でなければ、これまで放ほう置ちされているはずがない。吸血鬼は聖殲士の天てん敵てきだ、見み逃のがす必要がどこにある。

　とはいえそれもテアの言葉をすべて信じたときの話だ。晴夜はテアが吸血鬼であると信じていないし、自身も吸血鬼化かしたなどと信じたくなかった。

　この期ごに及んでも、まだ。

「…………」

　とにかく、ここが学園の敷しき地ち内ないなら話は早い。学生寮りようは目と鼻の先にあり、すぐにもユウリたちに晴夜の無事を知らせることができる。──早く、早く会いたい。きっと心配している。ユウリは特に。あいつは俺おれの半はん身しんなのだ、これ以上寂さびしい思いはさせたくない。

　学生寮に向かう途と中ちゆう、憩いこいの場として知られるバラ庭園の横を通り過ぎる。そこで見み慣なれぬモニュメントが飾られているのを発見した。……はて。あんなの前は無かったぞ？

　気になって近づいて見てみると、それは三メートルはあろうかという大きな十じゆう字じ架かだった。十じゆう字じ架かにはたくさんの花はな輪わが掛けてあり、まるで墓ぼ標ひようのようにも見えて、

　足あし元もとの石せき碑ひに刻まれた文字が目に入った。

「……エンマ・アズナブルとハルヤ・オオミチの、冥めい福ふく、……を、……祈る、…………」

　理解したと同時に言葉を失った。

　間違いなくそれは、晴はる夜やの墓標であった。

「…………」

　複雑な心しん境きように駆かられたが、晴夜はこうして生きているので墓標が単なる間違いだと笑って飛ばせるが、それよりもエンマの死を決定づけられたことに言いようのない虚むなしさを覚えた。晴夜の体たい感かんでは昨日きのうのことでも、エンマの死はすでに七日前の出で来き事ごとなのだ、悲しみに暮れるには実感が足りなすぎる。エンマはもうこの世にいない、それを、どうやって認めればいいのかわからない。

　膝ひざを着いて祈りの一つも捧ささげた方がいいのか、とわずかに戸と惑まどっていると、遙か後こう方ほうから足音が聞こえてきた。部屋を出る間ま際ぎわのテアの一ひと言ことが思い出されて、晴夜は咄とつ嗟さに近くにあった石せき柱ちゆうの陰に身を隠かくし、息を潜ひそめた。

　──っ、なんで隠れてんだよ俺おれ!?

　見られたところで問題はないはずなのに、にわかに緊きん張ちようが走る。

　足音は徐じよ々じよに墓標に近づいてくる。それも二人分ぶんの足音だ。会話はなく、不ふ思し議ぎと緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。肌はだを刺すような空気に、晴夜は思わず唾つばを飲み込んだ。

　墓標の前で二人は立ち止まる。おそらく祈りを捧げているのだろう、無む言ごんが続き、ほどなくして片かた方ほうが声を上げた。

「気が済んだか？　ユウリ君」

　聞き覚えのある声。晴夜は瞬しゆん時じにリライラ・ボーグの顔を思い浮かべていた。リライラ先せん輩ぱいがそこにいる。そして、

「もう少しだけ、お願いします」

　ユウリの声。ユウリ、──ユウリだ！　ああ、ユウリ……。晴夜は胸を詰まらせる。

　帰ってきたんだ。

　みんながいる学園に。

　安あん堵どした心が知らず石柱から身を乗り出そうと、一歩を踏み出そうと、片足を上げた。

「何なん度ど祈っても現状は変わらないぞ。いい加か減げん諦あきらめろ。大おお道みち晴夜はもう私たちの敵なんだ」

「ッ!?　…………」

　踏み出しかけた足をゆっくりと静かに戻す。石柱に背中を預あずけて呼吸を止めた。代わりに激しい心しん音おんが耳みみ鳴なりのように響ひびき始める。

　…………敵って何のことだ？

「……ハルは、……ハルは生きています…………」

　その声こわ音ねはとても弱々しく、生せい気きが感じられなかった。

「吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくとして、な。それは生きているとは言えない。君もわかっているはずだ、屍鬼グールは死者と同じ、もう元の人間に戻すことはできないと」

　冷れい徹てつで冷れい酷こくなリライラの指し摘てきに、ユウリは鼻を啜すする。反はん論ろんできず、駄だ々だをこねる子供のように「ハルは生きています」と繰くり返した。

　晴はる夜やは絶ぜつ句くしていた。どうして吸血鬼の眷属になったと知っているのか。

「ハルは、絶対、生きています。だってハル、死なないって言ったもん。絶対死しなないって、ロザリオを受け取ってくれたもん。……私のために……って、そう言ったもん……」

　晴夜はハッとして、慌あわてて体中をまさぐった。起きてから一度もあのロザリオを見ていない。ポケットを探ってみたがどこにも入っていなかった。まさか落としたのだろうか。

「お守まもりだったんです。きっとハルを守ってくれるって、そう思って渡したのに……」

　言葉からは諦てい観かんが溢あふれ出ており、ロザリオを失った晴夜は忸じく怩じたる思いでいっぱいになる。

「そのことだが、少々気きになっていたんだ。チーコ・エンヴィス君からも聞いた。君は吸血鬼に出会う直前に、晴夜君にロザリオを渡したそうだな。大切にしていたロザリオを」

「……はい」

「その日、君は執しつ拗ように吸血鬼を用よう心じんしていたとも聞いた。チーコ君は自分が迂う闊かつだったと泣きじゃくっていたが、しかし妙みようなんだ。こう言ってはなんだが、この国で吸血鬼に遭そう遇ぐうするなど誰だれ一人として思っていなかった。私も、教師たちも含めて、誰一人としてな。不ぶ用よう心じんなことだが、事実だ。聖殲士ナーバの端はしくれとして恥はずかしい限りだが、今は置こう。ユウリ君、なぜ君はそこまで吸血鬼の存在を恐れたんだ？」

　なぜ君だけが、リライラの質問は詰きつ問もんへと色を変えた。

「……それは」

「はっきり言おう。どうしてユウリ君は吸血鬼が日本にいると知っていた？」

「────」

　息を吞んだ。晴夜もユウリも金かな縛しばりにあったように動けない。

　リライラはそこで一いつ拍ぱく置いて、言った。

「君には聖獣ヴイアツアの他に特別な能力があるのだったな。いや、体たい質しつと言うべきか」

　──んん？　話が飛んだ？　晴夜がひとり混こん乱らんしているのも知らず、リライラはおよそ想そう像ぞうもしていなかった言葉を吐き出した。

「他人の過去が視みえるそうだな」

「……………………どこでそれを？」

「自分で調べた。気になるのなら私の過去を探ればいい。──いや、私の過去が視えないからこそ出た質問だったか。これでわかったよ、その能力を発はつ現げんさせるにはさまざまな条件があるようだ。相手の顔を見れば視えるものだと思っていたが、違ったか」

　まあいい、とリライラは推すい理りすることを止やめ、ユウリに発言を許すことなく続けた。

「それで、ユウリ君は晴はる夜や君の過去の記き憶おくの中に吸きゆう血けつ鬼きの姿すがたを見た。そうだな？　であれば辻つじ褄つまが合う。晴夜君が狙ねらわれるかもしれないとユウリ君は思い込んだんだ。真ま面じ目めな君が彼らに付き合って門もん限げんを破ったのも、晴夜君にロザリオを託したのもそれがきっかけだ」

「…………」

　何を、

　何を話しているんだ、おまえらは。

　それが真実であるからなのか、ユウリは否定も反はん論ろんもしなかった。──馬ば鹿かげている。ユウリにそんな能力が、体たい質しつがあったなんて信じられない。晴夜のことを何でも知っていたあれは、では、その体質によるものなのか。晴夜の過去を覗のぞき見ていたというのか。

　腑ふに落ちなかった。そもそも晴夜の過去において吸血鬼を見たのは老ろう兵へいに命を救われたあのときだけだ。「雛鳥の巣ホリイハウス」にいるときも、森しん星せい学園にやって来てからも吸血鬼に遭そう遇ぐうしたことなんて一度もな、────ぁ、

　テア。

　アルカテア・ディンケルホーファー。

　晴夜は過去に、ほんの数日前まえに、確かに吸血鬼と出会っていた。

　それをユウリは視みていた、────のか。
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「お話はそれだけですか？　私、そろそろ寮りように戻らないと」

「いや、今までのはただの雑ざつ談だんだ。私の個人的な興きよう味みに過ぎない。済まなかった、わざわざ呼び出しておいてする話ではなかったな。本ほん題だいに入ろう。──知ってのとおり、討とう伐ばつ部ぶ隊たいが君たちを襲おそった吸きゆう血けつ鬼きの行方ゆくえを血眼ちまなこになって探している。その討伐部隊に生徒会クルセイダーズも加わることが、先ほど会議で、決まった。来らい年ねん生徒会入いりを約束されている君も、特別に参加が許された」

「リライラ先せん輩ぱいの計はからいですか？」

「学園長ちようの推すい薦せんでもある。君は期待されているんだ。史し上じよう最強の聖殲士ナーバに育てるおつもりのようだぞ？　経験を積ませることが目的らしいが、本心では今回の件が禍か根こんとなるのではと案じておられるようだ」

「禍根って」

「大おお道みち晴はる夜やのことだよ。彼とは親しい間あいだ柄がらだったと聞いた」

　晴夜はごくりと唾つばを飲み込む。話が良くない方向へ向かっていると感じた。聞きたくない、けれどこの耳はどんな小さな音でもはっきりと聞き取ってしまう。

　言うな。

「君が討うつのだよ、大道晴夜を」

　リライラのあっさりした口く調ちように戸と惑まどいを隠かくせなかった。「私が……」ユウリの呟つぶやきは声にならなかったが、晴夜には悲ひ痛つうな叫びとなって聞こえた。ユウリの気持ちが痛いほどにわかる。なぜなら、晴夜もまた絶ぜつ句くしていたから。

　──ユウリに俺おれを討たせるだって……？

「エンマ・アズナブルと違い、晴夜君の遺い体たいはまだ見つかっていない。公園から晴夜君の血けつ痕こんが大量に発見されている以上死んでいるのは間違いない、それでも動くモノがあれば、それは……。何を意味するか、わかるか？　わかるはずだ。大道晴夜は自じ我がを失い、人に害がい成なす魔ま獣じゆうに成り変わった。我々の敵になったのだ！」

　荒あら々あらしい宣せん言げんに晴夜への情じよう愛あいは微み塵じんもない。リライラは晴夜の無ぶ事じを祈ることもせず、無む情じようにも切り捨て、すでに一いち個こ体たいの敵として認にん定ていしている。

　毅き然ぜんとした強さ。孤こ高こうの精神。晴夜が憧あこがれたリライラ先輩は変わらず正せい道どうを貫つらぬき、燦さん然ぜんと輝いている。聖殲士たる者として一切の迷いも、甘さも見せない。

　美しくて尊とうとい。

　それがとても恐ろしい。

「ハルは、でも、生きていると思います。……レオ君だってなんとか助かった、ハルも大だい丈じよう夫ぶなんだって……信じたい、です……」

「そんな甘い考えでは聖殲士にはなれない。甘えは、今こ宵よい捨てることだ」

　大道晴夜を狩かるぞ、リライラはそう言い残して、ユウリを残して、バラ園から出て行った。

「…………ハル、うう、ううう、っ、うあああああああああああああ、あああ、あああ」

　ユウリの嗚お咽えつを聞きながら、晴はる夜やはしかし一歩も動けない。出て行って抱きしめることさえできない。この手では、何をしても噓うそになりそうで。

　拒きよ絶ぜつされるかもしれないと思うと、恐かった。

　手を繫つないで丘の上を目め指ざしたあの日が霞かすむ。引き裂さかれた半はん身しんは、同じ空気を吸っていても別の場所に立っている。ユウリの前にはもう出て行ってはいけないのだ。

　ロザリオと共に、晴夜はユウリを失った。

　しばらくしてからユウリは学生寮りようの方へ帰っていった。石せき柱ちゆうの陰から出て、ふらりと十じゆう字じ架かの前に移動した。石せき碑ひの手て前まえに置かれた花はな束たばは晴夜とエンマへの献けん花かに違いない。残された者はこうして自らの心を慰なぐさめるのだ。では、逝いった者の心はどこにやればいい？　花束を摑つかんでめちゃくちゃに引き千ち切ぎりたい衝しよう動どうに駆かられた。ここでこうして生きているのに、それを伝えられないもどかしさに焦あせりを覚える。

　名な乗のり出られない自分の弱さに怒いかりを覚える。

　不ふ意いに、

「────ッ!?」

　おぞましい気け配はいを、視線を感じた。バッと体ごと向き直り、腰を落とし、睨にらみつけるように虚こ空くうの中に気配の主ぬしを探した。──間違いない。何か、いる。

　背後。かつん、と靴くつ音おとが響ひびいた。

　晴夜は咄とつ嗟さに振り返り、眼がん前ぜんに突き出された剣けん先さきに気づいて「ひっ」思わず仰のけ反ぞる。光を弾はじく細身剣レイピアの刀とう身しんを辿たどった先、引き締まった筋きん肉にくとしなやかな体のラインを浮き立たせる聖殲士ナーバの装しよう束ぞくを身に纏まとったリライラの姿すがたがあった。

　右手に剣を構え、左手には聖獣ヴイアツアの火を灯ともしていた。激しい燃ねん焼しようを起こす聖せい火かを一いち瞥べつし、リライラは不ふ敵てきに笑えんだ。

「人じん外がいの気配を辿たどって来てみれば、まさか晴夜君だったとは。いや、晴夜君だったモノかな。何にせよ、大おお道みち晴夜の墓ぼ標ひようの前に現れるなんてなかなか凝こった演出じゃあないか」

　リライラは本ほん気きで感心しているようだった。だが、向ける剣先からは冷たい殺さつ意いが溢あふれている。決けつ然ぜんとした揺るぎなさを湛たたえていた。

「あ、お、…………」

　突然のことで言葉が出ない。釈しやく明めいしたくても何から話せばよいのか考えがまとまらない。

　その隙すきを見み逃のがすリライラではないというのに。

　彼女はキッと晴夜を見み据すえると、左腕うでを横に広げて銀ぎん色いろの光点コアを宙に放つ。収しゆう縮しゆくする光点を取り巻くようにして青あお白じろい炎ほのおが渦うずを巻いて膨ふくらんでいき、やがて一匹ぴきの獣けものを形けい成せいした。

「おいでveni、《戦女神の従者ドウン》」

　翼つばさの生はえた虎が咆ほう哮こうと共に顕けん現げんした。

「君のことは憎にくからず思っていたのだが、残念だ。せめてわたしの手で葬ほうむってあげよう」

　言い終わるや否いなや、聖獣ヴイアツアではなく、リライラが自ら飛びかかってきた。

「ハアッ！」

「ッッッ!?」

　細身剣レイピアが頰ほおを掠かすめ、血ち飛沫しぶきが舞った。とんでもなく速い。初しよ撃げきをかわせたのはほとんど偶ぐう然ぜんだったが、晴はる夜やはまんまと体たい勢せいを崩くずされた。リライラの一いち撃げきはやはりただの牽けん制せい、本ほん命めいは後ろに控えていた《戦女神の従者ドウン》による攻こう撃げきだった。前まえ足あしの鋭い爪つめが晴夜を引き裂さかんと襲おそい掛かる。

「────」

　唐とう突とつに。孤こ児じ院いんにいるときから、学園に入ってからも、習い続けてきた吸きゆう血けつ鬼きの弱点を思い出していた。加か護ご先生の授業で見せられた聖殲士ナーバと吸血鬼の闘たたかい。聖獣は、十じゆう字じ架かや太陽光こうに匹ひつ敵てきする奇き跡せきの力であり、吸血鬼を消しよう滅めつさせる破は魔まの光だ。

　聖獣に取り込まれた吸血鬼の末まつ路ろが脳のう裏りを過よぎる。木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ぶ四し肢し、溶けるようにして消しよう滅めつしていく醜みにくい肉にく塊かい。

　死にたくない。

「っ!?」

《戦女神の従者ドウン》の前足が振り抜いたそこに、晴夜の姿すがたはすでになかった。

　反はん射しや並なみの速度だった。地を蹴けって後こう方ほうに跳び、《戦女神の従者ドウン》の間合いから外れたのだ。瞬まばたきにも満たない一いつ瞬しゆんの出で来き事ごと。まるで瞬しゆん間かん移動したかのように映ったはずだ、リライラはやはり目を丸くしている。

「速い！　ここまで速いなんて想そう定てい外がいだ……」

　リライラは本ほん気きで驚いていた。晴夜も驚いた。それは彼女と同じ種類の驚きだ。

　吸血鬼の眷けん属ぞくにこれほどの力が宿っているなんて。

　リライラは息を止め、全ぜん神しん経けいを次の攻撃に集中させている。旧きゆう知ちの仲だから手て心ごころを加えようとしてくれていた先ほどまでのリライラではない。それは聖殲士の顔だった。吸血鬼の敵の顔だ。

　冷たい視線が晴夜を射い貫ぬく。

「覚かく悟ごしろ、吸血鬼！」

　晴夜は両手を上に挙げて降こう参さんのポーズを取った。

「ま、待って！　待ってください先せん輩ぱい！　俺おれ、先輩を襲う気なんてないっすから！」

「っ、…………」

　構えを解かず、リライラは訝いぶかしげな目つきで晴夜を見み据すえる。

「……人じん語ごを操あやつれるからと言ってそれが晴夜君の意識とは限らないぞ。君を操っている真しん祖そがいるのだろう？　どこだ？　どこにいる？」

「いえ、これ自分の意志っす！　正しよう真しん正しよう銘めい大おお道みち晴夜っす！　し、信じてください！」

「信じられるかッ。君は吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくにされたはずだ！　それにその体はすでに人間を超えているぞ」

「…………っ」

　そんなことはわかっている。

　自分の体なんだ、初めからわかっていたさ。

　リライラが向けてくる敵てき意いが悲しく、晴はる夜やはすぐにも逃げ出したかったが、ここで逃げたら疑いは増すばかりだ。くそ。どうすりゃ先せん輩ぱいにわかってもらえるんだ。

「先輩、聞いてください！　俺おれは、」

　とにかくこれまでの経けい緯いを話そうと思い口を開き掛けたとき、リライラの聖獣ヴイアツアが突とつ如じよ呻うめき声を上げて明後日あさつての方角を向いた。その様よう子すが対たい峙じしている晴夜には見えているが、リライラはまったく気づいていない。晴夜に意識を傾けて外さない。だから、きっと、想そう像ぞうさえしていなかったはずだ。

　この場にもう一つ別の何かが潜ひそんでいることに。

「────ッ!?」

　晴夜はぞわりと悪お寒かんを感じた。先ほど感じていた不ぶ気き味みな視線をようやく捉とらえた。翼よく虎こが向く方角、晴夜の正面、リライラの背後の闇やみの中に、果たしてそいつはいた。

　一メートルはあろうかという巨きよ大だいな蝙蝠こうもりが、牙きばを剝むいて飛空していた。

　絶えずこちらに視線を向けたまま。

　蝙蝠は気づかれたことを悟さとったのか、直角に軌き道どうを曲げてまるでロケットのように撃うち放たれて。

　リライラを背後から強きよう襲しゆうした。

「危ねえ、先輩！」

「ッ!?」

　虚きよを突かれたリライラは脇わきを通り抜ける晴夜に対して反応が遅れた。超スピードで移動した晴夜を目で追い、目線に従い体を反転させた反はん射しや速度は十分驚きよう嘆たんに値するが、しかし状況を把は握あくするための刹せつ那なが決定的な隙すきとなっていた。リライラが蝙蝠を意識したときにはもう、蝙蝠の牙がリライラの首くび筋すじに狙ねらいをつけていた。

　ザシュウウウウウッッッ！

　嚙かまれ、抉えぐられ、血ち飛沫しぶきが霧きり雨さめのように周囲に飛び散った。直後悲鳴が木霊こだまして、

「ぐうっンアアアアアアアッッッ!?」

　晴夜の体が右に傾かしいだ。

「晴夜君!?」

　リライラを庇かばって突き出した右腕は、その二の腕の部分は、肉と骨を食い千ち切ぎられて皮一枚で繫つながっている有り様さまだった。痛みに悶もだえ、それでも蝙蝠の追つい撃げきを警けい戒かいして振り返る。

　蝙蝠こうもりはリライラの剣の一いつ閃せんに両りよう断だんされていた。

　断だん末まつ魔まの雄叫おたけびを上げながら灰となって消えていく蝙蝠。完全に消しよう滅めつするまで見届けてから、リライラは改めて晴はる夜やを見つめた。

「…………」

　リライラの視線の先、晴夜の右腕の細さい胞ぼうがじゅくじゅくと音を立てている。抉えぐられたはずの肉と骨がゆっくりと再生していた。リライラは感情を宿さぬ瞳ひとみで、晴夜は驚きよう愕がくの眼差まなざしでその一いち部ぶ始し終じゆうを目もく撃げきする。

　吸きゆう血けつ鬼き特有の再生能力であった。晴夜は思わず「は、ははっ」自じ嘲ちようした。

　やっぱり俺おれは、俺の体は……。

「……晴夜君、君は一体…………」

　リライラが一歩近づいたとき、遠くの方から駆かけ足の音が響ひびいた。

「吸血鬼が侵しん入にゆうしているぞ！　手分けして探せーっ！」

「バラ庭園の方だ！　バラ庭園の方から反応があるぞ！」

　無数の聖せい火かの揺らめきが向こうに見えた。学園の教師と討とう伐ばつ部ぶ隊たいの大人おとなたちがこちらに向かって来ているのだ。

　晴夜を退たい治じしに。

「いたぞ！　オオミチハルヤだ！　囲め！　囲んで、────殺せぇええ！」

「────っ」

　リライラに背中を向けて走り出す。「晴夜君、待ちなさい！」リライラの制止の声に耳を貸さず、ひたすら全力で逃げた。途と中ちゆう、鉢はち合あわせした討伐部隊の頭上を軽々と飛び越え、怒ど号ごうと罵ば声せいを浴びながら、聖獣ヴイアツアに追われ、それでも晴夜は抵てい抗こうすることなくただひたすら走り続けた。

　涙を湛たたえながら、奥歯を嚙かみ締めて、人間たちの殺意に恐れをなす。

　……俺は、……俺は…………ッ！

　学園の敷しき地ちから出て森に入る。討伐部隊は無む理りに追うことをせず、守りを固めるように学園内に警備の網あみを広げた。遠とお目めから学園の様よう子すを探りつつ、晴夜は森の中で息を潜ひそめた。

　がちがちに震える体を抱えて、ひとり孤こ独どくに耐えていた。




　　　　　　　　　†




　数時間が経たち、夜明けが近くなった頃、完全に油ゆ断だんした討伐部隊の隙すきを突いて学園に潜せん入にゆうする。校舎の外壁の隠かくし扉とびらは開けるのが難しかったが、三度目の跳ちよう躍やくでコツを摑つかみ、転がるように中に入った。

「はあ、はあ、はあ、────」

　憔しよう悴すいしきっていた。疲れた顔で荒れた呼吸を整える。

　長い廊下をゆっくりと歩いて進み、階段を昇のぼって踊り場に立つ。一つだけ備え付けられてあった円い窓からは朝日が差し込んでいた。いつの間にか夜が明けていたようだ。晴はる夜やは日ひ射ざしの中に恐る恐る手を翳かざす。

　ジュウッ、と音を立てて肌はだが焼けた。火傷やけどで真まっ赤かに腫はれて、ぷすぷすと白い煙を上げている。ところが次の瞬しゆん間かん、火傷の赤みは薄くなり、焦こげた肌が元に戻ってしまった。

　再生された己おのれの掌てのひらを呆ぼう然ぜんと眺ながめる。完全に再生したが痛みはなかなか引かなかった。そういえば、リライラを庇かばって出来た傷の痛みもまだ残っている。傷口は塞ふさがっても痛みはすぐに消えないらしい。新たな発見だ。覚えておこうと思った。

　薄うす暗ぐらい回かい廊ろうの中で、時間を掛けてなんとか隠かくし部屋の扉とびらを見つけ出す。

　ようやく戻って来られた。安あん堵どしつつリビングに入ると、フローリングの上をごろごろ転がるテアを、そうと気づかずにぐにゅと踏ん付けてしまった。

　テアは「んぎゅ」と掠かすれた声を上げた。

「……何してんの？」

「べべべ別に晴夜が人間に見つかっていないか心配で心配で落ち着かなかったわけではありませんもんね！」

　本心なのかポーズなのか、わかりにくい。どことなくわざとらしくもある。

　けれど、なおも床に寝ね転ころがるテアは嬉うれしそうに唇くちびるを歪ゆがませた。

「如何いかがでしたか？　夜の世界は」

「……ああ、思った以上によく見えたよ」

「そうですか。それはよかったです。眷けん属ぞくにした甲か斐いがありましたね」

　晴夜の足に甘えるように縋すがりつき、晴夜を見上げて言う。

「無事に帰って来られたということは、人に見つからずに済んだわけですよね？　人間は吸きゆう血けつ鬼きを見れば集団で襲おそい掛かってくる悪あつ鬼き羅ら刹せつだと聞いています。関わらない方がよいのです。特にこの学園の人間には」

「いやそれは……」

「本当によかったです。何事もなくて、本当に」

　安堵の表情を浮かべるテアに返す言葉がない。吸血鬼が人間を悪鬼羅刹呼ばわりするなんて、まるであべこべだ。しかし、かつて仲間だった人たちに剣を向けられ、追い立てられ、絶望した晴夜には否定することが難しい。

「悪鬼羅刹か」

　立場が違えば印いん象しようも真ま逆ぎやくになるようだ。笑えない皮ひ肉にくを嘲あざけるように笑い、晴夜は向こう側に来たことを自覚する。

　吸血鬼の側に晴夜は立っているのだ。

「そうでした、そうでした！　日に本ほんではこういうとき合い言葉を使うのでした！　家の中と外で合い言葉を重ねることで扉とびらを開けるという、そういう儀ぎ式しきがあったのです！　すっかり忘れていました！」

「？　開けゴマ、ってやつか？　……ちょっと違うか。あーいや、そもそも合い言葉なんて決めてないだろ」

　またぞろ何を言い出すのやら、と呆あきれていると、テアは当たり前の言葉を口にした。

「おかえりなさい」

　今このとき、それは世界で一番優しい悪あく魔まの呪じゆ文もんであった。

　吸きゆう血けつ鬼きをこちら側だと認める儀式。

　人間を向こう側に回す儀式。

　晴はる夜やが人間を止やめたことを認める儀式だ。

　晴夜はしかし、葛かつ藤とうすることもなく、穏おだやかな声こわ音ねでテアに応えた。

「ただいま」

　テアの頭をぐいぐい撫なでつける。テアは嬉うれしそうにきゃっきゃと声を上げ、ごろんとうつ伏せに転がり、晴夜の足元でぱたぱたとバタ足をする。

「くふ、くふふふ、おかえりなさいだって。初めて言いました」

　にやにやと照れ笑いを浮かべた。

　テアの無む邪じや気きな様よう子すを見ていると、不意に涙るい腺せんが緩んだ。誤ご魔ま化かすように、テアに倣ならって笑顔を作る。──笑え。テアと笑い合えているうちは悲劇にならなくて済むはずだった。

　だから、無む理りをして、笑った。

　口には、牙きばが。

　──ああ、俺おれの居い場ば所しよは、帰るべき場所は、もうここにしかないようだ。

　ただいま。

　さよなら。




　朝の訪れが晴夜のすべてを終わりにした。













　三章『始し祖そ／真しん祖そ／成り上がり』







　自分の名前しか思い出せなかった。

　教会に引き取られ、『雛鳥の巣ホリイハウス』にやって来てからも、晴はる夜やはその心細さに挫くじけそうになる。ここには似た境きよう遇ぐうの子供たちがたくさんいたが、同様の心細さを覚えていた子供は何人いたことだろう。誰だれも彼も家族を失い、家を失い、平へい穏おんな未来を失った者たちだ。皆吸きゆう血けつ鬼きへの復ふく讐しゆうを胸に誓ちかうことでなんとか生きる糧かてとしていた。しかし、

　晴夜は何を失ったのかもわからないのだ。

　何もかもを奪うばったのが吸血鬼だったとしても、喪そう失しつ感がないでは憎ぞう悪おさえ抱けない。

　吸血鬼に対する恐きよう怖ふはある。救い出してくれた教会への恩おん義ぎもある。闘たたかう理由ならいくらでも挙げられる。しかし、復讐を誓うだけの情熱が欠けていたせいか他の子供たちとは決定的な温度差があった。それが途と方ほうもない疎そ外がい感となって晴夜を孤こ立りつさせた。

　一度揺らいだ心は安定しない。日常の何気ない瞬しゆん間かんに魂たましいを抜かれたように意識が飛んだ。ちょっとした段差に躓つまずき、受け身も取らずに顔面から床に滑すべり込んだ。起き上がろうとしない。痛みに耐えきれないのではなく、起き上がろうとする意志が湧わかないのだ。痛みは覚えるのに心は麻ま痺ひしている。

　過去がないということは、自身を証しよう明めいする手立てがないということだった。

　何が好きで何が嫌きらいで、何が得意で何が苦にが手てで、何を識しっていて何を知らないのか。感覚や知識によるものは条件反はん射しやで思い浮かぶものの、しかしまるで他人の記き憶おくを穿ほじっているみたいで実感が湧かない。これは本当に記憶を失う前の自分のモノなのかと疑ってしまう。

　甘い物が好きで苦い物が苦手なのは、果たして以前の自分の感覚なのだろうか。

　運動が得意で勉強が苦手なのは、もしかしたら記憶を失った後に書き換えられた人格なのではないだろうか。

　何を識っていて、　　　　　　　　自分の名前。

　何を知らないのか。　　　　　　　　自分自身。




「ハル、だいじょうぶ？　起き上がれないの？」




　ユウリに上体を引っ張り起こされる。一いつ緒しよに生せい還かんしたあのときから何かと世せ話わを焼いてくれた少女は、晴はる夜やが沈んでいると必ずこうして現れた。胸元のロザリオを揺らし、無む邪じや気きな笑えみを湛たたえて晴夜の心を解きほぐす。

　胸の裡うちを晒さらすと、ユウリは見たこともないような、慈じ愛あいに満ちた表情を浮かべた。

　そっと晴夜の手を握った。

「ハル、……ねえ、ハル。そんなに自分のことが信じられないなら私を信じてみて。私がハルを見ていてあげる。ずっと、ハルのすべてを見ていてあげる。ハルの欠けている部分を私が補ってあげるから。だから、安心して。私はいつだってハルの味み方かただからね。たとえどんな状況にあろうとも、世界を敵に回してでも、私はハルだけを守るから」

「……どうして俺おれなんかに優しくしてくれるんだ？」

　──俺なんて何も持っていないのに。自分さえも見失っているというのに。

　明確な答えを期待していたわけじゃなかった。ただ自己の証明を代だい弁べんしたいという彼女の優しさに寄り掛かりたかっただけだ。ユウリに甘えて心を慰なぐさめたかっただけなのだ。

「そんなの当然だよ。だって、──」

　けれど、ユウリはいつもののほほんとした顔で、何でもないことのように口にした。

「ハルには私しかいないもの」

　ぬるりと。

　生なま温ぬるくて優しい、それでいて何より残ざん酷こくなその一言に、晴夜の心は完全に絡め取られた。

　甘かん言げんに誘われるように、晴夜はユウリを見つめながら誓ちかいを立てる。

「……なら、ユウリも俺を信じて。俺、ユウリのために闘たたかうから。いつまでも一緒にいたい」

　一いつ緒しよに居させてください──。

「それ、聖殲士ナーバになるってこと？　私と一緒に戦せん場じように行ってくれるの？」

「行くさ。一緒に。あの戦場へ行って、そうだ、俺おれたちを助けてくれたジイサンを救おう」

　だから見捨てないで──。

「すてき。なら、私たちは責任を押しつけ合おう。お互いがお互いのために生きるの。それはきっと心強いはずだから」

「うん、うん……」

「一いつ心しん同どう体たいだね」

「一心同体というか、分身、……いや、半はん身しんだ。俺たちは二人で一つだ。ユウリの足りない部分は俺が埋めてやるから。だから、一緒にいて」

「うん。いいよ」

　一心同体であり、分身であり、半身。

　運うん命めい共同体。

「目を閉じて。じっとして」

　不意に、甘い匂においが間ま近ぢかに迫る。擦すりむいた額ひたいにチロチロと蠢うごめく感かん触しよく。晴夜の膝ひざの上に跨またがったユウリが転んで出来た傷口を舐なめていた。舌したを這はわせ、吸い、唾だ液えきに塗まみれ、くちゅくちゅと音を立てて、時とき折おり、ハァ、と恍こう惚こつとした湿った吐と息いきを漏もらす。ひどく官かん能のう的な響ひびきに晴夜の意識は囚とらわれた。

「ハルのことなら何だって知ってるよ」

　耳元で囁ささやかれる。蠱こ惑わく的な声こわ音ねは普段のユウリの声とは違って聞こえた。目め眩まいがした。

「ハルが知らないハルのことを、私は知っている。ハルの綺き麗れいな部分も醜みにくい部分も私は全部知っている」

　密みつ着ちやくした肌はだが熱い。頰ほおを伝っていく舌の粘ねん液えきが絡みつく。絡みついて離さない。唇くちびるの柔らかさに心も体もふわふわに溶けていく。蕩とろけてしまう。

「ハルのすべてを知ってるよ」

　浸食とかされていく。

　今ここにいる自分を見ていてくれる。

　ユウリがいてくれれば自分を見失うことはない。

「私のために死んでね、ハル」

　──私も貴方あなたのために死ぬからね──

　涙が溢あふれた。

　命を救われたあの日、晴夜は生きる糧かてを手に入れた。

　ユウリさえいてくれれば、迷わず生きていけるはずだった。




　　　　　　　　　†




　ユウリから預かっていたロザリオの在処ありかを尋たずねると、テアはものすごく嫌いやそうな顔で壁かべ際ぎわの机を指ゆび差さした。厚あつ手での布で何なん重じゆうにも巻き付けて引き出しの中に封ふう印いんしているのだという。触れるのはもちろん、見るのも嫌らしい。

「よく拾ってこれたなあ。いや、感かん謝しやしてるんだぞ、マジで」

「晴はる夜やが摑つかんで離さないからです！　ここに運び込んでから晴夜の手首を切り落として、どうにかこうにか十じゆう字じ架かを取り出すことに成功したのです。はあ、あれは本当に大変でした」

「さりげなく怖こわいことしてんじゃねえよ!?」

　テアの話によれば十字架は太陽の光と同じで触れると火傷やけどするらしい。長時間握っていたなら全身が溶けてしまうとも脅おどされた。トレンチコートの吸きゆう血けつ鬼きが恐れていたわけである。

「十字架を身につけたままでしたら晴夜を眷けん属ぞくになんてできませんでした」

　拗すねたように言う。手首を切り落としたのは最さい善ぜん手しゆだったと言いたいらしい。どうせ再生するのだし、別に切断したって構わないが、せめてオブラートに包んでほしかった。

「あの十字架には触れてはいけませんよ。吸血鬼にとっては兵へい器きなのですから」

「ああ、わかってる。あのロザリオは大切な預かり物だからさ、無くしてなければいいんだ」

　ユウリを想おもった。晴夜討とう伐ばつを命じられた彼女とはもう二度と会わない方がいい。

　心にぽっかりと穴が開いたような、初めての感覚に戸と惑まどった。

　──ああ、これが喪そう失しつ感か。

　生きる糧かてを失った。ならばせめて生きる目的くらいは作らないと。このロザリオをいつかユウリに返す────、晴夜はそのように妥協だきようして心を慰なぐさめた。

　ユウリと共に生きていきたいだなんて、そんな夢を二度と見ないように。

「……………………」

　と、テアが蔑さげすむような目つきで睨にらんできた。

「女の匂においがします」

「……………………あん？」

「他の女の匂いがすると言ったのです！　なんと未み練れんがましいのでしょうッ」

　ませたことをほざきながら晴夜の足をぐむぐむ踏んづける。

「男という生物はまったく、ねちねちねちねち嫌らしい。晴夜の主人はわたしなのですから、わたしだけを見ていればいいのに。見込み違いでしたかね、晴夜はとんだ女め々めしいウンコ野や郎ろうです」

　ぐむぐむ。

「まったく情なさけないったらありません。無くしてなければいい？　はん、わたしがいなければ蘇よみがえることもできなかったくせに、随ずい分ぶんと偉えらそうなこと言いますね。わたしに感かん謝しやの言葉もないのですか？」

「いや、だから、感かん謝しやしてるってさっき、」

　ぐむぐむぐむぐむ。がッ！

「痛いって!?　蹴けるなよ！」

「言葉だけじゃ足りません。もっとこう態度で示してくれないと感謝されている気になりません。具体的には『テアちゃんは可か愛わいいですいい子です素す敵てきです！』と褒ほめ称たたえながら頭を撫なで撫でしたり、犬のように這はいつくばってわたしの足をペロペロしたり、それからそれから」

「……」

　初め、ヤキモチを焼いているものかと思っていたが、どうやら晴はる夜やの態度に不満を感じていただけのようだ。

　要求は徐じよ々じよにエスカレートしていく。

「以前買ってくれたハンバーガーとやらを大量に仕入れ、いつでもどこでもわたしが食べたいと言ったときに差し出しくれて、食事中はわたしの椅い子すとして四つん這いになるのですよ。それくらいしてくれたら感謝の意もわたしに十分伝わることでしょう」

「それはそうと」

「それはそうと!?」

　付き合ってられん。感謝することとパシらされることは違うのである。晴夜はさっさと話題を変えてロザリオの件をチャラにした。

「この部屋に風ふ呂ろってある？」

「……バスルームのことですか？　シャワーも浴よく槽そうもありますが」

　むー、と何か言いたげなテアを無視して、トイレの横のバスルームを覗のぞき込む。足の付いた浴槽とシャワー、それに各種洗せん剤ざいが一式揃そろえてあった。日に本ほん式でないのが残念だが、時間を掛ければシャワーでも浴槽にお湯を張ることくらいはできるだろう。

　昨夜はいろいろあって疲れた。そうでなくても一週間以上も風呂に入っていないのだ、意識し出すと体中の垢あかが気持ち悪くなった。

「まったく軟なん弱じやくですね。お風呂に入らなくても死にはしませんよ」

「おいおい、俺おれのご主人様は自分の眷けん属ぞくが汗あせ臭くさくてもいいっていうのか？」

「……」

　テアは俯うつむき、ポッと頰ほおをピンクに染めた。

　え？　マジで？




　浴槽はこれまで使用された形跡がなく埃ほこりが溜たまっていた。掃そう除じをしてからお湯を張り、熱あつ々あつの湯に肩まで浸つかる。ふぃい。

「あー、生き返るー」

　やはり風ふ呂ろはいい。心身の疲れを癒いやしてくれる。

　英国イギリスで育ち多くの人種に囲まれながら生活してきたが、本質的な部分が日に本ほん人である晴はる夜やは、偶たまに皆と嗜し好こうが食い違うことがあった。ルームメイトだったレオなんかはお湯に浸つかるという行為を理解できずにいたし、その上他人が浸かったお湯を再利用するなんて理解したくもない、と頑かたくなだった。思い出して笑えみを浮かべた。

　ユウリの話によれば、レオは一命を取り留めたらしい。手足を失った後遺症こういしようは当然あるのだろうが、それでも生きていたことに心から安あん堵どする。

　──あいつにももう会えないのかなあ。

　思わず感かん傷しよう的てきになり、誤ご魔ま化かすように顔を洗う。危ねえ、ちょっと泣きそうになった。

「────」

　吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくになってしまった者は二度と人間には戻れない。

　リライラが晴夜討とう伐ばつに躊ちゆう躇ちよしない理由である。冷たいと感じるのは狩かられる側の理り屈くつで、リライラの決意はむしろ誠せい実じつさの表れであり、死をもって吸血鬼の支配から解放させようとする慈じ悲ひなのだ。

　討うたれるべきだったのか。

　吸血鬼の仲間になる気なんてさらさらない。吸血鬼は敵だ。テアを見ていると忘れそうになってしまうが、奴やつらは獰どう猛もうな魔獣まじゆうであり駆く逐ちくされるべき存在である。

　討たれるべきだ。

　では、ならば、テアもまた討つべき対たい象しようではないのか。いくら吸血鬼の眷属になったとは言っても晴夜の心身は未いまだ聖殲士ナーバの性質に染まったままだ。憎にくむべき敵が目と鼻の先にいるというのに何を吞気のんきに風呂など入っているんだ──、そう思う。けど、やっぱりテアを敵と認めることはできない。

　あいつは命の恩おん人じんだ。

　討てるはずがない。

　ここを出て、どこか遠くへ旅に出よう。テアの傍そばにいることが葛かつ藤とうの種たねとなるのだから、そうするべきだ。一人孤こ独どくにひっそりと生きて、ゆっくりと死んでいこう。

「……それが教会のためになるんなら。──へっ」

　呟つぶやいて、虚むなしくなる。けれど、今の晴夜にできる精せい一いつ杯ぱいだった。半身ユウリを欠いた空からっぽの自分にはこれくらいの皮ひ肉にくがちょうどいい。風呂から上がったらすぐにでもこの地を離れよう。

　方針を固めると随ずい分ぶんと気持ちがさっぱりした。頭を切り換える意味でも入浴して正解だったと思う。晴夜は未み練れんを払ふつ拭しよくしようと体の隅すみ々ずみまで乱暴に洗った。

　脱だつ衣い所じよから物音が聞こえた。テアが様よう子すを窺うかがっているのだろう、やはり西せい洋よう人にはお風呂は珍ちん妙みように思えるらしい。

　そういえば、吸血鬼は流水が苦にが手てと言われているが、テア曰いわく、苦手というだけで浴びられないわけではないようで。普ふ段だんはシャワーで済ませているというが、さて、お風ふ呂ろはお気に召めすだろうか。

「なあテア、後でおまえも入ったらどうだ？　気持ちいいぞー」

　テアが入浴している隙すきに出て行こうと考え、そのように声を掛けると、がちゃりと扉とびらが開いた。

「では試してみましょう」

　真まっ裸ぱだかになったテアが当然というような顔をして浴室に入ってきた。驚く晴はる夜やを無視して湯ゆ船ぶねに浸つかり、晴夜の胸に背中を預ける。

「おほう!?」

「これがお風呂、そして混こん浴よくというものなのですね。大変興きよう味み深いです。しかし、二人で入るには少しきついようです。これでは顔を見て話ができません」

「だだだだったら出ろ！　話くらい後で聞いてやるからとにかく湯船から出てくれえ！」

「そのときです。アルカテア・ディンケルホーファーは閃ひらめきました。──そうだ！　向かい合えばいいのだ！」

「余よ計けいなことを!?」

「晴夜がわたしを抱っこすればお互い顔を見ながら話せます。──ふむ、悪くありません」

「悪いから！　その画えはものすごく危ういから！　やめろやめろこっち向くな！」
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　小さな肩を押さえつける。焦あせっていたとはいえ、小さな女の子の、それも裸はだかの女の子の肌はだに触れているという状況に心しん臓ぞうが爆ばく発はつしそうだった。うわあ、こいつの肌きめ細こまけえ。すべすべだし、柔らかいし、なんか良い匂においが。──って、え？　なんなのこれ？　吸きゆう血けつ鬼きになって絶望しかけたと思ったら、（顔だけは）可か愛わいい女の子と混浴（＆密みつ着ちやく！）というレオ辺りが垂すい涎ぜんしそうな展開になっちまっている。心の底から絶望できねえ！

　テアをなんとか思い留とどまらせて、体勢維い持じ。幸いにも、テアの長い髪かみの毛が水面に広がってテアの体はまったく見えなかった。

　しかし、肩を押さえつけたせいで今度は太ふと腿ももの辺りに柔らかい感かん触しよくが押しつけられている。これってやっぱりテアのお桃もも様さまだろうか。

「こっちを向くなとは、随ずい分ぶんと酷ひどい言いい草ぐさですね。わたしは傷つきました。謝ってください」

「いやいや、謝るとかそういう問題じゃねえよ！　今の状況、謝って済んでも警察は許してくれねえよ！」

「そんなことないですよ。晴はる夜やのは小さいですからね、警察沙ざ汰たにはなりません」

「俺おれに謝れぇ!?」

　すっげえ傷ついたぞ!?　吸血鬼になったとき以上の衝しよう撃げきだよ！

　サイズで器うつわの大きさを量れると思うなよ！

　と、心の声が聞こえたのか、テアは肩かた越ごしに振り返りジト目を向けた。

「何をそんなに慌あわてているのですか？　裸の付き合いがこの国の文化なのでしょう？」

「郷ごうに入っては郷に従えの精神は評ひよう価かするが、どうせ持つなら年とし頃ごろの女の子らしい恥はじらいの方を持て。でないと色々大変なんだよ」

　主おもに俺がね。

「大変？　よくわかりませんが、年頃という表現はわたしには合いません。わたしは千年以上生きていますので」

「……は？」

「正直に申し上げますと、わたしの年ねん齢れいは一〇二九歳さいです。実年齢よりも若く見えるともっぱらの評ひよう判ばんです」

「そらそうだろう。けど、千年って……。え？　吸血鬼ってそんなに長ちよう寿じゆなのか？」

　そういえば、不ふ老ろう不ふ死しとも呼ばれていたような。

「不老不死ではありません。吸血鬼だって死にますよ。太陽も十じゆう字じ架かも聖せい水すいも苦にが手て、これほど弱点の多い種族のどこが不死なのですか」

　そりゃそうだ。

　そもそも聖殲士ナーバと殺し合っている時点で不死であるはずがなかった。

「そして、不老でもないのです。わたしたちは肉体的には歳としを老いません。いえ、正確にはゆっくりとしか成長しません。人間の基準から言えば永遠にも近しい寿命を生きていますが、それ故ゆえに、精神がついていかないのです。老いていくと言っていいでしょう。いえ、弱っていくとも言いますか。とにかく脆もろいのです。長い時間を生きるための精神力が、まだ吸きゆう血けつ鬼きには備わっていません」

　ぴゅっ、と掌てのひらをすぼめてお湯を飛ばすテア。予想以上に飛んだので「おおお」と感かん嘆たんの声を上げる。

「わたしたちは人間社会に依い存ぞんして生きていますので、多少なりとも人間と関わり合いを持ち、色んな時代の人間を知ることになります。時に人間と交流を深めることもあるでしょう。時代の移り変わりを眺ながめるうちに、その都つ度ど関わった人間との別れを繰くり返すうちに、虚むなしくなり、心を病んで、自殺するようです。人間から吸血鬼に成り上がった者には特に見られます」

　これも聞いた話ですけれど、とやはり断りを入れてきた。

　人間と交流があったなんて信じがたいが、よくよく考えてみればそれが自然なことなのだと気づく。例えは悪いが人間と家か畜ちくの関係も似たようなものだし、吸血鬼の存在が民間伝でん承しようとして広まっていることが何よりの証しよう拠こだろう。

　必ずしも敵てき対たいばかりしていたわけではない、のだろうか。

「晴はる夜やは自殺したくなりますか？」

　不ふ意いを突かれて咽むせる。テアが言うには眷けん属ぞくにされた人間はその事実に耐え切れず早い段階で死を決意するらしい。テアは素そっ気けない風ふうを装いながらも晴夜が自殺しやしないか心配なようだった。もぞりとお尻しりを動かして、上うわ目め遣づかいに晴夜を窺うかがう。

「し、たくはねえよ。心配すんな、自殺なんてしない。──死ぬのは、怖こわい」

　旅に出ようと決めた心を揺さぶった。積極的に死ぬつもりはないが、生きることに消極的なのも確かだ。もしかしてテアは晴夜が変な気を起こさぬよう牽けん制せいしているのか。

「……テアも自殺したいと、そう思うのか？」

　誤ご魔ま化かすように訊きき返す。誤魔化さずとも興きよう味みはあった。

　千年も生きていれば、正直、飽あきると思う。

　想そう像ぞうでしかないけれど、晴夜には気が遠すぎて百年くらいで挫ざ折せつしそうだ。

　テアは千年も生きていて辛つらくはないのだろうか。

「いいえ。考えたこともありません。そもそも生きている実感すら湧わきませんから」

「？　どういうことだよ？」

「わたしは千年以上眠り続けてきました。意識を持って活動していた時間は十年にも満たないと思います。わたしは、だから精神が成せい熟じゆくしていないのです。長ちよう寿じゆに苦く悩のうするだけの経験をいまだ積んでいません。そのような概がい念ねんがあると知識として知っているだけです」

「知識……」

「聞くところによると、ですよ」

　口くち癖ぐせのように語ご尾びに付けていたあれは、テアの持じ論ろんではなく、本当に又また聞ぎきした知識だった。

　テアは何も知らないのだ。現代の社会情じよう勢せいや時じ節せつの事こと柄がらだけでなく、人間そのものを知らなかった。だからＢＤブルーレイデイスクを観かん賞しようしまくっている。おかしな台詞せりふを覚えては使い、誤ご用ようであろうとも実じつ践せんし、試し行こう錯さく誤ごを繰くり返して学習していた。

「吸きゆう血けつ鬼きってそんなに眠るものなのか？」

「聞くところによると、わたしだけのようです。眠っていたのではなく、眠らされていたと言った方が正しいでしょう。わたしは始し祖そなのです」

「しそ？　しそって、始祖鳥ちようとかのあの始祖？」

　テアはこくりと頷うなずく。

　若じやつ干かんのぼせてきたのか、瞳ひとみをとろんと細めた。

「吸血鬼には二種類います。一つは純じゆん正せいの吸血鬼、『真しん祖そ』と区分される貴き族ぞくです。もう一つは『成り上がり』と呼ばれる者たち」

　成り上がり──屍鬼グールではなく自我を持った吸血鬼のことだ。また、主人を亡くした眷けん属ぞく、あるいは独学で吸血鬼になった魔ま術じゆつ師しなども侮ぶ蔑べつを込めてそう呼ばれる。つまり真祖以外の吸血鬼を差す。彼らは真祖から蔑さげすまれていて、その格差はさながら貴族と平へい民みんほどの開きがあるらしい。

　聞くところによると。

「吸血鬼にも社会があり、歴史があります。人間がウホウホ言っていた猿えん人じんから進しん化かしたように、吸血鬼もまた進化してきたのです。時代に適応するように、真祖は変わっていきました。大きな要因は成り上がりの台たい頭とうでした。眷属は、当然のことながらマスターたる吸血鬼に血を吸われて吸血鬼になった者です。真祖の体内に血を交ぜて生み出されてきました。つまり真祖は人間と遺い伝でん子しレベルで交じり合ってきたということなのです。他にも人間と吸血鬼のカップリングで生まれたハーフも存在しますし。多かれ少なかれ真祖は人間と交わり、時代とともに進化してきました。そして、野や性せいにおいて劣化したのです」

　浴よく槽そうの縁ふちに肘ひじを突いて、テアは項垂うなだれる。

　艶つやっぽい視線だけを晴はる夜やに向けた。

「人間と交わることで真祖はその純じゆん正せいを失いました。彼らは焦しよう燥そうに駆かられました。このままではいずれ真祖は滅び、成り上がりだけしか存在しなくなるだろう、と。そこで目を付けたのがわたしという存在」

「……始祖」

「はい。始まりの真祖、です」

　進化する前の真祖。発生当時の、吸血鬼の原型。

　人間で言うところの猿人。

　化ばけ物ものの化か石せき。

「始祖は今のところわたしだけしか観測されていません。わたしは千年以上もの間、とある真祖の一族に、まるで宝たから物ものを扱うように、管理されていました。しかし、その一族が没ぼつ落らくしたことでわたしという存在が外部に知れ渡ってしまい、わたしは他の貴き族ぞくたちに狙ねらわれるようになったのです。始し祖その血を飲めば野や性せいの力を取り戻せると信じているらしいのです。実際のところ野性の力を取り戻せるのかどうかわかりませんが、もしも野性を取り戻し、昔の真しん祖そに成ってしまったならば、人類はあっという間に滅ぼされるでしょう」

「……そういう、ことか」

　テアが他の吸きゆう血けつ鬼きに狙われている理由というのがこれだった。

　正直、狙われている云うん々ぬんはテアの妄もう想そう話だろうと高たかをくくっていたが、テアの口ぶりからして本当だと思い直す。こんなところに隠かくれ住んでいるのが何よりの証しよう拠こだ。それに、思えば夜の学園でリライラに襲おそいかかってきた巨きよ大だい蝙蝠こうもりは、もしやテアを探す真しん祖その使つかい魔まだったのではないか。吸血鬼化かしたショックのあまり、重大な事実を見過ごしてしまっていたようだ。

「おまえが待っている侍じ女じよってのは、じゃあおまえを管理していた一族の関係者なのか？」

「です。あの腐くされ侍女は、性しよう根ねは腐っていますが頼れる存在です。ディンケルホーファーのお屋や敷しきで唯ゆい一いつ話のわかる腐れっぷりでした。待ち遠しいです」

「待ち遠しいのか、それ」

　どんだけ腐ってんだよ。もしかしたら比ひ喩ゆではなく、本当に『腐った死体』でしたとかいうオチじゃあるまいな。

「そして、侍女がやって来るまでの間は晴はる夜やがわたしを守るのです」

　テアの後こう頭とう部ぶのつむじを眺ながめていた晴夜は、パチクリと目を瞬またたかせた。

「ぬぁんじゃって？」

　嚙かんじゃった。

「ですから、晴夜はわたしの騎き士しになるのです。言ったはずですよ？　わたしのお世せ話わ係をするという約束です」

　そういえば、失念していたが、そういう条件で晴夜は生き返らせてもらったのだった。教会の者にとっては吸血鬼になった時点で死んだも同然だが、やつらからすれば新しい生を与えたくらいにしか思っていないはず。

「晴夜、まさか忘れていたわけではありませんよね？」

　ジト目を向けられて思わず顔を逸そらす。約束を反ほ故ごにしようとしていた手前、若じやつ干かんの後ろめたさを覚えた。しかし、吸血鬼の配はい下かになるなんていう選せん択たく肢しは晴夜には存在しない。テアに黙だまって消えるつもりでいたが、それではあまりにも不ふ誠せい実じつだと思い直し、巨大蝙蝠の一件も無視できないので、晴夜は今後の方針をテアと話し合おうと決めた。

　直後、テアの口から信じられない言葉が飛び出した。

「まったくもう！　さては人間に戻ることしか考えてやがりませんね！　侍女がやって来たらいくらでも人間に戻してやりますから、それまではわたしを可か愛わいがるのです！　いいですか？　わたしのお世せ話わ係というのはそれはもう大変なのですよ。わたしのことを愛めでるのはもちろん、遊びに付き合い、食事に付き添い、四し六ろく時じ中ちゆうお傍そばで撫なで撫でしなければならないわけでして」

「も、もう一回言ってくれ！」

「もう一回言ってくれ!?　……ええ、ちょっとびっくりしましたが、説明するのは吝やぶさかではありません。仕方ないですねー、もう一回だけですよ？　お世話係というのは大変なお仕事でして、わたしのことをうんと可か愛わいがり愛して撫で撫でぎゅっぎゅしてですねぇ」

「そんなこたあどうでもいい！　俺おれを人間に戻してくれるって本当か!?」

　なんだそっちのことか、とテアは白しらける。それにも構わず、晴はる夜やはぐいっと顔を寄せた。

「人間に戻れるのか!?」

「……戻れますよ？　元々そのつもりでいましたし、──そうですね、言い換えましょう、人間に戻りたくばわたしの命令に従うのです。これならお世話係も喜んで引き受けてくれますよね、晴夜？」

「…………」

　人間に戻れる……、にわかには信じがたいが、しかしテアの口ぶりは最初から迷いがなかった。『侍じ女じよがやって来るまでの間』という期間を設けたことからも、晴夜はやはり繫つなぎのつもりで眷けん属ぞくにされたようだった。しかし、本当に？

　いや、ここまで悉ことごとく教会では知り得なかった知識を得られたことからもわかるように、吸きゆう血けつ鬼きの世界はまだまだ未知が多く奥も深い。眷属を人間に戻す方法もあるのかもしれない。

　そういうことだってあり得るのかもしれない。

「は、はは、ははははは…………」

　力なく笑い、テアの頭をぐいぐい撫でる。

「んあ？　晴夜？　どうしたのですか？　んんっ、──そんな撫で撫でしても、ぁん、──誤ご魔ま化かされません、ふぁあ、──からね！　わたしに服ふく従じゆうすると誓ちかいなうにゃあ……」

「お世話係がかり引き受けた。ええっと何だっけ？　おまえを撫で繰くり回せばいいんだろう？　こんな感じか？」

「んひっ、ふへぇ～ふぇっふぇっふぇ」

　うわ、きもちわりぃ。こいつを撫でるとこんな不ぶ気き味みな笑顔が漏もれなくついてくるのか。確かにこれは大変なお仕事だ。

　だが、テアを喜ばせるだけで人間に戻れるのならば安いものだった。希望が見えた気がして晴夜は心しん底そこ安あん堵どする。旅に出る必要がなくなったことで心が緩んだ。

　またもや泣きそうになった。しかし、それは歓かん喜きの涙だった。

　しばらく撫で撫でしていると、テアの顔面が異常なまでに真まっ赤かになった。

「ううん、はるやぁ」

　ふらりと、ぐにゃりと、体を反転させて正面から抱きついてきた、ってんあああッ!?

「ななな、な、な、何してんすか!?」

「うー、ふらふらするぅ」

「ばかっ、おまえ、のぼせてんじゃねえよ！　しっかりしろ！　意識を保て！　頼むから素すっ裸ぱだかのままブラックアウトしないでください！　ちょおま!?　どこ触ってんだよ!?　あッ」

「────ふっ」

「鼻で笑われた!?　って、そんなことしてる場合か!?」

　湯ゆ中あたりを起こしていた。ぐてー、ともはや自力で体を起こすことさえできないようだ。よくもそんな状況でセクハラができるな、こいつは。

　などと感心している場合ではなく、裸の少女を介かい抱ほうするという降って湧わいた難なん易い度どの高いミッションを突き付けられ、晴はる夜やはごくりと喉のどを鳴らす。「みみみ見ないから！」と言いい訳わけじみたことを繰くり返しながらテアを抱えて浴よく槽そうを出る。

　小さい体にバスタオルを巻いて、ベッドに寝かせた。テアは呼吸を荒くしているが、晴夜も負けないくらい息を弾はずませている。これもお世せ話わ係の宿しゆく命めいか。

　あれ？　もしかしてこんなことがしょっちゅう起こるのか？

　なぜだかわからないが湧いた罪ざい悪あく感かんに死にたくなった。

「晴夜」

　テアが上体を起こそうとしていたので慌あわてて制した。ぱたぱたと手で顔を煽あおいでやり、目元に張り付いた前まえ髪がみをかき上げてやる。

「大人おとなしく寝てろ。ったく、初めてのお風ふ呂ろでテンション上げてんなよ。歳としは食ってても見た目どおり子供だな」

「人間に戻りたいですか？」

「あん？」

　何を当たり前のことを、と視線で訴える。テアはわずかに瞳ひとみを潤うるませると、ついと顔を逸そらした。

「……晴夜の頑がん張ばり次第です。お世話係、励はげんでください」

「任せておけ。人間に戻れるなら何だってするさ」

「……」

　間もなく、テアから寝息が聞こえてきた。




　　　　　　　　　†




　テアと暮らし始めて三日が経たった。

　ずっと部屋に引き籠こもり侍じ女じよの到着を待ち続けた。侍女が来たら人間に戻してあげます、というテアの言葉に期待しているだけでなく、晴夜はその日が一日も早くやって来ることを心から切せつ望ぼうした。それというのも、

　暇ひまなのだ。

　暇すぎて退たい屈くつでそれだけで死にそうだった。この部屋から出て行けない以上、テアと二人でなんとか退屈しのぎを実じつ施しするしかないのだが、一日もあれば完全に飽あきてしまう。

　とはいえ、部屋にあったゲームや、ＢＤブルーレイデイスクの映画やらドラマやらアニメなんかは晴はる夜やにとっては目新しく、書物に関しても見たことも聞いたこともない世界中のタイトルが本ほん棚だなから溢あふれて床にまで積み上げられていて、意い外がいにも勤きん勉べんで読書家かの晴夜であっても、一日どころか一ヶ月掛けてもすべてを網もう羅らすることは難しく、全然暇にならないはずだった。

　テアが『構ってちゃん』で困ったちゃん。

「晴夜、晴夜、これを見てください！　これはびっくりです！　歴史をひっくり返す大発見をわたしはしてしまいました！　な、な、なんということでしょう!?　み、見てください！　ここ、ここ、ここ────っ!?」

「おー、そりゃすごい」

　食うか寝るか以外は常に喋しやべる女だった。晴夜と暮らし始めるまでの、話し相手が誰だれもいなかった頃ころの、その鬱うつ憤ぷんさえ晴らそうとする勢いで晴夜にべったりくっついた。最初こそお世せ話わ係としてどんなことにも付き合ってあげていたが、三日間四し六ろく時じ中ちゆう、トイレに立ったときでさえ付いて来られるとさすがに嫌いや気けも差す。しかも話す事こと柄がらがすべて本当にどうでもいいことばかりなので、もううんざりだ。

　返事がおざなりなのも仕方がない。どうせ今度もサルの生せい態たいがどうの、チョコレートに含まれている成分がどうの、とくだらないことを言ってくるのだ。おかげで要いらん豆知識が蓄ちく積せきしまくっている。すべて本の受け売りのくせに。

　何が歴史をひっくり返す大発見だ。

「無む視しをしないでください！　今日きようの晴夜は冷たいです。その態度はまるで腐くされ侍じ女じよのようで面白くないです」

　なるほど。テアの扱い方はこれで正解なのか。侍女さんにますます親近感を覚えた。

「ちょっとだけ待ってろ。俺おれは今、久しぶりに心を癒いやしているのだから」

「机にかじり付いて何をしているかと思えば、…………何をしているんですか？」

　見てもわからないらしく、テアは訝いぶかしげに机の上を凝ぎよう視しする。正確には机の上に広げられたノートの中身だ。

「ちょ、おまえ、見るなよ、みーるーなーよーぅ。恥はずかしいだろう!?」

「……とか言いつつノートをこちらにずらしてくる意い図とはわかりませんが、どれどれ」

　テアは声に出してそれを読み上げた。




　闇やみの螺ら旋せんを封じ込めた鳥とり籠かごの中　　黒き羽は根ねを手に入れて飛び立つ蒼穹ソラを探してる

　抱きしめた噓うそが身を焦こがす　　罪に対する罰ばつなのか　　イカロスは神の逆げき鱗りんに触ふれた

　希望の星が見えない　　幻げん覚かくをもたらす空くう虚きよに病む　　救いの女め神がみは何処いずこかへ消えた

　誘いざなわれるがままに真っ白な薔ば薇らに包まれて黄おう金ごんの夢へと落ちていく

　永遠にエターナル　真実を求めて──

（意い訳やく・この部屋でできる退たい屈くつしのぎは寝ることだけだ）




「………………………………………………………………………………ぅぁ」

「まったく、人の日記を勝かつ手てに覗のぞき見するだなんてどういう育てられ方をしたんだか、この娘むすめは。まあしかし？　これを機におまえが少しでも芸げい術じゆつに目覚めてくれるのなら俺おれも作品を見せるのは吝やぶさかではないっつーかさ？　んん？　どうかしたのか？　あまりの素晴らしさに声も出ないか？　まあそうだろう。俺も自分の才能がときどき恐くなるんだ。ふっ、神様も罪な物をお与えなさる」

　ふわさ、と髪かみをかき上げる。──またひとり可か愛わいい子こ羊ひつじが俺のポエムに囚とらわれてしまったようだぜ。だから見るなって言ったのに。はは、まったく困ったちゃんめ。

「……」

「おいおい、そんなに見つめてくれるなよ。言っただろう、恥はずかしいって」

　テアが向ける視線が憐あわれむものであることに晴はる夜やはついに気づかない。

　テアはぶんぶん首を振り、「とにかく！」ばんばん机を叩たたいた。

「晴夜の可か哀わい相そうな感性に付き合っている場合じゃねえのです。いいからこれを見やがれです！」

　ノートの上に雑誌を開いて置き、晴夜の顎あごを摑つかんで強ごう引いんに引き寄せる。見せ付けられたページには全国的にも有名なファストフード店の広告記事が載のっていた。期間限定の新作メニューが紹しよう介かいされており、ご丁てい寧ねいにも蛍けい光こうペンでそれらにチェックまでされてある。

「どうしたんだ、この雑誌？　最さい新しん号ごうじゃんか」

　この部屋で暮らすようになってから度たび々たび思うことだが、なぜかここにはあらゆる書物の最新刊が揃そろっていた。その日発売の本がいつの間にか増えていたりもする。てっきりテアがこっそり調達しに街に下りているのかと勘かん繰ぐったこともあったが、しかしそんな隙すきは一いつ切さいなかった。テアはいつもいつでも晴夜に付き纏まとっている。

　誰だれかが届けてくれているようだった。誰が？　侍じ女じよか？　いやしかし、だとするとこの部屋に引きこもっている意味がなくなる。

　そもそも、やっぱり、どう考えてもこの部屋はおかしいのだ。どうして学園にテア専用の隠かくし部屋なんて造られているのか。これって、ひょっとして、もしかしたら────。

「晴夜っ、聞いているのですか!?　ここを見ろってんです！　重要なのはここです！」

　テアが指ゆび差さす箇か所しよを無む理りやり見せられる。思し考こうを一時中断し、大きく溜ため息。

「わかった見るから顎を押さえつけんのやめれや」

「期間限げん定ていっ！　そう、この期限が明日あしたまでなのです！」

「それがどうかしたか？」

「食べたかとです！」

「なんで博はか多た弁べんだよ。どっから得た知識だ」

　ちなみに、この部屋には食しよく糧りようが大量に備び蓄ちくされており、餓が死しする心配はまったくなかった。とはいえ、晴はる夜やも保ほ存ぞん食しよくには飽あき始めていた頃ころだ。

「うーん、食べたいって言ってもなあ、駅の方まで出ないとないぞ、この店」

「ならば行きましょう！」

　わーい、と両手を上げて駆かけ出すテア。その襟えり首くびを摑つかんで止める。「ぐえっ」

「バカかおまえは。外に出たら危険だろうがっ」

「日はとっくに沈んでいます。──はっ！　お金！　お金ならあります！　これで見み逃のがしてください！」

「俺おれを安い悪あく党とうに仕立てるんじゃない！　そうじゃなくて、おまえは今真しん祖その吸きゆう血けつ鬼きに狙ねらわれているんだろうが!?」

「ッッッ！」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべるテア。──忘れていたのか、こいつ。それか、『そんなくだらない理由でわたしの生き甲が斐いを邪じや魔まするのですか』という訴えに見えなくもない。

「そんなこと合がつ点てん承しよう知ちの助すけですわ！」

「いや、だから、どこでそういう言葉を覚えるんだよ」

　漫まん画がか？　アニメか？　なんにしてもギャグだろそれ。

　テアは愚ぐ図ずるようにして床に寝ね転ころび、ごろごろごろごろ、転がり始めた。

「いーきーたーいーっ！」

　もしかしてこのごろごろ回るのって癇かん癪しやくを起こしたときの癖くせなのかもしれない。とりあえず踏んづけてみると、「ぎゅむ」呻うめき、何事か閃ひらめいたのか「ハッ!?」目を見開いた。

　得とく意い顔がおで起き上がった。

「そうでしたそうでした。大切なことを忘れていました。わたしも吸血鬼。それも始し祖その吸血鬼なのです。現代の吸血鬼よりも野や性せいの勘かんは衰おとろえておりません。真しん祖そが近づいてくれば気け配はいでわかるのです」

「へえ。ああ、その力を使って今まで逃げ果おおせられたわけか」

「そのとおりです。同どう胞ほうである蝙蝠こうもりは超ちよう音おん波ぱでコミュニケーションを図ると聞きます。わたしたちにもその力が備わっているのです。もちろん真祖にも同じ力がありますが、わたしの方が広範はん囲いでの探たん知ちが可能です」

　だから大だい丈じよう夫ぶと胸を張る。文字どおり平らな胸をピンと張る。たった一人きりでこの学園に逃げ込めた実績を思えば、まあ、信頼できる能力なのかもしれない。

「でもなあ、囲まれたりしたらどうするんだよ？」

「心配ご無む用ようです。わたしを追ってこの国に入った真しん祖そはせいぜい一人か二人でしょう。それも当たりを付けたわけではなく、偶たま々たま調査に来たというだけの者たちです。わたしの存在を知る者はそう多くありませんし、始し祖その血に頼るような野や心しん家かが徒と党とうを組むとも思えません。腐くされ侍じ女じよがこの国にわたしを逃がしたのも計算の内なのです」

　我がことのように誇らしげだった。こいつ、実は侍女さんのことが大好きなんじゃないか。

「…………」

　晴はる夜やは思い出していた。晴夜を、そしてエンマを殺した吸きゆう血けつ鬼きのことを。

　あいつは、そういえば、誰だれかを探していると言っていた。……名を何と言っていただろうか。くそ。もう十日以上も前のことだからよく思い出せない。けれど、それがテアである可能性は十分高い。

　むしろテアを追ってきた吸血鬼と見るべきだろう。この町にそう何なん体たいも吸血鬼がいて堪たまるものか。あのトレンチコートの男こそテアを付け狙ねらう『敵』だ。

　エンマの仇かたきだ。

「晴夜？　どうかしましたか？」

「いや、なんでも。……もう一度確かく認にんするけど、テアは真祖が近づいてきたら察さつ知ちできるんだよな。それは確実に？」

「晴夜はわたしを侮あなどり過ぎです。舐なめてくれるなってんです。向こうが気づく前に見つけられます。何だったらその日食べたご飯はんのおかずだって当てられます」

「それができる必要性はまったくわからないが、とにかく自信満々なようだ。わかった。そこまで言うなら買い物に行こう」

　テアの顔がパアァと輝いた。テアにとってみれば随ずい分ぶん久しぶりの外出なのである、こんなに喜んでくれるのなら許可を出して良かったと思わなくもない。

　晴夜の目的は一つだ。

　あのトレンチコートの吸血鬼を先に見つけ出して、奇き襲しゆうを掛ける。──復ふく讐しゆうする。

　晴夜とテアは夜の街に『お出かけ』した。




　ファストフード店でお目当ての商品をテイクアウトし、テアがほくほく顔で凱がい旋せんする。店外で待っていた晴夜にＶサインを突き付けた。

「よしよし、偉えらいぞー。ちゃんと買い物できたんだな」

「子供扱いするなってんですよー」

　にこにこしながら反はん論ろんする。頭を撫なで繰くり回すと「うわんうわんうわん」と奇き声せいを上げながら気持ち良さそうに目を細めた。おお、なんか面白い。

「店の主あるじが晴夜と同じくらい若かったので驚きました。子供でも商売ができる時代なのですね。素晴らしい」

「いや、それただのアルバイトだから」

「晴はる夜やが眷けん属ぞくでなかったら、わたしは彼を眷属にしたかもしれません。とても親切に話しかけてくれたのです。いらっしゃいませと」

「おまえというハードルが低すぎる！」

　お菓か子しをあげるからと言われてもあっさり付いて行きそうだ。

　これほど攻こう略りやくしやすい女の子もいないだろう。出会った瞬しゆん間かんグッドエンドだよ。

「ったく、そんな誰だれでも彼でも眷属にしちまうのか、おまえら吸きゆう血けつ鬼きは」

「？　何を言っているのですか？　わたしは晴夜以外の人間を眷属にしたりしませんよ。わたしに最初に話しかけてくれた晴夜が、わたしにとって最初で最後の眷属なのです」

「あ、お？　そ、そう」

　なんというか、照れることを言われた気がした。

「──いやけど、それってつまり、最初に話しかけたやつを眷属にしてたかもってことなんだろ？　じゃあ誰でも良かったってことじゃねえか」

「そうですね。有あり体ていに言えばそうですけれど」

　そして、テアはにこりと微ほほ笑えんだ。

「だから、最初で最後の一人が晴夜で良かった」

「あ、あーあーあー」

　そういえばー、と照れ隠かくしに話題を変える。テアは「そういえば!?」とややパターン化した流れに乗って驚きつつ、晴夜の言葉を待つ。

「その、……それ、食わないのか？　冷めるぞ」

「そうでした！」

　慌あわてて紙かみ袋ぶくろを開けて期間限定バーガーとホットドッグを取り出し、両手に持って交こう互ごに食べ始める。「なんという美び味み、美味、美味！　こっちも！　こっちも！」とご満まん悦えつだ。

「よっぽど好きなんだな」

「こんなにも美お味いしい物が世の中にあるなんて知りませんでした！　わたしはこれを食すために千年を生き長らえたのだと確信しています！」

「おまえの千年が悲しすぎる」

　もう好きなだけ食え。どうせテアの金だし（例の侍じ女じよが持たせたものだ。札さつ束たばを裸はだかで持ち歩いていたのには驚いたが）。ガードレールに寄りかかって二人でハンバーガーにかぶりついた。

「はああ、今とっても幸せですぅ。こんな美味しい物に囲まれるなんて、きっと一生分の運を使い果たしてしまいました」

「大おお袈げ裟さなやつ。ほれ、これ飲め」

　テアは受け取ったコーラをずずずとストローで飲み、だらしなく表情を緩ませた。至し福ふく、といった感じだ。

「……」

　こうしていると、普通の女の子にしか見えない。実体は吸きゆう血けつ鬼きで、始し祖そで、千年も眠り続けた人じん外がいであるはずなのに、晴はる夜やは恐れを抱かなかった。いや、きっと、誰だれが見ても可か愛わいいだけの少女であろう。

　それが、目を覚ませば同どう胞ほうたちに血を狙ねらわれ、喜びや楽しいといった感情は本という媒ばい体たいから知識として得るだけで実感することもなく、ただただ逃げ続ける日々を送るだけ。これから先、たぶんずっと、その生活は変わらないのだ。

　何が幸せだ。

　あまりにも不ふ憫びんじゃないか。

「……他にどっか行きたいとこあるか？　せっかく街まで出たんだ、連れて行ってやるよ」

　せめて今だけはテアを持てなしてあげたい、と晴夜は殊しゆ勝しような気持ちになり、そう提てい案あんした。

　しかし、

「？　テア、どうかしたのか？」

「…………」

　テアは無む表情を人通りに向けるだけで答えない。気になってその視線を辿たどっていくと、道行く人波に逆らって立ち尽くしている男と目が合った。

　トレンチコートを着た、目ま深ぶかに被かぶった黒ハットと黒の革かわ手て袋ぶくろが特とく徴ちよう的てきな、そいつは、

「見つけたぞ。だが、解げせんな。これほどまでに無む警けい戒かいに街まち中なかを徘はい徊かいしているとは。もしや私は誘おびき出されたのか」

　晴夜たちを襲おそったあの吸血鬼だった。

「晴夜！　逃げます！」

　食べかけのハンバーガーを吸血鬼に投げつけて、晴夜の手を取って走り出す。吸血鬼も、ゆっくりとした動作で二人の後を追ってきた。

　──なんで!?　どうして向こうから先に見つかった!?

「テア、おまえ、感かん知ち能力はどうしたんだよ!?」

「楽しすぎてすっかり忘れていました！」

「ばかやろう！」

　本当にばかやろう！　信頼した俺おれがバカだったよ！

「とにかく逃げましょう！　正面からぶつかって勝てる相手じゃありません！　殺されてしまいます！」

「…………っ」

　晴夜は奥おく歯ばを嚙かみ締める。そんなもの、やってみなければわからないだろう。前は手も足も出せなかったが、今の晴夜なら、同じ吸血鬼であれば、なんとかなるのではないか。倒せるのではないのか。

　エンマの仇かたきを──、

「晴はる夜やっ、余よ計けいなことは考えないように！　晴夜は吸きゆう血けつ鬼きと言っても眷けん属ぞくなのです、真しん祖そには勝てません！　力に差があり過ぎます！　ここは逃げるべきです！　わたしの言うとおりに逃げてください！」

　くそ、と毒どくづいた。反論したかったが、奇き襲しゆうを掛けなければ勝しよう機きがないとわかっていたし、今まさに冷静さを欠いていることも自覚していたのでとにかく逃げることに、距離を離すことに専念する。ひとまず吸血鬼を振り切って態たい勢せいを立て直さなければ。

　全力で走っているのだろうが、歩ほ幅はばの小さいテアでは大した速力にならず、吸血鬼との距離は空あかない。晴夜はテアを脇わきに抱えた。眷属としての腕わん力りよくと脚きやく力りよくを持ってすればテアを抱えたままでも十分走れる。路ろ地じ裏うらに入り、ゴミバケツやダンボール箱を蹴け散ちらしながら全力で駆かける。

　テアは目を瞑つむって吸血鬼の気け配はいを探り始めた。その間も晴夜は背後を振り向きつつ、いくつかの通りを抜けて、右う折せつ左さ折せつを繰くり返し、追ってくる吸血鬼を振り切ろうとする。

「北に回ってください！　南から来ています！」

「北ってどっちだよ!?」

「左ですよ！」

　跳ちよう躍やくし、ビルを一いつ棟とう飛び越えて川沿いの道に出る。交通量の多い橋を駆け抜け、用水路に降り、水の流れに沿って下っていく。

「あ、や、ダメです！　回り込まれました！」

「くっそ！　すばしっこい野や郎ろうだな！」

「晴夜、正面に吸血鬼の気け配はいです！　二時の方向へ！」

「普通に言え！」

「左斜め後ろへ！」

「逆じゃねえか！」

　テアが指さし図ずするとおりに進んでいるが、その先にはいつも吸血鬼が先回りしていた。

　いつの間にかテアを抱っこする形で抱えていた晴夜は、ついに人通りのない、見晴らしのよい場所に出てしまう。そこは波は止と場ばに近い海かい浜ひん公園の、海沿いに真まっ直すぐ長く延びる遊ゆう歩ほ道どうだった。外がい灯とうはあるものの、人ひと気けが絶えて海の漣さざなみしか聞こえてこない寂しい場所だ。

「────っ」

　立ち止まる。首くび筋すじにギュッと抱きついてくるテアを、晴夜も強く抱き返す。前方の闇やみに人ひと影かげが見えたからだ。カツン、とブーツの音を立てて吸血鬼が外灯の下に現れた。

「追いかけっこは終わりか？　ふん、気づいていたようだな、この場に誘ゆう導どうされていると。誘いに乗ったということはおまえたちも私に用があるのだろう」

　聞こう、と吸血鬼が話を促うながす。晴夜とテアは顔を見合わせて、「？」首を傾かしげた。

「誘ゆう導どうされていた？」

「誘いに乗った？」

「……ちょいとディンケルホーファーさん。おのれはどういう経けい路ろで逃とう走そうを図ったのかな？」

「何言ってんですか、後ろから追われれば前に逃げ、右から来られれば左に、左から来られれば右に、そうやって直角に、直線に、逃げ続けたのですよ」

「ははは、なるほどなるほど、そりゃ誘導もされるし誘いに乗ったとも思われるわな」

　単純すぎだろ、バカ。猪いのししでももう少し小こ回まわり利かせるぞ。

　腹いせにテアをペイッと放り投げ、吸きゆう血けつ鬼きと対たい峙じする。──テアを庇かばうようにして前に出ると、吸血鬼は「ほう」と感心したように声を上げた。

「おまえ、生きていたのか。いや、一度死んでいるな。始し祖そに咬かまれたのか？　ふむ、これは想そう定ていしていなかった展開だ」

　視線を晴はる夜やからテアへ移し、感かん慨がいを込めて呟つぶやいた。

「ようやく見つけたぞ。しかし、人間を眷けん属ぞくにするとはな。余よ計けいな血を交ぜてしまったか。失しつ態たいだな、始祖よ」

「大きなお世せ話わだっつーんですよ。おまえみたいなやつに心配されることじゃねえのです」

　晴夜の背中に隠かくれながら「バーカバーカ」と虚きよ勢せいを張る。始祖という希き少しよう種しゆの価か値ちなど今一つピンとこない晴夜であるが、血を混ぜたことで野や性せいが「劣れつ化かした」と思うと少しばかり後ろめたい。

「晴夜を甦よみがえらせて正解でした。見殺しにしたままでしたらきっと後こう悔かいしてたでしょう。血がどうなったって構いやしないのですよ。むしろ困るのはおまえたちでしょうに。勝かつ手てなこと言ってんじゃねえってんです！」

　晴夜の心を読んでか、そう釈しやく明めいしたテアは、晴夜の裾すそをギュッと摑つかんだ。血を汚よごしてでも助けたかった、その一言に胸の奥が締め付けられたように痛んだ。──なんだこれ。

「まあいい、一度きりの吸血ではその純じゆん正せいも易やす々やすと汚れはすまい。こうして姿すがたを見せたのだ、人間を襲おそったのも無む駄だではなかったな」

　テアの言葉には一切触れずに、吸血鬼は手を差し伸べてテアに一歩近づく。

「始祖よ。ディンケルホーファーの宝ほう具ぐよ。私と共に来るのだ」

「やなこったなのです！」

「抗あらがうのなら実力行使に出るまでだ。──眷属よ、おまえも私の元に来るがいい。始祖を引き渡せばもはや行き場はなかろう」

　虚きよを突かれて息を吞む。話しかけられたこともそうだが、何より、同どう胞ほうの如ごとく扱われたことに腹が立った。

　吸血鬼を見み据すえて毅き然ぜんと言い放つ。

「やなこった」

　手を広げて吸きゆう血けつ鬼きの行く手を阻はばむ。テアを守るためというよりも、吸血鬼を挑ちよう発はつするために。

　吸血鬼は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

「……まさか始し祖そを守っているつもりか？　それに情じようを移したか？　愚おろかな。始祖はおまえには過ぎた宝ほう具ぐだ。眷けん属ぞく風ふ情ぜいが、弁わきまえることだ」

「何なに上うえから物言ってんだよ、タコ。テメエに指さし図ずされたかねえし、正直テメエらの都つ合ごうになんて興きよう味みはねえ」

　テアが息を吞んで晴はる夜やと吸血鬼を交こう互ごに見み遣やる。距離にして五メートル。先の戦たたかいで把は握あくした吸血鬼の力りき量りようを鑑かんがみるに、すでにして射しや程てい圏けん内ない。チリッと空気が弾はじける。一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう感かん。知らず震える指先に気の昂たかぶりを見た。

　飛ばす視線の中にどろりとした粘ねん着ちやくある敵意が放たれていることを晴夜は自覚する。

　テアは命の恩おん人じんだし、テアには人間に戻してもらう約束がある、テアを守るのは当然のことだった。けれど、そんなこととは関係なくて、

　ただ晴夜を突き動かす感情は、──憎にくしみ。

「テメエはエンマの仇かたきだ。テアは渡さねえ」

　ただ厳げん然ぜんたる事実として、目の前にいるこいつは晴夜の敵なのだ。敵がテアを求めるというのなら全力で抵てい抗こうするまで。

　問もん答どう無む用ようで殺されたエンマのあの無む残ざんな姿すがたが脳のう裏りを過よぎる。

「どうしてエンマを殺した。あいつはまだ子供だったんだぞ!?」

「エンマ？　…………ああ、あの娘むすめか。愚ぐ問もんだな。あの娘は剣を抜いたのだ。本気で私に斬きりかかってきた。子供の戯たわむれといなせるほど簡単な攻こう撃げきではなかったのでな、こちらも本気で応こたえたのだ。殺される前に、殺したまでだ。聖殲士ナーバである以上子供も大人おとなもあるまい。私は敬けい意いを持って戦いに臨のぞんだ、あの娘にしてもそうだったはずだ。聖殲士として死ねたのならむしろ本ほん望もうであろう」

　言いながら、吸血鬼はさらに一歩晴夜に近づく。

　晴夜はぎりっと奥歯を嚙かみ締める。吸血鬼の言い分に怒りが湧わいた。殺しを正当化し、決けつ闘とうの末に迎えたエンマの死そのものを美び徳とくであるかのように語る。

　そのもの戦せん闘とう狂きようだった。

　狂ってやがる。

「吸血鬼の分ぶん際ざいで上等な口叩たたいてんじゃねえ！」

　触れそうなくらいに近い距離で立ち止まり、顔を寄せてくる。吸血鬼の威い力りよくが周囲に放たれた。晴夜は一歩後ずさりながら、しかし、視線は吸血鬼から外さない。

　その様よう子すを見て、吸血鬼は一つ頷うなずき胸に手を当てた。

「私の名前はグリオ・ヘルツル。おまえの名を聞かせてはもらえまいか」

　自己紹しよう介かいされたばかりか握あく手しゆまで求められる。あくまでも紳しん士し的で、かつ洗せん練れんされた所しよ作さ。敵てき意いはなく、それ故ゆえに他意もない。晴はる夜やを同どう胞ほうとして認めた行為。

　それは、どこまでも、晴夜の人間性を否定した行為だった。

「っ、……ふ、ふざけんじゃねえ！」

　怒りに任せて殴なぐり掛かるが、虚むなしく空を切る。グリオはスウェーバックしつつ最小限の動きで拳こぶしをかわし、再び顔を近づけた。

「人間が相手ならば名など要いらん。我ら吸きゆう血けつ鬼きには人間はどいつもこいつも同じに見えるからな。しかしおまえは違う。おまえは私たち側の者であり、同胞だ。名を聞かせろ。吸血鬼としてのおまえ自身の名を」

　エンマの仇かたきが同胞を謳うたう。目の前が真まっ白しろになった、血管が破は裂れつするかと思う。晴夜の沸ふつ点てんはとうに限界を超えていた。

　赤い火が双そう眸ぼうに灯ともる。

「テメエはもう喋しやべんな……ッ」

　怒りの解放が、型も呼吸も存在しない、喧嘩殺法フリースタイルにおける無む拍びよう子しを生み出した。

　中腰から打ち出した拳こぶしは風ふう圧あつを取り巻いて、ボシュ！と唸うなりを上げる。当たれば一発で自動車を大たい破はさせられるほどの拳けん撃げきである。

　軸じく足あしが不安定なまま振り上げられた回し蹴げりは空を裂さき、真しん空くう波はを生み出して離れたアスファルトの地面を粉こな々ごなにする。当たれば最後、何もかもを分ぶん断だんする鎌かまとなる。

　動作一つとってもまるで様さまになっていない晴夜の攻こう撃げきはしかし、未完成ながらにして必ひつ殺さつの威い力りよくを有していた。並の吸血鬼ならばそれら一いち撃げきでも食らえば致ち命めい傷しようになり得るほどに。グリオは目を見開き驚きよう愕がくする。

「──すばらしい。これが始し祖その眷けん属ぞくか」

　晴夜の攻撃は一切当たらない。拳も蹴りも確かにグリオを捉とらえているはずなのに、インパクトの瞬しゆん間かん対たい象しようがフッと搔かき消えてしまうのだ。まるで真ま綿わたを殴なぐったかのような感かん触しよくだけが残り、そのたびにグリオの顔から焦しよう燥そうが抜け落ちていく。

「晴夜っ！　ダメです！　一いつ旦たん下がってください！」

　テアの忠ちゆう告こくに耳を貸さず、晴夜は一いつ心しん不ふ乱らんに攻撃を繰くり出す。エンマの仇に一撃すら与えられない苛いら立だちに舌した打うちする。

　くそ、くそ、くそ────っ！

「どうした？　その程てい度どか、同胞よ」

「うるせえっ！　俺おれは人間だ！」

　体が吸血鬼化かしていても心は、──この個体はいまだ人間のままだ。

　おまえと一いつ緒しよにするんじゃねえ！

「それほどの怪かい力りきと素早さを兼ね備えた生物が人間だと？　おまえは自分を理解していない。人間の名はこの際捨てろ」

「晴はる夜やぁ!?」

　次の瞬しゆん間かん、テアは絶ぜつ叫きようしていた。グリオと対たい峙じし、背中を向けていた晴夜の体から突とつ如じよグリオの腕が生はえたのだ。──グリオの手しゆ刀とうが晴夜の腹を突き破り、背中まで貫かん通つうしていた。

　血に濡ぬれた腕が高々と持ち上がり、晴夜を串くし刺ざしにしたまま掲かかげられる。

「ぐぼふっ!?」

　吐と血けつ。血を被かぶったグリオは無表情のまま、腕を振り降ろし晴夜を地面に思い切り叩たたきつけた。晴夜の体が十メートル以上の高さにまでバウンドし、落下する。ぐしゃり、と血ち飛沫しぶきを上げて地面に落ちた。

「……………………、────があ、あ、はああ、ぁ!?」

　肉を抉えぐられ、血を流し尽くし、全身の骨を粉ふん砕さいされたにもかかわらず、息を吹き返す。肉にく片へんが蠢うごめき血が逆ぎやく流りゆうし、──逆ぎやく再生するように見る見るうちに傷きず口ぐちが塞ふさがっていく。

　人間ではあり得ない不ふ死し性せい。

　教会が否定する全ぜん人類の敵の名前。




「おまえの名は化ばけ物ものだ」




　私たちと同じくな、グリオは呟つぶやき晴夜の首を摑つかんで再び高く掲げた。頸けい動どう脈みやくを絞しめられた晴夜は顔中の血管を浮き立たせて「あがっ」舌したを伸ばした。

「始し祖そよ、マスターとして眷けん属ぞくに命令しろ。このグリオ・ヘルツルの下げ僕ぼくになれと」

「……ッ!?」

　吸きゆう血けつ鬼きの主しゆ従じゆう関係には呪のろいとも言うべき強制力が働いている。主人が名に懸かけて命じた事こと柄がらは意志に関係なく遂すい行こうさせられる。拒否することは難しく、もしも抗あらがえば自我を喪そう失しつする危険もあった。その絶ぜつ対たい命令を晴夜に行使しろと言ったのだ。

　戦せん慄りつして固まるテアに、グリオは鋭い視線を投げる。晴夜の首を絞める手に力を込め、息の根を止めた。死体となった晴夜を地面に転がして、再度言う。

「ディンケルホーファーの宝ほう具ぐよ。わかっているはずだ、眷属の生きる道はここにはないと。吸血鬼の世界で成り上がるしかないのだ、それこそがこいつのためになる」

　息を吹き返す。外傷はなくとも再生はできる。命は何度でも蘇よみがえった。

　しかし、蓄ちく積せきした苦痛が常に意識を刈かり取ろうと全身を蝕むしばんでいる。

「なに…………勝かつ手てな、こと、……ほざいてん、だ」

「晴夜……」

「テア、ンなこと命令すんじゃねえぞ。このクソ野や郎ろうに仕つかえるくらいなら死んだ方がマシだ」

　吸血鬼の仲間なんて虫むし唾ずが走るぜ、そう言って鼻で笑ってやる。

　肘ひじを立てて起き上がろうとする晴夜の頭を、グリオは鷲わし摑づかみにした。額ひたいを地面に押しつけ、ざりざりとおろし器うつわに掛けるように押し潰つぶす。握あく力りよくが頭ず蓋がいを砕くだき、「ぎひゅ」脳のう漿しようをぶちまける。原型を留とどめていない頭部はしかし、すぐさま再生し始めた。

　晴はる夜やは苦しみに喘あえいだ。

「生き地じ獄ごくだろう。なおも抗あらがうならばその心しん臓ぞうを抉えぐり出すぞ」

　仰あお向むけに転がされ、今度は胸を突き破って心臓を摑つかまれる。グリオの掌てのひらに、心臓を握られている感かん触しよくに、晴夜は絶ぜつ叫きようした。

「ああ!?　ああああああああアアアアアアアァァァァァァァ！」

「うろたえるな。心臓を傷つけられたくらいでは吸きゆう血けつ鬼きは死なん。たとえ握り潰そうともすぐに再生してしまうからな」

　心臓を潰されるイメージに晴夜の気が遠くなる。想そう像ぞうするだけで死にかけた。なのに、それでも痛みを残して再生する悪あく夢むからは依い然ぜん逃のがれられない。恐きよう怖ふに背せ筋すじが凍る。

　生き地獄。

「これでもまだ死にたいか。死の恐怖は我々も常に抱えている。克こく服ふくできる概がい念ねんではあるまい。半はん端ぱ者ものの眷けん属ぞくが図に乗るな」

　それこそ虫むし唾ずが走る──、グリオが初めて感情らしい感情を露あらわにした。

「人間を騙かたるな。おまえはもう吸血鬼だ。いずれおまえは人間そのものに狩かられるだろう。そのような末まつ路ろを望むというのか」

　心臓から手を離して立ち上がる。晴夜を見下ろして、冷たく言い放つ。

「ならば今ここで殺してやろう。心臓に杭くいを打ち込んで灰にすれば二度と蘇よみがえることはない。かつて我々が太陽光こうを恐れていたのも同じ理り屈くつからだ。灰になれば、細さい胞ぼうが死ねば、吸血鬼は再生できなくなる」

「か、かつて？　今は違うみてえな言い方じゃねえか」

「？　おかしなことを。おまえも元は聖殲士ナーバだったのだろう？　私たちのことはなんでも知っているのではないのか？　──そうか。おまえはどこまでも始し祖その眷属なのだな。まだ太陽光を克服していない吸血鬼か。いや、誤ご解かいするな。おまえも知っているとおり現代の吸血鬼は昼間でも活動できる。自分を基準に置くんじゃない、おまえが特別なのだ」

「────」

　食い違う。グリオが語る吸血鬼の特性は教会で習ったことと異なっていた。

　認にん識しきが、理解が食い違う。

　吸血鬼は太陽が苦にが手てで、十じゆう字じ架かが苦手で、聖せい水すいが苦手。

　だがあれは、太陽光を克服した真しん祖そ。

　現代の吸血鬼。

「それももはやどうでもいい話だ。現状を受け入れず、信念もなく、人間という種しゆに縋すがり続けるおまえを下げ僕ぼくにしたところで何の益えきもありはしない」

　始し祖そも哀あわれだ──、ぽつりとそう呟つぶやいた。

　瞬しゆん間かん、仰あお向むけに倒れる晴はる夜やの四し肢しを地面に縫ぬい付けるように、突とつ如じよ現れた四よん体たいの巨きよ大だいな蝙蝠こうもりが爪つめを立てて両手両足それぞれを串くし刺ざしにした。──こいつらは学園でリライラを襲おそった蝙蝠、グリオの使つかい魔まだったのか。苦く悶もんの声を漏もらしつつ、心しん臓ぞうを曝さらけ出した状態に臓ぞう腑ふが凍りつく。

「せめてもの慈じ悲ひだ。一いつ瞬しゆんで終わらせてやろう」

　手て袋ぶくろを脱いだグリオは膝ひざをついて晴夜の胸に手を置いた──心臓の真ま上うえ。杭くいを持たぬ手がどういうわけか冷たい無む機き物ぶつのように感じられた。上を向くことしかできない晴夜にはグリオの手元が見えない。──終わるのか、今度こそ。本物の吸きゆう血けつ鬼きならば違たがえないだろう、確実に晴夜を葬ほうむるはずだ。晴夜は必死に抵てい抗こうする。蝙蝠はがっちりと固定されていて、外せない。吸血鬼としての力を全開にしても、外せないッ。外せないぃいい。

「テメエ、くそお、放せッうおおおおおおおおおおおおおおお！」

　這はい寄る本物の死の影に絶ぜつ叫きようした。

「待ってください」

　その光こう景けいをずっと見ていた、見ているだけしかできなかったテアが、ついに一歩を踏み出した。グリオは待っていたかのように、晴夜の胸に手を置いたまま、ゆっくりと振り返った。

「せっかく作った眷けん属ぞくだ、惜おしくもなろう」

「……」

　テアは唇くちびるを嚙かんで俯うつむいている。覚かく悟ごを決めた、そんな顔をしている。

「晴夜を殺さないでください」

「おい、ちょっと待てよこら」

　殺されるくらいなら、失うくらいなら、グリオに譲ゆずり渡そうってのか。

　俺おれを吸血鬼の下げ僕ぼくにしようっていうのか!?

「ふっざけんなよテメエッ！　テア、ンなことしてる暇ひまがあんならさっさと逃げろ！　つか今まで何ぼうっと突っ立ってやがったんだ!?　俺のことはいいから早く行けよ！　早くッ！」

　しかしテアの足取りは止まらない。真まっ直すぐこちらに向かってきた。

　四肢に力を込める。縫い付けられた手足がミチミチと肉を抉えぐる音を立てる。血が噴ふん出しゆつし、骨が砕くだける感かん触しよくさえ覚えたが、そんなことはいい、晴夜は無視して起き上がろうと必死にもがく。

　グリオは晴夜から身を離し、すぐ傍そばで立ち止まったテアと向かい合う。ふん、と鼻息を吐き出してそっけなく言う。

「では、命じよ。うるさい眷属を早く黙だまらせろ」

　テアは頷うなずき、晴夜を一いち瞥べつし、グリオに向かって毅き然ぜんと言い放った。




「晴夜を殺さないでください。もちろんおまえの下僕にもやらないのです」




　お願いします、と深々と頭を下げた。

　晴はる夜やは、グリオも、啞あ然ぜんとした。

「目的はわたしなのでしょう？　なら、わたしだけを連れていきなさい。晴夜のことは見み逃のがしてほしいのです」

「テア、ばか、何言ってんだよ!?」

　振り向いたテアはムスッとした顔をしていた。

「晴夜は黙だまっていろなのです。弱いくせに格好かつこ付けようとするからこんな惨みじめなことになるのですよ。晴夜がそんな様ざまでは、主人であるわたしの沽こ券けんに関わります。晴夜はもう引っ込んでやがれー」

　足が震えている。あきらかに強がっていた。

　──こいつは、どうしてこいつはこんなことを？　俺おれを庇かばうような真ま似ねをする？

　侍じ女じよの代わりに晴夜をボディガードにしたんじゃなかったのか。不ふ甲が斐いない眷属を庇うなんてあべこべじゃないか。

「あんなやつを下げ僕ぼくにしてもいいことなんてありませんよ？　なので、晴夜はこのまま放っておいてください。約束してくれるならわたしはもう逃げたりしません」

　グリオは晴夜とテアを見比べて、ふん、とつまらなげに鼻であしらった。

「いいだろう。もともと始し祖そを回かい収しゆうすることだけが仕事だった、眷けん属ぞくは些さ事じでしかない。だが、本当にいいのだな？　始祖の判はん断だんは、ある意味眷属を不幸にするぞ」

「望むところです。晴夜をおまえにやるよりマシなのです」

　イーッと歯を剝むき出しにして挑ちよう発はつする。

　テアは、晴れ晴れとした顔で晴夜を見つめた。

「そういうわけですので晴夜、腐くされ侍女への伝でん言ごんをよろしくです。テアちゃんはお空の星になりましたと伝えてください。ああ、心配しなくてもよいですよ。侍女ならば晴夜を人間に戻す方法くらい知っているはずですから。ここでお別れです。晴夜、お元気で」

　痛々しいくらい不ぶ器き用ような笑えみを浮かべてみせた。

「……弱いくせに、格好付けてんのは、どっちだよ…………っ！」

　そんなことするんじゃない。──させない。おまえは俺の主人なんだろう、なら最後まで面めん倒どう見させろよ。お世せ話わ係の任を全まつとうさせろよ。でないと、そうでないと、

　おまえが何のために俺を蘇らせたのかわからなくなるじゃないか。

「回収する。覚かく悟ごはよいか？」

　テアが頷うなずくと、グリオの手しゆ刀とうがタンッ！首くび筋すじに打ち込まれた。

　意識を刈かり取られたテアをグリオがそのまま抱え上げる。

「始祖が何を企たくらんでいるのか知らんが、とりあえず眠っていてもらおう」

「テ、ア────、…………う、うう、うおおおおおおあああああああああッッッ」

　腕を引き千切った。蝙蝠こうもりを力ずくで外せないのなら、捕とらわれている手足を引き裂さけばいい。まるで糸の切れた操あやつり人形のように、皮かわ一枚骨ほね一本でかろうじて繫つながった手足で、力なく、無ぶ様ざまな姿し勢せいで立ち上がる。

　血を吐き流し溢こぼし噴ふん出しゆつさせながら、晴はる夜やは全力で立ち上がる。

　痛みを覚えている暇ひまはない。すべて怒りが忘れさせた。テアを連れ去ろうとするグリオにではなく、その身を捧ささげて晴夜を救おうとするテアにでもなくて、

　ただただ自分自身に怒りが湧わいた。

　何もできない自分が死にたいくらい情なさけない。こんなんじゃエンマにもレオにも顔向けできねえよ。

　せめてテアのためにならなければ──蘇よみがえった意味がない。

「テアを返せ、吸きゆう血けつ鬼きィイイイ！」

　グリオはつまらなげに視線を寄よ越こすと、テアを抱えたまま晴夜に接近する。そして、

「始し祖そと引き換えにして手に入れた自由だ、どこへなりとも行くがよい」

　腹部を蹴けられて後方に吹き飛んだ。数十メートル飛ばされて、勢い余ってアスファルトの地面を滑すべり、体をすり減らす。右腕が完全に千ち切ぎれた。それもすぐに再生し始めたが、痛みは残った。散々惨ざん殺さつされた体に蓄ちく積せきされた痛みが晴夜の神経を蝕むしばんでいく。

「……夜明けが近いか。始祖に日光は耐えられんな。──一日だけ待ってやろう。共に来る気があるならば、今夜日付が変わる時刻に向こうの倉そう庫こ街がいに来い。よく考えることだ。おまえの生きる道は一つしかない」

　立ち去っていくグリオを、晴夜は最後まで目で追うことができなかった。

「……ちくしょう…………」

　外がい灯とうの光が届かない暗くら闇やみの中で、晴夜は意識を失った。




　　　　　　　　　†




　夜が明ける前に学園に戻ってきた。

　やるべきことは一つだ。痛覚は未いまだにじくじくと全身を弄いじくり回しているが、我が慢まんして、無視してやり過ごす。歩けないほどではないし、思し考こう回路が回らなくなるわけでもない。

　考えろ。

　復ふく讐しゆうする方法を考えろ。

　エンマと晴夜の命を奪うばいテアまでも連れ去った、あのクソ野や郎ろうをぶっ飛ばす方法を考えろ。

「……テアの隠かくし部屋。…………あそこになら、もしかしたら…………」

　積み上げられた重じゆう厚こうな書物。その中には吸血鬼関かん連れんの本があったはずだ。

　吸血鬼の貴き族ぞくが所有している蔵ぞう書しよならば人間界で出回っているものよりも詳しい生せい態たいが記しるされているはずだ。太陽光こうを克こく服ふくした吸きゆう血けつ鬼きどもの次なる脅きよう威いは果たして何なのか。それを探ることが今は最さい善ぜん手しゆだ。

　正面から戦って勝てる相手ではない。

　悔くやしいけれど。

　晴はる夜やは自分の戦せん闘とう力を弁わきまえていた。

「くそ。格かく闘とう術じゆつにもっと真剣に取り組んでおけばよかったな。せめてリライラ先せん輩ぱいくらい強かったら」

　詮せん無なきことを口に出し、ぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締める。この期ごに及んでもなお誰だれかに縋すがりたい気持ちが働いている。リライラの名が出たのはその証しよう拠こだろう、晴夜は頰ほおを叩たたいた。

　正せい攻こう法ほうでいこうと思うな。敵は吸血鬼だ、卑ひ怯きようでも何でも構わない、弱点を突いてでも滅ぼしてやれ。その方法を、邪じや法ほうを、手に入れるんだ──。

　森を抜け、高々と跳ちよう躍やくして学園内部に侵しん入にゆうする。幸い、今夜は月も星も雲に隠かくれている。地上を行くよりも跳躍を繰くり返して校舎を目め指ざした方が遥かに早いし安全だ。バラ庭園を越え、隠し部屋のある校舎へ最後の跳躍を行った。そのとき、

　地上から、遠く離れているはずの地上から、空を走る晴夜の耳にはっきりとその声が届いた。

「無ぶ礼れい者ものめ、朕ちんに挨あい拶さつもなしに通り過ぎる気か？　いや、朕の頭上を跨またぐことこそ甚はなはだ怪けしからんことじゃが」

「────は？」

　地上を見ると、晴夜を見上げている少女と目が合った。学園の制服だが、白地に金きん糸しで縫ぬい合わせた絢けん爛らん豪ごう華かな龍りゆうを纏まとうその姿すがたには、見覚えがあった。あれはたしか上級生の──、

「────っ!?」

　下にばかり気を取られていた晴夜は自分の頭上にさらなる気け配はいを感じ取る。風の唸うなりの中にスカートのはためく音が聞こえた。しかし、考えられない。校舎よりもなお高く跳躍する晴夜の頭上を、さらに人が飛び越えているなんて。振り返り仰あおぎ見ると、そこには褐かつ色しよく肌はだの長い足とその先に輝く、夜なのに燦さん然ぜんと輝く赤色の布ぬの切きれが見、

「やだ、スカートの中覗のぞき込まないでよ、このすけべっ」

「がっ!?」

　顔面を蹴けられて墜つい落らくする。地面ギリギリで体を捻ひねってなんとか着ちやく地ちすると、目の前にはアジア系けい美少女が──先ほど晴夜を見上げていた絢爛少女が待ち構えていた。

「人間の言葉が通じるとは思えぬが、名乗って進ぜよう。朕は龍ロン飛蕾フエイレイ、生徒会クルセイダーズの一人じゃ」

　小学生のような矮わい軀くに幼い顔立ち。年齢不詳ふしようで、実際はエンマよりも年下だと思われるが、こう見えても三年生──晴夜の先せん輩ぱいに当たる。

　龍飛蕾、飛び級天てん才さい少女。

「オオミチハルヤ、じゃったかのう。なんじゃ、牙きばも羽もないではないか。屍鬼グールとは奇きっ怪かいな形なりをしておるものと聞いておったのじゃが、こりゃ拍ひよう子し抜ぬけじゃのう」

　しかし、やはり、幼くとも生徒会クルセイダーズに選ばれるだけの貫かん禄ろくはあった。やれやれと肩を竦すくめておどけて見せているが、その目は常に晴はる夜やを警けい戒かいしている。下へ手たな動きを見せれば即そく座ざに彼女の聖獣ヴイアツアが襲おそい掛かってくるだろう。

「なーにー、自己紹しよう介かいしてんの？　あたしも混ぜて混ぜて」

　晴夜を足あし蹴げにした女性がハイヒールを鳴らしてやって来た。……ハイヒールだったのか、道どう理りで突き刺さる感かん触しよくが顔面にあったわけだ。

「はーい、エスメラルダ姉ねえさんよ。みんなからはメルって呼ばれてるわ。この娘こと同じく生徒会の一員なの。よろしくね」

「……」

　知っている。もちろん知っている。自己紹しよう介かいされるまでもなく。

　エスメラルダ・オルギン──リライラ先せん輩ぱいの親友であり、ルームメイトでもあり、褐かつ色しよく肌はだに出るとこ出て引っ込むところが引っ込んだ素晴らしくエロいプロポーションを保持してなおかつ露ろ出しゆつ度どの高い服まで着てくれるという、男だん子し生徒の目の保ほ養よう、年下キラーとして有名な美人先輩である。今も胸の谷間を強調した改かい造ぞう制服が晴夜の目を釘くぎ付づけにして離さない。動くたびに揺れている。なんだあれ新あら手ての聖獣か、とは先輩について語るとき晴夜とレオがよく口にする言葉である。

　信じられねえよ。今この人、制服の下に真まっ赤かな下着を身につけているんだぜ？

　身につけているんだぜ？

「メルよ、見られておるぞ？」

「あら。屍鬼グールでも女を見る目があるのね。あたしにもう見み惚とれちゃってるしー」

　胸を張る。ぷるんと揺れた。──くそ、なんてこった!?　すぐに逃げなきゃいけないのにこの足がまったく動こうとしてくれないッ！　すぐに逃げなきゃいけないのにぃ！

　あのおっぱいが心を摑つかんで離さない！

「かっ、男はどいつもこいつも。こんなおっぱいおばけのどこが良いのじゃ」

　呆あきれるように嘆たん息そくする飛蕾フエイレイ先輩だが、この人もこの人で男子生徒から絶大な人気を集めている。ただ晴夜の趣しゆ味みではないだけだ。エンマや『雛鳥の巣ホリイハウス』で可か愛わいがっていた妹分たちを思い出すだけで異い性せいとして見られない。説明がエスメラルダ先輩よりも短いのはそれが理由だ。

「妬やかないの。フェイレイだって後三年もすれば育つわよ。……たぶん」

「別によい。そんなもんぶら下げておったら動きにくそうじゃわい。それよりも」

「そうね。そんなことよりも」

　空気が変わる。二人の少女は敵意を宿して晴夜を見み据すえた。

「改めまして、屍鬼さん。たった今出会ったばかりだけれども、──死んでくださるかしら？」

「ッ!?」

　咄とつ嗟さに後方に跳んでいた。敵てき意いは一いつ瞬しゆんにして殺さつ意いに変わり、もしも動かずにいたなら晴はる夜やは今ごろ地面を舐なめていただろう。──いや、きっと殺されていた。

　背後からヒュウと軽やかな口くち笛ぶえが響ひびいた。

「大したものだね。メルが聖獣ヴイアツアを抜く前に間合いから外れたよ。こいつ」

　振り返ると、金きん髪ぱつ巻き毛の男が背せ筋すじを伸ばして退路を塞ふさいでいた。

　生徒会クルセイダーズメンバー唯ゆい一いつの男子生徒、ジョイ・アイスマン副ふく会長である。

「吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくになったものは生前の記き憶おくをわずかに残していると言うけれど。君も何か未み練れんがあってこの学園に戻ってきたのかい？　やれやれ、女子ならばともかく未練がましい男というのは見ていて不快だよ。後こう輩はい」

　死んでくれないか、と見み下くだす視線を投げて寄よ越こした。

　龍ロン飛蕾フエイレイ、エスメラルダ・オルギン、そしてジョイ・アイスマン。リライラ・ボーグ会長を筆ひつ頭とうに四人で構成された学園執しつ行こう部ぶ──その名も森星生徒会クルセイダーズである。

　次じ世せ代だいの聖殲士ナーバ最有力候こう補ほ。

　すでにして実じつ戦せんを経験している戦せん士したち。

　学園内最さい強きようの殲せん滅めつ部ぶ隊たいが現れた。

「ところで会長はどこへ？」

「リラだったら秘ひ密みつの調査中よ。きっと男ができたのよ。あたしにもこそこそしているんだもの、間違いないわ」

「それが本当なら驚きじゃのう。あの戦せん闘とうマシンに人並みの恋ができるとは思えんのじゃが」

　無む駄だ話ばなしを挟みつつ、いつの間にか三人は均きん等とうに距離を保って三角の形に晴夜を囲んでいた。仕掛けるタイミングを図っている。三人掛かりで晴夜を退たい治じするつもりらしい。

「……」

　三人を相手にする気はないし、できるとも思わない。どうにか一人を突とつ破ぱして森に逃げるしかこの場を脱する方法はないだろう。ならば誰だれを襲おそうべきか、──なんて、考えるまでもない。

　晴夜はジョイ目掛けて疾しつ走そうする。キザでナンパでナルシストな上に、女に甘く男に厳きびしい典型的な嫌いやなやつ。この状況でなくとも一度は殴なぐりたかった男だ、自分が吸血鬼であることも忘れて全力フルパワーで殴り掛かる。

「女子に手を上げないところは褒ほめてあげるよ。だが、──舐めてもらっては困るね！」

　ジョイの顔が視し界かいから消えた。その瞬しゆん間かん、晴夜は足払いを喰らっていた。無ぶ様ざまに倒れ、そこへ容よう赦しや無く飛んできた蹴けりを、体を回転させてかわす。慌あわてて立ち上がって身構えるも、ジョイはすでに距離を取って三角形の頂点の一つに戻っていた。

「深追いはしない。屍鬼グールとはいえ吸血鬼だ、こちらも舐めて掛かったら痛い目を見る」

　意い外がいと慎しん重ちような男だった。チャラチャラした軽けい薄はくそうなイメージだったのに、こと戦闘に関してはリライラ先せん輩ぱいに匹ひつ敵てきするセンスを持っていると感じた。

　森星生徒会クルセイダーズとはこれほどまでに強かったのか。会長であるリライラが普段からどれほど手て加か減げんしていたか初めてわかる。

　──くそ、こんなことしている場合じゃないのに！

「こちとら夜通し警けい邏らしていたんだ。そろそろ休みたいんでね、ご退たい場じよう願おう」

　ジョイが掌てのひらを上にして呟つぶやく。

「出でよveni、《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》」

　水色の光点コアが出現し、直後青白い炎ほのおが揺らめいて形を成す。それは宿やどり木ぎを象かたどった聖獣ヴイアツアで、掌いっぱいに茂みを生み出した。次の瞬しゆん間かん、枝が爆ばく発はつ的に増ぞう殖しよくし、晴はる夜やに高速で伸びていく。

「っ!?」

　枝が手足に絡みつく。もがけばもがくほど、宿り木は意志を持ったように晴夜の全身に触しよく手しゆを伸ばしていく。

「植物の聖獣とか、そんなのアリかよ!?」

　引っ張ると枝はたやすく引き千ち切ぎれた。しかし、千切れた部分までの枝がまるで蛇へびのようにうねうねと全身に纏まとわり付いてきた。枝が炎ほのおを上げて燃え盛る。吸血鬼を灰にする蒼そう炎えんだ。

「うあ、ああああああああっ!?」

　聖獣の炎に包まれた吸血鬼が辿たどる末まつ路ろは、消しよう滅めつのみ。

　晴夜は蒼炎を振り払おうと暴あばれ回る。しかし、炎は一向に消えない。

「無む駄だだよ。どんなに暴れようとも僕の聖獣は外せない。攻こう撃げき力は低いけど持続力はあるんだ。ゆっくりしっかり死んでくれ」

「相変わらず粘ねん着ちやく質しつじゃのう」

「本人のストーカー気き質しつが聖獣に表れているのよ。ほら、可か愛わいい女の子にまとわりついて離れない。普段のジョイそのものね」

「最低な男じゃな」

「最低よね」

「君たちは僕に何か恨うらみでもあるのかい？」

　三人が雑談している隙すきを突いて晴夜は跳ちよう躍やくする。囲みを突とつ破ぱし全力で駆かけ抜けるが、背後から三人が追ってくる気け配はいはない。依い然ぜんジョイの聖獣に燃やされ続けている晴夜が、間もなく消滅すると知っているからだ。

　晴夜は衣服の焦こげる音と臭においを感じ取りながら、テアの部屋を目め指ざした。







　晴夜が走り去った方角を眺ながめ、飛蕾フエイレイも、エスメラルダも、ジョイも、聖獣に燃やされていた屍鬼グールが動けたことに戸と惑まどいを覚えた。

「……ねえ、屍鬼ってあんなにしぶといものなの？」

「個体差さがあるのじゃろう。それともジョイの聖獣ヴイアツアが非ひ力りきなのかのう」

「言ってくれるね。否定はしないよ。僕の《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》は君たちの聖獣と違って穏おだやかなのさ。けれど、一度絡からみついたら離れないよ。宿やど主ぬしの命が尽きるまで燃え続ける」

　だから逃げても無む駄だだよ、と髪かみをかき上げた。

　エスメラルダは、あれ、と首を傾かしげた。

「そういえば、さっきあの子、植物の聖獣がどうとか言ってなかった？　屍鬼グールなのに何でそんなこと知ってるの？」

「……生前の記き憶おくが残っていたのさ」

　たぶんね、と自信なさげにジョイが言った。




　　　　　　　　　†




　燃える、燃える、燃える────。

　体に絡みついた炎ほのおは消えないばかりかさらに勢いを増していく。死の恐きよう怖ふに震えながら隠かくし扉とびらをくぐり、長い迷めい路ろのような廊下を進んで、テアと過ごした隠し部屋へと駆かけ込んだ。

「……っ！」

　リビングへ踏み込んだとき、晴はる夜やは呼吸を止めた。

　リライラ・ボーグが机に座って待ち構えていたのだ。

「待ちかねたぞ、晴夜君。どうだ、驚いたか？　この前、逃げる君の後を追ってここを突き止めたんだ。眷けん属ぞくは主あるじの元に帰ると踏んでね。しかし、あの迷路のような回かい廊ろうはなんだ？　幻げん術じゆつを使うにしても、もっと華はなやかにしておいてほしかった。この隠し部屋を見つけ出すまで殺さつ風ぷう景けいすぎて気が滅め入いったほどだ」

「……どうしてここに？」

　攻め込んできたにしては随ずい分ぶんとくつろいでいる。しかも一人で。

　晴夜の指し摘てきにリライラは屈くつ託たくのない笑えみを浮かべた。

「もちろん君を待っていたんだ。少し話がしたくてね。──ところで、それはジョイの聖獣か。はは、なんだ生徒会クルセイダーズに見つかってしまったのか、災さい難なんだったな」

　どれ、とリライラは片手を振って聖獣──《戦女神の従者ドウン》を喚よび出し、晴夜をその爪つめで襲おそわせた。目を瞑つむり咄とつ嗟さに腕を交こう差ささせて身構えたが、いつまで経たっても衝しよう撃げきが来ない。

　来ない。

「────、あれ？」

「何をやっているんだ？　君に聖獣は効かないだろう。もう忘れたのか？」

「あ」

　そういえば、と晴夜は我に返る。眷けん属ぞくになってからこっち体質も吸きゆう血けつ鬼きよりに変化していたので、てっきり聖獣ヴイアツアの火を浴びると消しよう滅めつしてしまうと思い込んでいたけれど。

　考えてみれば、ジョイの聖獣に纏まとわり付かれていた割には肌はだに火傷やけどの痕あとがない。どころか、痛みすら感じなかった。気が動どう転てんしていてわからなかったようだ。

　リライラが聖獣の火を灯ともして掲かかげた。聖せい火かは静かに揺らめいている。

「見ろ。何の反応も示していない。この前バラ庭園で反応したのはあの蝙蝠こうもりに対してだったんだ。晴はる夜や君にではなかった」

「へえ。──って、あれ？　ジョイ先せん輩ぱいの聖獣が消えてる」

「《戦女神の従者ドウン》に払わせた。まったく、抜けているな君は。聖獣に対たい抗こうできるのは聖獣だけだといつも言っているだろう。基本だぞ、基本」

「え？　じゃあ助けてくれたんすか？」

「ん？　いや、助けたつもりはないよ。助ける必要なんてなかったんだ、聖獣の火は時間が経たてばいずれ消えていくからな。話をするのに些いささか目め障ざわりだっただけだ」

　晴夜は眉まゆを顰ひそめた。つい先日問もん答どう無む用ようで襲おそい掛かってきた人の台詞せりふとは思えない。話をする、その真意を測りかねていた。いつまた剣を向けてくるか気が気でない。

　リライラは警けい戒かいする晴夜に苦く笑しようし、「そんな恐い顔をするな」そう言ってノートを掲かかげて見せた。見覚えのあるノート。

「せ、先せん輩ぱい、それ!?」

「驚いたよ、君に詩の趣しゆ味みがあったとは。悪いとは思ったが、開いて置いてあったので鑑かん賞しようさせてもらった」

　晴夜が日夜付けているポエム集である。しまった。書いたまま片づけるのを忘れていた。

　そんな。どうしよう。憧あこがれの先輩に中身を見られてしまうなんて……。

「どうでした!?　俺おれのポエムは!?」

　ちょー感想が気になるじゃないか！

「うん。なかなか興きよう味み深い。私はこういうものには疎うといのだが、良いセンスをしていると思ったぞ？　私はこれが好きだな、『救世主メシアに導かれし夜　日の光が世界を染めた』から始まる十二節せつだ。昼なのか夜なのかよくわからんが、そういうところも面白かった」

「おおお、先輩ならわかってくださると信じていました！」

　感かん涙るいにむせぶ。俺のポエムをわかってくれる人がいてくれるなんて、やはり世界は間違っていなかった。あのユウリでさえ申もうし訳わけなさそうな顔をしてくれたのだ、自分の感性がおかしいのかと本気で悩んだ時期もあったが、ようやく報むくわれた……！

「先輩！　俺、一生あなたについて行きます！」

「そ、そうか。なんだ、嬉うれしいことを言ってくれるじゃないか」

　リライラは満まん更ざらでもない顔で頰ほおを搔かき、フッと笑えみを溢こぼした。

「屍鬼グールになっても君は君のままだな、晴夜君。安心したよ。心まで吸きゆう血けつ鬼き化かしていたなら退たい治じする必要があったんだ。しかし、この詩を読んで確信した。晴はる夜や君はまだ人間だ。すぐに退治することはないと私は判はん断だんした」

「……」

　脳のう裏りでリライラの言葉が反はん芻すうする。──まだ人間だ。その言葉が胸に染しみた。

　やばい。これは不ふ意い打うちすぎだ。腰が砕くだけ、床に膝ひざを着き、くしゃりと顔を歪ゆがめて、堪こらえきれずに涙を溢こぼす。リライラの前だと、どうしたことかいつも格かつ好こうがつかない。

　人間だと認めてもらえた。

　不ふ老ろう不ふ死しの体を手に入れ、超人的な身しん体たい能力まで身についた。これをどうして人間と呼べるだろうかと、晴夜自ら諦あきらめかけていたというのに……。

　リライラの理解が張り詰めていた心を解きほぐしたのだった。

　嗚お咽えつし鼻を啜すする晴夜を、リライラは黙だまって眺ながめていた。

　しばらくしてからリライラが口を開いた。

「落ち着いたか？」

「……………………すみません」

「ほら、涙を拭ふけ。シャキッとしろ。今は泣いている場合じゃないのだろう？」

　そのとおりだ。晴夜には感かん傷しように浸ひたる時間さえ許されていない。涙を拭ぬぐい、真剣な表情を浮かべるリライラを見た。

「生徒会クルセイダーズの面々に襲おそわれたからといって君の衣い服ふくがそこまでボロボロになるとは思えないからな。聖獣ヴイアツアなどではない、もっと直接的な方法で襲われたはずだ。君は何と戦ったんだ？　君を眷けん属ぞくにした吸血鬼はどうした？」

　強く肩を揺すられる。リライラは真しん摯しな眼差まなざしで一つ頷うなずき、晴夜に回答を促うながした。

「私が力になるよ。話してくれ、晴夜君」

　……まったくかっこいいよ、先せん輩ぱい。こんなにも心強い味み方かたはきっと他に存在しない。

　人間の頃ころも、吸きゆう血けつ鬼きになってからもリライラは憧あこがれである。縋すがりつく者には無む理りやりにでも立たせて前進させる厳きびしさを持っていて、今の晴夜には十分すぎるほど励はげみになった。

　グリオに殺されたあの日からの出で来き事ごとをすべて打ち明ける（テアと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったことだけは伏せておく。いや、なんとなく）。

　聞き終えたリライラは「ふむ」顎あごを搔かいた。

「始し祖そ、か。興きよう味み深い。──それで晴夜君は、そのテアとかいう吸血鬼を取り返さなければ人間に戻れないのだな？」

「いや、えっと、……はい。テアが方法を知っているみたいなんで」

　侍じ女じよさんに聞けとも言われたが、主人たるテアが捕つかまったとあれば侍女さんも素直に教えてくれるとは思えない。どちらにしてもテア奪だつ還かんは人間に戻るための絶対条件だ。

「猶ゆう予よはあと十九時間、もはやぐずぐずしていられないな。この部屋に戻って来たのは対策を練るためか？　そのグリオとやらと戦うための」

「そうです。ここにある本の中から吸きゆう血けつ鬼きの弱点なりを探ろうと思って。全部テアの持ち物みたいなんで、たぶん吸血鬼の世界で出回っている文ぶん献けんだと思うんすけど」

　書かれてある文字は人間社会で使われているものと同じなので読めないことはない。しかし、これだけの数の本に目を通すとなると一日では到とう底てい足りない。リライラに協力を仰あおぐしかなさそうだ。

　リライラは床に積み上げられた本を一いち瞥べつし、「それにしても」と会話を続けた。

「君の話には驚かされるな。私が闘たたかってきた吸血鬼とは明らかに違っている。太陽光こうを克こく服ふく？　初はつ耳みみだぞそれは。本当なら吸血鬼はかなりの数が人間社会に溶け込んでいると見るべきだ」

「そ、そうなんすか？」

「君がいい証しよう拠こだ。吸血鬼化していても心がそのままならば、その上うえ太陽が平気なら、わざわざ闇やみに生きる必要はないだろう。……ん？　いや、そうとも限らないのか？」

　ぶつぶつと何やら思し案あんし始めた。

「この部屋のこともある。人間側が意い図として隠かくしているということも……」

「あの、先せん輩ぱい」

「ああ、すまない。少し確かく認にんしたいことがあるんだが、いいだろうか？」

　リライラが一いつ寸すんの躊ちゆう躇ちよもなしに晴はる夜やに顔を近づけた。鼻先が触れ合いそうな間合い、吐と息いきが直じかに掛かり、甘いような苦にがいような香りが鼻び腔こうに入り込む。──え？　ちょっと？　え？

　瞳ひとみを覗のぞき込まれて身動きができない。

　まるで晴夜を逃がさないようにするための急接近。
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「残念だが」

　低く重い声音が告げた。

「もしも人間に戻れたとしても、以前のように暮らせるとは思わないことだ。もはや状況が違いすぎる。教会は君をモルモットにでもするだろう。だが、吸血鬼の世界に行くとなると今度は聖殲士ナーバに狙ねらわれる。どちらにせよ君はもう、教会の敵だ」

「────」

　言われて気づいた。

　人間に戻りさえすれば以前の生活に戻れると、ユウリたちとの楽しい日々に帰れるのだと、どうしてそんな夢を見たのか。

　エンマは死に、レオも復帰できないほどの大おお怪け我がを負った。

　そして晴夜は成り上がりの吸血鬼。

「吸血鬼側にも君の居い場ば所しよはないのかもしれないな。聞けば、吸血鬼の世界は未いまだに封ほう建けん的だと言うし、始し祖そという希き少しよう種しゆの眷けん属ぞくともなれば同じようにモルモットにされるかもしれん。もっとも、吸きゆう血けつ鬼きの世界の実情など知る由よしもない。もしかしたら逆に厚こう遇ぐうされたりしてな。それに懸かけてみるのもアリだろう」

　リライラがじっと晴はる夜やを見み据すえる。息の詰まるような緊きん張ちよう感かんに包まれた。

「脅おどかしてすまない」

　踵きびすを返す。壁かべ際ぎわの机にどかりと座り直し足を組んで寄りかかる。何な故ぜか、黙だまり込んだリライラから高圧的な空気が放たれている。態度の急きゆう変へんに晴夜は戸と惑まどう。

　伏し目がちにして見つめる先には床があり、組足の爪つま先さきが伸びた場所には大量の専門書が積み上がっている。長い脚あしに見み惚とれた隙すき間まに、リライラはぼそりと話し始めた。

「なあ、晴夜君。こんな疑問を抱いたことはないだろうか。施し設せつで育てられた子供たちは、教会の目論もくろみどおり聖殲士ナーバになることを志こころざすようになるが、しかしこのような自由な校こう風ふうの学校に通わされて、果たして純じゆん然ぜんたる戦せん闘とうマシンに育つのだろうかと。慈じ悲ひ深い教会は多くの選せん択たく肢しを用意している。吸きゆう血けつ鬼きを滅ぼしたいのであればすべての子供たちを聖殲士にすればいいのに、そうはしなかった」

　レオを思い出す。──みんながみんな聖殲士になりたいもん？　そのように疑問に思えることも教会の教育の賜たま物ものだった。

「けどそれは、役割分ぶん担たんというか、全員が聖殲士だとそれはそれで機能しなくなるからじゃないんですか」

「そうだ。何も聖殲士だけが闘たたかっているわけじゃない。聖せい道どう士しもこの学園の教師たちも一いつ緒しよに闘たたかっている。戦せん場じように行くだけが闘いではないということだ」

　それはどこか、晴はる夜やを責めたてるかのような言い回しだった。

　晴夜を見み据すえて、言う。

「晴夜君、君はどうして戦場へ行きたがる？」




『私のために死んでね、ハル』




　蠱こ惑わく的な声こわ音ねで囁ささやいた。心を捉とらえ、ゆっくりと溶かしていく。何も持たない晴夜を支えてくれた半はん身しんは、唾だ液えきを絡ませて、お互いのために死に合おうと誓ちかいを立て────。

　リライラが溜ため息を吐ついた。

「どうも君は死に急いでいるように見えるんだ。恐れることなく、……いやむしろ、死ねないことを恐れているようだった。聖獣ヴイアツアの攻こう撃げきが効かない体質を嫌きらっていた。聖獣を宿さないその性質を呪のろっていた。私の攻撃をわざと受けていたのも半分は自じ暴ぼう自じ棄きだったんだろう」

「……気づいてたんすね」

「当然だ、バカモノ。毎回君きみを訓くん練れんに誘ったのはそれが癪しやくに障さわったからだよ。私は大の負けず嫌いなんだ」

　腕を組んで堂々と言う。ああ、後こう輩はい想おもいの先せん輩ぱい像ぞうが崩くずれていく。エンマの推すい理りが一番的まとを射いていたらしい。

　しかし、さっきから一いつ体たい何の話をしているんだ。

「戦場へ行きたい気持ちはわからなくもない。教会に拾われた子供の大たい半はんは吸きゆう血けつ鬼きへの復ふく讐しゆうを目的に生きるからな。しかし、さっきも言ったように、何も戦場でなくとも闘たたかうことはできるんだ。晴夜君には晴夜君の戦場がある、ということだ。人間に戻ったところできっと君の体質は変わらないだろう。聖獣を宿さない者が前線に立つことはできない。いや、元もと吸血鬼という肩書では戦場はおろか元の日常に戻ることも叶かなわない。君の望みはとうに潰ついえている」

「……」

　理解した。人間に戻る必要があるのか、と問われているのだ。

　同じ行き場がないのなら、ひ弱な人間ではなく、屈くつ強きような吸血鬼のままの方が生きやすい。同じモルモットにされて憎にくしみを抱くのなら、人間をではなく、吸血鬼を憎んだ方が傷は浅い。

　倫りん理り観かんも宗しゆう教きよう観かんもアイデンティティも排はい除じよして、快適な方を選べと迫られていた。

　拳こぶしを握る。比べるような問題じゃないのに。

「それでも君は人間に戻りたいのか？」

　なぜそんなことを訊きく？　改めれば違う答えが返ってくると思ったか。一度死んでおきながら蘇よみがえっただけでも奇き跡せきで、さらにそこから奇跡の上うわ塗ぬりが始まろうってのにてんで日ひ和よった質問だ。激しくなった動どう悸きが体を震わす。瞳どう孔こうが開いて痛い。目が真まっ赤かに燃え上がる。

　人間の世界に戻るか。

　吸きゆう血けつ鬼きの世界を行くか。

　二つに一つ。どちらを選んでも幸せな未来はあり得ない。

　リライラの問いに、晴はる夜やは、

「俺おれは、────」

　……いや。

　考えるまでもないだろう。

　考えるまでもなかった。

　晴夜が望むこと。それは────。

「ところで、」とリライラが晴夜の答えを遮さえぎるように話題を変える。いつもいつも間合いを外されていい加か減げん訝いぶかしむ。リライラの意い図とが摑つかめない。

「君はここにある本を読んだことはないのか？」

　本当に話題が変わっている。若じやつ干かん苛いらつきながらも正直に答えた。

「……数冊だけ、ぱらぱら捲めくった程てい度どには目を通しましたけど、きちんと読んだのは一冊もありません」

　テアが悉ことごとく邪じや魔まをしてくれたからだ。気になるタイトルの本がいくつもあったのでずっとヤキモキしていた。今はそれらを読んでいる暇ひまはないが、いつかは読もうと心に決めている。

「もう一度聞くが、本当にここの本を読んでいないんだな？　人間に戻る方法を模も索さくして勉強したりもしていないのか？　ほら、いつかの学習室のように」

「その話は止やめてください。なんか格好かつこ悪いんで」

「いいから。質問に答えろ」

　戦せん慄りつした。リライラの目つきに何やら険けんが宿って見えたのだ。どこが地じ雷らいだったのか判はん然ぜんとせず、ごくりと喉のどを鳴らす。

「勉強は、……してないっす。人間に戻る方法は、だってテアが知っているわけだし、テアのお世せ話わをすることが条件でしたし」

「だろうな。でなければ、ここにある本に縋すがりつくような真ま似ねはしなかったはずだ。晴夜君は騙だまされやすい性格なのか？　それとも始し祖そが一枚上うわ手てだったのかな？」

「……どういう意味っすか？」

　言いたい放ほう題だい言われて面白くない晴夜を無む視しして、リライラは積まれている本を適当に手に取って捲めくった。「見てみろ」と押しつけられたページには、蛍けい光こうペンでラインが引かれている箇か所しよがいくつかあった。眷けん属ぞくが人間に戻る方法と題された章だった。

「ここにある本はすべて人間が書き記しるした物だ。というか、森しん星せい学園の保ほ管かん庫こにあった学術書だ。どれもこれも見覚えがあるし、ほら、蔵ぞう書しよ印いんまで付いている。こっちも、こっちの本にも。君が戻ってくるまでの間に、暇ひま潰つぶしに何なん冊さつか開いてみたのだが、ラインが引いてある箇か所しよは全部似たような内容だったな」

　屍鬼グールの生せい態たいについて。あるいは、眷けん属ぞくが人間に戻れるか否いなかの検けん証しよう結果。

　不意に目に留まったのは、この部屋で最初に目覚めたときテアが熱心に読んでいた重じゆう厚こうな本だった。晴はる夜やは手に取り、ページを捲めくる。

「結論から言って、人間に戻る方法は無いということになっている。──ところで、この蛍けい光こうペンは誰だれが引いたものなのだろうな。以前私が確かく認にんしたときにはこんな落らく書がきはなかった。ちなみに、そこの床に同色の蛍光ペンが落ちているのだが、これは偶ぐう然ぜんかな？」

　テアが読んでいた本にも蛍光ペンが引かれていた。

「君のご主人はどうしてこのような真ま似ねをしていたのだろうな」

「……」

　──聞くところによると。

　あの台詞せりふはきっと、誤ご魔ま化かしであり、希望でもあった。

　テアは晴夜を人間に戻す方法なんて知らなかったのだ。晴夜の命を救うために眷属にし、その後必ひつ死しになって人間に戻す方法を模も索さくした。晴夜が目覚めるまでの七日間のうちにこれだけの本を集めてきて勉強していたのだ。晴夜に四し六ろく時じ中ちゆう付きまとっていたのはこのことを悟さとらせないためか。

『晴夜は自殺したくなりますか？』

　死ぬのは怖こわい。けれど吸きゆう血けつ鬼きとして生きるのは、死ぬことよりも、もっと辛つらい。

　吸血鬼を憎にくむ下地が施ほどこされた人間にとって眷属という立場はこれ以上ない責め苦だ。

　自らを滅ぼして身を清めようとしなければ精神こころが耐えられない。

　……違う、そうじゃない。逆なのだ。

　積極的に死のうとは思えないが、生きること自体は億おつ劫くうになった。ひっそりとゆっくりと生きて（死んで）いこうと考えた。生きながら、死んでいこうと思った。

　たぶんすでにもう、精神こころは壊こわれかけていたのだ。

　だから死にたいと思うのだ。

　テアの言葉が一時的に晴夜の精神こころを救っていた。単純であっけない、稚ち拙せつで悪質極きわまりない噓うそ。まやかし。偽ぎ善ぜん。──希望。

　人間に戻れるという希望に縋すがりつくことで精神を持ち直すことができた。──俺おれはテアに三度命を救われていたのか。

「晴夜君という眷属を手放したくなかったのだな。手て駒ごまとなった盾たてと剣が勝かつ手てにいなくならないようにと首くび輪わを掛けた。なんとも自分本ほん位いなことだ。下げ賤せんで卑いやしい吸血鬼らしいやり方だ」

　リライラのわざとらしい偽ぎ悪あく的な言葉に晴夜の思し考こうは猛もう烈れつに反はん抗こうする。

　──ならばなぜ、グリオにその身を差し出した？

　手て駒ごまを見み逃のがしてもらう代わりに主人が命を張るだなんて、あべこべだ。

　去り際の遺ゆい言ごんが最後まで晴はる夜やを慮おもんぱかったものであったことも納なつ得とくできない。

　あいつはどうしてそこまでして俺おれを守る。

　俺はあいつに何をしてやれた。

「さて、どうしようか。始し祖そを奪だつ還かんする必要がなくなってしまったからな、無む理りをして格かく上うえの相手と死し闘とうを演じることはあるまい。始祖を連れてこの国から出て行ってくれるのなら吸きゆう血けつ鬼きを二匹ひきも退たい治じする手て間まが省けるというものだ。晴夜君は人間に戻れなくて残念だが、まあ気に病むことはない、私が取り計らってやろう。言っただろう、君の戦せん場じようはいつだって目の前にある。人間に戻らずとも吸血鬼と闘たたかう術すべはいくらでもあるはずだ」

　だから忘れろ、と。

　そう言いながら、リラリアは立てかけてあった細身剣レイピアを手に取って構える。晴夜の喉のど元もとに狙ねらいを定め、鋭い眼がん光こうでその場に両りよう脚あしを縫ぬい付ける。

　動けば殺す。──振りでも何でもなく、本気の殺さつ意いが晴夜を固まらせた。

「それでも始祖を助けたいと言うのなら、君を人類の敵とみなして滅ぼすよ」

「先せん輩ぱい」

「そうとも。私は君の先輩だ。森しん星せい学園の生せい徒と会かい長ちようだ。後こう輩はいが、学園の生徒が風ふう紀きを乱そうとしているのを黙だまって見過ごせると思うのか？」

　建たて前まえはいい。リライラはそんなことに関係なく、生まれながらにして聖殲士ナーバなのだから。

　吸血鬼の眷けん属ぞくを見み逃のがすはずがなかったんだ。

「前フリが長くなってしまったな。最初に言った確かく認にんしたいことというのは他でもない。晴夜君、君は、」




「人類と吸血鬼、────どっちの味み方かただ？」




　人間に戻りたいと願ったのは、ユウリの元へ、仲間の元へ帰りたかったからだ。学園内を討とう伐ばつ部ぶ隊たいに追い回された夜、殺意を向けてくる彼らが晴夜には吸血鬼以い上じようの何かに見えた。

　何か、恐ろしいモノに見えた。

　立ち位置を変えれば、敵てき対たいする種しゆ族ぞくは誰だれしも化ばけ物ものに見えるらしい。目の前にいるリライラやユウリたちをそんな化け物と思いたくなくて、また自分自じ身しんを化け物だと思われたくなくて。

　だから人間に戻りたいんだ、立ち位置を同じくすればきっとまた仲間になれるはず。

「わかりません」

　だけど、だからこそ、それでいいのかと考える。

　種しゆ族ぞくが違えばすなわち敵だと、どうして断だん言げんできる。だというならば、晴夜は最初にグリオと遭そう遇ぐうした夜に死んでいたはずだ。死んだまま、蘇よみがえることはなかった。諦あきらめかけていた心が立ち直ることもなかったし、グリオとの二度目の遭そう遇ぐうの際に見み逃のがされることもなかった。

　アルカテア・ディンケルホーファーが助けてくれなければ、大おお道みち晴はる夜やはとっくの昔に消しよう滅めつしていた。

　あいつは敵か？　──んなわけねえだろ！




「どっちの味み方かたかなんてわかんねえ、……けどっ、このままでいいわけがない！」




　晴夜は答える。目を赤く染めて、口元に牙きばを覗のぞかせながら、髪かみを逆さか立だてて、

　晴夜は吠ほえた。

「ああもう面めん倒どくせえ！　人間だとか吸きゆう血けつ鬼きだとかいちいちぐだぐだ考えてる場合じゃねえだろ！　どっち側についたら幸せかなんて今の状況でわかるかよ！　わかるはずねえんだ！　テアが攫さらわれたまんまじゃどっちにつこうが同じことだ！　そんなのは許せねえ！」

　人間の心が憤ふん怒ぬする。

　吸血鬼の体が爆はぜる。

　助けておいて、吸血鬼の体にしておいて、いなくなるんじゃねえ──っ！

「ああそうだよ許せねえんだ！　頭に来てんだ！　野の良ら犬いぬに嚙かまれたわけじゃねえんだぞ！　はいそうですかと納なつ得とくできるか！　あいつには言いたいことが山やま程ほどある。──先せん輩ぱい、わりぃけど俺おれは行く。テアのところに行ってくる。先のことはわかんねえけど、正解なんて想そう像ぞうもつかねえけど、今の気持ちだけははっきりとわかります。────俺はテアを取り返したい！」

　あいつを助け出す。

　でないと、俺は何のために眷けん属ぞくになったのかわからなくなる。

　お世せ話わ係だ。なら、最後まであいつの傍そばにいてやんなくちゃだろ。

　先のことを考えるのはそれからでも遅くない！

　細身剣レイピアに掌てのひらをかざし、突き刺す。血が刀とう身しんを流れて柄つかの部分に行き着く、その様よう子すをリライラは表情一つ変えずに見つめていた。

「私を敵に回すつもりか？」

「できればそうなってほしくないすけど。邪じや魔ますんなら力ずくで押し退のけるまでだ！」

　リライラの肩が下がる。剣に力が籠こもったのを掌から感じ取った。

　晴夜は闘たたかう覚かく悟ごを決めた。

「そうか。ならば仕方ないな」

　ズッと掌から細身剣が抜かれる。ハンカチで血ち糊のりを拭ふき上げ、そのまま元の壁に立てかけると、リライラはストンと椅い子すに座り直した。

　にこり、と満面の笑えみを浮かべて言った。

「協力しよう、晴夜君」

「……………………」

　は？

　思わず口をあんぐりと開けていた。意味がわからない。なにその身の変わりよう。呆ぼう然ぜんとする晴はる夜やに苦く笑しようしつつ、リライラは、先せん輩ぱいは、大きく頷うなずいた。

「いやなに、君を焚たき付けるために一ひと芝しば居い打ったのだよ。私はそこまで狭きよう量りようではないぞ、見くびってほしくないなあ」

　穏おだやかな声に引きつられるように、晴夜の体も弛し緩かんする。目の色も牙きばも正常に戻っていく。脱だつ力りよくして、思わず腰まで砕くだけそうだった。

「じょ、冗じよう談だんきついよ、先輩。マジで喧けん嘩かするかと冷や冷やしたんすから」

「君と争っている場合じゃないからな。君の言うように始し祖そが真しん祖その力の源みなもととなるのなら、我々はそれを放ほう置ちしておけない。奪だつ取しゆしたいのは私も同じだよ。晴夜君が人間に戻れないと悟さとって腑ふ抜ぬけられても困るからね、遠回しに気づかせたつもりだが」

　余よ計けいなことだったかな、リライラは片目を瞑つむる。

「……」

　晴夜は自分の胸に手を置いて、考える。

　余計なことなんかじゃなかった。晴夜は事実人間に戻ることに執しゆう着ちやくしていた。グリオと戦たたかうのもエンマの弔とむらい合がつ戦せんのように考えていた。本当に大切なことはそこじゃない、晴夜にとっても人類にとってもテア奪だつ還かんが最重要事じ項こうだ。

　いずれ戦せん場じようへ出て行くユウリのためにも、ここで真祖に『野性テア』を与えてはならないのだ。

　晴夜の闘いは人間に戻ることではない。種しゆ族ぞくなんて関係ない、大切なのはこの想おもいだ。

　晴夜が何をしたいのか。

「何度も言っているだろう。闘う目的と意志があれば、そこはすでに戦場だ。今の君にとって、吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくとして、主人を取り返すことこそが闘いであり、その思いを貫つらぬき通す場所こそが戦場だ」

「先輩……」

「行きたまえ。君の戦場だからな、私は後押ししかしてやれない。いきなりタッグを組まされても混乱するだろうし、一人で戦うべきだ」

　一人で戦わせることで最大限の譲歩じようほとした。

「もっとも、君が死んだらそのときは私が代わりに二匹の吸血鬼を討うつよ。始祖という危険な存在を野の放ばなしにはしていられないからな」

　正直なお人である。どちらにせよ、テアは狙ねらわれる定めにあるようだ。

　なら、やっぱり、死ぬわけにはいかないな。

　気づかせてもらえて感かん謝しやだ。自じ暴ぼう自じ棄きにならずに済んだ。ようやく目が覚めた。

　生きる道が決まった。

　決意を固めた晴夜を見つめて、リライラは「いい顔だ」満足げに頷いた。

「──さあ、時間が無いぞ。そのグリオとやらを倒すための準備をしなければな。一つ聞くが、君は太陽光こうが苦にが手てなのだったな？」

「はあ」

「聖獣ヴイアツアは効かないのに」

「まあ」

「では、十じゆう字じ架かはどうだ？　聖せい水すいは？」

「……」

　リライラの瞳ひとみがキラリと光る。

「試してみるか」

「…………………………………………え？」

　それから一時間、晴はる夜やの弱点を二人で徹てつ底てい的に調べ抜いた。具体的には十字架に触れたり、聖せい水すいを浴びせられたり、ニンニクを食べさせられたり、燃やされたり水みず責ぜめに遭あわされたりと過か酷こくな実験が繰くり返されたわけなのだが。

　リライラはドＳだというエンマの推すい理りが、奇くしくも実じつ証しようされてしまった。

「君の弱点は今のところ太陽光のみだ。聖獣が平気なんだ、十字架も聖水も平気だろうと踏んでいたが、私の勘かんは見事に的てき中ちゆうしたな。これはアドバンテージとして大きい。しかし、痛みが蓄ちく積せきされるというのはマイナスだな。もっとタフネスさが君にあればよかったのだが」

　ひっくり返る晴夜を案ずることなく、ノートに結果を書き留めていくリライラ。作戦が決まったのか、晴夜を引っ張り起こして服を脱がす。

「え!?　ちょ、先せん輩ぱい、何してんの!?　いーやー、やーめーれーっ！」

「変な声を出すんじゃない！　そんなボロボロの格かつ好こうのままじゃ戦えないだろうが。私の考える服装に着替えるんだ。そうだな、表おもて聖せい堂どうの十字架を持って行くのはどうだろう。なかなか迫力があっていいと思うぞ。うむ、想そう像ぞうしてみたら実にカッコイイ。特とく撮さつヒーローみたいだ」

「ノ、ノリノリっすね」

　リライラの意い外がいな一面を見た瞬しゆん間かんだった。




　そして数時間後──、森しん星せい学園校舎の隠かくし部屋にて。

　学園の制服を纏まとい、巨きよ大だいな十字架を背負った、吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくにして聖殲士ナーバという異色いしよくの戦せん士しが誕たん生じようした。

「おお、かっこいいぞ晴夜君！　惚ほれてしまいそうだ！　そうだ、フルフェイスのヘルメットも被かぶってみよう。視し界かいは制限されてしまうが、なあに問題あるまい。大切なのは格好良さだからな！　戦せん隊たいモノみたいで羨うらやましいぞ、このこの！」

「はっはっはっ、もう好きにしてください！」

　ダメだこの人、晴夜は全力でそう思った。




　　　　　　　　　†




　ユウリのために死ぬには、共に生きる必要があった。

　人間に戻れないと悟さとったとき、吸きゆう血けつ鬼きは別れを決意した。




　日にち没ぼつ後、隠かくし部屋を出てこっそりと女子寮りように向かい、木に登ってユウリの部屋の窓を覗のぞく。晴夜が失しつ踪そうしてからは授業にも顔を出さず、ずっと部屋に籠こもって泣き暮らしているようだ。カーテンで仕切られた向こう側から時とき折おり嗚お咽えつが耳に届く。

　吸血鬼の耳には届く。

　ユウリの泣き声が聞こえる。

「……」

　吸血鬼には掛けるべき言葉が見つからない。別れを繰くり返しても傷口を広げるだけでしかなく、ならば半はん身しんへの未み練れんはここで断ち切ることにしよう。

　過去を、断ち切ろう。

「おまえのために死ねなくて、ごめん」




　吸血鬼はもう迷わない。













　四章『主しゆを讃たたえよ、吸血鬼』







　海かい浜ひん公園の遊ゆう歩ほ道どうを抜けた先、沿岸に作られた港こう湾わん施設のさらに外れた港には、無数の倉そう庫こが建ち並んでいた。夕暮れの残光を受けて影を作るその群れは、作業員が一切いなくなったこの時分にはゴーストタウンの様よう相そうを呈ていする。

　他のどの倉庫とも見分けが付かないその一つに、アルカテア・ディンケルホーファーは監かん禁きんされていた。すべての採さい光こう窓が暗あん幕まくで隠された倉庫内は暗くら闇やみに支配されている。コンクリートの床に横たわるテアはしかし、安らかな寝息を立てていた。

　扉とびらが開き、隙すき間まから光が差し込んだ。そのわずかな光の帯おびが埃ほこりの粒子りゆうしを煌きらめかせ、同時にグリオの姿すがたを浮かび上がらせる。外から帰ってきたグリオは後ろ手に扉を閉めて、真まっ直すぐにテアの元へと歩み寄った。

「始し祖そよ、起きろ。約やく束そくの物だ」

「……んあ？」

　テアは目をこすりながら起き上がる。グリオは呆あきれたように溜ため息を吐ついた。

「囚とらわれの身でありながらよくも眠れるものだ。大した神しん経けいをしている」

「むっ、失礼ですね。寝ていません。眠っているフリをしていただけです。謝ってください」

「涎よだれのあとが口元についているぞ」

　ごしごしと袖そで口ぐちで口をこすり、毅き然ぜんとグリオを見返す。

「どこにそのような証しよう拠こが!?」

　グリオはテアから視線を外す。真ま面じ目めに対応するのが馬鹿らしくなったようだ。

「そんなことより、買ってきてくれましたか!?」

　鼻息荒く縋すがりつくテアを煩わずらわしく思いながら、手にしていた袋ふくろを掲かかげた。

「……ああ。一つずつ買ってきた。一人で食べろ」

　言い終わる前にグリオの手元から袋を掠かすめ取ると、だだだと走って距離を取る。グリオに買ってきてもらったのは、グリオにさらわれたあの夜に食べ損そこねたハンバーガーと、期間限定商品『サクッ！熱っ！アップルパイ』＆『特大ストロベリーシェイク』である。

　あれを食べられないのなら死んでやる、と日の光の中に飛び込もうとしたテアに、グリオは散々振り回された。食べ物如ごときでそんな、と当初高たかをくくっていたのだが、半べそ顔で倉そう庫この扉とびらに突とつ進しんしていくテアには正直度ど肝ぎもを抜かれた。

　死なれては困る。生きたまま領りよう地ちへ連れて帰らなければ意味がないのだ。千年を生きる始し祖そでも精神年ねん齢れいは子供のままで、素直に食べ物を与えて大人おとなしくさせるのが賢けん明めいだとグリオは悟さとった。

「私がいない間に逃げようとは思わなかったのか？」

「何言ってんですか、まだ日が照っているというのに。わたしに死ねというのですか!?」

「……」

　グリオは我が慢まん強い吸きゆう血けつ鬼きなのだ。

「わたしの方こそ訊ききたいですね。どうしてさっさと貴方あなたの領地に連れて行かないのですか？　わたしを無む理りやり眠らせて棺かん桶おけにでも押し込めば良かったのでは？」

「……そのようにして運んでいては目立つ上に動きにくい。始祖には自力で歩いてもらう」

　テアは不満そうに「えー」と漏もらした。

「抱っこして歩けばいいではないですか」

「本気で言っているのか？」

「晴はる夜やはしてくれます。疲れたと言えばいつでもどこでも負おんぶに抱っこしてくれました。彼は忠ちゆう義ぎに厚い男なのです。……噓うそでした。してくれませんでした。晴夜は薄はく情じよう者ものでした」

「その眷けん属ぞくに夜まで待つと伝えている。猶ゆう予よだ、吸血鬼として生きる覚かく悟ごを決める時間をくれてやったのだ」

　眷属でありながら真祖を凌りよう駕がするパワーを秘ひめていた。始祖の血が力の源げん泉せんであるならば、その眷属は生まれながらにして最強の戦せん士しに違いない。捨てるには惜おしい。

　道どう中ちゆうは始し祖その相手もしてくれるだろう、という目もく算さんもある。

「素直に従えばよし、しかし抵てい抗こうするならば今度こそ殺してでも連れて行く」

「どうしてそこまで晴はる夜やに拘こだわるのです？　好きにさせればいいではないですか？」

　袋ふくろを開いて鼻歌交じりにハンバーガーにかぶりつく。「んーっ」恍こう惚こつと咀そ嚼しやくしつつ、呆あきれたような視線をグリオに向けた。

「ま、貴方あなたの事情など容易に想そう像ぞうできますけれど。それを晴夜に押し付けるのは筋すじ違ちがいってもんですよ」

「……解げせんな。おまえはあの眷けん属ぞくが惜おしくないのか？　まさか、血を吸うことに味を占めたとでも？　眷属はまた作ればいいとでも思っているのか？」

「んなわけねえのです！」

　ここにきて初めてテアが怒りの感情を露あらわにした。キッと睨にらみつけるその目には、興こう奮ふんの余りか涙が滲にじんでいた。

「晴夜は特別です！　わたしは晴夜が晴夜だったから眷属にしたのです！　見み損そこなうなってんですよ！」

「……ならばなぜ、やつを捨てておく？　私には始祖の考えていることがさっぱりだ」

「だって、晴夜は……」

　俯うつむき、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「晴夜は、……救きゆう世せい主しゆ、……なのですから……」

　聞き捨てならない言葉だった。テアの態度からしてふざけているようには見えない。救世主──、グリオもまた口にし、眉まゆ根ねを寄せた。

「……どういう意味だ？」

　諦あきらめたような溜ため息を吐ついて、

「晴夜は世界の救世主になっていました。晴夜の未来はすでに確定しているのです」

「……まさか、未来視だと？　始祖よ、おまえには未来が視みえるのか？」

「見えます。晴夜は世界を救っていました」

　愕がく然ぜんとする。望む未来を近づける魔ま術じゆつなら存在するが、確定した未来を視るというのは奇き跡せきと呼べる種類の現げん象しようだった。それを天然で使いこなせるというのか。

　信じられん。

「世界を救う、か。それはどういった視点からなのだ？　始祖の目から見た未来か？　それとも世界が紡つむぐ歴史の書を先読みしたか」

　未来視にも種類がある。映えい像ぞうとして捉とらえられるものから、言葉や画えなど抽ちゆう象しよう的に表されるものまでさまざまだ。さらに、救世主という単語では『誰だれにとってか』を限定されてしまうので、主体とされる視点が重要になる。

　もしも世界が主体となるならば、それは運命という言葉に書き換えられる。

「世界は世界でも、晴はる夜やの世界です。晴夜が、晴夜の守りたかった世界を救っていたのです」

　遠くを見つめるテアのその瞳ひとみには一体何が映っている？　どんな眷けん属ぞくの姿すがたが視みえている？　グリオは強く興きよう味みを惹ひかれた。

　眷属はこの先人間側と吸きゆう血けつ鬼き側のどちらに転ぶのだろう。所属する世界が違えば救う側も変わってくる。果たして眷属は人間を救うのか、吸血鬼を救うのか。

　あるいは、未知の世界を切り開くか。

　面白い。

「やはり眷属はこちら側へ引き込むべきだ。交こう渉しようも説得もなしだ、心しん臓ぞうを奪うばいさえすれば身動きは封じられる」

「グロテスクな話題はお控えなすって」

　食事中だというのにデリカシーのない人です、と頰ほおを膨ふくらませる。もぐもぐと咀そ嚼しやくし、ごっくんと飲み込み、包み紙をくしゃくしゃに丸めて背後に放り投げる。

　完食。

「晴夜の未来は晴夜が決めるべきですし、晴夜にしか決められません。わたしや貴方あなたがどうのこうの言っても未来を変えることはできないのです。わたしは、だから、晴夜のお荷物になる気はありません。本当は人間に戻してからお別れしたかったのですが」

「人間に戻す？　馬鹿な、一度吸血鬼になったものが元の人間に戻ることは不可能だ」

　反論するその口く調ちようは頑かたくなだった。テアはそれに気づいていたが、あえて無視する。

「晴夜には何も強制したくないのです。わたしがいれば彼は迷うかもしれません。──グリオ・ヘルツル、今すぐわたしを連れて行きなさい。もう抵てい抗こうしませんから」

「……そうか」

　グリオは渋しぶ々しぶと頷うなずいた。テアの言うことも理解できたからだ。

　未来が確定しているのならば何をしたところで徒と労ろうだろう。眷属がどんな世界を救うのか興味は尽きないが、そのときが来れば自おのずとわかることなのだ。

　野や暮ぼはすまい。

「ふん。……ならば、すぐにここを出るぞ。眷属がいつやって来るとも限らんからな」

「……そうですね」

　日はとっくに沈んでいたらしく、外は完全に夜の暗くら闇やみに塗り潰つぶされていた。用意してあるクルーザーを出港させても今なら人目に付きにくい。

　グリオはテアの腕を摑つかんで、扉とびらに向かって歩き出した。




「勝かつ手てにどっか行くんじゃねえよ。それじゃあ俺おれが困るんだ」




　足取りと呼吸が止まった。テアは聞き覚えのある声と台詞せりふに振り返る。

　がごん。ウィイイイイン────。

　テアたちの背後、海側に面していた倉そう庫この巨きよ大だいなシャッターが上に上がっていく。月明かりを反射する海面を背景に、腕を組み仁に王おう立だちしている男がいた。

「待たせたな！」

　晴はる夜やだ。巨大な十じゆう字じ架かを背負い、グリオを睨にらみつけて雄叫おたけびを上げた。

「ウウウウウウウウオオオオオオォォォォォッッッッ！」

　衝しよう撃げき波はを伴った大音おん声じようが倉庫を激しく揺らした。威い圧あつに押され、グリオは一歩後ずさる。

「眷けん属ぞく……ッ」

　テアを離し、臨りん戦せん態勢で晴夜を見み据すえた。

「やはり来たか。その様よう子すでは目的は一つのようだな」

「おおっ！　借りを返しに来た、覚かく悟ごしやがれ！　────テアッ」

　名前を呼ばれ、「晴夜ァ！」テアが駆かけ出す。あまりの嬉うれしさにテアの表情が華はなやいだ。

「晴夜っ、ああ晴夜、夢じゃない本物の晴夜です！」

「うるせえバカっ、寝ね惚ぼけてんな！　せめて人間に戻してから攫さらわれろ、アホ！」

「えええっ!?　台詞せりふが辛しん辣らつすぎます！　せっかくの感動シーンが台だい無なしです！　晴夜はわたしがどうなってもいいというのですか!?」

「いいわけねえだろ！」

　テアの無事な姿すがたを見つけて内心で安あん堵どする。人間に戻る方法がないことに気づいていない振りをして、いつもの如ごとくテアに悪あく態たいをついたのは単なる照れ隠かくしだ。

　けれど、同時に怒りも沸わいていた。──よくもテアを連れ去りやがったな。

　背負った十字架を手にして構える。晴夜の身長をわずかに超える巨大な十字架は、まるで研とぎ澄すまされた銘めい刀とうのように光を放つ。

「テアは命の恩おん人じんだ。そいつがいなかったら俺おれはあのまま死んでいたんだ」

　たとえ吸きゆう血けつ鬼きにされようとも。

「そいつはもう俺の一部で、大切なご主人なんだ！　返してもらうぞ！」

　晴夜の台詞に、テアもグリオも身動き一つできずに固まった。

　──決まった。

　十字架の先せん端たんをグリオに向けて、晴夜はリライラと考えに考えた登場シーンがうまくいったことに興こう奮ふんを覚えた。と言っても、リライラの聖獣ヴイアツアがテアを監かん禁きんしている倉庫を見つけ出し、シャッターを作動させるタイミングもリライラの指し示じどおりに行っただけなのだが。今もどこかで物陰に隠れてガッツポーズをしているであろうリライラを想そう像ぞうして、苦く笑しようする。

「何を馬鹿なこと言っているのですか、晴夜は」

「あれえ？」

　しかし、テアはお気に召めさなかったようだ。というか、再会の興奮が冷めてきて我に返った様よう子すである。

「どうして来たのですかこのスットコドッコイ!?　わたしが晴はる夜やを庇かばって捕つかまった意味がないじゃないですか!?　人間に戻るチャンスだったのに！　このバカ、バカ、バカ────っ」

「うるせえ！　バカはおまえだ、バカ！　誰だれがそんなこと頼んだよ！　俺おれを残して勝かつ手てに捕まってんじゃねえ！」

　お世せ話わ係とか言っていたくせに。

　騎き士しだのと持ち上げといて勝手に見限りやがって。

「本当は捕まりたくなかったんだろ！　自由でいたいんだろ！　死にたくねえんだろ!?　ならそう言えよッ！　一言『助けろ』と命令しろよ！　何のための眷けん属ぞくだ！　俺なんかに気ぃ遣つかいやがって！　俺のことを想おもうなら勝手にいなくなるんじゃねえよ！」

　人間の世界にも、吸きゆう血けつ鬼きの世界にも、身の置き場がないのだ。

　おかえりなさい、と言ったのはおまえじゃないか。

　おまえが居い場ば所しよなんだ。

　おまえだけが。

「俺はテアの味み方かただ。人間も吸血鬼も関係ねえ。────救わせろ、アルカテア」

「────」

　テアが呆ほうけた顔で固まった。その瞬しゆん間かん、晴夜とグリオの間の空気が張り詰める。

　地面を蹴ける。吸血鬼の力を最大限に活用した爆ばく発はつ的な踏み出し。踏み込んだコンクリートの地面が後方に砕くだけ飛び、音速を超えた晴夜の体は次の瞬間にはグリオの背後にあった。

　グリオには消えたように映った。

　意識したときにはもう、晴夜は十じゆう字じ架かを振りかぶっていた。

「う、お、りゃああああ！」

「ッ」

　前転して十字架から逃のがれるグリオ。体勢を立て直す頃には、晴夜はすでに次の行動に出ていた。懐ふところからガラス瓶びんを取り出して投げつける。グリオが咄とつ嗟さにそれを弾はじくと中身が溢あふれ、全身に液体が飛び散った。グリオは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。




『──いいか、晴夜君。どうして君の攻こう撃げきが吸血鬼に当たらなかったのかというと、やつらは体を変化させているからだ。おそらく当たる瞬間、霧きり状じように変化しているか蝙蝠こうもりに分ぶん裂れつして移動しているかしていたのだ。これでは当たるはずがない。吸血鬼の体を人間型に留めておく必要がある。──聖水を使うんだ。聖せい水すいを浴びた吸血鬼は、溶けないまでも動きが鈍るはずだ。体は驚いて硬くなる。その瞬間を叩たたけ！』




　十字架を振り抜いた勢いのまま、回転するように蹴りを放つ。

　グリオの顔面を全力で蹴けり抜く。派は手でな音を立てて倉そう庫この隅すみまで吹き飛び、コンテナの山を破は壊かいして埋もれた。




『──奇き襲しゆうに成功したならば一気に攻めろ。戦せん闘とう経験が圧あつ倒とう的に足りていないんだ、最初で最後のチャンスだと思え！』




　十じゆう字じ架かを真ま上うえに振りかぶって跳ちよう躍やく。コンテナを押しのけて姿すがたを現したグリオに渾こん身しんの力でもって叩たたきつける。コンクリートの地面が爆ばく砕さいし、破は片へんと砂すな埃ぼこりが舞い上がる。

　グリオは右腕一本で巨きよ大だい十字架を受け止めていた。

「……言っただろう。直接触れなければどうということはないと」

　十字架は服の上からではさほどの効果は得られない。ダメージを与えるには直接肌はだにぶつけなくては。しかし、グリオは苦痛に顔を歪ゆがませていた。晴はる夜やを蹴けりで引き離し、ふらりと立ち上がる。

　右腕が折れていた。

「正直驚いたぞ。純じゆん粋すいな力比べではおまえの方が上だ。十字架を素す手でで持てるとは、おかしな眷けん属ぞくだ、おまえは」

「中ちゆう途と半はん端ぱで悪かったな。人間でも吸きゆう血けつ鬼きでもないんでな」

　吸血鬼が苦にが手てとしている物が平気で、すでに克こく服ふくされている太陽光こうだけが苦手。

　圧あつ倒とう的な身しん体たい能力と再さい生せい能力を持つものの、吸血鬼特有の変化や魅み了りようの魔ま術じゆつは使えない。

「いいとこ取りってわけにはいかなかったけど、おまえを倒すには十分な仕上がりだろ」

　すでに夜。太陽の脅きよう威いがなければ晴夜に怖こわいものはない。

　それに、戦い方はリライラから嫌いやと言うほどレクチャーを受けている。

　準備は万ばん端たんだった。

「晴夜」

　位置的に、背中に守っているテアが声を掛けてきた。振り返らずに、応じる。

「なんだよ、テア。今さら逃げろなんて言うなよな」

「言いません。わたしを真ま名なで呼ばわる眷属は一いつ心しん同どう体たいでないと許しません。死ぬも生きるも一いつ緒しよです。だから、晴夜──」

　すうっと息を吸い込み、全力で命じる。




「勝ちやがれっ！　なのです！」

「了りよう解かい、ご主人マスター！」




　再度十字架を構える。晴夜も、テアも、その顔に迷いはなく自信に満ちている。

　グリオが右腕を軽くさすると、骨こつ折せつはたちまち回復した。

「眷けん属ぞくほど完全な再さい生せい能力ではない。すべての能力値において私より眷属の方が上だ。聖殲士ナーバとしても未み熟じゆくだった人間がここまで強くなるとはな。喜ばしい、始し祖その血は本物だったということだ」

　テアに血を吸われただけで真しん祖そを上回る力を手に入れてしまったのだ。

　眷属になったのが人間ではなく真祖だったなら、間違いなく最強の生物に生まれ変わるはず。

　誰だれがそいつらを止められるというのか。

「……やっぱりテアは渡せねえって話だよ。吸きゆう血けつ鬼きを強くするドーピング剤みたいなもんだもんな」

「晴はる夜や、失礼です！　男を元気にするドーピングだなんて、わたしをそんないやらしい目で見ないでください！」

「どうしてこの状況で下しもネタが言えるんだ、おまえは！」

「謝ってください！」

「悪かったよ！」

　シリアスが台だい無なしだ。しかしグリオが落ち着きを取り戻すのに十分な間であった。

　奇き襲しゆうはグリオに警けい戒かいを促うながしただけで終わった。もう少しダメージを与えておきたかったのだが。晴夜はリライラの言葉を思い出す。




『──最初で最後のチャンスを不意にしてしまった愚おろかな君にできることは、特とつ攻こうだけだ』




　策も何もない愚直ぐちよくな戦たたかい方。──余よ計けいなことをあれこれ考えるより、単純な方が晴夜には向いている。小こ細ざい工くを仕掛けられるほど器き用ようではないのだ、力技で攻めるしかない。

「さあッ！」

　先に動いたのはグリオだった。晴夜に肉にく薄はくし、拳こぶしを振るい蹴けりを繰くり出す。泥どろ臭くさい格かく闘とう術じゆつ。技術では敵かなわない晴夜はそれら攻こう撃げきを必死でかわしつつ、なんとか距離を離そうとするが、グリオがそれを許さない。

　吸血鬼が吸血鬼を滅ぼす方法は、心しん臓ぞうを灰にするか、相手の血を吸い尽くすかだけだ。

　心臓に手が伸びてくる。晴夜は転がって回かい避ひし、十じゆう字じ架かを振り回した。

「うおおおおおお！」

　グリオは十字架を難なくかわすと、一いつ旦たん距離を置き、手て袋ぶくろを取って両腕を背中に回した。

「その十字架は厄やつ介かいだな。面積がありすぎてなかなか邪じや魔まだ」

「そういうことか。先せん輩ぱい、自分の趣しゆ味みで選んだわけじゃなかったんだな」

　こんな巨きよ大だいな十字架、晴夜にとっても扱いにくい得え物ものなのだ。カッコイイという理由で押しつけてきたリライラには当初密ひそかに腹を立てたものだが。
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　さすがはリライラ先せん輩ぱいだ。あとで謝ろう。

「排はい除じよする」

　グリオの回された両腕が正面で交こう差さする。何かを投げつけたような動作。憶おぼえがあった。あれはレオの右腕両りよう脚あしを切断した動き。

　二つの斬ざん撃げきが、キィィィンッ！　十じゆう字じ架かを三つに分断した。先せん端たんと中部分が地面に落ちる。

「形を成していなければ十字架としての効力はない。これまでだ、降こう参さんしろ」

「…………」

　見えなかった。しかし、あれがリライラの推すい測そくしたとおりのものだとしたら──。

　晴はる夜やは十字架の破は片へんをいとも簡単に投げ捨てて突とつ進しんした。グリオは驚き、斬撃を繰くり出すこともなく慌あわてて後ずさる。

「らあっ！」

「ぐう!?」

　晴夜の左フックがグリオの腹を撲ぶつ。聖せい水すいがいまだ効いていた。グリオは呻うめき声を上げて、今度は反対側のコンテナの山へと飛ばされ激げき突とつした。

「おまえのその攻こう撃げき、離れてなければ使えないんだろ？　吸きゆう血けつ鬼きに聖獣ヴイアツアのような飛ばし技はないって言ってたから、おそらくそれはおまえの体の一部を使った技だ」

　吸血鬼には体を変化させる魔ま術じゆつがある。手を鋭えい利りな刃は物ものに変えることもでき、さらに形状も変化させられる。背後に腕を回したのは形を見せないためだ。グリオが投げつけたのはおそらく極ごく細ぼそに伸ばした自分の手。それを鞭むちのように打ち出したのだ。

「近くにいたら狙ねらいも定まらないし、何より自分を巻き込む恐れがある。そうなんだろ？」

　埃ほこりを払い立ち上がったグリオは素直に頷うなずいた。

「素晴らしい勘かんをしている。正解だと言っておこう。してどうする？　接せつ近きん戦せんでは分ぶが悪く、離れれば私は容よう赦しやなくおまえを切り刻む。それでも降こう参さんはなしか？」

　戦せん況きようは圧おしているようで徐じよ々じよに不利になっていた。グリオはもう油ゆ断だんしないだろう。

「得え物ものを失ったおまえに勝ち目はない」

「そういうことはこの技を受けてから言いやがれっなのです！」

「テア、黙だまってろ！」

　やることないからって無む理りやり参加してくるな。気が散る。

「勝ち目ってのはなあ！　自分で作るもんなんだよ！　うおおおおおおおっ」

　晴はる夜やにできることは肉にく弾だん戦せんに持ち込むこと。純じゆん粋すいな力ちから勝負ならば勝ち目はあるはずだ。たとえ戦せん闘とう経験で劣っていても、勘かんと瞬しゆん発ぱつ力でカウンターを狙ねらえる。

　吸きゆう血けつ鬼きの力を理解していればできない業わざじゃない。

　晴夜の右ストレートがグリオの頰ほおを抉えぐる。かわしきれず、掠かすっただけでも脳を揺らす威い力りよくだ。グリオは顔を顰しかめるも、手しゆ刀とうで晴夜の足を切りつける。動きを鈍らせ、その手を顔面へと跳ね上げた。

「!?　────チィッ」

　顔を逸そらす晴夜、だが、グリオの手刀は振り上げた状態から直角に落ちて、ちょうど晴夜の首を狙ねらっていた。体を捻ひねり皮かわ一枚切りつけられて難を逃のがれるも、今度はグリオの膝ひざ蹴げりが腹部に直ちよく撃げきし、反対の手で胸きよう部ぶを掌しよう底ていで撲ぶつ。

「があっ!?」

　ドンッ！と宙に浮き、後方によろめく晴夜だったが、追つい撃げきはない。グリオもまた「ぬうう」と掌てのひらを押さえて苦しげに呻うめいていた。

「眷けん属ぞく、おまえッッ」

「は、はあ、は、へへへ……」

　晴夜はにやりと笑い、制服のボタンをはずし制服の内側を見せつけた。そこには無む数すうの十じゆう字じ架かが貼はり付けられてある。グリオが素す手でで攻こう撃げきしてくる限り、拳こぶしは十字架に焼かれ、攻撃の威力をそのままグリオに跳ね返す。グリオの攻撃を防ぐ絶対防ぼう御ぎよである。

「へっへっへ、これでは迂う闊かつに近寄れまい」

「卑ひ怯きようです、晴夜！　あなたの血は何色ですか!?」

「あれ？　結けつ構こういいアイディアだと思ってたんだけど」

「格好かつこ良すぎです！」

　褒ほめられちゃった。

「よっ！　吸きゆう血けつ鬼きのなり損そこない！」

「それ、絶対褒めてねえだろ!?」

　いかん。テアと絡むとどうしてもコミカルになってしまう。本ほん人にんは至って真剣なのに。

「……ふざけてはいるが、確かにいい策だ。これは私と眷けん属ぞくの我が慢まん比べだな」

「え？」

　制服のボタンを慌あわてて留める。グリオが攻められる箇所は首から上か下か半はん身しんだ。心しん臓ぞうを狙ねらうことはできないはず──、そう思っていたのに、グリオは晴はる夜やに接近すると躊躇ためらうことなく素す手でのまま腹部に拳こぶしを打ち込んだ。

「ッッッ!?　ごほおッ！」

「ぐうううんんんあッ」

　晴夜が咳せき込み、グリオが呻うめく。それでもグリオは止まらない。岩のように固い拳が連続で打ち出され、肋ろつ骨こつを粉ふん砕さいし、再生する暇ひまを与えることなく内ない臓ぞうを押し潰つぶす。制服の下の体はトマトを潰したような惨さん状じようであるが、グリオの両拳もまた十じゆう字じ架かに焼かれて真まっ赤かに爛ただれていた。

　先に音ねを上げた方が負けというそのもの我慢比べの様よう相そうとなった。

「晴夜っ!?」

　先に膝ひざを着いたのは晴夜だった。真まっ白しろだった制服は内側から染しみて赤黒く変色しており、吐き出した血がさらに地面を濡ぬらす。出血量だけで二回は死んだ。痛みによるショック死はその倍はあっただろう。

　今も意識が朦もう朧ろうとしている。

　グリオは息を切らして晴夜を見下ろした。

「──はあ、はあ、再さい生せい能力は治ち癒ゆとは少々違う。あくまでも再生だ。受けた痛みは蓄ちく積せきされる一方で消えはしない。やせ我が慢まんするな。おまえでは私には勝てないのだ」

「────はあっ、は、あ、へへ、そいつはどうかな」

　それでも強がりを口にする晴夜に、グリオは真剣な口く調ちようで言う。

「今一度問おう。私の元へ来る気はないかね？」

「女の子がいっぱいいてハーレム作れるってんなら考えてやってもいい」

「それが条件か。わかった、手て配はいしよう」

「マジで!?」

　話がわかるどころじゃない！　こいつ、実はめっちゃいい人じゃん!?

　思わず痛みを忘れちゃったよ。

「十九人の妹を紹しよう介かいしよう。それだけ数がいればおまえの好みもきっといよう」

「いろいろまずいだろそれは!?　別の物語が始まっちまうよ！」

　こいつ、お兄にいちゃんキャラだったのか。器うつわの大きさにちょっとだけ納なつ得とくだよ。

　グリオは自分の拳こぶしを見つめて回復に努める。爛ただれていた拳が徐じよ々じよに元の肌はだ色いろを取り戻す。

「やはり交こう渉しようをしても無む駄だなようだ」

「余よ地ちすらねえよ。俺おれはそっち側に行く気はない」

「仕方がない。────ならば死ね」

　背せ筋すじが凍りつく。咄とつ嗟さに、本気で痛みを忘れて、反はん射しや的に地面を蹴けった。後方へ跳んで距離を離してもグリオから放たれる殺さつ意いが晴はる夜やの首くび筋すじを撫なでて抜ける。鎌かまの刃はをあてがわれた気分だ。どこにも逃げ場なんてない、そう思わせる圧力である。

　倉そう庫こ内すべてが射しや程てい圏けん内ない。

「心しん臓ぞうを取り出し従わせることもできるが、おまえが改心しないのであれば意味はない。どこにも行き場がないおまえは、どこにも行かぬと言うのなら、死ぬ他あるまい」

「…………ッ、死ぬわけにはいかないんだよ。勝かつ手てなこと言ってんじゃねえ！」

　今の台詞せりふのどこが琴きん線せんに触れたのか、晴夜は怒ど鳴なる。見守るテアが胸の前で祈るように指を組み、「晴夜」呟つぶやくように名前を口にした。

「テアに助けられた命だ。簡単に捨てられるかよ」

「ならばどう生きるというのだ。今はいいかもしれんが、後のち々のち吸きゆう血けつ衝しよう動どうに駆かられることになるぞ。そうなってしまえばもう後戻りはできん」

「…………っ！」

　忘れていたわけではない。それは常に頭の隅すみにあった懸け念ねんだ。

　吸血衝動──食欲を満たすためには血を吸わなければならない。

　吸血鬼きなのだから当然の欲求だ。

「こちら側に来れば人間の血を提てい供きようしてやれるのだがな」

「っ、ふざけんな。死にたくないっつっても、誰だれかを殺してまで生きたいとは思わねえよ」

　そんときは我が慢まんする、半なかば本気でそう思っている。……甘い考えだろうか。

「誤ご解かいしているようだが、血を吸わずとも吸血鬼は生きていけるのだぞ」

「は？」

「気づかなかったのか？　我々の食欲は人間と同じ食べ物で解かい消しようすることができる。吸血衝動は別の話だ。あれは、言わば性欲に近い。溜ためすぎれば理性を失うほどの中ちゆう毒どく性があり、大たい半はんの吸血鬼は節せつ制せいすることが難しい」

　確かに、晴夜は空くう腹ふくを覚えても血を吸いたいとは思わなかった。空腹は隠かくし部屋に備び蓄ちくされている非常食で間に合っている。

「……そうか。そういや、見落としてたわ」

　テアのやつは、そういえば、千年以上も眠り続けていたのだっけ。つまり千年もの間あいだ血を吸わなかったということだ。空腹や栄養失しつ調ちようで死ぬことはなく、吸血衝動はあくまでも衝動というわけである。なるほど、寝ていれば関係のない話か。

「けど、どっちにしろ血を吸わねえとやってられねえんだよな？」

「そうだ。個人差さもあるので一いち概がいには言えんがな。成り上がりが自殺する理由の一つにそれがある。衝しよう動どうを抑えることは死ぬよりも辛つらいことなのだ」

　吸きゆう血けつ行為を嫌けん悪おするあまり自殺を選ぶ、か。わかる気がした。誰だれかを犠ぎ牲せいにしてまで化ばけ物ものであり続けるには心を強くしなければ難しいだろう。

「そして、我々は人間を殺してなどいない。血は献けん血けつされたものを頂いている。人間社会には私たちの同どう胞ほうが多く潜ひそんでいて、彼らが人間から平和的に血を搾さく取しゆしているのだ。人間を殺せば騒さわぎになり私たちの存在も明るみになりかねない。そのようなリスクを冒おかすより人間に歩み寄ることを選んだのだ」

　リライラ先せん輩ぱいにも先せん刻こく似たような推すい測そくを聞かされていたから、全部が噓うそだとは思わない。

　けれど、聞き捨てならなかった。

「はあ？　噓言いってんじゃねえ！　だったらなんで世界中に俺おれたちみたいなガキがたくさんいるんだよ！　おまえらが家族を殺したからだろうがよッ！　何が平和的にだ！」

「それも誤ご解かいだ。いや、正確には半はん々はんと言ったところか。我々にも社会がある。当然そこには思し想そうもある。人間との共きよう生せいを選んだ部ぶ族ぞくと、人間を悦えつ楽らくのままに搾取しようとする部族とが存在している。派は閥ばつがあるのだよ、殺さつ伐ばつとしたな」

　テアも似たような話をしていたはずだ。

　晴はる夜やはなんとなく悟さとってしまった。──前者が『成り上がり』で、後者が『真しん祖そ』だと。

　元人間が平気で人間を襲おそえるとは思えないから。

「……ならなんでテアを必要とする。おまえたちは人間との共生を選んだんじゃないのか」

「さて。始し祖そのそれとは話が別だ。始祖を放っておくわけにはいかない。わかるだろう？　おまえは始祖の眷けん属ぞくになっただけでそれほどの力を得た。真祖が眷属になればどれほどの力を発はつ揮きできるか、想そう像ぞうすらできん。始祖は危険なのだ、私たちで管理する必要がある」

「利用する、の間違いだろう？」

「言い方はそれぞれだ。始祖をどのように使うかは所有者が決めることだ。私はただ回かい収しゆうしにきただけ。おまえはどうなのだ？　始祖をうまく制せい御ぎよできるとでも言うのか」

「……言ってる意味がわかんねえ。眷属が主人をどうできるってんだ」

　グリオの口ぶりではテアがそのもの兵へい器きのようじゃないか。

　テアを見る。グリオの話に不ふ吉きつなものを感じ取ったのか、顔を青くしている。

「眷属よ、おまえは世界で最も恐ろしい宝たから物ものを抱えていることを自覚しろ。理解できないのならば今この場でわからせてやる」

「っ、おい!?」

　待て、と叫ぶ前に、グリオはテアの前に移動していた。「ひえっ」怯おびえるテアを捕つかまえ、その首に──頸けい動どう脈みやくに手しゆ刀とうを当てる。

「何するですか!?」

「見るがいい。これが始し祖その力の片へん鱗りんだ」

　手しゆ刀とうを引き、ザシュ！頸けい動どう脈みやくを斬きった。テアの首から大量の鮮せん血けつが噴ふき出し、真まっ赤かな血ち飛沫しぶきが噴ふん水すいのように中空へと撒まき散らされる。凄せい惨さんでありながら、弾はじける血の煌きらめきに神しん聖せいなものさえ感じ取れた。千年以上守られ続けた始祖の命──畏い怖ふさえも撒き散らす。

　テアの体がゆっくりと傾かしいでいく。

「テ、テアァアアアア───────ッッッ！」

　グリオはテアの体を受け止めると、霧きり状じように漂うテアの血を見上げた。血は禍まが々まがしく渦うずを巻き、まるで火ひの粉こが舞っているかのようだった。

　不ふ吉きつな光こう景けい。

「気を強く持て！　さもなければ全身が灰になるぞ！」

　グリオがテアを守るようにして身を屈かがめたその瞬しゆん間かん、テアの血が黒い靄もやを吹き出すとそれらが周囲に向かって爆ばく散さんした。轟ごう音おんと爆ばく炎えんが意識を埋め尽くす。倉そう庫この外壁はことごとく吹き飛ばされ、夜空に向かって一ひと筋すじの黒々とした不ぶ気き味みな火ひ柱ばしらが立ち上がった。

　煉れん獄ごくとは違う、すべてを無に帰す凄惨な黒こく炎えんだった。

「────…………」

　やがてそれも収まった。倉庫内部は焼け爛ただれ、空気は炎ほのおに侵おかされて焦こげ臭くさい。

　中央では晴はる夜やが倒れている。血を吐いて悶もん絶ぜつし、かろうじて息を吹き返した。制服はボロボロで、身につけていた十じゆう字じ架かはほとんどが炭たん化かしていた。

　身構えていただけあってほぼ無む傷きずのグリオだったが、ほう、と密ひそかに安あん堵どの息を吐く。意識のないテアを抱え上げ、蠢うごめく晴夜に気づいて声を掛ける。

「十字架に救われたようだな。いや、これほどの威い力りよくだとは私も思わなかった。理解できたか？　始し祖その血は火か薬やくだ。あの少ない量でもこの有あり様さまだ。おまえは始祖を守ると言ったが、この凶きよう器きを守り抜く自信があるか。もしおまえが倒れ、始祖が殺されるようなことがあれば、周囲の人間はもろとも焼き尽くされるのだ。おまえにその責任を背負う覚かく悟ごがあるか？」

　テアを取り返すとはすなわち人類を滅ぼす兵へい器きを手に入れるということ。グリオが晴夜に託せない理由としては十分だ。

「……テアを放せ」

　力なく立ち上がる。十字架に守られたとはいえ無傷ではない。火を被かぶった箇か所しよは火傷やけどを負い、体中から蒸じよう気きのような靄を吹き出している。再度吐と血けつし、それでもグリオを睨にらみ付ける。

「テアを、返せ……っ！」

「まだやる気か？　十字架の防ぼう御ぎよはもうないのだぞ？」

　呆あきれたような口く調ちようの中には若じやつ干かんの畏おそれを滲にじませていた。晴夜は灰にならずに残った、首に提さげていた十字架のネックレスを引き千ち切ぎり、握りしめる。

　これだけあれば十分だ。

「関係ねえよ。テアを守ると決めたんだ。俺おれの主人だ。返せよ」

「理解できていないのか？　これはおまえには扱いきれぬ代しろ物ものだ」

　ゆっくりとグリオに近づいていく。手を伸ばせば届く距離で立ち止まり、

　下から覗のぞき込むように睨にらみ上げた。

「……回かい収しゆうするとか、管理するとか、言うな。そいつは物じゃない。凶きよう器きでもない。くそ生なま意い気きで食い意い地じだけは張っていて空気がまるで読めない頭の可か哀わい相そうな俺のご主人だ。……始し祖そ、でもねえ。アルカテアってちゃんとした名前があるんだ」

　意識を失ったテアの頰ほおに触れ、晴はる夜やは、はあ、と重く鈍く息を吐き出す。

「殺させねえ！　奪うばわせねえ！　守まもるっつってんだよ！」

　その血が火か薬やくであっても守ることに変わりはなく、たとえ自分には過ぎた重荷であったとしても背負い続ける義務がある。

　命の恩おん人じんで、居い場ば所しよだ。

　渡してたまるかよお！

　全力で拳こぶしを振るった。晴夜の渾こん身しんの一いち撃げきはしかし、虚むなしく空を切り裂さいた。グリオはテアを地面に落としつつ晴夜の攻こう撃げきをかわし、左手の指を晴夜の腹ふく部ぶに突き立て、貫つらぬき、固定する。

　ぞぶり、と腹ふつ筋きんに五本の指が抉えぐり込む。

「ぐううううううああああああああああッッッ!?」

「残念だ。眷けん属ぞくよ、本当はおまえを殺したくはなかったのだ」

　右手を晴夜の胸に当てる。心しん臓ぞうの上。鼓こ動どうを直じかに伝えている。

「だが、死ね。今度こそ、安らかに」

　食い込む。体内に向かって伸びていく五ご指しはやがて心臓をわし摑づかみにすると、引き抜こうとした。剝むき出しにした心臓を杭くいで刺し、灰にする気なのだ。そうなれば一いつ巻かんの終わり。再生することは不可能で、今度こそ晴夜の体は完全に消しよう滅めつしてしまう。

　晴夜はグリオの右腕を摑つかんでいた。握あく力りよくを込めたのは右腕を握り潰つぶすためだろうか。必死の抵てい抗こう、グリオにはそのように映っただろう。

　しかし、晴夜はその腕を固定してむしろ逃のがれられないように堅く握る。

「しっかり摑んでおけよ。俺の最終奥おう義ぎだ」

「……────なッ!?　馬鹿な、おまえまさかッ!?」

　心臓を摑んだ指が、手が、腕が、肩に至るまでの右腕が白い蒸じよう気きを出していた。じゅうじゅうと体を焦こがす。慌あわてて右腕を引き抜こうとするが晴夜に押さえつけられて身動きできない。

　グリオは絶ぜつ叫きようした。

「直接触れればどうってことあるんだったよなあ！　とくと味わえ最後の十字架クロスだ！」

「心臓にィイイ十字架をォオオオッッッ!?」

　そのとおり。晴はる夜やは心しん臓ぞうに十じゆう字じ架かを埋め込んでいた。──初めから。この場に来る前に仕込んでおいたのだ。

　晴夜にトドメを刺すときは、必ず心臓を引き抜くと計算して。

「おおおああおあおあおあおあおあおあおおあおあおッッッ!?」

「俺おれの勝ちだァアアアア！」

　ずっと握っていた十字架に強く強く力を込めて、弱り切ったグリオ目掛けて振りかぶる。

　吸きゆう血けつ鬼きへの最後の一いち撃げき。

「ハ、レ、ル、ヤァァァ主を讃えながら逝きアアアアアアアアアアやがれクソ吸血鬼野郎！」

　渾こん身しんの力で顔面を殴なぐりつける。グリオの頰ほお肉にくは焼け爛ただれて溶け、原型を失った頭部はそのまま砕くだけ散った。首なしになった体はその場に崩くずれ落ちた。

　晴夜はよろけながら心臓から十字架を抜き出し、吐と血けつした。血で真まっ赤かに染まった十字架はユウリから預かったあのロザリオである。

「へ、へへ、たしかにお守まもりになったぜ、ユウリ」

　終わった。グリオは倒れ、立っているのは晴夜だけだ。テアは、斬きられた首はすでに再生しており、気を失っていた。呼吸をしていたので晴夜は安あん堵どする。

　ズボンに仕込んでおいた十センチほどの杭くいを取り出して倒れているグリオに跨またがった。首から上が再生し、グリオの顔が整い始めた。再生完了してもすぐには起き上がれないはずで、完全に滅ぼすなら今のうちに心臓に杭を打ち込む必要があった。

　杭を心臓にあてがった。




『──最後のアドバイスだ。晴夜君、たとえ言葉が通じる相手だとしてもそれは吸血鬼だ。手て加か減げんしては駄だ目めだ。やるからには全力で滅ぼせ。甘えは命取りになるぞ』




「…………」

「……どうやら執しゆう念ねんの差が勝負の明めい暗あんを分けたようだ。あくまでも人間として始し祖そを守り抜くがいい。それがおまえの決めた道ならば、誇ることだ。私は潔いさぎよく退たい場じようするとしよう」

　グリオは目を閉じたまま、観念したように言う。晴夜は杭を構えた状態で止まっていた。

「どうした？　早く杭を打ち込め。そうすれば、おまえの完全勝利だ」

「……訊きいておきたいことがある」

「なんだ？」

「おまえはこの国で何人の人間を殺した？」

「……その質問に意味はあるのか？」

「答えろッ！」

　グリオは目を開ける。尋じん問もんを受けることが敗者の義務だと弁わきまえているのか、素直に応じた。

「私が命を奪うばった人間はあのエンマという娘むすめだけだ。いや、おまえも数に含めれば二人だな」

　テアを誘おびき出すために多くの人間を襲おそったグリオだが、実じつ質しつ殺した人間は一人だけ。

　それも自分の命を狙ねらう聖殲士ナーバだけだった。

　吸きゆう血けつ鬼きだからという理由だけで殺そうとしたのはエンマだ。グリオに晴はる夜やたちを殺す気はまったくなかった。

　吸血鬼だからという理由だけで、

　殺す気になったのは人間側だ。

「レオは、右腕と両りよう脚あしを切断されたあいつは、生きている。あのときおまえは手て加か減げんした」

「……ああ、あの人間か。実力のない者は聖殲士ではない。聖殲士でない者を殺すのは、ただの人間を殺すことは、私の主義に反する」

「さっきもそうだ。おまえはずっと俺おれに対して手加減していた」

　たとえば遠距きよ離りからの斬ざん撃げきを繰くり出していれば晴夜は近づくことさえできなかったはずだ。よしんば近づけたとしても、格かく闘とうスキルが勝っているグリオに肉にく弾だん戦せんで勝てるはずがない。手しゆ段だんさえ問わなければグリオは晴夜を簡単に殲せん滅めつせしめたのだ。

　これを手加減と言わずして何だと言うのか。

「端はなから俺を殺す気がなかったんだ」

「……始し祖その眷けん属ぞくに興きよう味みがあったのだ。滅ぼすには惜おしいと考えた。それだけだ」

「違う。おまえは、──あんたは俺を再三に渡って連れて行こうとした。仲間に入れようとしてくれた。吸血鬼だからって人間を殺す必要はないとも言ってくれた。あんたは、俺に同情したんだろう？」

「……」

　反論しない。それが答えであるように。人間社会に行き場のない晴夜を憐あわれんで、同情して、共感して、共に来いと言った、──そう、あれは晴夜の境きよう遇ぐうに共感していたのだ。

　今ならわかる。こうして真剣に殺し合ってようやく、わかる。




「あんたも元人間、成り上がりの吸血鬼なんじゃないか？」




　グリオは、深く長い溜ため息を吐ついた。

「……生き抜くために私は吸血鬼の眷属になることを選んだ。だが、それも過去の話だ。今や真しん祖そと並ぶほどの格かくと爵しやく位いを身につけた。私はもはや真祖だ」

　そうして、自じ嘲ちようするように笑った。

「だから何なのだ？　眷属にとって仲間を殺した仇かたきであることに変わりあるまい。──さあ、殺せ。私は学園の秘ひ密みつも、始祖の潜せん伏ぷく先さきも摑つかんでいるのだ、今滅ぼさなければ必ずや後こう悔かいすることになる」

「ああ、わかってる」

　きっとテアを狙ねらっているのはグリオだけではない。グリオにも仲間はいるし、グリオと思し想そうを異にしている部ぶ族ぞくもまた始し祖その血を欲しているはずだ。そいつらはきっとグリオのように甘くはない。

　テアを守ると決めた以上、禍か根こんはここで断ち切るべきなのだ。

　でも、

「あんたは殺さない。代わりに、約束しろ、もう二度とテアの前に現れるな」

　杭くいを下ろし、立ち上がる。これ以上の問もん答どうを拒きよ否ひするように背中を向けた。

　眠るテアを抱え上げた。鼻はな提ぢよう灯ちんを作るテアの小こ憎にくらしい顔に手を添え、その前まえ髪がみをかき分ける。──取り返せた。ようやく報むくわれた気がした。

　命令は守ったぞ、テア。

　晴はる夜やは大事そうにテアを抱え上げると、倉そう庫こを後にする。

「待て。本当にわかっているのか、眷けん属ぞくよ。今回は引くことにしよう、しかし私がそのような口約やく束そくを守るとは思わないことだ。なんとしても始祖は手に入れる。そのためなら無関係な人間さえも手に掛けるぞ。それでもおまえは私を見み逃のがすというのか？」

　慌あわてて声を張るグリオに対して、受けた背中は立ち止まるだけで振り向かない。

「……あんたが楽しんでエンマを殺していたのなら、喜んで人間を殺し回っていたのなら、俺おれだって今この場であんたを容よう赦しやなく殺してるさ」

　でも、違うんだろ。

　エンマとの戦たたかいは生死を懸かけた真しん剣けん勝負で、殺すか殺されるかでしか決けつ着ちやくはなかったはずだ。

　敗者には死を。──条件はグリオも同じだったのだ。

「そりゃ理り屈くつではわかっていても感情は抑えきれねえんだ！　あんたのことはめちゃくちゃ憎にくい！　それこそ殺してやりたいくらいに！」

　けれど、だからこそ、晴夜は思った。

　──最後まで手て加か減げんしてくれた相手をどうして殺せるっていうんだ。

「あんたのせいでわかんなくなっちまったよ、善悪の所在が……ッ」

　中立の立場に立たされて、人間を正義、吸きゆう血けつ鬼きを悪と断じることができなくなった。

　一方的な正義を主張する教会の姿すがたが霞かすんで見えてしまう。

「吸血鬼が問もん答どう無む用ようで滅ぼすべき悪だと言うのなら、俺もあんたもテアも死ぬべきだろう。でも、そうは思えない。俺は、少なくとも俺は、……生きていたいから」

『いいか、忘れるな。おまえはもう勝かつ手てに死んだらいかんのだ』

　このときになって初めて気づく、老ろう兵へいの言葉が深く胸に突き刺さっていたことに。たとえ老兵のいる戦せん場じように辿たどり着けたとしても、ユウリと共に戦場を駆かけたとしても、晴夜にはもう命を懸ける権利はない。

　助けられたなら、その分を生きなければならない。

　吸きゆう血けつ鬼きになってでも生きなければならない。

　悪でもいい。

　生きていたいんだ。

「……愚おろかな眷けん属ぞくよ、おまえは間違っている。人間の味み方かたであろうとするならば、やはり私は殺すべきなのだ。吸血鬼は人間に害を為なす。それだけでも殺すには十分な理由ではないか」

「なら、あんたはどうして人間を殺さない」

「……」

「人間にだって人間を殺す奴やつはいっぱいいるってのにな」

　それと、と晴はる夜やはついでのようにグリオを殺さない理由を口にした。

「おまえの十九人の妹に復ふく讐しゆうされたくない」




　　　　　　　　　†




　海かい浜ひん公園まで戻ってくると、リライラが待ち構えていた。

　リライラはテアを見るなり、「これが始し祖そか？　なんだ、可か愛わいい顔をしているじゃないか」と言葉とは対たい照しよう的に真剣な表情を浮かべた。

「先せん輩ぱい、俺おれ、間違ってますかね？」

「間違えているな。ただし、それは人間側の主張だ。君は、君の正せい道どうを貫つらぬいたのだろう？」

　なら胸を張れ。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、晴夜は前のめりに倒れ込む。受け止めてくれたリライラの胸の感かん触しよくに恍こう惚こつを覚えつつ、晴夜は意識を失った。




　グリオを生かしておいたのは、もしかするととんでもない誤りだったのかもしれない。

　けれど、テアを取り返すことはできたのだから。

　居い場ば所しよを手に入れたのだから。

　今はそれで十分だ。













　エピローグ







　意識が覚かく醒せいすると、天てん蓋がいの絵画が目に飛び込んできた。いつも目を覚ますたびに見てきた月と星の油あぶら絵えはディンケルホーファーの屋や敷しきに住んでいた頃から変わらない。ベッドも天蓋も異なるのに設しつらえだけはそのまま。これはきっと誰だれかの趣しゆ味みだ。

　少なくともテアではない。あの腐くされ侍じ女じよか、まあ、その近きん縁えんだろう。

　それとも千年も眠り続けていたせいで自分の趣味を忘れてしまったか。その可能性も大いにあったので、油絵自体をけなすことは止めた。独特なセンスだ、くらいに留とどめておこう。今ではこの絵を見上げないと起きた気になれないのだから。これから百年先もお世せ話わになるだろうから。

　ベッドから降り、その足で食しよく卓たくにつく。空腹で目が覚めたテアは、誰に何を告げることもせずに、静かに料理が運ばれてくるのを待つ。このソワソワする感じが好きだった。今日きようの献こん立だては何でしょう、と鼻はな歌うた交じりに待つのである。ナイフとフォークをそれぞれ手にして、床に届かない足をプラプラさせながら、きゃっほーと奇き声せいを上げる。ナイフとフォークをカチカチ鳴らした。

　やがてキッチンから料理が運ばれて来て、テアの前に配はい膳ぜんされる。

　テアは目を瞑つむって準備が整うのを待ち、配膳が終わった気け配はいを察してカッと目を見開いた。

　白しろ飯めしと焼き塩しお鮭ざけと肉じゃがと納なつ豆とうとお味み噌そ汁しるという、純和わ風ふうな料理が目の前に広がっていた。

「って、何ですかこれは!?　わたしの手に持つこれが目に入らないのですか!?」

　握りしめたナイフとフォークを突き出すと、対面に座る晴はる夜やが「ああん？」と眉まゆ根ねを寄せて睨にらみつけてきた。

「食べたくなければ食べなくてもいいんだぞ？　別に」

「食べないとは言ってません！　見み損そこなわないでください！」

「いや、見損なわないし。見損なうポイントそこじゃないだろ」

「むしろ晴夜を見損ないました。どういうことですか？　わたしは三食すべてハンバーガーにしろといつも口くち酸ずっぱく言っているでしょおが!?」

「初耳だよ。偏へん食しよくにも程ほどがあるぞ。つか、俺おれが嫌いやだ」

　やれやれと肩をすくめている。テアと晴夜が食事のことでぶつかり合うのは一度や二度ではない。この隠かくれ家がで共同生活を送る二人の揉もめる種たねと言えばライフスタイルくらいのものだ。

「うお、美う味まい！　テアも食えよ、こういう朝食もいいもんだぞ？」

「……時刻で言えばすでに夜ですが？」

「昼夜ちゆうや逆転してんだ。そんくらい大おお目めに見ろよ。ていうか、おまえってやつは拗すねるとほんと面めん倒ど臭くさいな」

　むー、とテアは頰ほおを膨ふくらませる。晴夜はこういうときほど言葉に遠えん慮りよがない。テアは頭を撫なでられながらあやしてもらいたいのに。晴夜には通じない。

　まあしかし、これが晴夜なのだと理解している。むしろ、晴夜はこうでなければとも思う。いつもどおりの晴夜で、苛いら々いらはするものの、同じくらい安心もしてしまう。

　油あぶら絵えと同じだ。

　ないと落ち着かないもの。

　晴夜は、眷けん属ぞくは、もはやそういう存在なのだった。

　当たり前のようにそこにいて、目を覚ますたびにここにいる。

　テアはなんだか、なぜだか、こうして喧けん嘩かするだけでも嬉うれしくなってしまうのだった。

　ムズムズなって、ウズウズするのだ。

　しかしながら、現在テアの不満は爆ばく発はつ寸前、泣き出す一歩手前であった。

「もう、もう、もう────っ！」

「なんだよさっきから、何が気に入らないんだ!?　はっきり言え！」

「じゃあ言わせてもらいますが！」

　ビシッとナイフを真ま横よこに突き出す。

「どうしてこの女がここにいるですか!?」

　それまで我関せずを貫つらぬいてお味み噌そ汁しるを啜すすっていたリライラが「んむ？」と顔を上げた。

　ナイフの切きっ先さきの向こう、リライラ・ボーグが同じ食しよく卓たくについて飯めしを食らっていた。

「どうした、テア君？　私の味付けが不満か？」

　すべてリライラの手作りだった。肉じゃがの味付けには特に自信があるらしいのだが、テアにはどうでもいいことだ。

「おまえがいることが不満なのです！」

「……なんだと？」

　低い声で返されて、「ぴぃ!?」テアは椅い子すから転げ落ち晴はる夜やの背後に慌あわてて隠かくれた。小動物のように震えながら晴夜の袖そでを摑つかむ。

「は、晴夜、わたしはこの女が怖こわい……」

「あー、先せん輩ぱい、テアを虐いじめるのはそのへんで勘かん弁べんしてもらえませんか？」

「……別に虐めてなどいないのだが。……普通に接しているつもりなのに……」

　リライラまでしょんぼりと項垂うなだれる。テアは背中でガクブル震え、晴夜は盛大に溜ため息を吐ついた。「うまくいかねえなあ」小声でぼやくのだった。




　グリオと死し闘とうを演じた翌日、晴夜は目を覚まして驚いた。

　なんと隠かくし部屋のベッドの上でリライラに膝ひざ枕まくらされていたのだ。そして傍かたわらには牙きばを剝むいて、がるるるる、とリライラを威い嚇かくするテアが大人おとなしく座っていた。

「──お、目が覚めたか。気分はどうだ？」

　も、最高っす。あ、いい匂におい。

「テア君を手渡すとすぐに気を失ったんだ。憶おぼえているか？」

「……はあ。なんとなく。──そうだ、俺おれ、グリオと戦たたかって、それで」

「無事戻ってこれた。君たち二人を運ぶのは大変だったんだぞ。感かん謝しやしなさい」

　簡単にそのことを説明された。リライラによって晴夜とテアはこの部屋に運ばれて、こうして目が覚めるまで付きっきりで看かん病びようしてくれたらしい。先に目覚めたテアはリライラを聖殲士ナーバの手先だと思い込んで（間違っていないが）敵てき意い剝むき出しに警けい戒かいしていたというわけだ。

「い、いつまで晴夜に膝枕してやるつもりですか？　もう起きたのですからどきなさい。今度はわたしが晴夜に膝枕されるのです。──一晩中」

「なんでだよ!?」

　全然脈みやく絡らくねえじゃねえか。そう言うと、テアは拗すねるようにぷいっとそっぽを向いた。

「はっはっは、元気なようで何よりだ。テア君もこうして息そく災さいだし、いやあ良かったなあ。めでたしめでたしだ」

　わしゃわしゃと晴夜の髪かみを乱暴に搔かき撫なでる。台詞せりふに反して、リライラの態度にどことなく違い和わ感かんを覚えた。

　リライラは次のような交換条件を突き付けた。

「君たちがここに隠かくれ住んでいることを秘ひ密みつにする代わりに、私に君たちを観察させてはもらえないだろうか。始し祖そや、君という屍鬼グールのサンプルがいるのは私たちにとってプラスになる。それにもし晴はる夜や君が発はつ狂きようし人間の心を失ったとしても身み近ぢかに置いておくことで対たい処しよしやすいしな。君たちの生活を脅おびやかすつもりはない、もちろん不自由もさせないつもりだ。教会から匿かくまうに吝やぶさかではないが、どうだ？」

　テアは「何好き勝かつ手てなこと言ってんですか、お断りだコンニャロメ！」と大おお暴あばれしたが、晴夜は言葉の真意のほどを冷静に探った。

　どういうつもりだ、そんなことを考えていると、リライラはにこりと微ほほ笑えんだ。

「断れば、学園の人間すべてを敵に回すことになるけれど？」

「……」

　真意もへったくれもなく、晴夜に拒きよ否ひ権けんはないのだった。




　というわけで、リライラは暇ひまを見つけては隠し部屋にお邪じや魔ましに来るようになった。たまにこうして料理を作ってくれるので晴夜はむしろ嬉うれしいのだけれど。

「とにかく出て行けってんですよーっ！」

　テアは自分の城に土ど足そくで上がられたことが気に入らないようだ。

「しかし何じゃな、この部屋の光量をもう少し増やせんもんかのう。暗くて敵かなわん。朕ちんがわざわざ出向いておるのじゃから、それぐらいの配はい慮りよはすべきじゃろうに」

「ねえってばー、さっきから呼んでるんだけどー、お風ふ呂ろの石せつ鹼けん新しいのないのー？　せっかくメルさんがシャワー浴びてるんだから、晴夜君もサービスしなさいよねー」

「女子の部屋で女子に囲まれる、こんなに幸せなことはないね。なあ、君もそう思うだろ？　わかっているのなら出て行ってくれないか？　空気を読めよ、後こう輩はい」

　我が物顔でくつろいでいる飛蕾フエイレイとエスメラルダとジョイが三方向から同時に口にした。

「増えてるし!?」

　リライラどころか森星生徒会クルセイダーズ勢せい揃ぞろいであった。もちろん招しよう集しゆうしたのはリライラだ。

「今後はここを生徒会の活動拠きよ点てんに据すえようと思う。晴夜君も裏メンバーとして迎えたい。君を加えて今後は五人で活動していく」

「は？」

「せっかく吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくがいるんだ。その力、利用しない手はないだろう。晴夜君を人間に戻す方法も一いつ緒しよに探してあげるから。どうだ、協力してくれないだろうか？」

「……断ったら？」

「この場で我々は全力で君たちを叩たたくよ」

　やっぱりね！　笑顔のリライラほど怖こわいものはない。

　晴はる夜やには頷うなずくしか選せん択たく肢しはなかった。

「──って、何勝かつ手てに決めてんですか!?　晴夜の主人も、この部屋の主あるじもわたしです！　わたしなのです！　アイアム主人！」

「主人くらい英えい語ごで言えよ」

「ならば、異い議ぎある者は挙きよ手しゆしなさい」

　リライラの言葉を受けてテアが即そく座ざに手を挙げる。両手を高々と挙げる。踵かかとを上げて背伸びまでする。

　リライラは笑顔で一いつ刀とう両りよう断だん。

「却きやつ下かだ」

「なら訊きくなってんです！」

　振り上げた手を勢い床にバシバシ叩たたき付けてうがーっと叫んで拗すねるのだった。




　テアとリライラのやり取りを眺ながめながら、晴夜は自然と笑えていた。

　生徒会クルセイダーズの面々に囲まれたこの状況、本来ならば恐いはずなのに、その賑にぎやかさに気が緩んだ。生徒会は吸きゆう血けつ鬼きの晴夜を、人間だったときと同じように接してくれる。テアとも普通にじゃれ合っている。その光こう景けいが眩まぶしくて、

　吸血鬼のままでいてもいいのではないか、と諦あきらめてしまいそうになった。

　グリオとの死し闘とうを経て、吸血鬼を問もん答どう無む用ようで殺さなければならない悪であると断定することができなくなっていた。人間にも悪があるように、吸血鬼にも正義はあるのかもしれない。

　大きく息を吸い込み、吐いた。──口元を一いち文もん字じに結ぶ。

　ばか。今そんなことを考えたって仕方ないじゃないか。

　人間に戻ろう。それが正解のはずだし、ユウリとの約やく束そくもある、それを目的にして生きていくべきだ。




　いつの日か人間に戻れたそのときに、一体誰だれの味み方かたでいられるか。

　そんなのは、今はまだ考えなくたっていいことだ。




「晴夜、晴夜、聞いてください！　ねえってば、ねえ、ねえ、ねえ────っ！」

「聞こえてるよ。何だよ、まったく」

　テアの頭をぐいぐい撫なでる。晴夜は次し第だいに笑えみを浮かべた。

　答えなら、このおかしな吸血姫ひめと一いつ緒しよにゆっくり見つけ出していけばいいのだから。





To be continued.









『奥の聖せい堂どう』の地下には『儀ぎ式しきの間ま』と呼ばれる空間が存在する。ここは聖せい魔ま術じゆつによる卜ぼく占せんや治ち癒ゆ、降こう霊れい術じゆつの場として使われ、神しん学がく科かの生徒でも立ち入りを禁じられている聖せい域いきである。四よ隅すみにある燈とう台だいの火と、中央に集められた蠟ろう燭そくの灯あかりが、石壁に囲まれた部屋の内部を赤あか々あかと照らしている。

　部屋の中央、蠟燭の火に囲まれた寝台の上に天あま草くさレオは横たわっていた。加か護ご歩祝ほうり先生やその他の聖せい職しよく者しやたちによるお祈りが終わると、レオは静かに目を覚ました。

「────、あれ？　ここは、……あれ？　────って、僕なんで裸はだか!?」

　全ぜん裸らに包ほう帯たいを巻かれただけの状態で、教師たちの環かん視しに晒さらされているのだ、混乱しない方がおかしい。しかし、レオはすぐに気を落ち着けた。落ち着けざるを得なかった。

　寝台の傍かたわらで泣きじゃくるクラスメートに気づいたからだ。

「よがっだあああ！　でぼぐん気がづいで本当によがっだあああああうええええええええ！」

「チーコ？」

　チーコの姿すがたを認めて、レオはなぜこうして全身に包帯を巻いて横になっていたのか、ありありと思い出す。あの夜の出で来き事ごとを、エンマの死を、思い出す。力が抜けてもたげていた頭を戻すと、不意に涙が込み上げてきた。

　──そうだった。

　エンマちゃんは殺されたんだ。

「お加減はどうですか？　まだ痛むところはある？」

「学園長おばあちやん……」

　ホルネイ学園長はレオたちがいた『雛鳥の巣ホリイハウス』の施し設せつ長ちようでもあった。昔からの癖くせで思わず呼び慣れた呼び方をしてしまったが、ホルネイ学園長は慈じ悲ひ深い笑えみを浮かべた。

「治ち療りようを施ほどこしましたから、もう大だい丈じよう夫ぶ。さあ、ゆっくりとお休みなさい」

「ま、待って！　あれからどうなったの!?　エンマちゃんは、やっぱり……」

　学園長も、加護先生も、チーコも悲痛な表情を浮かべた。エンマの死、そして晴はる夜やが吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくにされたことを聞かされて、レオはもう涙を堪こらえることができなかった。

　この日からレオの日常は激げき変へんする。レオの右腕、両りよう脚あしには新しいモノが縫ぬい付けられていた。ぴくりとも動かせず、レオは苦痛に顔を歪ゆがませる。

「それは聖せい人じんの腕と脚です。数々の奇き跡せきを内ない包ほうした、教会が所有する数少ない聖せい遺い物ぶつ。レオ、これからはそれが貴方あなたの武ぶ器きですよ」

「僕の、……武器」

　聖人の四し肢しの動かし方は、聖獣ヴイアツアの扱い方と原理が同じらしい。集中力と想そう像ぞう力りよくが鍵かぎとなるようだ。そもそも聖獣を喚よび出したことのないレオは感覚の違いに迷うこともなく、むしろ形としてある四肢の方が扱いやすく、コツさえ摑つかめば自由に動かせた。三日目には歩けるようにまでなっていた。

　右腕と、両りよう脚あし。──その存在自体が奇き跡せきの具ぐ現げん。

　触れただけで吸きゆう血けつ鬼きを滅することのできる聖せいなる体。

「僕の武ぶ器きだ！」

　拳こぶしを握る。この力を使って復ふく讐しゆうすることを誓ちかう。

　──見ていて、エンマちゃん。必ず仇かたきを取るからね！

　世界中の吸血鬼を駆く逐ちくしてやる。一いつ匹ぴき残らず葬ほうむり去る。楽には滅ぼさない。捕つかまえて四し肢しを引き千ち切ぎって抉えぐり取ってもぎ取って磨すり潰つぶして削けずり潰して擦すり潰して砕くだいて折って斬きって焼いて刻んで裂さいて殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺し尽くして

　手始めに、晴はる夜やを殺そう。

「──親友だもん。僕の手で葬ほうむってあげるよ」




　　　　　　　　　†




　学園の敷しき地ち外の森で、リライラはエスメラルダと合流した。お互いの聖獣ヴイアツアを喚よび出して周囲を警けい戒かいしながら、二人は密みつ談だんを交わす。

「定例会議の結果、ユウリ君に代わって天あま草くさレオ君が討とう伐ばつ部ぶ隊たいに加わることになった」

「うっそー？　もしかして晴夜君が関係してる？」

「本人が志し願がんしたそうだ、おそらくそうだろうな。──ユウリ君はもう駄だ目めだ。あれはすでに精神異常を起こしている。再起は不ふ可か能のうだろう」

　晴夜の名前を口にしながら虚こ空くうばかりを見つめる様さまは、狂きよう気きに満ちていた。レオがおらずともユウリは外されていたはずだ。

「それで？　メルの方はどうだ？」

「うん。リラの言ってたとおり、やっぱり臭におうわね。──学園長、何か隠かくしてる」

　エスメラルダの聖獣は隠おん密みつスキルに長たけており、尾び行こう、哨しよう戒かい、密みつ偵ていを得意としていた。リライラはエスメラルダにホルネイ学園長の周囲を洗うように指し示じしていた。

「とにかく動きが不ふ審しんなの。真夜中に『奥の聖せい堂どう』に行ってさ、『儀ぎ式しきの間ま』からまた地下に潜もぐったのよ！　知ってた？　『儀式の間』の祭さい壇だんのところに隠し階段があるの。そう、そこからさらに地下へね。どれだけ降りたかしら。随ずい分ぶんと、たぶん百メートルくらいかしらね、降りていったところに扉とびらがあって、そこに入って行ったわ。あたしの追つい跡せきはそこまでよ」

「？　学園長に気け取どられたのか？」

「ううん、違くて。どんな聖獣でもあそこには入れないようになってた。結けつ界かいが張ってあったのよ、よくわかんない術じゆつ式しきのやつ。晴夜君とテアちゃんの隠し部屋に張ってあるのと同じ結界式だったわ。聖獣が無力化されちゃうのよ。中に入れれば、聖獣も喚よび出せるんだろうけど」

「……そうか。いや、やはりというべきか」

　ずっと気になっていた。なぜ始し祖その隠かくし部屋が、吸きゆう血けつ鬼きにとって過ごしやすい造りの部屋が、森しん星せい学園の校舎に作られていたのか。それも人に感かん知ちさせない為ための結けつ界かいと吸血鬼の探たん知ちを邪じや魔まする術じゆつ式しきまで張られてあるのだ、学園側がまったく関かん与よしていないというのはあまりにも不自然過ぎた。

　初めからそのつもりで学園を作ったのだとしたら、──いろいろと辻つじ褄つまが合う。

「リラはどう思う？　あの扉とびらの先に何があるのか」

「吸血鬼を匿かくまう部屋があったんだ、きっと他にも化ばけ物ものを飼っているに違いない」

　問題は何が目的でそのようなことをしているかだ。

　聖殲士ナーバにとって宿しゆく敵てきとも言える吸血鬼を、どうして匿う必要があったのか。

　それをなぜ聖殲士に──リライラたちに秘ひ密みつにしているのか。

「学園長の他に秘密を知っている教師を洗い出すか」

「そうね。そっちから攻めた方が落としやすいかも。これはあたしたちの存在意い義ぎに関わる問題だわ。見過ごしてはおけない」

「幸いにも、始祖とその眷けん属ぞくがこちらの手しゆ中ちゆうにある。利用しない手はない」

　リライラとエスメラルダは頷うなずき合う。

　森の中、一いち陣じんの風が吹き抜けたその場所に、二人の姿すがたは消えていた。







『奥の聖せい堂どう』の遙か下か層そうに造られた研究所は、魔ま術じゆつや奇き跡せきとは相あい容いれない科学が支配する空間だった。空間そのものに結界は張ってあるが、扉のセキュリティには虹こう彩さい認にん証しようシステムが施ほどこされており、特定の人物しか出入りできない仕組みになっている。

　壁かべ際ぎわにいくつも並べられたコンピュータが電子音おんを上げ、そこから無数に延びたケーブルは中央の巨きよ大だいな円えん筒とう形けいの水すい槽そうに接続されていた。水槽内部を照らす照明が一いつ杯ぱいに満たされた溶液を青白く輝かせ、その中で漂う一体の人ひと型がたを浮かび上がらせている。

　人造人間フランケンシユタインとも呼ばれる人じん外がいは、無む人じんの空間を虚うつろな瞳ひとみで見つめながら、ごぽごぽと気き泡ほうを上げて微かすかに、それでもはっきりと、少女の声で呟つぶやいた。




　ばっかばか。










　あとがき




　新シリーズ『ハレルヤ・ヴァンプ』第一巻、いかがでしょうか。

　今回は吸きゆう血けつ鬼きモノです。

　何を隠かくそう私は大の吸血鬼マニア、──のはずもなく、むしろその分ぶん野やには疎うとい方であります。「吸血鬼とドラキュラとヴァンパイアって何がどう違うのよ？」レベルの無む知ち蒙もう昧まい。調べてみて初めて知った由ゆ来らいの数々。──ドラキュラって同どう名めい小説の登場人物の名前だったんですね、知ってました？

　吸血鬼のことをほとんど知らなかった私が、ではなぜ古こ今こん東とう西ざいネタにし尽くされた吸血鬼をテーマに作品を書こうと思ったかと言いますと、今回もまた担たん当とう編集さんからの提案がきっかけでした。「新作どうすんべ？」とあれこれ考えいくつかプロットをこさえて担当さんと打ち合わせを重ねましたが、どうもしっくりこない。誰だれも読んだことがない新しいジャンルを開かい拓たくしたいんだー、なんつー無む謀ぼうなことを口にしていた私に、担当さんはこう言いました。

「吸血鬼モノはどうですか？　逆に」

　逆に……。なぜその一ひと言ことが後あと押おしになったのかいまだにわかりませんが、「じゃあ逆に！」と乗っかった私もつくづく単純ですね。まあでも、無む駄だにテンション上げて最後まで楽しく書き上げてしまったのですから結果オーライってことにいたします。




　さて、もうお気づきの方もいると思いますが、著ちよ者しや近きん影えいにわけわからんトラが一匹ぴき紛まぎれこんでおります。この子は友人「田た中なか君（仮か名めい）」が生み出したキャラでして、その名を『田中トラマン。』と申もうします。肉を好み、孤こ独どくを愛し、ヤクザな人々に恐れをなす（器うつわの）ちっちゃいトラです。街中で見かけたら強い口く調ちようで「トラマン。！」と声を掛けてみてください。猛もうスピードで逃げて行きますんで。次回よりこのトラが含がん蓄ちくあるお言葉を皆様にお届けしますので、期待せずにお待ちください。可か愛わいがっていただけたら幸いです。ええ、単なる一言ネタです。




　最後に、本書の出版に関わった多くの方々に感謝を。

　可愛いテアに格かつ好こういいリライラを生み出してくださったイラストレーターのがおうさん、本当にありがとうございました。登場人物多おおくてごめんなさい。担当編集の荒あら木きさん、毎まい度どありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

　そして、本書を手にとってくださった読者の皆様に心からの感謝を捧ささげます。





２０１２年　夏　山やま口ぐち幸こう三さぶ郎ろう
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山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう

ぼく、田中トラマン。えっとね、好きな物は『食べ（られる）物』。無機物とか出されるとイラッってなるよね。虎を甘くみてほしくないよね。ほんとにさ。人だって襲っちゃうよ？　怒ると恐いよ？　『弱肉僕食』がモットーなんだよ。覚えておいて。ん？　嫌いな物？　もちろん『強面系の人たち』さ！
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イラスト／がおう

大阪在住のフリーのイラストレーターです。他に『エンジェル・フォール！』（星雲社）の挿絵、徳山競艇のビジュアルイラスト等担当。
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